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維新 史は 幾多の 興味 ある 人物 を 提供して ゐる。 三 傑 二 卿 を 始め、 勝 海 舟、 坂 木 龍馬、 高 

杉晋作 以下、 右 は 近 藤 勇に 至る 迄、 歷 史的 過程が 波瀾 萬 丈 を 極めた 樣に、 人物 も 色と り ど 

り に 活躍して、 誠に 日本史に 於て 光輝 ある 一 頁であった。 

然し これらの 人物 は 多く、 維新 史の 外面 的 政治的 過程 を說 明す るのに は 役立つ が、 內面 

的 思想 的 過程に 觸れ てゐる もの は 比較的 少ぃ。 その 中に 於て、 亩田松 陰 はこの 思想 的、 內 

面 的 過程に 比較的 深く 觸れ てゐる 人物の 代表的な ものである。 松 陰 は 維新に 於け る 思想 的 

代表者の 一 人で、 又 政治的に も 活動して ゐた。 松 陰の 維新 史に 於け る 地位 は、 內面的 E わ 想 

が、 政治的 活動に 迄 展開す る 所の 橋渡し をして ゐる點 にある。 松 陰の 內面的 生活に は、 《=3 

時の あらゆる 思想 的 潮流が 一 つの 渦卷 をな して ゐる。 維新 史に 於け る 內面的 思想 的 發展は 

松 陰の 思想 生活に 綜合され てゐる 形で ある。 この 點に 於て、 松 陰 は 維新 史に缺 くべ から ざ 

る 人物の 一 人で ある。 

吉田松 陰に 關 する 資料、 傳記 はこれ 迄 汗 牛 充楝も 只なら ない 程發刊 されて ゐる。 併し、 


從 來の歷 史的 人物の 總て がさう である 樣に、 松 陰の 取扱 ひ 方 も總て 一 定の 型に はまった も 

のが 多い。 それ は 歴史的 人物 を 人間離れ のした ものと して、 人 問 生活から 切り離して 無理 

矢理に 偉人 や 英雄に でっち 上げる とい ふやり 方 だ。 歷 史的 人物 を眞に 理解す る爲に は、 こ 

うい ふ 外部から 押 付けられた 型 をす つかり 打破らなければ ならない。 私の 「吉田 松 陰」 は 

こうい ふ 型 を 打破る 一 つの 試みで ある。 松 陰傳が 十指 を 屈する 程 ある 中に、 私が 叉 改めて 

「松 陰傳」 を 書いた 理由 は そこに ある。 松 陰に 關 する 賓 料の 中には 維新 史に關 する 重要な 

點で、 まだ 充分 研究され てゐ ない ものが 澤山 ある。 私 は 少く共 これらの 點に 於て、 新しい 

立場から 松 陰 を 取扱 はふと した。 然し それ は豫 期と 反して、 極めて 不充分な ものに なって 

しまって ゐる。 この 點で 先輩 並に 讀者 諸君の 批判と 叱正 を 乞 ことが 出来れば 幸で ある。 

この 書 を 書く に， ついて、 幾多の 先輩 諸氏の 資料と 文獻 を參考 にした が、 繁を 厭って 一 々 

は擧 げてゐ ない。 註に 擧 げたの は 二三の 極めて 重耍な もの みで ある。 併せて 謝意 を 表す 

る 次第で ある。 

昭和 十二 年 十一月  著者 識 
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一、 生れ 出ず る惱み 

近代 日本 は 封建制度の 鐘の 中から 生れて 来た。 

德川 封建 制 は、 嚴 重な 階 暦 的 身分 制度と、 身分 間の 世 『1^ 制、 身分 職業の 鞞換 禁止、 それ 

ぞれの 身分 毎の 法 雜道德 から 習惯に 至る 迄の 標準の 差異、 切り刻んだ 地方 分權、 その 社會 

を 世界の 動きから 切り離す 所の 鎖國 制度に よって 維持され て來 た。 そこで は 一 切の 新しい 

社會的 生命 は、 封建制度の 鎖の 中に 窒息 させられて ゐた。 然し、 この 完成され た 封建制度 

永い 年代 を經る 問に、 それ 自身の 束縛に よって 新しい 發展を 止められ、 老朽し、 停滞 

し、 崩 壞の道 を 歩むべく 餘 儀な くされて 来た。 封建制度の 經濟的 基礎 をな して ゐる 業 

は、 殆 んど絕 間ない 飢饉と、 大衆 的な 間引き、 農業 生産力の 停滯 によって、 封建 社會を 養. 

ふこと が 困難に なって ゐた。 一方に 新しい 勢力と して 接頭した 商 f 个 X？ 利 貸资本 は、 米穀 投 

機の 密 ffi- 地點 となった 大阪 を基點 として、 封建制度のぁらゅる組織の中に，^|"ひ入り、 之 を 


朋 壌させる 役目 を 果してる た。 

經濟的 某 礎の 衰顏 によって、 堅固 を 極めた 封建的 身分 關係は 弛緩し、 動搖し 始めた。 封 

建 社會の 全能者であった 大名 は、 農民から 年貢が 減少し、 不規則に なって 来たので、 町人. 

に 首 を 垂れて 無心 をし、 それによ つて 財政破綻 を彌 縫した。 諸侯の ある もの は國產 そ獎勵 

し、 藩札 を發 行し、 物 產專賣 政策 を 取ったり したが、 それでも 財政 窮乏 を 救 ふこと は出來 

なかった。 藩の 財政に は、 次第に 富家 豪商た る 町人が 赏權を 振ふ樣 になった。 百 萬 石の 加 

贺 藩で すら、 天 保の 頃に は 御物 成 十五 萬 石の 三分の 一 は 借金の 返 濟に差 引かれる 樣 になつ 

た。 仙臺 藩で は弘化 年度の 借金 百 萬兩、 寬政 頃に は 大阪の 富 商 升屋が 同藩の 倉 元と なり、 

財政の 實權 はこ. の 升屋に 握られて ゐた。 

大阪は 諸侯が 米穀 其 他物 產を 賣拂ふ 中心地で、 其爲に 諸侯の 蔵屋敷が あった。 藏 屋敷の 

蔵元、 掛屋等 は 町人が 命ぜられ、 大阪の 掛屋は 江戸の 札 差と 共に 大小 武家の 金融 機 關で大 

名 は 掛屋に 扶持 を與 へ、 家老 同様に 待遇す る樣 になった。 中で も 鴻池善 右衛門 は 加賀、 廣 

島、 阿波、 岡 山、 柳 川 五 藩の 掛屋を 勤め、 鬼 州紀 州の 用達 を 兼ね、 扶持米， たけで も 一 萬 石 


に 達し、 別家で も 七十 人 扶持 を 受けて ゐる ものが あった。 鴻池善 右衛門、 平野 ：《1 五兵衛、 5 

天 王寺屋 五兵 等々 の 豪商 は、 こうして 大名に 寄生し、 大名 を 凌ぐ 生活 をして ゐ たので ある。 

大阪の 町人 學者山 片旙栊 は 「夢の 代」 (享和 二 年) に 言って ゐる。 

「今の 諸侯 米價 何程 貴し と雖、 國 用たら や。 故に 三年 五 年の 貢 物税 を 一年に 得る とも 

補 ふべ から や。 近年 だん f\ 天下の 金銀 多くな りて、 その 半 は大阪 にあり。 ゆ ゑに 天 

下 これ を 富饒の 地と す。 東西の 諸侯み な 大阪に 借. りて 用を辨 す。」 

幕府の 財政 窮乏 も 甚だしかった。 幕府 最盛期の 元祿 時代に 旣に 財政 困難に 陷り、 イン フ 

レ と增稅 によって 彌 縫して 来たの だが、 末期の 田 沼 時代 を經て 財政 紊乱 は 益々 甚 しく、 天 

保 時代に は 幕府の 歳出 百 五十 萬兩を 超え、 文化 初年に 比較して 二倍に 增 加し、 財政 は 破綻 

に頻 した。 幕府の 歳入 不足 は屢々 町人への 御用 金 賦課と なった ので あるが、 この 御用 金 は 

寶曆十 一 年に 百 七十 萬 三千 兩、 . 文化 十 年に は 百 萬兩、 天 保 十四 年に は 百 九十^ 1 一千 五百兩 

に 達して ゐる。 其 結 菜 は 貨幣 改鑄、 課稅 增徵、 新税 創設、 舊債 棄捐 等と なって 現 はれ、 蘗 

府は 一般人 民の 怨嗟の 的と なつ；，：。 幕府が 貨幣 改鑄 によって 得た 益金 は、 元祿 年度で 五 百 


萬 兩と言 はれて ゐる c  . 

幕府、 諸侯の 窮乏 は、 その 家臣 達の  一^の 窮迫と なって 現 はれた。 諸侯 は 家臣に 對 して 

世襲の 祿を 給す る ことが 出来 なくなり、 御 借 上と 稱 して 知行 扶持の 減額が 行 はれた ので あ 

る。 太宰： #臺 の 「經 濟錄拾 遣」 に、 

「近來 諸侯 大小と なく 國用 不足に して 贫困 する こと^し。 家臣の 傣祿を 借る こと 少き 

は 十分の 一 、 多き は 十分の 五六な り。」 

と 言 ひ、 中期 以後 は、 この 借 知 は 段々 一般的な 現象に なって 来た。 S 州 藩 は 早くから 祿を 

減じ、 承應ニ 年に は 平均 十分の 二 を 減じ、 寶永 元. 年に は 半 知 減額が 置 現し、 同じく 五 年に 

は輕 減され たが、 同 六 七 年に は 再び 半 知を復 した。 加 I；： 〈藩で は 安永 五 年 以来 高 百 石に 付 十 

五 石、 それ 以下 は 百 石に 付 十 石の 割合で 減額し、 その後 も 厘々 借 上 を 行って ゐる。 薩摩藩 

では 旣に 元祿 十一 一年に 家中 諸 +に半 知に 近い 借 上 を 行 ひ、 正德七 年に は 諸 役人の 俸祿 を 半 

減した。 低し 薩摩は 其 後琉球 貿易、 砂糖 專賣、 新 出開發 等で 財政 を囘復 した。 

その 結 sk" は 下級 武士の 生活 は 困難に なり、 延いては 領主に 對 する 不平 不滿 から、 封建的； 


忠誠の 信念の 減 返と なった c 下級 武士の 大多數 は 高利 貸 资 木の^ 愛と なり、 或は.^ 活の必 7 

要上內 職に 從 事し、 半ば 手工業 者に 轉 化する もの もあった。 米澤 の维、 織物、 長 門の 傘、 

鍋 島の 竹 子 笠、 秋 の 切 籠、 小 倉の 合羽の 装束、 館 林の サシ コ、 加納の 海鼠ね り、 若 狭の 

瘦 木地、 忍の 行 田 足袋、 博 多の 縫范、 仙臺の 提灯 等 は 皆 武士の^ 職に よる 生產 品で あつ 

た。 甲 州の 郡內 織、 羽 州の 米澤 織、 熊 本、 白 河の 諸侯の 絹 織 等 は、 諸侯が 積極的に の 

窮乏 を 救 ふ爲に 家中 工業と して 獎勵 した ものである。 

一 方に は 諸侯の 窮乏から 町人に 金錢の 融通 を 仰ぎ、 融通した ものに 百姓た ると 町人た る 

と を 問 はや、 苗字、 帶刀、 乘馬、 紋服 を 許す やうに なり、 更に 〈¥ 格 や 門地の 资 S3; が 行 はれ 

る やうに なった。 富裕の 町人 を 養子に 迎 へる こと は 早くから 行 はれた が、 後に は 養子 髙百 

石に 付 五 拾兩、 急 養子 は 百 石に 付 七 八拾兩 から 百兩 迄、 或は 百 俊 百 金、 千 石 千ー刚 とい ふ樣 

な 相場が 立つ 樣 になった、 こうして 封建的な 身分 制度 は 次第に 弛緩し、 -: 朋 壊の 一 路を迎 つ 

たので ある。 

. 新しい 社會的 生命 は、 古い 封建制度の 鎧 を 突き破って 生長して 來る。 旣 にこの 鎧の 下に 


は、 新しい 社會の 萌芽が 準備され てゐ た。 封建的な 自給自足 經濟 に相應 する ギルド 的家內 

工業 は、 次第に この 自給自足の 範圍を 突破して、 端 初 的な 资本制 的 商品 生産に 迄 成長して 

來た。 機業 ゃ鑛山 業に はかなり 大規模な マ 一一 ュ ファ クチ ユア 生産の 實現も 見られた。 

問屋 制家內 工業 は 多くの 都市 及び 農村に 迄發 達して ゐた。 商業 高利 貸 資本の 中には、 旣 

に これらと 結び付いて 產業 資本へ の 轉化を 準備す る もの もあった。 この 新しい 社會的 萌芽 

が 成長す るに 從 つて、 古い 鎧 は 窮屈に な， 0 之 を 脫ぎ棄 て やうと する 衝動が 高ま つ て 來た。 

然し 新しい 社會的 萌芽 は、 まだ 獨 力で この 鎧 を 脫ぎ棄 てる 力 を 持たなかった。 そこへ 外部 

から、 この 殼を 突き破る の を 手 偉って 吳れる 力が やって来た。 封建 日本 を 固く 包んで ゐる 

所の 鎖國 制度が、 この 力に よって 取 b 去られた 時、 新しい 社會的 萌芽 は 急速に 伸び、 一 擧 

に 古い 鎧 を 脫ぎ棄 てる 力 を 獲得した ので ある。 

陣痛 は旣に 永い 間績 いて ゐた。 

竹內 式部が 山 崎闇齋 流の 神道 を說 き、 淺見 網 齋の靖 獻遣言 を 講じて、 堂上 公卿に 勤王 論 

をサ奴 吹して ゐた 頃、 百姓 一 揆は旣 に 今迄に ない 數に 達し、 寶曆四 年に は筑 後久 留 米に 一 一 百 1 


餘村 二十 ケ 村の 一 揆が 起った。 同 五 年に は 一 授の數 約 十囘に 及んで ゐる。 次いで！ K 明年^ リ 

の 凶荒 ( 一 七 八 一一 一 11 八： 牛) に は 天明 三年 約 十囘、 同 六 年、 七 年 各 十五 囘の 一 校が 起った。 

天明 七 年に は 大阪、 江戶、 その他 近 幾 東海、 中圃、 九州 諸圃に 一旦る 一般的な 打ち 毀し が あ 

つた.。 山 縣大貳 が 「柳 子 新 論」 を 著して 死刑に なった の は 明 和 四 年 八 = ^であり、 次いで 寬 

政 四 年に は 林 子 平が 三國 通覽、 海 國兵談 を 著して 禁錮に 處 せられた。 

社會的 不安 は 一般的に なり、 年毎に 深くな つて 行った。 天 保 年 に は 一校の 數も 四ギに 

十七 囘、 八 年 十一 囘と いふ 風に 頻發 した。 天 保 八 年に は大 阪の與 力、 大廄平 八郎が 一揆 を 

起した。 十 年 (一 八 三 九 年) に は 渡邊華 山の 「愼機 論」 高 野 長英の 「夢物語」 が 罰せられた。 

所謂 蠻 社の 獄 である。 . 

新しい 社會の 生誕 を 前觸れ する 先驅的 思想 は、 先づ 民間の 舉者、 處士、 浪人の 問から 生 

れ ；」。 ，hN 、いで 生活苦 • に 喘ぐ 下級 武士の 大衆 を捉 へた。 下級 武士. が 積極的に 動き 出した 時、 

運動 は現實 的に なった。 然し この 表面的 運動の 背後に は、 社會の 基底に 次， おに 成^し つ S 

ある 新しい 生命の 胎動が、 力強く うねって ゐ たので ある。 この 力 はま. た 表面に は 現 はれな 


かった。 そして 下級 武士の 動きが 暫く これに 代って ゐた 


1 一、 兵 家の 子  / 

.ー 

一 

S 下級 武士  ノ 

吉田松 陰 は 長 門の 萩で、 貧乏な 武士の 家に 生れた。 

父 は 杉 百合 之 助と 言って、 毛 利 の世臣 であった が、 微祿 で贫窮 武士の 典塑 であった。 ： 

百合 之 助の 父 七 兵衞は 「暴 粥屢々 乏しき も、 吟誦 朗々 之に 處 りて 晏 如たり」 (杉话 《 先生 傅) j 

と 言 ふ 程で あるから 困窮 はこの 頃からで ある。  一 

杉 家 は 始め 萩の 城下に ゐ たが、 文化 十 年 三月 萩 城に 大火が あって、 燒け 出されて しまつ 一 

た。 その 爲に 一家の 貧窮 は 益々 甚 しくな り、 一家 は 萩の 柬郊松 本 村に 移った。 その © は 一 

「僑 居 寄寓 久しく 定處 あらや」 (同上) と 言って、 居所 も定ら なかった。 文政 八 年に 松 本 村 一 

護國 山の 南 圑子巖 に 草 蘆 を 結び、 半農 半士の 生活に 入った。 半農 半士と 言っても 實 質的に 一 

は 本物の 百姓と 變ら ない わけで、 自ら 耕し、 米 を 春き、 馬を牧 ひ、 索 を 絢 ふとい ふ 生活で 一 
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あった。 百合 之 助 はこ、 で兒玉 氏の 女 瀧 子 を娶. 5、 三男 四 女を擧 げた。 松 陰 は その 二番目 

として、 天 保 元年 ( 一 八 一ーー〇 年) に 生れた ので ある。 

彼が 生れる 五 年 前 ( 一 八ニ 五 年) に は 文政の 擊攘 令が 布 かれ、 五 年後の 天 保 五 年に は 水 野 

忠 邦が 老中と なった。 對內 問題と 同時に、 對外 問題 も旣に 日程に 上って ゐた。 

當時長 州 藩で も 一般の 士風 は頹暖 し、 上 好 部に は 防 胳請托 が 公然 行 はれ、 下：： Is は 絶望的 

氣 分に 蔽 はれ、 或は 偷 安に 耽り、 自棄に 流れた。 然し その 日の 生活に 追 はれて ゐる 貧乏 士 

族の 家庭で は、 自棄に 流れて ゐ る餘裕 も、 安逸 を 貪って ゐる暇 もない 譯 だった。 杉 家 はこ 

うい ふ 窮迫した 武士の 行く 道と して、 城下町の 手工業 的な 內 職で 生活 を 補 ふ 部類で はなく 

農耕に よって 生計 を 立 てた 範疇に 屬 する。 

何れに しろ、 こうして 直接 生 產に携 ると いふ こと は、 封建 社會の 崩れ 行く 過程で、 この 

階級 を その 顏廢と 崩 壌に 捲き こむ ことから 救 ひ、 淸 新の 氣風を 吹き込む ことに 役立った。 

こ の 層が 新し い 社會を 建設す る 運動に 中 心 勢力 となって 働いた とい ふこと も 偶然 で はない 

ので ある 0 


人間的な 潑溯 とした 精神 は 武士の 社會 では この 餍に 最もよ く淺 つてる た。 武士^級の ぽ 

敗 を 嘆く 聲は S 々こうした 中から 聞かれる ので ある。 そこに は 上 好 部分が .：》2 祿を食 み、 安 

逸 を 貪つ てゐる ことに 對 する 不^が 混って ゐる 場合 も ある。 上層と 下 好の 對立 はこうい ふ 

所に 端緒 的に 現 はれて ゐた。 松 陰の 父 百合 之 助 も、 一般の +風賴 魔し、 名分とか節^^とか 

いふ こと も廢れ てるる のを絕 え や 憤慨し てゐ た。 彼は讀 書が 好き で 松 木 村に 遷 つてから 米 

を 春く 時 も 棚 を 架けて 書 を 開き、 馬 を 牧ひ索 を 絢 ふ 時 も 書物の こと.； V 忘れなかった。 好ん 

で 讀んだ 書 は、 玉 田氏荖 「神 國 由来」、 會澤正 志 「新 論」、 管 茶 山、 賴 山陽の 勤王 詠史 等 だ 

つた。 

松 陰が 生れた 時 は 杉 家 窮乏の 最も 甚 しい 時だった ので、 彼 は 兄の 民 治と 共に 幼少の 時 か 

ら 父に 從 つて 田圃に 出で、 耕作 を手傳 つた。 父 は 耕し 乍ら 子供の 教育 をして、 四 窨五經 の 

素讀は 殆んど 畑の 屮 で 濟 ましたと 言 ふこと であった。 妹 芳子も 小さ い 時から 母に 從 つて 饭 

を 炊き、 馬 を 洗って 〈お 事の 手助け をし、 一家 この 窮乏と 戰 つた。 松 陰 は 後年！ §1 々この 時代 

のこと を 妹 達への 手紙に きいて、 子供へ の 戒めに せよ と 言って ゐた。 


父 百合 之 助 は 天 保 十四 年長 州 藩の 藩 政 改革に 際し、 人材 登庸の 途が 開けて、 百 人中 間 頭 

兼 盜賊改 方に 出世した ので、 杉 一 家 は 漸く 昔の 窮乏から 脫 する ことが 出来た。 

S 山 鹿 流兵學 

天 保 六 年 叔父 吉田大 助が 死んで、 後嗣がない ので、 松 陰が その 養子と なった。 時に 年 六 

歳、 然し 依然として 杉 家に 養育され た。 

吉 田家 は 山 鹿 流 兵學を 以て 世々 毛 利 家に 仕へ た 家柄で ある。 祿高五 拾 七 石 六 斗、 家格 は 

上士 となって ゐて、 彼の 生家 杉 氏よ. 9 好い 譯だ が、 上士 として は 最下 級の 方で ある。 

山 鹿 流 兵 舉は德 川 時代の 思想 史上 特殊の 地位 を 占めて ゐる。 流祖 素行の 思想 は 甲 州 流 軍 

學其他 曰 本 傳來の 軍擧を 集大成し、 之に 儒 敎哲學 による 思想 的 裏付け をした ものである。 

偉 来の 軍 舉は單 に戰陣 上の 技術 を屮 心と し、 占星筮 術に 類す る もの ゃ傳說 めいた 荒誕 無稽 

な もの もあった。 素行 は 軍學を 政治の 延長と し、 軍學を 政治 化した ので ある。 謂 はば 戰爭 

技術 を 政治の 集中 的 發展と 見る ので、 從來の 兵攀が 戰爭の 末梢的 技術に のみ 沒 頭して ゐた ^ 


のに 對 して、 彼の 軍 學は謂 はば 廣義國 防で ある。 

素行 は 政治に 於て、 當 時の 儒學者 一般の 樣に、 儒 敎哲舉 を 13131= した。 然し 波の 儒 敎は德 

川 家の 官許 御用 學說 に拘ら ない。 こ ， に 彼の 擧說 が德川 封建 制に 對し 批判的になる のは當 

然 である。 彼 は 遂に r 聖敎 耍錄」 一 卷 によって 德川 幕府の 忌諱に 觸れ た" 彼は遗 翁に 「夫 

れ吾を 罪する もの は 周 公 孔子 之 道 を 罪する 也。 我 罪すべく、 而 して 道 は 罪すべ からす。. 聖 

人 之 道 を 罪する 者 は 時世 之 誤 也。 古今 天下 之 公論、 遁る ベから す。 凡そ 道 を 知， るの iii^ 必す 

天災に 逢 ふ、 其先蹤 尤も 多し」 と 言って るる。 

浪人 山 鹿 素行 は、 學派學 閥に 拘ら す、 儒教の 眞 精神に よって その 畢說を 紐 織 しゃう とし 

た。 然し 思想 自由の 極端な 抑壓を 受けて ゐた 社會に 於て、 こうした 自由 討究、 舉說の 樹立 

は 許される ことではなかった。 かくして 素行 は 罪せられ たので ある。 

出 鹿 流の 兵舉に はこの 樣 にして 最初から 德川 封建 制に 對 する 批刺的 精神が 莨いて ゐた。 

然し 流祖 素行が 罪せられて 以来、 その 厳酷な 制裁に 批判的 精神が 萎えて、 山 鹿 流の 相傳は 

次第に 形式的 技術的な ものと なって 行った ので ある。 之に は 勿論 一方 打ち紐く 泰平の 爲に 1 


軍學 とい ふ樣 な戰 (サ學 問 が眞 面目に 論議され なくなつ たとい ふ 理由が 手傳 つて ゐた かも 知 

れ ない。 

幕末 非常時、 殊に 黑 船の 衝 擊は德 川上 下 社會を 愕然たら しめた。 それと 共に 泰平の 夢が 

破られ 戰爭 問題が 久し振りで 日程に 上って 来た。 あらゆる 方面に、 腐朽、 壌廢が 曝露され 

之が 改革 は泥繩 式に 進められた。 戰爭學 たる 兵學の 方面で も然 りで ある。 兵攀は 一 方で 

眼前に つた 戰爭に 役立てる 爲に、 大いに その 必耍が 認められた と共に、 永い 間の 固陋 偏 

見 も nl につ いて、 最早 やその ま、 では 役に立た や、 最先 きに 之が 改革 を必耍 とされて ゐ 

>  I  0 

松 陰の 養父 大助は 大に家 學山鹿 流 復興の 志 を 抱いて ゐた。 彼 は 時世に 眼覺 め、 その 立場 

から 兵 寧の 革新 を意圖 したので、 當然 世の 兵學 家が 古陋な 形式に 陷 つて ゐ るの を 慨き、 之 

を 打破し やうと して ゐた。 彼 は その 爲に 深く 經史を 勉強し 諸家の 說 を涉獵 して、 屮 でも 宋 

學を 喜んだ。 兵學の 革新 は 之を單 なる 戰爭 技術の 學 問から、 政治の 集中 的 表現たら しむる 

二と、 卽ち祖 ，1 素行の 道を迎 るより 外 はな.： Z  ^ 


大助も 半 この 逍を迎 つたので 結局 封建制度に 對 する 批！： に 突き 當り 「王 顆辩」 一篇 を 作 ひ 

つて 幕府の 專撗を 極論した。 大 助が 中道に 倒れた ので、 この 精神が 松 陰に 二って 繼 承され 

たので ある。 

松 陰に はこうして 最初から 山 鹿 流兵擧 復興 乃至 再建と いふ 使命が 負 はされ てゐ た。 兵畢 

再建と 一 百っても、 當 時の 戰爭に は旣に 在来の 兵學 では 殆んど 役に立た なくなって ゐる。 黑 

船 は 多くの 新式 兵器、 新式 装備 を 持って やって来る。 之に 對 して 陰陽 畢的 なお 學 では 全然 

役に立たない。 卽ち兵 學は當 時 根本的な 再建に 迫られて ゐ たの だ。 

政治の 集中 的 表現た る 戰爭、 戰爭 の神經 ともい ふべき 軍學を 家の 業と して 承け 繼 いだ 吉 

田 松 陰が、 改革 思想 並に 運動の 先頭に 立つ やうに なった の は 偶然で はない。 加 ふるに 彼 は 

貧窮 化した 士族の 出身と いふ 階級 的溫 床に 育って るる。 彼が 改革 思想の バイオ 一 1 1 ァ とし 

て 立つ 樣 になった のに は、 この 二つの 原因が 相 交錯して 働いて ゐ るので ある。 巾で も 彼 は 

新兵 學の 建設 を 前にして、 あらゆる 當 時の 新 智識 を吸牧 し、 先覺を 尋ねて 全國を 遍歴す る 

必要に 迫られて ゐた。 その 結果 知見 を廣 め、 宇內の 大勢に 通じ、 天下の 志士 論客と 交遊し 


て 彼の 活動の 素地 を 作り上げて ゐ たので ある。 松 陰 を 長 州の 松 陰から 日本の 松 陰に 迄 高め 

た 動機 は軍舉 修業に 負 ふ 所が 多い ので ある。 同時に 流祖 素行の 思想に 含まれて ゐた 所の 反 

幕 的 反 封建的 傾向 も、 軍 學復與 と 同時に 復活して 來てゐ る。 素行の 流謫と 同時に 「聖 敎耍 

錄」 等に 含まれた 反 幕 思想 はー應 分離され、 兵 學は單 なる 技術の 末に 趨 つて ゐた。 それが 

幕末 變 革の 機運に 際會 して、 技術と その 北 n 景を なす 思想が 結合し、 一層 熾烈に 燃え 上る 契 

機に 惠 まれる ことにな つた、 後年 松 陰と 最も 親交の あった 勤王の 士、 肥 後の 宮部鼎 藏も亦 

同じく 山 鹿 渖兵學 家の 出身であった。 

^世紀の 息吹 

松 陰 は 小さい 時から、 大人 じみた 落ち 付いた 子供であった。 然し その 底に は 激しい 氣象 

と、 鋭い 感受性 を 持って ゐた。 彼 は 幼名 を 虎之助と 言った が、 六 歲で吉 田家 を嗣 ぎ、 大次 

郞 と改稱 した、」 

封建 世襲の 制度で は、 どんな 幼年で も 家職 を嗣 いだ もの は その 勤務に 服す る惯 はしで あ -, - 


松 陰が 九 歳で {^m- 敎授 E 習と して 藩 學明倫 館に 上り、 十 歳に して {氷 畢を 授けた とい ふ お 

の もこう いふ 制度の 結果であった。 翌十 一 歳の 時 藩主 敬 親の 前に 武敎 全^ 戰法篇 三 戰を講 

じ、 藩主 を 感嘆 させた。 十三 歳の 時 同じく 藩主の 前に 書 を 講じ、 詩を賦 し、 十五 歲の時 は 

孫子 虚實篇 を 講じて 藩主から 七 書 直 解 を 賜った。 以来 藩主の 非常な 信任 を 受け、 藩主との 

結び付きが 出来た。 

之 等 は 何れも 家學 後見人と いふの があって、 その 介 添の 下に やった ので、 松 陰獨. 5 の 力 

ではない。 明 倫 館の 敎授 もさう であった。 後見人と して は林眞 人、 山 田 宇右衛門、 井上 七 

郞 ニ郞、 玉 木 文 之 進 等が あった。 

天 保 十四 年に は 長 藩で 村 田淸風 一 派の 藩 政 改革 運動が あった。 この 改革 は 藩 政 を 一 新し 

人材 を 登庸して、 世襲 制度の 停滞した 社 會に淸 新の 签氣を 吹 込み、 長 藩 を 新興 勢力の 先頭 

に 立た せる 素地 を 作った ので ある。 この 時 長 州 藩 は 兵制に も大 改革 を 施し、 その 改^の 具 

體的實 績を驗 す 爲に天 保 十四 年の 夏、 藩主 臨席の 下に 城 東羽賀 臺で大 調練が 行 はれた。 動 

員人 員三 萬 五 千、 馬匹 千 三百、 古今の 盛 偽と 稱 せられた。 松 陰 も 親しく この 調練 を 視て大 


に 刺戟 を 受けた。 

松 陰の 家 學の師 は 山 田 宇右衛門、 林眞 人で ある。 山 田 宇右衛門 は 治心氣 齋と號 し、 松 陰 

は 幼時から 此 人に. 師事した。 嘉永 元年 (松 陰 十九 歳) 頃 迄の 兵學 研究論文に は廣々 此 人の 

評が 見られる。 氣節 ある 士で、 松 陰 自身 「僕少 々先生に 親炙し 片言 隻辭 未だ 且て 正に 先生 

に 取ら すん ば あらや、 先生 亦 傾倒 遣す 處 なし」 (安政 三年の 書簡〕 と 言って ゐる位 だから、 

師弟 相 傾倒して ゐ たこと が 察せられる。 宇右衛門 は 松 陰が 十五 歳の 時 江戸から 歸り、 犬に 

天下の 形勢 を說 いて 刺戟した。 蓋し その 二 年 前、 天 保 十三 年に は 阿片 戰爭が あ. 9、 隣邦 支 

那は洋 夷の 前に 屈服し、 その 餘威 を驅 つて 何時 日本に 黑 船が 押し寄せる かも 知れぬ とい ふ 

脅威の 前に、 擧國漸 やく 騷 然として ゐ たの だ。 天 保 十 年に は 「蠻 社の 獄」 が あ. 9、 高 野 長 

英、 渡邊華 山が 罪せられる 一 方、 天 保 十二 年に は 幕府 は 高 島 秋 帆を擧 用して、 旗本、 諸侯 

に 砲術 を傳 習せ しめ、 文政 擊攘令 は 取消され て 天 保の 薪水 令と なって ゐた。 宇右衛門 は 之 

等の 動き を 江戸で 仕入れて 来て、 少年 松 陰に 注入した ものと 思 はれる。 

弘化ニ 年 十六 歳の 時に 宇右衛門の 紹介で、 同藩の 山 田 亦 介に 長 沼 流の 兵學 を^った。 亦，； 
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介 は 含 章 齋と號 し、 松 陰 は 之に よって 一：^ 沼 流の 極意 「兵 要錄」 二十 ニ卷 を！ 3>{ けたので ある ゾ 

0 一 

が * 松 陰が 亦 介から 受けた もの も單 なる 兵學に 止まらなかった。 安政 五： や 七月、 與， 1 含 章 

,  テフ  メ テス  二  ィァヲ 

齋山田 先生， 書に 曰 ふ。 「因 思 十四 年 前、 僕 年甫 十六、 謁， 1 先生 含 章齋, 先生 一 兒招, 僕 曰、 

近時 歐夷日 盛、 侵 n 蝕 東洋， 印度 先 被-: 其 毒， 而滿淸 繼受， 1 其 辱 『餘焰 末 レ媳、 朶- 顷琉球 f 突 來，, 

崎 幕， 天下 人士、 方痛レ 心疾， 首、 以- > 防禦， 爲， 1 急務， 殊不レ 知 夷之 柬侯、 彼必 有-傑物， 傑物 之 

ル  ズシ  ケ レパシ  ヴテ  ヲ テ  ヲ， ンム  フル ノ  ニ^ラ  I フゾ  ノ  ヲ 

所レ 在、 其國 必强、 國 强無レ 敵、 將 T 振 二 長 策 一 建 二 雄 略， 使 v.< 備レ己 之 不ょレ 0. 何區々 防禦 一； ム 

爾哉、 維 我 神州 屹，， 立 萬國之 上游， 自， 古耀， 一 威海 外， 者、 上 則、 祌后、 下 則 時宗 秀吉 数人 耳 * 

吾子 年富才 足、 不レ 能，, 激昂 以 建，, 動 名 於 萬 國,、 則 非, 夫 也、 當時僕 自不， 1 端 皮； 慨然 自任、 

フ  ニズカ ラビ  レドモ  ハ  /  グ ラン ニス ル-- 

謂 時宗 秀吉、 誠不 レ易レ 及、 然義律 伯麥馬 里遍、 陋夷小 村、 何 足， 1 與棧, i^、 云々」 松 陰 はこ 

うして 家 舉 そのもの/ -勉强 よりも、 時勢に 對 する 影響 を 受ける 方が 大きい 位だった。 亦 介 

は 村田淸 風の 甥であって、 その 氣質を 受けて るた ので ある。 

松 陰 は 十七 歳の 時、 家學の 高足、 林 露 人の. おに 寄寓した。 { ぶ舉を is! 了 心 勉強す るお であ 

る 0 


此年林 家で 火事が あった。 松 陰 は 一 一階に 居った が 机 を 階下に 投じ、 自分の もの を 一 物 も 

取り出さす、 只管 林 家の 什器 を 取り出さう としたの が 逸話と して 傳 へられて ゐる。 この 林 

眞人は 山 鹿 素行から 九 代 目の 相傳を 受けて ゐた 人で、 翌弘化 四 年 十八 歳で 松 陰は眞 人から 

免許 返傳を 受け、 十代 目の 相傳 者と なった。 之に よって 松 陰 は 鬼 も 角 も 山 鹿 流兵學 家と し 

て、 一人 立 出来る 樣 になった ので ある。 そこで 嘉永 元年に は 門弟 等の 〈I 學 後見 を 解いた。 

一個の 兵 學〈< ま 口田 松 陰 はかくして 出来 上った。 彼 は嘉永 ー兀年 十月 四日、 「明 倫飽： 冉與に 

關 する 意見書」 を 奉った。 蓋し 之 は 彼が 最初の 獨立的 意見の 發表 である。 意見書 は 賞罰、 

風俗、 規則、 試 法 選擧に 分れて 系統的に 述べて 居る が、 その 中には 旣に 時弊に 對 する 痛烈 

な 批判 も 閃いて ゐる C そこに 見える の は、 靑年吉 田 松 陰ではなくて、 旣に 一個の 完成した 

人 問で ある。 中 1; 曰く。 

一 、 當 時の 振 合 大祿の 者の 子弟 は 怠り 勝に 相 成 稽古 仕る も 弓 を 引き馬 を 馳せ候 位の 事に 

て 精神 を盡し 筋骨 を勞し 候者少 く、 筋骨 を 勞し候 者 は 多く 小身 困窮の 者に て 御座 候樣 

相 見 候。 是國 家の 大 弊に 一」 士 氣の强 弱に 關 する 事に 候へば 千 要の 義 と奉存 候。 人情 富 お 


貴逸樂に耽..^-候へば自然と志も落候者故、 稽古 ie? を も苦勞 に存 候は现 勢の 自然に 候へ J 

ば、 此風 不二 相改ー 候て は、 孫子 所レ謂 愛して 令す る こと 不レ 能、 厚して 使 ふこと 不レ 能、 

亂て 治る こと 不レ 能、 譬は驕 子の 如し、 不 レ可レ 用と いふ 類に 至り 可レ申 哉と 奉, 存候。 

然る 所 人心 一 方に 忌み 憚る 處 御座 候へば 必 一 方へ 趣き 候^に て、 卜： に 嚴刑岐 法 御座 候 

へば、 自然 稽古事 怠り 候 者 無 レ之樣 相 成 可レ申 候。 且又 上 を 兒？： ： ふ 人情 に^へば、 n 身 

より 一 等 上の 者 出精 仕 候へば 其 下の 者 は 益々 激み、 上の^9怠り候へ ば下迄も=•F-に倣ひ 

候 ものと 奉レ存 候。 且 陪臣に 至. 9 候て は 上の 御政敎 被り 兼 可レ申 候處、 大祿 のお 出 

候へば 追々 陪臣 迄 も 風 を 被り 出精 仕り、 強兵 之 基 かと 奉レ 存候。 夯々 以て 大 fiG^ は 

猶更 出精 仕 候樣被 ：- 仰 付 1 可 レ然奉 レ存候 jer  (赏罰 に 關 すろ 篇) 

よく 當 時の 弊風 を 街いて ゐ るが、 之が 改革 意見 は 上 を 改めれば 下 も 改まる とい ふ、 な 寺 

の 社會的 秩序 を その 儘 承け 入れた ものである。 

彼に この 限度 を 超える こと を 要求す るの はま だ 無理で ある。 寧ろ 彼が 如何に ^ ぐに i 

會を 見、 而も 早くから その 弊風に ほ を 付けて、 之が 改革 意兑を 卒直に ffl^ る 所な く 述べて ゐ 


るか を 見なければ ならぬ。 更に 叉 別の 項に は 言って るる。 

一 、 太平 久敷 候へば 上下の 際 次第に^り 候樣相 成、 御 思 召 筋 も 下へ 通し 兼 下の 事情 も 達- 

御 聞， 兼 候 段 古今 之 痛 弊に 御座 候處、 此弊改 .9 候 事 御 興隆の 第 一 義と 奉， 存候 事。 

一 、 太平 久敷 候へば 物事 繁 文に 趣き 先例 舊 格に 泥み 却て 實 事に 疎く 相 成 候て 失- 1 本意， 候 

事 可 レ有レ 之 候へば 上 覽御參 堂 等 諸事 簡易 を宗 とし 時 措の 宜に隨 ふ 事 干耍に 奉， 存候。 

但 簡易と 申 候ても 太古 之無爲 杯と 申譯 にて は 全く 無レ 之、 只 虚文を 殺て 實 事に 歸 する 

のみに 御座 候 事。 

之 等の 意見に 見る 通. 0 彼 は旣に 一 個の 軍學 者で はない。 彼の 目 は 政治 社會の 全般に 百 一つ 

て 開いて ゐ たので ある。 

$ 「水陸 戰略」 

松 陰 は 「明 倫 館 W 興に 關 する 意見書」 を 提出した 翌嘉永 二 年 三月 十七 曰、 更に 「水 戰 

略」 とい ふ 上書 を 出した。 之 は內命 を 受けて、 外寇御 手常 方に 提出した ので ある。 水 Si 戰 。一 


略 は 要するに 外 夷の 來寇 に對 して 之 を 打拂ふ 爲の戰 術で ある。 松 陰と して は 「丘 ハ近は 私 依 -ち， 

箕麥の 學に罷 居候へば」 と 言って ゐる 通り、 彼の 專問的 立場から 竊 蓄を倾 けた 譯だ。 

彼 は 先 づ外夷 來寇の 必然性 を說 いて ゐる。 當時 或は 夷 賊來寇 の 憐れな しとい ふ 様な 說が 

あつたと 見えて それに 反對 して、 

一、 異賊來 寇の氣 遣 は 無 之 樣申者 も 問々 御座 候 所、 何の 見定め を 以て 右 様に 屮 儀に 候 や 

難， 一心 得， 奉レ存 候。 抑々 往を 以て 來を 知. 9、 顯を 以て 隱を占 ひ 候處、 拂 郞西英 杏利の 二 

虞 歳月 を 追て 西南よ .o 東北に 進み 候樣 子と 相 見 候。 旣に 英吉利 は 印^ を 取り 一 ：1 斯多辣 

I： を 開き，、 ？き門 51„4 其 外の 海 島に 據 .0 天 保 年間に 至り 候て は 遂に 滿淸 を^り 候 ほどの 

樣子、 且ニ虜 共 度々 琉球 朝鮮の 地に 上陸 致し 無法 を 行 候 樣の儀 も有レ 之、 尙叉 魯西亞 

窮北の地ょり起り止百&！&^で開き加模察都加に至り都府を構へ、 艦 を 俯へ、 せお を 

取り 吾 奥 蝦夷に 迫り 候 様子、 過 慮 仕 候へば 吾 神州 を 巾に して M ハ賊共 取 Hi の 形に 相 成 候 

故、 窺 覦の奸 情無 之と は 難 二相 見 f 此迄異 變無之 は 吾 W 乘 やべき 虚隙 無レ 之、 且 干戈 を 

動かし 候 名 無， 之、 故 來寇の 儀 無， 之と 巾 難き 次^に 奉 レ存候 ier"  . 


少年の 彼と して は對外 認識 も 誠に 正確で ある。 

彼 は 從來の 海防.； が 巨砲 大艦 を外國 の 長 技と し、 弓 銑 連發を 吾が 長 技と し て ゐ る 定說に 

對 して 反 對し、 「つ 銑 連發は 昔の 銃 術が まだ 開けない 以前 は 鬼 も 角、 今日で は恃 むに 足らな 

いとして ゐる。 さう して S 本の 砲術 も 最近 は 正確な 點で 遠く 西洋の 術に 勝る と 自信 を 以て 

言って ゐる。 併し 彼 は 他の 所で 言って ゐる 通. 9 「ホイッスル 砲 等 和 流の 仕掛に して 打 出し 

候 様の 儀 其 節 を 承り 居候の みに て、 未だ 之 を 試 候 事無レ 之」 の だから、 此 自信 は 實驗の 結果 

ではない の だ。 

「水陸 戰略」 は 當時國 防 問題に ついて 兵家の 說が 常套に 流れる ので、 吉田松 陰に 意見 を 求 

めた ものである。 松 陰の 意見 も全體 的に 見て 之と いふ 奇策 もなかつ たが、 只 一 つ 彼 は海戰 

で 奇拔な 戰術を 考案して ゐる。 それ は 「诲 戰は奇 な.^ 用な. 5 陸戰は 正な り體 なり」 とい ふ 

兵法の 規定に 從 つて、 海戰に 奇襲 戰術を 提案した の だ。 卽ち浦々の漁師の舟を驅.^出して 

一艘に 四 五 人宛乘 り、 銘々 二三 十目 玉筒壹 挺宛備 へ、 その外に 細引、 鈎 環、 繩 梯子、 長柄 

の 窵ロ等 を 揃へ て 二三 十 1^ も 押出し、 賊 船の 四 五十 間の 所 迄 近付き、 賊 船の 銑 窓 を 狙て 錢 お 


を 放し、 更に 近付いて 用意の 夠環、 繩 梯子で 敵 船に 攀 登り、 斬り 込む とい ふ戰 術、 页に や. - 

舟 石 舟へ 炮格玉 筒 を 仕掛けて 夜中 賊 船に 近付き、 船腹 を 打ち 拔く とい ふので ある。 常時と 

しても 幼稚 極まる 戰術 だが、 而も 一 方今 日發展 して ゐる 水雷艇 戰術 等と 思 ひ 合せて 兑 ると 

面白い。 

松 陰の 「水陸 戰略」 は 要するに 夷賊 防禦に ついて 具 體的戰 術 を 述べる にあった の だが、 

之に は 永い 主意と 總 論が 付いて 居り、 又 丁寧な 結論 も 付いて ゐる。 結論に 「兵に 廟堂の 勝 

と 原野の 勝と あり」 こ に 述べた の は 只 原野の 勝の みだと 言って、 廟堂の 勝、 卽ち 「政 を 

發し、 仁 を 施し、 武備 を 全うする」 ことにつ いても もっと 述べたい 希望 を 示して ゐる。 

「原野の 勝」 についても 彼の 意見 は具體 的で あり、 適切であって 固定した 形式に はまって 

るない。 然し 彼の 本領 は旣に 「廟堂の 勝」 卽ち 廣義國 防に よ. 5 よく 現 はれて ゐる。 前に 擧 

げた 對外 認識に 然.. ^、 而 して 叉 內政 批判に も 辛辣 を 極めて ゐる。 

1 、 太平 久敷繽 き 恩澤に 沐浴 候餘 り、 上下 共に 〈ぶ 侈を恣 にし 無用の 费 多く 候 故、 ，：： 然に 

武備の 心掛を 忘れ 候て 恩祿は 身に 奉し 妻子 を 朔み飮 食 衣服 家居 等の 爲に 被.： 立 下， 候の 


みに て 知行 高に 應じ 小者 若黨 等無レ 之て は 軍役 相 整 はや、 平生 高 知 を 素餐仕 居候 譯に 

相 當り候 樣の考 は 無 之 やと 相 見、 當 今にて は 石高に 應じ譜 第の 者 抱へ 居候 者 は 餘り無 

之 様相 成、 尙叉 武備と 申 候へば 甲胄 刀 槍 杯の 器械 多く 調 候 様の 儀と 相考候 やに 相 見 候 

處、 加樣之 儀に て は 實戰に 臨み 候 砌右調 置 候 甲胄 を 被り 刀 槍を帶 びて 主人と 死生 を 同 

うする 小者 若黨 多分 有 之 間 敷、 器械 は 無用の 者と 可， 一 相 成 I も 難レ計 奉レ存 候。 縱令取 中 

間 雇人 等 を驅り 集" め備張 をな し、 胄を 被せ 槍 を 持たせ 候ても、 戰に 臨み 兵^ 旣に 交る 

に 至り 候て は、 甲 を 棄て兵 を曳て 走る と 申 様の 儀 も 可 レ有レ 之 やと 奉 レ存候 云々。 

この 中には 旣に 封建 社 會の崩 壌 を 知らせる 響きが 聞え る。 然し 松 陰 自身 はま だ 封建 社會 

の 永績を 信じ、 又永鑌 させる 爲の 批判な ので ある。 この 批判 はまた 長 州 一藩に 限られて ゐ 

る。 長 州 は 天 保の 改革 以来、 人材 登用の 道 も 開け、 松 陰の 自由な 批 刺が 許される 程 他 藩に 

比して は 進歩的だった ので ある。 それに 對 する 松 陰の 批判 はかくの 通. 5。 

松 陰 は 之に よって 外 寇御內 用 係 を 命ぜられ、 ニノ 郭三摩 地 院櫓荒 川 櫓 之 間大炮 係りと い 

ふ 部署へ 廻され たが、 家 學敎授 多忙の 爲問 もな く ぜられ た。 松 陰の 門人 取 立 は 天 保 六 年 り" > 


から 始まって、 嘉永ニ 年 迄に 百 三十 六 人に 達して る (起請文の 殘存 せる もの)。 その 中に 

は 嘉永ニ 年 六月 入門の 國老益 田 右衛門 介、 同年 九月に は 左 久間左 兵衞、 十月 朔 日に は 桂 小 

五郎 等が ある。 彼 は 「水陸 戰略」 にも 實演の 必要 を 主張した が、 この 主張 を赏踐 する 爲、 

その 年の 十月 十ョ、 羽 賀臺で 操 練の 實習 をした。 入門 早々 の 益 田 越 中が 之 を 指揮し、 挽^ 

に 用 ひた 武器 は 百 目玉 六 挺、 六 貫目 炮熔 玉筒壹 挺、 星 幕 一張 等であった。 

叉 同年 七月に は 命 を 受けて 大津、 豐浦、 赤間關 等の 海岸 を 巡視した。 至る所 彼 は 地形 を 

視察し、 錄岸小 倉 藩の 防備 戰術 迄考 へて ゐた。 


三、 東西 遊學 

S 卒戸行 

長 州 は當時 進歩的 方向 へ 向って 居た と は 言 へ 、 一 長 州に 止まって ゐ /,」 ので はま だ 天下の 

動き を 知り、 之に 魁け る こと は 出来ない。 鎖國 以来、 日本が 新 智識 を 輸入す る 門 戶は只 一 

つ 長 崎が あつたの みで ある。 長 崎は學 問の 淵叢と なり、 新 智識の 吸牧を 志す 徒 は 皆 長 崎へ 

赴いた。 

松 陰 は嘉永 三年 八月 長 州 を出發 して、 同年 十二月 迄 九州に 遊んだ。 目的 は家舉 研究の 爲 

で、 平戶の 松 浦 家老 葉 山左內 について 蔬奥を 極 めたい とい ふの がその 趣意だった。 

「拙者 儀 幼少に て 家督 仕、 夫 以来 功 者 之 門弟 取 立 仕 候 得 共、 彼是 無 n 覺束， 奉存に 付、 

此度 自力 を 以て 肥 前 平 戶松浦 壹岐守 樣家來 葉 山 左 內と申 者 拙者 同流 之 軍學^ 鍊仕候 由 

承 候に 付 彼方に 罷越 稽古 仕度 …… 又 留守中 明 倫 館 稽古 之 儀 は豫て 見合 頭取 等 被，， 仰 付 ^ 


置， 候 事に 付， 門弟 中 無 懈怠 出精 仕らせ 候 樣申談 置 候 問 被：， 差 免 一 被 レ下候 様 奉レ願 候。 右 お 

に 付 往来 尙滯留 中 諸 雜費御 嘆 ケ問敷 儀 中 出 間 敷 候 問、 此段 {ui 敷 被， 成-御沙汰， 可 レ被レ 

下 候 以上」 

詰り 松 陰 は 自費で 遊學 したの だ。 遊學 する についても、 明 倫 館の 後始末から 「睹雜 ^御 

嘆 ケ間敷 儀 申出 間 敷」 とい ふ 一 札 迄 入れて 許可 を 得た。 

此 願書に も 見られる 通り、 松 陰 は 山 鹿 流 軍擧を 一 應 卒業した と は 〈： 一；： へ、 „4 なる 傳來の 形 

骸に滿 足して ゐられ ない 松 陰に 取って は、 實際敎 授上山 鹿 流に 色々 の 疑問が あった。 平戶 

行 はこの 疑問 を 解く 爲だ つたので ある。 然し 松 陰 はこ、 で軍舉 以外に 於て より 多くの もの 

を 得た。 

八月 廿 五日 萩を發 した 松 陰 は、 途中 人情、 風俗、 地形 を 察し 乍ら、 九：：：：五日長崎！^^敷に 

ついた。 眼に 見る 風物 悉く 彼に は 新奇に 映 じて ゐた。 早速 翌 六日 は 间 藩から 砲術 稽古の 爲 

先着して ゐた郡 司覺之 進と 高島淺 五郎 を訪 ひ、 舟 を 傭って 蘭 船、 唐 船の 周 H をめ ぐって 


九 曰に は 唐 館 や 蘭 館 を 見、 十一 日に は 始めて 蘭 船に 上る ことが 出来た。 蘭 船に は 上下 二 

唇あって 上層に は 大砲が 六 門 あり、 二 層に は 銅 箱が あった。 彼 は そこで 酒と 樣を 御馳走に 

なり、 歸 りに 通 辭福田 耕作の 所で 「パ ン」 を 御馳走に なって 歸 つた。 長 崎に は當 時から バ 

タ莫ぃ 風が 吹いて ゐる。 松 陰 は 望む と 望まざる とに 拘ら す、 その 签氣を 吸った ので ある。 

九月 十四 cn に 目的の 平戶に 着き、 直ちに 葉 山 左內を 尋ねた。 左 內は佐 藤 ー齋の 門下で 陽 

明學を 信じ、 兵法に も 精し く、 松 陰 は 犬に 之に 傾倒した。 「西遊 日記」 に、 「老師 陽 明學を 

好み 深く 一 齋 先生 を 尊信し、 言 一 齋の 事に 及べば 必 やその 傍に 在る が 如く」 と 言 ふ。 松 陰 

はこ ， で 王 陽 明の 傳習 錄を讀 み、 陽 明の 知行 合 一 の哲學 に觸れ た。 

平 戶には 叉 山 鹿 流の 師範 をな す 山 鹿 萬 介が： -6 た。 萬 介 は 素行から 十一 代 目の 繼承 者で あ 

る。 松 陰 は 之に も 入門して 家學の 研鑽 をした。 然し 松 陰の 得た もの は、 講說 そのものより 

も自發 的に 吸牧 した 新 智識、 及び 見聞 を^く し 交友 を廣 くした ことの 方が 大きかった。 

松 陰が 長 崎、 平 戶遊學 中に 讀 破した 書籍 は、 その 多方面、 多量なる こと、 如何に 彼が 

識 慾が 旺盛で あつたか を 察する ことが 出来る。 「西遊 日記」 に擧 げられ てゐる 書籍 は 次の 如 お 


% ものである。 

東 潜 夫 論 (帆 足 著) 入 擧新論 (同上) 屮興鑑 言 (三 宅 觀瀾) ま： m  (王^ 明〕 蠢摘 

案 (葉 山 左內) 聖武記 (淸 人魏源 著. 支那の 國防 用兵 論) 阿芙容 異聞 C 阿片 戰記) 經 

世文篇 (淸 人賀長 齡輯) 近時 海 國必讀 書 (卷 一 ) 高橋景保譯西洋人曰本紀！？^^、  川 氏 

和 蘭紀略 (蘭國 歴史) 東洋 鲲叟の 北 陲祀愛 西侮紀 事、 吉雄 { 且譯暗 厄利亞 人性 情 志、 "ifl 

橋 景保譯 丙 戌 異聞 (ナボレ ォ ン の 記事) 刻 四 庫 全書 簡明 目錄、 士ロ 雄 〈：：！ 譯ぺ レフ リア ン 

ゼ戰 記、 古 賀恫庵 泰西 錄話、 西洋 諸 夷 略 年表、 渡 邊華山 荖愼機 論 (西洋 事情 及 is^ 務を 

論じた る もの) 古贺 精里荖 極論 時事 封 事 (文化 六 年 著、 千島 樺 太に 於け る 露 人の 5^ 行 

事件 を敍 し、 之に 對 する 和戰兩 論の 意見書、 一時 和し 兵 功 を 養って 戰 ふとい ふ 主張) 

某氏 譯蒸 汽船 略說、 齋藤 馨子德 (竹 堂〕 の 阿片 始末 (阿片 戰爭の 記 車に 附し、 吾國の 

警戒 を 論じた る もの) 佐 藤 百 祐の防 海 策、 松 本 斗機藏 上書、 中島 淸 司の 愚意 上書、 き 

藤 拙 堂の 海防 五 策、 和 蘭國王 書簡、 魯西 亞國王 書簡、 授 魯西亞 使節 信 牌、 會. 澤 安の 新 

論、 羽 倉 某 . 板 倉 勝 明 海防 私 策、 配所 殘筆 (山 鹿 素行) 先 wnf^ 談、 贞觀政 IT  nMm. 


義、 佛人百 幾徹私 荖臺場 電^ 砲臺槪 言、 南郭 文集、 穀堂遣 藁 集、 頼 山陽の 新 策、 國性 

爺 忠義 傳、 洗 心 堂 剖 記 (大歷 中齋〕 高 野 長英の 夢物語 (： 開國 前の 外交 を 論じた る もの) 

淸 の陳炯 撰、 開國 見聞 錄、 漂流 人 申 口  (寬政 五 年 漂流し 文化 二 年歸國 せる もの) 太閤 

眞顯 記。 

以上 は 往返 一 一十 H 以上の 日數を 入れて 五ケ 月の 留學 中に 讀ん だものと して その 量の 多い 

こと 驚く 程で ある。 中には 片々 たる 小冊子 も あるが、 相當 大部な もの も ある。 彼は义 一方 

に は 譯宫鄭 幹 介に ついて 支那の 事情 を 習って るる。 彼 は 一 長 州から 智識の 淵叢と も 言 ふべ 

き 長 崎へ 出て 来て、 觸れ るに 從 つて 之 を 執り 入れた の だ。 

この 讀 書目 錄を 見る 時、 松 陰の 硏學が 略々、 どの 方向へ 向って ゐ るか を 見る ことが 出來 

る。 この 中には 大體 一 、 經學、 二、 國防 論、 三、 西洋 兵學、 四、 西洋 事情、 五、 支那 事情 

等に 關 する 書が 見られる。 彼 は經學 では 葉 山 左內の 影響 を 受け、 陽 明の 傳習錄 その他 陽 明 

學に 11 する もの を 請んで ゐる。 傳！ 3 錄 から 抄錄 して ゐる所 を 見る に、 

籃知天 之 知、 如 M 知レ 州知レ 縣 之 知； 知 レ州則 一 州 之 事 皆已事 也、 知に 縣則 一 縣之事 皆已事 お 


也、 是與レ 夫爲レ 一 者 也 (九月 十九 日)  5 

人須， 1 在 事 上 磨鍊做 .A 功夫、 乃有レ 益、 不 避識叟 郤不， 誤 也。 

彼 は 旣に陽 明の 事 上 練磨 を已が 精神と してる た。 だから 學ぶ所 悉く 國防、 海防、 兵法の 

實 務に關 する もの 許り、 之に 關 する 當 時の 著書、 譯 書の 手に入る 限りの もの を讀ん でる 

る。 彼 は 蘭 語は學 ばなかった。 從 つて 外國の 著書 は譯 書に 依らざる を 得なかった の だが、 

その 譯書 のみで も 七 八 種に 及んで ゐる" 彼 は これらの 本 を 精密に 讀 破し、 讀 むに 從 つて 之 

を抄錄 した。 或 もの は 目次、 要目 だけ を抄 し、 或 もの は 耍點を 摘し、 に 感想、 批評 を 記 

入して ゐる。 之 は 彼が 活眼 を 以て 書を讀 んでゐ た證據 である。 たと へば 「百 幾 撒 私 豪 場電 

鎮 砲臺概 言」 について、 十一月 朔 日の ョ 記に 次の 抄録が ある- 

一 八 一 11 一年 此書大 に 世に 行 はる。 卷 一 諸 國之兵 艦 之に 備 ふる 砲 敎皆 その 船號 より 多 

し、 註 曰、 窩蘭 七十 四 砲 載の 船と 稱 する もの 三十 六 ぼん どか のん 二十 八 §:、  二十 四 ぼ 

ん どか のん 三十 門、 十八 ぼん どか のん 四 門、 三十 ぼん どかる ろん な ー て 十六 門、 通^ 

七十 八 門を備 ふ， - 砲 數は增 益す る を 得べき ものな り、 砲 種 は ill にな さしむべき もの 


なり。 卷ー， 赏彈は m 大 なる 檣 を 倒す 爲に用 ふるものな るに、 海兵 常に 之 を 用 ひ r 

木材の 舷檣を 射る の 陋習 まだ 除か や、 千 八 百 十六 年 あるぎ ー る (M) 實彈を 以てろ る丄 

(能) えき ゆ. も ー と (^ の 兵 艦 を 射て 二百た、 十八 彈を 中つ。 然れ ども 其 船 知らざる が 如ん 

し」 四十 八 封 度 ロ徑の 柘檔彈 のみなら や、 百 五十 封 度 及び 二百 封 度の 大盆 鼈と 雖 地平」 

線に 射る に 其 力 實彈に 減ぜす」 實重愈 重、 砲 長 愈 長、 火藥愈 多、 寬隙 愈减、 則 彈射愈 一 

遠」 中签彈 の破碎 は恐駭 すべき 効 あり、 巳に 木 中に 入沒せ る 後 は 其 効力 烙丸 に 勝る こ _ 

と 遠し」 …… 中略 …… 盆體加 農と 蒸 汽船 は 海兵の 法 を 革 正す るに 尤 緊要」 驅逐蒸 汽砲ー 

臺船、 鍍鐵驅 逐砲臺 船 鐵舷の 厚さ 一 掌 八拇若 は九拇 …… 下略。  一 

同 二  3 の 項に、  ： 

盆 辨彈皆 的 船 を 貫 穿す る を 以て 之 を 防 担す るに は 重大なる 船 鎧 (卽 ち鐵を 被らし め 一 

汽船 を 造る) を 用 ひざる を 得す、 云々。  一 

と 旣に當 時に 於て 装甲 戰 艦の 出現が 豫 言され てゐ る。 

松 陰 は 既に 「水陸 戰略」 に 於て、 相當 確な 對外 認識 を 示して ゐる。 長 州に は 以前から 3 一 


洋書 飜譯 御用 係と いふ ものが あって、 田 原、 靑木、 東條、 松 村、 田 上、 久坂 (玄 機) 等の 5^5 

蘭攀 者が あり、 嘉永 三年 頃に はべ ト II ン演砲 法律、 へ ゥ セ ル 砲術お n 等の 譯 i^I があった。 松 

陰 は それら を讀ん だり、 山 田 亦 介、 宇 右衞介 等の 先輩から 得た 智識に よって、 その 對外認 

識が 形成され てゐ た。 然し 今や 外國 智識の 本場に 来て、 直接 それに 觸れ たの. たから、 旣に 

彼の 智識、 對外 認識 は 本格的と いふ ことが 出来る。 彼 は 生涯 蘭 語は學 ばなかった が、 外國 

I 曰識の 吸牧は 怠らなかった。 之 は 彼が 盲目的な 攘夷論 者に ならなかった 原因で ある。 

彼 は國防 論に 關 する 上書 意見書の 類 も 好んで 讀 んでゐ る。 蓋し 當時國 防問题 沸騰して、 

一 見識 ある もの は 厘々 上書した ので ある。 松 陰 も 「明 倫 館 再興 意見書」、 「水陸 戰略」 を始 

めと して、 其 後 も 多くの 上書 をした。 

九州 遊學に 於て はこの 樣に 本格的な 軍學 研究 以外、 對外 問題に 對 する 智識 を 大いに 取り 

人れ た。 一方 經畢 では 上に 記した 通り、 陽 明の 影響 を 犬に 受け、 實踐的 行動 的な 兄 地に 立 

つた。 傳習錄 は 爾後 機會 ある 毎に 讀み、 三遍 繰り返して ゐる。 會澤の 新 論、 淺見 網齋の 精 

獻遺言 も 三遍讀 まれた 本で ある。 大鹽中 齋の洗 心 洞 剳 記 は 二度 繰り返して 讀 んでゐ る。 彼 


の經 學に對 する 傾向 は 略 察する ことが 出来る。 彼 は 又 葉 山 左內の 所で 山 鹿 素行の 「配所？^ 

筆」 を 借り、 素行の 心境に 益々 傾倒した。 

松 陰 は 十一月 六日 平 戶を發 して 長 崎に 歸り、 この 月 一杯 逗留して、 十二月 朔 日に 長 崎 を 

發し、 島 原に 原の 古城 を訪 ひ、 溫泉嶽 に 上って から、 熊 本に 出た。 熊 本に は 勤王の 先驅宮 

部 鼎藏が ある。 宮 部と は 同じ 山 鹿 流の 兵學を 講中る 同流の 誼みで 之 を 訪ねた が、 二人の，. 

見 は 將來の 尊王攘夷の 爲 提携の 意義が 大きかった。 熊 本に は 橫井小 楠が 進歩的 立場に 立つ 

て實 舉を稱 へ、 藩の 因循 論と 戰 つて ゐ たが、 松 陰 はこの 行で は 小 楠と は會 ふ機會 がな かつ 

一 J  0 

す 

熊 本から 佐賀に 出て 武富圮 南、 草 場 佩 川 等と 交. 5、 十二月 二十 九日 萩に 歸 つた。 

松 陰の この 遊 寧 は、 藩から は 十 ヶ月と いふ 許可 を 得て 出發 したので あるが、 彼 は 僅か 五 

ヶ月に 滿 たやして 歸 つてし まった。 藩へ は r 氣分相 勝れ や」 と屆 出で てゐる けれ 共、 事實 

は 望 鄕の念 禁じ 難く 異鄕の 夢が 結び 兼ねた のであった" 多情 多感な 青年 松 陰 は、 長 州と い 

ふ狹ぃ 天地から 長 崎へ 旅行した 丈で、 懷鄕 病に 罹る 嫌な 一面 を 持って ゐた。 ,  ； 


この 旅行で は 長 州と いふ 北 》: 景が物 を 言って、 至る所で 歡迎 され、 便 直 を 得た。 川 お 

の 「復吉 田 ま 卿」 の 一 文に も 「承 髙賢 世以， 1 兵法， 仕- 1 大藩？ 兼修- i 措 大之業 i 足，， ，以 能 通，， 其 

志？ 驟 -., 其議， 豈尊常 者 流 比 哉」 と 言って 居り、 千 住大之 助の 「士" ffll!?^ 雜 卿過赋 贈」 の 詩に は 
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折衝 榑 勢 縱撗、 大國 威風 不レ 負レ 名、 贏 得阐藥  一 話、 兼- 1 將 武備-結-文 盟？ 

と 言って ゐる 通りで ある。 松 陰 は 敢て大 藩の 北 H 景に よって 自分 を 大きく 兑せ やうと い ふ 様 

な 考へは 頭なかった ので あるが、 世間から 大 藩々々 と 言って ちゃほやされ ると、 ^しも 

惡ぃ氣 持ち はしない。 松 陰 は 早くから 脫 藩して 藩籍を 削られ、 こうい ふ 想から は 離脫し 

たので あるが、 大 藩に 育った 一般の 士人は 容易に 之を脫 する ことが 出來 なかった。 そこに 

後年の 尊王攘夷 運動が、 大 藩の 力に 頼る とい ふ 安易な 道を迎 り、 十 階級が 一お の 限界 以上 

に 進出 出來 なかった 心理的な 根據も 見る ことが 出来る。 

5 江 戸 遊 學 

松 陰 は 廿ニ歲 になった。 今や 學の 硏鎮に 於て 旣にー 〈I の见を 俯へ、 經^、 洋^ 共 他 外 


國の 見聞、 國防 問題に ついて 長 崎 仕込の 新 智識で ある。 然し 一度 長 崎で 新しい 舉 問の 流れ 

に 觸れて 見る と 好 學心は 無限に 起って 來る。 松 陰 も 自分の 道に ついて、 行く 所 迄 行って 見 

たいとい ふ 欲求に 驅られ た。 その 希 は 纏て 滿 される ことにな つた。 卽ち 同年 一二 n 五 曰、 

藩お 敬 親が 江戶 出府す るに つ い て、 松 陰 は 軍學轄 古の 爲と い ふ 名目で 同行 を 命ぜられ たの 

である。 

江戶 では 長 崎 以來の 好 學の心 は 一 層發展 せしめられ 專心 勉強に 從事 する ことが 出來 た。 

長 崎 は 洋擧叉 は 海外 知識と いふ 點 になれば、 その 淵叢で あるが、 經學 の正宋 とい ふ點 から 

言へば 矢張り 江戶 である。 松 陰 は 今や 江戶に 出て 當 代の 文士 安積 晨齋、 古. 賀精 里の 孫 謹 一 

郞 (茶 溪) * 山 鹿 流の 家 學を傳 へた 山 鹿 素 水に 就いて 擧び、 更に 一 代の 博 學佐久 間 象 山の 

門に 入った。 - 

當時江 戶學界 の 大勢に 就いて、 松 陰 は 叔父への 手紙に 次の 樣に 報告して ゐる。 

方今 江 都 文 學兵擧 の 事 三等に 分れ 居候 哉に 相 見 候、 一 は 林 家 佐 藤 一 齋等は 至て 兵事 

をい ふ 事 をい み、 殊に 西洋 邊の 事共 申 候 得ば 老怫の 害よりも しと やら 被レ巾 巾、 二 は 4 


安積 晨齋、 山 鹿 素 水 等 西洋 事に は强て 取るべき 審 はなく、 只 防禦の 論 は 無 之て はと 銀 む 

鍊す、 三 は 古賀謹 ー郞、 佐久間 修理 (M 田 信 濃 守樣藩 人、 田 上 宇 平 太が 紹介に て 逢 申 

候、 尤古賀 佐 久間知 昔に て は 無 之) 西洋の 事發 明精竅 取るべき 多し として 頻に 研究す 

之が 當 4 マ 寧界の 大勢で ある" 卽ち德 川 家 官許の 學 たる 林 が守舊 派の ー兀締 で、 其 他は大 

抵洋學 を 取り入れ、 佐 久間象 山に 至って 洋學の 大家と いふ 狀態 である。 松 陰 はこの 中で 自 

ら r 矩方按 やる に 一 の說は 勿論 取る に 足ら や、 ニー 二の 說を湊 合して お 練 仕 候 はば 少々 面目 

を 聞く 事 可 レ有レ 之 かと 存奉 候」 と 言って ゐる。 

松 陰が 安積 吴齋の 門に 入った の は 四月 廿 五日、 山 鹿 素 水の 門へ 入った の は 四：=： 一 一十 九日、 

古 賀茶溪 の 門に 入った の は その 二 、三日 前、 佐 久問象 山の 門に 入った の は 五月で ある。 松 陰 

の 旺盛なる 研學心 は、 一時に 之 等 多數の 門に 入り、 一度に あらゆる 知識 を 吸 收し盡 さう と 

する かの やうに 見えた。 四月 廿八ョ の 手紙に は、 如何に 研究の 爲 忙しい ョを 送って るる か 

を 記して ゐる。 

一 、 馬術 始め 候 事 


附り、 劍も 折々 遣 ひ 申 候 

、 會 事の 多き に 當惑仕 候 

一 の 日 吴齋書 經洪範 講義 聽聞 

三の 日武敎 全書 初の 方 稗 屋敷 內の 部有備 館に て 

四の 日 中庸 同前 初の 方 

五の 日朝 艮齋繁 辭上傳 易會、 午後 莊 原文 助 中庸 會 (中程) 

九の 曰„„^ 齋 論語 鄕黨篇 

七の 曰吳子 林壽 (林壽 之 進) 藤 熊と 

外 

十二 曰廿 三日 御前 會 過る 十二 曰 作戰篇 すむ。 

二日 隔 三日 隔位大 學會、 中 谷 松、 馬來小 五郎、 井上 ナ 

過る 十七 曰より 宦官 會 初る。 是 は大寵 s 非番の 面と 不靈出 聽閒 仕 候、 巨 田、 深 

栖其外 大分 論 も 致し 候、 右 之 通 一 月 三十 度 計. 5 の會に 御座 候。 


i' 


右の 外 更に 山 鹿 素 水、 佇 久問象 山の 講 # が 加 はるの だから、 寸暇 もない 譯だ。  ^ 

松 陰 は. 江戶に 出て 擧 問の 道 益々 博く、 多岐に 分れて るるの を 痛切に 感じ、 且 自分の 舉問 

がほんの 緒に しか 過ぎない のを氣 付いた。 勿論 彼の 志が 旣に 一 藩、 一 地方に なく、 天下に 

あるので、 彼の 學 問の 希望 も 大きかった わけで ある。 彼 は 矢 張 五月に 兄への \i ^紙で この 

こと を 嘆 じて ゐ る。 

武士の 一 身 成立 無- 覺束， 譯 左の 通 

一 、 是 i^i 學問 迚も 何 一 つ 出来 候 事 無 之、 僅かに 字 を 識り候 迄に 御座 候 夫 故 方寸 錯亂 如何 

ぞゃ。 

先 歴史 は 一 つも 知不レ 巾、 此以 大家の 說を聞 候 所 本 史を讀 ざれば なら や、 通鑑ゃ 綱目 

位に て は ぬけ 不レ 申 由， 二十 一史 亦浩 潜なる かな。 頃日と ほく 史記 始め 巾 候、 

史論 綱鑑の 始め を 候ても 多き かな。 大{. ^は 急需 とは不 t 候 共 閑暇の 節 見度存 候。 

兵 學家は 戰國の 情 合 を 能々 味 候 事 肝要と 奉レ存 候。 其 情 合 を 味 ふは覺 書、 軍書、 戰記 

の 類舉者 衆の 将 もな きものと 被レ 申 候 もの 尊 思 推 究の功 を 加 へ 候 はば 少 々 ，：：？俦の^^!! 


も 可 レ有レ 之 敷に 被レ考 候、 今武敎 全書 中に も 其 情景 茫然と して 得心 行き 不レ 申候樂 も有レ 

之 候 得 共 誰 に 問て も 能 通 じ不， 申 候。 

此ニ倏 志の みに て 未だ 得 不レ申 候。 

經學 四書 集註 位 も 致， 一一 讀， て も 夫で は 行不， 申 候、 宋、 明、 淸 諸家 種々 純 儒 有レ之 中に 

も 周 程 張 朱 其 外語 錄類 文集 類 又明淸 にも 斯道 を發 明す るの 人 何 限 あらん。 夫 等の 論 は 六 

經 の 精華 を 發し候 も のにて 皆讀 ベ きもの、 .£。 

此ー 一條 志の み 

澳 誓より 明淸迄 文集 幾許 ぞゃ、 皆々 全集 も 見る ベから や 候 得 共、 名 { 欲の 分、 文粹文 

ものな どの 中に 就て 尤なる も の 全集 を 窺 ふ ベ し。 

舆地學 も 一 骨折れ 可レ申 

砲術 畢も 一骨 折れ 可レ申  ， 

西洋 兵書 類 も 一 骨折れ 可レ申 

文章 も 一 骨折れ 可レ申  " 


諸 大名 譜牒も 一 骨折れ 可レ申 

術 一 骨折れ 可 

七 書 致-一 集訟， 候處折 訟は片 首に て は 行 はれ 不レ中 候、 是も 一 骨折れ 可レ巾 

武道の 書 も 說く所 あれ 共 一 部なら す、 

士道 要 論 武士 訓 武道 初心 集 

漸 やく 此 三部 をみ る、 此外 何ぞ限 あらん、 

此も 一 骨折れ 可レ申 

右 思 ひ 出し 次第に 記し 見 候 得 共 何 一 つ 手に 付 K5 候 事 は 一 も無レ 之、 al 人經舉 ある こと 

を 知て 兵學 ある こと を 知らす、 中 谷 椋梨等 逢 候 度 毎に 經舉 をす め、 训に 臨て 殊に 盯 

寧の 意 を 致し 候處、 矩方 も兵學 をば 大概に 致 置、 全力 を 經學に 注ぎ 候 は >  一手 段可レ 

有レ之候得共兵學は誠に大事業にて經學の比に非ゃ、且代々相傳の業を恢興する^^^-^ 

らす して、 顧みて 他に 求む る 段 何共 ロ惜敷 次第 巾さん 方 もな し、 方寸 錯亂如 3： ぞゃ、 

體 中の 骨 何 本 有 之 候 か は不」 存候得 共、 十本 許. 5 も 折れ 候 はば 跡 は t:^ 贼を くひ 候 猫の 


嫌に 成 可 レ申哉 是もー つの 懸念 

其 他 世上 一 統の 人に 且々 並び 申 度 候 得共藝 術に 至て は數を 知ら や 候、 

詩歌 茶 湯、 棋、 書、 畫、 印 立、 花、 能、 謠、 淨 瑶璃、 嗟々 陋哉 厭べ し 厭べ し、 

僕 所 レ學、 未レ 得- 1 要領- 與、 欲.. 得 11 1 言, 而定 * 斯心之 動 搖ょ萬 祈 萬 祈 

當時 彼の 胸中に は 一大 煩悶が あった。 それ は 自分が 兵舉 によって 身 を 立てるべき か、 經 

學に 1 身 を獻げ るべ きかと いふ ことであった。 

彼は學 問の 大海に 出て 始めて、 何れの 道に 至る も 三年、 五 年で は 仕上る こと は 不可能の 

こと を 知った。 彼の 見解に よれば 「兵 學は 誠に 大事 業に て 經學の 比に 非す」 である。 勿論 

在来の 形式 墨守の 舊 式な 兵 舉 ならば 安易で あるが、 彼の 胸中に あるの は、 新時代の 新しい 

要求に 適應 した 兵擧、 卽ち 兵學の 再建と も 言 ふべき ものである。 

松 陰の 煩悶 を 助長す る 原因が 他に ある。 それ は當 時の 政治的 狀 勢の 切迫で ある。 弘化元 

年に は 和 蘭 國王は 使節 を 遣して 通商 開港の 不可避 を說 き、 幕府 は それ を 拒絶した がそれ よ 

り 英米の 船 は頻々 として 日本の 近海に 現 はれた。 弘化ニ 年に は英 船が 浦 I はに 至. 9、 翌 三年 ^ 


に は 米 船が 現 はれた。 嘉永ニ 年、 四 年の 兩年 にも 米 船が 渡来して ゐる。 かくして 日本の 封 ^ 

建 制の 崩壊 を 急速 度に 促進すべき 條件 は暗默 の 間に 迫って 來てゐ た。 この 狀 勢が、 常時の 

知識 青年の 氣 持ちに 反映して、 單 なる 擧問 探究の 爲 三年 五 年の 月日 を 費やす とい ふ 生活 を 

許さぬ 所の 焦燥と なって 現 はれた ので ある。 

當 時の 青年の 中に も、 「明 倫 館 再興 意見書」 や 「水陸 戰略」 の 中に 指摘され た 様な、 世紀 

末 的、 額 魔 的な 氣風を 持つ もの もあった。 否、 それが 大部分で ある。 然し 他方に は 社^の 

一大 轉換期 を 意識して、 それに 備 へる 爲に、 日夜 を 問 はす 努力して ゐる 1^: があった ので あ 

る。 さう して 之 等の 分子 は 知らす くの 問に 相識り 相 通じ、 相互に 勵 まし 八 ：： ふ狀 態に なつ 

てゐ る。 松 陰が 江戶に 出て 間もなく、 肥 後の 宮部 鼎藏も 五月 九日に 出府した。 お 部 も 山 鹿 

素 水の 門に 入り、 二人で 激勵し 合って ゐる。 叉 藩の 中で も旣 に朧氣 ながら 新しい 狀 勢に 口 

^めて 改革の 方向に 進んで ゐる のが ある。 松 陰 は それ を 次の 様に 見て ゐる。 

都下の 政事 引 緩み 候 哉の 風說 も有レ 之樣 先日 之 Iw 書に 相 兄 候に 付 夫已來 能く 心 付 見 

候 所 未だ 其 徴を見 不レ巾 候、 资 見に は 文武 は 次第に 興起 かと 奉い 存候大 御 番等調 株 は 


々有 之 由 近 曰の 御沙汰に て 右 調練し 出張の 人数へ は ヨ^ 扶持 方 被-一 立 下-候 由御桥 頭、 

大 番頭 は 何程 か 承 不レ申 候 • 兩御番 衆 は 十一 一人 扶持 (軍役 扶持に て 一 人 分 一 升の 由 下 同 

し) 大御番 衆 は 十 人 扶持 與カ十 人 扶持 同心 二人 扶持の 御定と 承り 申 候、 是は大 阪夏御 

陣の 例と かや、 又 諸 大名屋敷 にての 調練 孰 方に も 多分 有 之 由、 叉 浦 賀臺場 も 追々 出來 

變り候 由、 叉 劍槍を かたき (擔 ぎ？) 候 もの 途中に 滿々 仕、 孰れ を 通り 候ても 中 山 源 

八 所 レ謂試 レ劍聲 高數士 家に 御座 候 群 侯 も 藤 堂 侯な ど は 豪傑 はだと 申 事に 御座 候。 土 居 

幾 之 助と. E. 大力の 愉快なる 學者 侍講 官 にて、 寵遇を 得 候。 幾 之 助へ も 折々 參り 議論 を 

開て 目 を 醒し申 候。 劍術 等の 武藝 も、 頻に御 引 立有レ 之お 仙 臺侯も 明君 共 かと 被 考候简 

井 紀州も 毎々 被 レ招講 論 を 被 レ聽候 段大槻 盤溪山 鹿に て 話し 候 を 度々 聞 申 候。 奥 平 侯 は 

佐久間 修理 信仰の 由に て、 西洋 備 調練 毎々 御 下屋敷に て有レ 之由义 文武 共 稽古の 爲 にの 

み 都下 へ 出て 先生 家 へ 入塾 致 居候 もの 孰れの 藩に も 多く 有レ之 候。 其 他 文武の 盛 は難レ 

盡-ー 禿 筆， 候 間 余 は 御 推察 奉 願 候 (嘉永 四 年 十月 廿 八日 家兄に 送る 手紙) 

松 陰 は ー體に 感激 性に 富んで るるので、 場合により 物事 を 誇大に 表現す る 傾向が ある。 ^ 


當時外 _f ^、來 ^の聲 に お び え て 繩 式に 武備 調練が 盛 になつ た 傾向 は あるが 、 その 屮に は、 に 

极抵 から 新興の 意氣を 以て 文武の 研鑽に 當 つてる たもの が どれ 丈 あるか V 問題 だ •〕 松 陰の 

言 ふ 様に 「文武の 盛 は 禿 筆に 難 レ盡」 とい ふの は 聊か 誇大に 過ぎる 感が ある。 表面 はさう 見 

えても その 底に は、 問に 合せ 的、 其 ョ暮し 的な 氣 分の ある こと は爭 はれなかった らう。 it 

府の 調練に^ 扶持 を吳れ てゐた 等 は 興味 ある ことで ある。 

松 陰 は そ こ で 之 等の 藩と 自藩を 比較し、 自 藩の 短所 を 剔抉し てゐ る。 

何分 共 御國の 井底 蛙 等、 吾 藩の み を 誇り、 例して 天下の 士を輕 じ 候 見識に て は 無-一 

覺束， 奉レ存 候、 (同上) 

又 同年 十一 一月 山 田 宇右衛門に 送る 手紙に は、 

伹特 一一 才學 一而 安二 小成， 本 藩 之 弊習 也 習 必成レ 風、 風習 之移レ 人、 雖ニま . 傑 之士， 或 不レ能 * 

免、 是 所，， ，以 有， 1 區々 之說, 也、 多 罪 海容。 

松 陰の この 見解 は 長 州 人の 短所 を 適確に 衝 いて ゐる。 他 藩との，； ヶ^が 说く なり、 他 藩の 

様子 を 見る につけて、 松 陰の 自己批判の 眼 は 肥えて 來 てるた。 


s 江戸の 諸 塾 

尊王攘夷 運動 は 或は 庶民の 問から 起り、 或は 諸 藩の 下士の 間から 起り、 纏て 藩と いふ 封 

建 的 障壁 を 撤去して 所謂 撗斷 結成が 成立す る ことによって 一 つの 國民的 運動と なった ので 

あるが、 この 橫斷 結成 を 成立させる 上に 於て、 一つの 役割 を Ei- したの が、 各地の 塾で あ 

る。 そこに は 松 陰の 先の 手紙に も ある 樣に、 各藩から 有志の 士が 集って ゐる。 そこで はお 

互に 藩と いふ 固苦しい 外被 を脫 捨て 、 語. 5 合 ふの で 、 自由な 議論が 出来る。 

松 陰 は 前の 手紙に も ある 様に、 兵 學に專 心し やう か、 經學に 傾注し やう かの 岐路に 迷つ 

て 居た が、 彼の 考 へで は兵舉 を經學 よりも 數倍も 困難と 見て、 しかも 大體 兵學に 進む こと 

にきめ て ゐた樣 である。 それ は當 時の 狀 勢が 兵學の 方に より 緊急な 必要性 を 認めて ゐ たと 

共に、 彼の 性質と して 困難 を 知って 避ける とい ふこと を 好まなかった 爲だ。 彼 は 困難の 中 

に 自分の 全 生命 を 打ち込んで 見たかった ので ある。 彼の 研究 生活で は、 自然 山 鹿 素 水の 塾 

に 於け る 研舉が 中心に なった。  § 


五月 兄へ 送った 手紙に は 素 水 を 次の 樣に， t して ゐる。  ^ 

1、 武教 全書 は 何分 縱潢 自在に 解 申 候、 山 鹿 素 水へ 入門 仕 候、 彼 人文 筆の 拙 は 無， ー此 上, 

候 所 一種の 才物に て 時 名 を 得 候、 隨分 取るべき 事 も 可 レ有レ 之 人な り、 著述も^ 多し、 

中に も海備 全集 は是齋 翁の 序 御座 候、 至て 譽 めて 有 レ之、 lie- 齋、 古 贺等當 時の 兵家に は 

其 右に 出る 者な くと 被レ稱 候、 如何様 左 樣可レ 有， 之 候。 

又 別の 所では (十一月 廿 八日 兄への 手紙) 素 水 翁 生得 粗漏 家、 且文 in 人に て 云々 と 言つ 

てるる 所 を 見る と、 文筆の 才 はなく、 兵 學の實 際の 上で 勝れて ゐ たらしい。 素 水 は 山 鹿 流 

だけでなく、 西洋 兵學 もやって ゐた。 

彼の 著 「練兵 略說」 の 序 は 松 陰が 師に 命じられて 作って 居り、 內容の 大半 も 彼が 作った 

と 言 はれる。 彼 は 最初 素 水に 師事して、 一見 無學 なのに 驚いて か 「江 戶に てお^- ォと屮 も 

の は嗡程 無， 之 様相 聞 候」 と 聊か 失望の 嘆を發 して ゐる。 然し 素 水門に 於け る 彼の 丘ハ 研究 

は相當 熱心に 續 けられた 。 七月に 兄へ 送った 手紙に、 

近日より 戰法、 拔築、 七 條大星 三重 等の 會训に ョをト し 毎月 三度 宛お 部 ii 鉞、 秋尤 


伹馬守 樣內三 科 文 次郞、 竹 中 圖書助 內長原 武及矩 方と 四 人 講習 切磋 可, 仕と 申 事に 御 

座 候。 

宮 部は大 議論 者に て 好敵手に 御座 候、 先達より 主戰、 客戰、 先 後の 論、 主戰、 客戰 

三者の 條、 先 後の 論、 人質 用 拾の 論 等に は 素 水も惶 惑して 默し 居. 0 候樣之 事も兩 三度 

計り 有レ 之快甚 快：^、 素 水 舊來の 門人に は 長 原、 三 科 計に 御座 候。 長 原 は頗讀 書の 力 

も 有レ之 面白く 候。 しかし 氣カは 乏しく 御座 候。 此節 聖武記 對讀、 長 原、 宫部 及び 矩 

方更 るく へ 引受 申 候。 何分 先師 以来 手澤 の； る 書 多く 見やして は 胸中の 成 見に て 

壓倒 する 事 有 之 候。 宮部は 流 書 は 大部 博く 見 居 申 候。 

部は大 議論 者に て 好敵手」 とい ふ點 に、 松陰會 心の 様子が 見える。 宫部鼎 藏と松 陰 

は 素 水門で も 斷然他 輩 を ぬきんでて ゐた。 だから 素 水の 「練兵 略說」 序文の 作製 も、 宫部 

と 松 陰に 主として 命じ、 舊來の 門人で は 長 原が 加 はって ゐる だけで ある T 素 水 大量 人に て 

吾輩の 言 ふ所從 はざる はなし」 とい ふ 様に、 松 陰 は旣に そこで 重 じられ てゐ た。 

松 陰 は 諸方の 塾 を 始め、 同藩の 子弟 間に も 藩邸 內の舉 問 所、 有 51 館で 研究 を 開いて る 


た。 之 等の 會の爲 に 寸暇 もない 狀態 になって ゐ たが、 之 を 國；， 訏の 兄から il^ んで來 たのに 對 お 

して、 「會 の樣子 愉快の 御 遠想甚 迷惑 仕 候。 紙面の 事 は 仰山に 聞 ゆる ものに て、 共. 货 を^し 

候へば 誠に 索然た る ものに 御座 候。 毎々 中 谷 松と 其 事 を 言 ふて 嘆 候。 三千 垔 外へ 遊 候へば 

事々 皆 虚名 得、 國に歸 るに 至て は 人 を 失望せ しめ、 少々 得る 所 も 併て 泥 を 塗り 候 段 赏に悲 

しむべき 由 申 候。 憂懼 此 事に 御座 候」 と 言って 訂正して るる (九： =： 廿 三日 兄への 手紙)。 0 

し 彼に 取って 最早 やこうした 空理 空談が 無味乾燥で 堪 へられな くな つたの だ。 しかも 彼 は 

1 方 、 「武藝 は 迚も 無二 其 暇 , に 付 凡て 休 み 申 候」 と： 一一 一 C つ て 勉學 の 爲武藝 稽古 の 暇の な いこと 

を 述べて ゐる。 彼 はもつ と 切實、 緊迫した 生活に 役立つ 知識 を 要求して ゐ たの だ。 

松 陰の 佐 久間象 山に 對 する 評 價は、 他の 儒^に 對 すると 自ら 異 つて ゐる。 十月 廿三 日伯 

父 玉 木 文 之 進 宛の 手紙に 曰く、 

「眞田 侯 藩 中佐 久間 修理と 申 人 頗る 豪傑 卓異の 人に 御座 候、 元来 一 齋 門人に て 經學は 

De^ 齋ょ， o も 優れる 由古賀 謹ー郞 言へ り。 齋も數 々是 を稱 す。 今 は 砲術 〈1 に 成り 候處 

其 入塾 生 砲術の 爲に 入り 候 もの にても 必ゃ 經畢を させ、 經舉 の爲 めに 入り 候 ものに て 


も 必中 砲術 を させ 候 様の 仕掛けに 御座 候。 西洋 學も 大分 出来 候 由、 會日 あ. 5 て 原書の 

講釋 いたし 申 候、 一遍 やらき、 申 候」 

山 鹿 素 水に 對 して、 「文章の 拙 は 無 一一 此上， 候處、 此人 一種の 才物に て」 云々 とい ふ 評と は 

格段の相違 である。 松 陰 は 最初から 象 山 を 豪傑 卓異の 人物と して 信頼し、 傾倒して ゐた。 

然し 象 山に ついて 系統的に 師事 するとい ふ 様な ことはなかった 樣 である。 原書の 講義 もし 

てゐ たのに、 「一遍 やら 聞 中 候」 では 心細い、 蘭 語に ついては 前記 十月 廿 三日の 手紙に、 

一 、 蟹 行の 事 は戲謔 迄に 御座 候、 或 作 或 輟取害 候 事に て は 無， 1 御座, 候 何人より 歟謬傳 仕 

候と 奉 レ存。 

と ある 樣に、 ほんの 手す さびに やりかけた 丈で、 全然 ものに ならなかった。 もし 彼が 象 山 

塾で 蘭 舉に身 を 入れて 修業す る ことにな つたら、 彼の 生涯の 方向 はもつ と 別個の ものに な 

つた かも 知れない。 然し 彼の 當 時の 心境に は、 撗 文字の 爲に 之から 數 年の 歳月 を 打ち込む 

とい ふ餘裕 はなかった。 

松 陰 は その 年 六月 十三 曰に、 宮部鼎 藏と携 へて 房總 地方の 海備 視察 旅行に 上った。 行 お 


稃 僅か 十日で あつたが、 大に 得る 所があった. -  5 
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彼 は 次いで、 宫 部と 東北 旅行 を計畫 した。 机上の {4! 理签 論よりも、 こうして 際 生活の 

上に 必要の 智識 を 吸収す る 方が 遙 かに 有効な こと を 知った ので ある。 こうい ふ 方向へ 心が 

傾いて は、 靜觀靜 思、 學 問に 思 を 潜める とい ふこと は 最早 や 困難で ある。 彼 は來北 旅！ 汀が 

決定した 後、 今後の 勉畢の 方針に ついて 次の 樣に. 言って ゐる。 

1 、 寧 問の 目算 荒 方 立 候 得ば、 當 十二月 中旬 迄に は 前 漢書 w 濟申 候。 中句より 奥 5；  £ 

行の 意味) 三月の 末つ方 都、 夫より 一 月 歷史、 一 月 文章と 確 月の 功と 致し、 其 明年 

御參府 頃より 漢舉打 捨て、 西洋 飜譯 書な り 共 一 年 計り 讀可 中と 荒 積り は 立： &候 5^ 共、 

其 時には 色々 と 趣向 代り 可レ申 奉，， 銀然， 候 事。 (十月 廿 三日 玉 木 文 之 進への 手紙 ソ 

松 陰 は兵學 か經學 かの 問題に 迷った 後、 大體兵 學に審 心する 事に 決した が、 その li^ ハ舉に 

も、 和 流、 洋流、 和洋折衷と ある。 山 鹿 素 水の 如き は 和洋折衷で あり、 佐 久問象 山 は洋流 

である。 松 陰 は 素 水と 象 山の 中間 を 行かう としたら しい。 そこで 明年 御參府 -g より は 「西 

洋飜譯 書な り 共 一年 計り 讀可レ 申」 と 言って、 洋學を 根本から やらう とする 意志 はな かつ 


職 そのもの を 目指して ゐ るので はなくて、 未来の 生活 を、 未来の 理想 を 描いて ゐ たので あ 

る。 さう して それ を 現在の 腐朽した 封建制度、 階級 的 身分 制度、 切..^ きざんだ 分權 制に if 

置した ので ある。 それによ つて 現實の 封建制度 を 批判し、 之 を攻擊 し、 人間的 自己 奪還の 

運動たら しめたの である。 

尊王 論が 欝然 たる 勢力と して 擡頭す る爲に は、 日本に 於ても 矢張り ルネッ サン ス 的な 精 

神の 擡頭が 見られた。 封建 制 は 二百 年の 泰平の 間に、 組織と して は 硬化し、 鎖國 制、 身分 

制、 階級 制に よって、 あらゆる 人間的 發展 とその 慾 望 を抑壓 する 以外の 何者で もな くな つ 

てゐ た。 新しい 人 問 的 活動の 精神が、 この 封建 社會 の胎內 から 生じた 新しい 經濟 生活、 そ 

れに 基づく 社會關 係の 間から 生れて 来た。 それ は 何よりも 先づ 封建 社會の 維持に 努める 所 

の、 舊來の 思想 體， 系に 對 して は 批判的であった。 だが 當 初から 而く傳 来の イデ ォ „1 ギ ー 系 

體に對 して 批刹 的、 攻撃的で あるので はない。 最初 は 先づ、 文學、 學 術の 平民の 手への 推 

移と なって 現 はれた。 題材に 主として 平民 を 取り、 さう して 極めて 簾くて 誰に も 賞 され 

い 浮世 槍 版畫の 流行、 歌舞伎 淨瑶璃 の 流行、 文學 では 西 稿 を 始め 京傳、 三 馬、 一九、 爲 S5 


永 春 水、 並木 正 三、 {1? 屋顿 盛、 國 學に眞 淵、 宜長、 秋 成、 俳諧 詩歌に 一 茶、 燕 村、 賴^ 水、 " 

山陽、 ^覽 等々、 平民 出身の 奢 述家學 者 は渐く 多くな つた。 その 屮には 水 戶の商 {豕 の 出身 

の 藤 田 幽谷、 宇都 宫燈油 商の 子に 蒲 生 君 平、 京都の 町家から 出た 藤 井 右門、 、江戶 の 平お 靑 

大 昆陽、 大阪の 町人に は 山片蟠 桃、 上田 秋 成 等が 輩出した。 「海內 の 文章 は 布 衣に^つ」 と 

いふ 言葉 は、 單に 下の階 級へ si け，. 9 落ちた こと を 意味し ない。 滑り落ちる ことによって、 內 

容も 質的 變化を 遂げた ので ある。 停滞と 枯死に 瀕した 畢 問の 形骸に 對 して、 新しい/、 問 的 

生活 要求の 主張が そこに は 見られる。 それ は 極めて 微弱な、 閃きで しかなかった かも 知れ 

ない。 然し それ は 將來を 持ち 發 展性 を 持った ので ある。 

學問的 展開 は怫敎 から 懦舉の 解放、 懦學の 自立 的 展開、 神道の "冉 編成、 一 方に 於て^ 學 

の 復興、 蘭學、 實學の 勃興と いふ 樣なコ ー スを迎 つた。 

この 根抵を 流れる 人間的 生活の 耍求、 人間性の 肯定 乃至 解放の 思想 は、 然し 乍ら お^に 

於て は 一定の 制限 を 持って ゐた。 それ は經濟 的發展 が、 まだ 新しい 市民 暦 を 新社會 形成の 

爲の 指導 的 役割 を し 得る 程に 成長 させて るなかった とい ふこと である。 而 して 1 方變革 j 


は、 內部 的な 未發 達に も拘ら 中、 ：t 部から、 國外 勢力の 歷カ によって、 強制的に 促進され 

た。 こ、 に 本来の 指導者た る 市民 層 はこの 歷 史的 過程に 指導者と して 登場せ やに、 中間 的 

な 階級、 小 ブル ジ ョァ的 性質 を 多分に 持った 所の、 下士、 急進的 インテリゲンチャが 登場 

した。 

かう いふ 具體 的な 社會的 發展の 過程に 相應 して、 思想 的 發展も 一 おの 制限 を 受ける。 端 

緒 的な、 人間的 生活 要求、 人間性の 肯定、 乃至 解放の 思想 は、 それ 自身 を 飽く迄 追求す る 

ことが 許されなかった。 舊來 の傳統 的な 形骸から 自己 を 分離し、 新しい 自己 を 系統 立てる 

ことが 不可能だった。 町人 哲 舉と稱 して 登場した 「心 學」 が、 如何に 卑屈、 反動的な 一 面 

を備 へ、 封建思想の 殘骸と 結び付いて ゐ るか を 見よ。 しかも 彼等 は 新興 町人が 持ち 得た 唯 

一 の 思想で ある。. そこで はま だ傳統 から 自己 を 分離し 過去に 對 して 現在、 乃至 未 來を對 置 

する ことが 可能でなかった。 思想が 論理的 性格 を 持ち 得 や、 感性から 理性が 分離し 得ない 

の だ。 

しかも 政治的 過程 は 急速に 進んで、 そこに 一 つの 政治的 理想が 形成され た。 それが 尊王 6 


論で ある。 尊王 論の 濫觴 はかくして 人 問 的 生活 要求、 ルネッサンス 的 思想 潮流の 巾に 胚胎 ； 2 

したので ある。 その 復古 的 形式 は、 西歐の ルネッサンスと 同じく 進歩的、 開明 的な 內容を 

持って るる。 尊王 論 は 武家 執政 以前の 社會を 理想 社會 として 描き、 或は 神武 聚^の 理想に 

歸れと 叫んで ゐる。 武家 執政 以前の 社 會は無 階級の 社會 であり、 中央 染權の 國{豕 である。 

尊王 論の 主唱 者 は そこで 来るべき 民族的 統一 國家を 描いて るた ので ある。 復古 は 復古で は 

なくして、 そこに 來 るべき 理想、 人間的 自己 實 現の 要求 を 描いて ゐ たので ある。 その 现想 

が 現實の 封建 社 會と對 置され 批判の 武器と なり、 攻擊の 武器と なった。 その 底に 人 的 解 

放の 思想 を 蔵して ゐ たれば こそ、 この 理論 は 開明 的で あり、 革新的で あり、 現 K の 封建 社 

會に對 置しての み、 進歩的であった。 しかも それが 飽く迄 進歩的、 開明 的 思想と して 自己 

を 貰 徹する 爲に は、 その 指導 的 實權が 新しい 社會的 地盤に 立脚す る 所の、 新しい 社 < ^的 階 

に 握られなければ ならなかった ので あるが、 それが 不可能であった 爲に、 稍 も すれば 復 

i  口 主義の 陰から 反動的な 半面が のぞいて ゐた。 

松 陰の 思想 的 發展の 過 稗を撿 する 時、 この 現象が よく 現 はれて ゐる。 松^ は 鋭敏な 感受 


性と 印象的な 頭腦の 所有者で ある。 彼 は 叉 人間的な 熱情の 所有者で あり、 隨 つて 實踐 的な 

性格で ある。 彼 は 謂 はば 當 時の 志士 的 風格の 代表的 人物で ある。 所謂 急進的 インテリ ゲン 

チヤで ある。 松 陰の 時代 は旣に 政治的 狀 態が 暗 默の 間に 切迫して ゐて、 一 種の 焦燥が 彼等 

の 間 を 支配して ゐた。 思想が 論理的 性格 を 把握す る 暇 もな く、 感性から 理性の 分離 を 見る 

暇 もな く、 政治的 促進から 政治的 集中が 迫られて ゐた。 松 陰 等 は 所謂 武士階級 としても そ 

の 上 Di? 部で はない。 所謂 下士で はない としても 典型的な 中間層で ある。 かくして 中間 的 小 

ブル ジ ョ ァ として、 未成 熟な 市民 層に 代って この 變革を 指導すべき 任務 を 負 はされ る 地位 

にゐ た。 松 陰が 洋學と 日本 兵舉 との 間の 折衷 的 態度 を 持し、 陽 明學と 朱子學 との 間に 折衷 

的 態度 を 取った 不徹底 性 はか る社會 的根據 に基づいて ゐる。 

之 等の 志士 達に は、 今や 理論的 領域に 沈潜し、 實踐 から 離れた 思 辯に 耽る ことが 能事で 

はない。 折衷 的で あれ、 何で あれ、 ある 具體 的な 內容を 把握す る ことが 急務で ある。 しか 

も そこに は それ を 形成し、 把握す る爲 Q 地盤が 缺 けて ゐる。 こ、 に 焦燥と 0: 悶が 起る。 松 

陰が 一方で は 寸暇 もない 講演 會に 出席し 乍ら、 他方に は 又 その 無味、 倦怠 を 啷 つて ゐる お 


の はこの 焦燥の 現 はれで ある。  3 

この 焦燥 を 癒し、 倦怠 を 慰める もの は、 進歩的な 學 派の にあって、 各派から；^^る人<- 

の 間に 形成され て 行く 所の、 人間的 結合で ある。 藩邸の 近くに 鳥 山 新 三郞の 邸宅が あり、 

そこに 宫 部鼎藏 その他が よく 集つ て快談 した。 

十 一 月 廿八曰 付の 手紙に 言 ふ。 

五藏 (安藝 五 蔵 —— 南部 盛 岡の 人) は 鳥 山 新 三郞が 家に 寓し 居候" 佐 状の 家 來土屋 

彌之助 弟 恭平も 亦 鼓に 寓す。 宅 (新 三郞 宅) は 銀冶撟 外に 在り、 御屋敷より 近き 處に 

て 便利よ ろしく、 毎々 こ、 に會 する もの 宮部 鼎藏、 來原 良藏、 井上 壯太等 也、 一：； おお^ 

論往々 { 竹 分に 至る、 亦 一時の 愉快 也。 

十月 一 一十三 日の 手紙に も、 

五藏が 家主 鳥 山 新 三郞、 叉 本 藩 人 來原良 蔵 等 常に 相會 す。 皆 壞慨氣 節の 奇 SJ- 子な. o。 

と 言って るる。 この 人達 はお 互 ひ を 綽名で 呼び 合 ふ 程の 仲に なって ゐた。 宮部鼎 蔵 は赭入 

道と いふ。 「其 名 赤き 故 也」 と あるから、 餘程 諸ら 顔の 男だった と 見える。 安 藩 五^ は^ 物 


と 一一： n つて、 之は宮 部が 付けた。 松 陰 は 仙人と いふ、 「何の 故 を 知らす」 と 本人 は 言って ゐろ 

が、 之 は 態度が 超俗 的な 所が あつたが 爲 であらう。 鳥 山 確 齋は獨 眼 龍と 言 ふ 等で ある。 

松 陰が かう して 進歩的な 學老の 門に 出入し、 諸國の 同志と 交って ゐる 間に、 彼の 思想 は 

いつしか 一藩、 二 地方 的な 見解 を脫 して、 より 廣ぃ、 より 進歩的な 視野 を 開いて ゐた。 こ 

の 思想 的 進歩 は、 いっか 封建的 桎 株と 衝突せ ざる を 得ない ので ある。 彼の 柬北 旅行が、 圖 

らすも その 最初の 衝突と なった。 

m 脫藩、 東北 旅行 

松 陰が 藩から 東北 遊歴の 許可 を 得た の は、 嘉永四 年 七月 二十 三日の ことで ある。 松 陰 は 

宫部 鼎藏、 安藝 H:! 藏と 打ち合 はせ て、 十二月 十五 曰 義士 討 入の ョを 以て 出發 しょうと 約柬 

して .Qi.i。 所が 出發 直前に なって、 過 書 (身分 證明 書か ——- 著者) の 事で 急に 故障が 起り 

計らす もこ S に 封建的 桎梏との 最初の 衝突が 起った。 然し その 衝突 は 外見 上 極めて 非 論理 

的、 非理 性的で あり、 本能 的、 衝& 的で ある. - 後年 尊攘 運動の 激化して 來た 時、 何れの 藩 ^ 


にも 急進的 青年が 封建的 制限との 銜 突から、 脫藩 亡命に よって この 枉 iiH を梵て 去った ので J 

あつたが、 松 陰の 脫藩 はより 非論理的 である。 

實際 はこの 場合の 松 陰の 脫藩 がより 思想 的な 深い 根據に 立って ゐ るの だが、 彼 は；： ハ、 お 

部 鼎藏、 安藝 五 藏と柬 北 遊歴 を 約した。 その 日限に なっても 藩から 過 省が 下らない。 もし 

こ で 約 を 破れば S 州 人 は 優柔 不斷 なりと て 笑 を 招く、 これ は國 {|  (長 州) を 辱める も 

ので ある。 自分が 後に 罪 を 獲る の は 一身の 事で ある。 一身の 爲に國 .：J^ に 辱 を 蒙らせて はな 

らな いとい ふ 理由で 脫藩を 決意した。 思想 的 成長の 未發 達の 過程で は、 K にかう いふ 形で 

ま. 建 的桂梏 との 戰が 開始され なければ ならなかった ので ある。 しかも 松 陰の 脫藩 は、 藩 

の 靑年志 士の脫 藩の 魁 をな してる る。 この 點 で も 松 陰 は 先覺者 である。 

松 陰 は 約束の 曰より 一日 早く、 十二月 十 ra: 日に 樱 ffl 藩邸 を 出て、 孤影 瓢々 として 水厂に 

向った。 一詩 を 留めて 言 ふ。 

一 训 ，胡 越， 再 逢 已 無， 期 擧， 頭 觀，， 宇 宙， 

大道 1 處隨 明月 無， 一 古 今- 白 曰 同，： 華 夾- 


高 山 與， 1 景 行., 仰 行 豈 復 疑 不忠 不孝 事 

力 テ ンジテ サン ヲ  ズ カラ ニス  ゾ 一 フン スルー 一 

誰 C 丹 甘 爲レ之  一 0 不， 可レ忽 流 落 何 せレ辭 

ル トモ ノ  二  ジ テ 二 ホ ヘン スニ 

縱 爲， 1 一 時 負, 報， 國 何 堪レ爲 

十九 日に 水戶に 人り、 こ で {呂 部、 安藝 を 待った。 兩人は 二十 四 曰に 着し、 一行 は 翌春 

迄水戶 に滯留 する ことにな つた。 

水戶は 尊王 思想 蘊隨の 地で ある。 さう して その 尊王 論は大 ョ木史 修史 事業 を 中心として 

起り 来った。 松 陰 は 今や 其 地に 来って、 聲名 噴々 たる 會澤 憩齋、 豐田^！^^ニ郞等を訪ふて之 

と 議論 を 上下した。 之に よって 松 陰が^る 所は少 くなかった。 彼れ 歸來六 國史其 他 を讀み 

國史に 心 を 傾ける 様になつ たの は その^ 響で ある。 

松 陰 は 會澤の 宅で 青山 延于の 子 量 太郞に 逢った。 量 太 郞は元 天狗 黨で あつたが、 最近 奸 

黨に 入って ゐた。 それ を 聞いた 松 陰 は 「所謂寬^！！黨也」 と 言って 之 を 蔑視して ゐる。 又 一 

月 二十日 水 戶を發 つ 日、 國老鈴 木石 見守、 江 戶在府 大田丹 波 守の 二人が、 姦黨の g 魁と し 

て相尋 いで 罷免され たの を 開き、 E 魁が 旣に 斃れて は服從 する もの も 一緒に 斃れ るで あら S 


う、 之 は 單に水 戶の爲 に 喜ぶべき ことで ある 許りでなく、 天下の 爲に すべき だと t:! つて 

喜んで 出發 した。 蓋し 當時水 戶は旣 に 正義 派、 奸黨の 黨_ がが 激しく、 松 陰 等 は 正義 派 を 支 

援 して ゐ たの だ。 

嘉永五 年 一月 二十 ョに水 戶を發 つて、 二十 五 S に は 奥州 白 河に 達した。 こ /- に 三日 を 過 

し、 廿 八日に は 安藝 五藏と 別れて、 安藝 は 奥州 街道へ、 宮 部と 松 陰 は 會津へ 向った。 松 陰 

は 「東北 遊ョ 記」 に 記して 言 ふ。 

シテ ブ n ト  ト  ズ ハフ  ズ  ル  スル n トウ. ンラ ンデ 

r 宮部 痛哭、 呼-五 蔵 五 蔵- 數聲、 余 亦 鳴咽不 レ能レ 言、 五藏不 レ顧而 去、 注視 久， 之、 及レ 

ザルニ ルテル  ト  ル  トシ テ ルガ  フ 

不レ得 レ見而 去。 …… 與. 1 彌八， 訣之後 終日 茫々 如 レ有レ 所 レ失矣 (彌八 は 五藏の 別名) (「來 

北 遊 日記」) 

训 離の 様が 目に 見える 樣 である。 蓋し 松 陰の 多感の 一 面 を 現 はして 餘り ある。 

松 陰 等は廿 九日 會津に 入り、 それから 越後 新發 田に 出、 新 潟から 佐 渡に 渡った。 松 陰 は 

相 川 金山 を 見學し 坑内に 迄 入つ て 見た。 坑內見 學の樣 子 を 曰 記に 詳しく 書いて ゐる。 

二月 晦日、 寒風 栗 列、 時々 飛レ 雪、 金鑛吏 松原 小 藤 太 爲，, 吾 1,^3^ 觀， 1 拔雜製 金； 先 


， セリパ 二 ル ニシチ ヲ ヲ  リ  二 ルシヲ スルヲ ラ ス -I  9 テ  二 ント  ヲ 

抵 ，1 勝 場 『觀， 一 粉 レ鑛淘 一， 粉、 已而 登-一 屛風澤 t 觀 >,撰 宕銀， 鑿、 欲. fe 入- 1 坑中， 觀" 穿鑛 よ、 小 

,  チ -ンテ  ヲ スト  フ  ヲ  シヲ  シ  ヲテヲ -ン ト 

藤 太乃發 -1 大工 二人， 爲レ導 、 备 擔，， 油燈 一 盞； 吾輩 脫， 衣、 着，, 一 短 弊衣， 以 レ繩爲 Jw、 

堅帶二 短刀 f 頭 蒙- 1 天邊ー 以 -1 紙屑， 爲レ 之、 入レ坑 二十 間 許、 坑分 爲，， 左右； 乃 入， 1 左 坑『 

ハ リハリ  へ テラ シト  ハンデ ラスト  ハチ テリ  ハチ 于リ  ハ. ンハ 

坑中或 登 或 下、 撗レ 木爲, 梯、 或刻レ 木爲, 梯、 坑中四 分、 或穿而 登、 或穿而 下、 或 右 或 

左、 入 十四 五町、 坑 中有レ 光、 打聲 丁々、 歌 音 琅々、 入 而視レ 之、 則 穿， i 者 也、 觀 41^ レ 

ヲヲ  シ テラ リ  二  ル ヅルヲ _K シ プノ ヲノ  _,s ト I-  シ It^ 々 

鑌者 T 五六 所、 轉レ路 至-, 極揚： 視 レ棄レ 水、 如-俊 レ井狀 一 坑中 甚暖、 倔 僂 曲折 而行、 滿 

身生レ 汗、 出 レ坑則 雪片 觸レ 身、 甚 淸爽、 如，， 離- 1 地獄, 入.， 人間界 ハ 大工 鑛卒 也、 雖 a 時 有 = 

多少" 大率 四十 人 許、 晝夜 交番、 雖 一一 强 壯有レ 力 者； 至 二十 年， 羸弱 不レ 適レ 用、 氣息奄 々- 

或 至- 1 千 死； 誠 可レ憐 也、 而其自 言 則 曰、 此 山最不 レ害レ 人、 於 レ吾爲 ，1 多幸： 至パ他 或 

ニル  二  ノノ  チダ  t, クル コト タシレ *r  メス 一一 ラチ  セ 

三 四 年、 而旣 至- 1 于死； 其 曰 直、 則惟錢 四百 耳、 傷 レ鑿甚 多、 非 レ勤，1 爲 1 乏 則不， 給。 (東 

北 遊 B 記) 

松 陰も當 時の 背 酷な 勞働條 件に は 一 驚 を 喫して ゐる。 更に 採 鑌法を 詳しく 記して ゐる。 

採鎮之 法、 大工 先入 レ 坑、 以， 整 穿， 金理 之お； 鑌中金 .Ililjf, 理、 非，， 滿地皆 有 f 荷揚 2 


数十 人、 負， 鍍而 出、 鑿 傷、 则整 通績致 VM、  tn 直 二百、 或 二百 五十： 耳、 あ，， 銕撰之 t【 タ 

^分-, 其 品： 輸-之 勝 場； 粉 レ之淘 レ之、 然 後炙レ 之、 凝固 爲 ^1、 其問經，；多小ハ^^『 が； 

-r  、/レ -ヲ、 &^ テ 1 ク ノラ  ルニヲ  ンャ テ r フシ ム ル：； ト ヲク，  ラー V 

多少 財力- 兼 傷，, 多少 人命， 嗚呼、 語 VN、 亦 可.. 以寒 * 視， 金 如- 1 樊 土-者 之膽 ：！ 孰， 又 

忍レ棄 n 之 夷 船, 乎。 (同上) 

资 本の 魔術 を 腿の 當り視 せられた 松 陰 は、 早く もこの 魔力に 魅せられて、 金錢 を^ 土の 

如く 見る 封建的な 考を 訂正せ ざる を 得 なくなった。 而 して その 結論が 「孰 ぞ乂之 を 夷 船に 

棄 つる を 忍びん や」 とい ふ 攘夷論 だから、 時代の^ 界を よく 現して ゐる。 

松 陰 はこの 東北 旅行に 於て、 到る 所で 民政、 經濟、 兵制の こと を 詳しく 視てゐ る。 その 

點で この 旅行 は、 長 崎 旅行が 舉究 的であった のと 頗る 趣 を 異にして 居り、 松 陰の 兑， も、 

より 政治的、 實踐 的に 高められて ゐ るの を 見る ことが 出来る。 彼の服は至る所で東北^？藩 

の 封建的 諸 組織の 頹廢 弛緩の 實 情に 向けられた。 生産力の 停滞、 組織の 凝固、 酷な 収欽 

が 到る 所に 見られた。 それ は內部 的な 崩 壌 を 喰 ひ 止め やうと する 努力に よって、 より 民生 

へ の 重い 負擔を 賦課して ゐ るので ある。 


新 潟 は當時 公領で あつたが、 その 以前 は 長 岡 藩に 屬 して 居た。 當時租 稅は年 六千兩 乃至 

七千兩 であった。 然るに 公領に なつてから、 一 擧に 倍加して 一 萬 七 千 雨に 上った。 松 陰、 

「其 重 稅可レ 知矣」 と 嘆 じ I」 ゐる。 

東北 諸 藩で は それ， ^ 藩札 を 出して ゐ たが、 何れも 不換紙幣で 農民 は 苦しんで ゐた。 秋 

田 藩で は 「癸 巳 甲 午 之 飢饉、 國用罷 弊、 一 紙 沙， 績レ 之、 然以 -lit 與レ金 不；， 稱、 欽 權渐 下、 

令所レ 行、 以， ー鈔 一 貫 ー當- ー銅錢 七十 孔,」 (同上) とい ふ狀 態で ある。 

仙 臺藩は 東北で も 最も 富裕と 言 はれて ゐた。 「土地 恢廓、 田野 肥沃、 道路 四通八達」 とい 

ふ 風に 開けて ゐる。 所が、 「仙 臺所レ 行銅錢 甚少， 皆 銑錢之 極， 一 弊惡， 者、 欽弊有 M 一  歩 札 一 一 

朱 札 一 原 與レ金 相抗、 漸失， 1 其 S 今 卽一步 札 三百 七十 五錢、 若 四百 錢耳」 (同上) 卽ち 最初 

は梵換 制度で あつたが、 漸次 不換紙幣 になって しまった。 

南部 藩の 如き は 最も 甚 しく、 藩札 發行を 三人の 豪商に 任せて あって、 つまり 藩 財政 はみ 1^ 

全に 高利 貸 資本に 握られて ゐた。 隨 つて 其 制度 もどうな つて 一 Q るか 分らない。 松 陰 は 「安 

得レ 非.， 國用乏 鉄、 不レ得 レ己屈 二 膝 於 豪 富； 以 繊 二 縫目 前, 者 上 哉、 堂々，， 大藩、 不レ 能に 行 二 國鈔？  ^ 


而 用-商 鈔； 其 如， 一 國體， 何 哉」 (同上) と 言って 法 嘆して ゐる。 而も その 南部で は、 松 陰が メ 

行った 時、 道路の 樹を仆 し、 良田 を 埋めた て/'、 妓樓數 十 軒 を 建て、 ゐた。 南部の 國事赏 

に 悼む ベ けんやと いふ 狀態 である。 

有名な 南部 馬 も 叉 封建的 搾取の 對象 になって るた。 先づ 民家に 牡 馬が 生れて ニ歲 になる 

と、 役人が 勝手に その 馬の 値段 を 簾く 定めて、 半金 丈 百姓に 吳れ る。 而 して 馬の 値が 上つ 

てから 之を賣 つて 其の 利益 は 悉く 藩の 收 入になる。 その 收入 がー 一 萬兩に 上る とい ふこと-た 

つた。 而 して 馬の 名所に か はらす、 牛馬で 耕す ものが 附近に 見當ら なかった。 之 を 見て 

松 陰が 人に 問 ふと、 土質が 固くて 馬で は 耕せない と 答へ た。 松 陰 は 「架して 然. 9 や 否や、 

農 人 常に 古 を 守る の 癖 有り、 田峻 しく 共 之を誨 へて 或は 盡 さざる 所冇 らん か」 と 言って 不 

審を 抱いて るる。 

其 他 至る所 封建的 妆斂は 人民の 生活 を 苦しめ、 經濟 生活の 萎縮 を 来して るた。 產 力の 

發展は 停滞して るる。 至る所 廣ぃ 平原が 荒れて ゐる。 「圃中 無 レ菜無 レ麥、 不レ見，ー靑蒼<^:只 

存>| 粟魏稈 株？ 盖 収穫 之 後、 不二 復墾， 也、 道 傍 問 レ植， 樹木： 非， 不，： 繁茂 I  m,, 心 千 嫁稷種 


植？ 赤地 悉可 レ爲 -1 良田 茂林； 惜哉 地曠而 人不レ 足」。 野に 菜 色な しとい ふ 狀態は 東北 諸 地方 

で 眼の あたり 見られた。 しかも この 地方に は、 新しい 生產關 係の 發展 する 條 件が 存在し な 

い。 松 陰 は その 一 半の 原因 を 人口 不足に 負 はせ てゐ る。 蓋し 松 陰の 認識で は、 封建 制の 末 

期に 於て 人口の 自然 增殖の 停滞が 起り、 間引と いふ 樣な 人爲的 手段が 東北 地方に 最も 甚し 

く 行 はれて ゐ たとい ふ 様な こと 迄 は 思 ひ 及ばなかった の だ。 

1 方で は 新しい 生產關 係の 端 初 的 形態、 マー 1 ュファ クチ ュ ァ の生產 品が 封建的な 農村 經 

濟に 侵入し、 之が 崩壞に 役立って ゐる ことに 迄 松 陰の 眼は惹 付けられた。 秋 田の 大館 では 

同地 方の 木綿 織物が 旣に 農家へ も 侵入して ゐた。 さう して 農産物の 下落と 之に 對 する マ 一一 

ュ ファ クチ ユア 製品の 高價、 所謂 狭狀價 格差が 旣に 端緒 的に 出现 してる たので ある。 松 陰 

は 言 ふ。 「米價 今 升，； 四十 九錢 r 而 尙爲 -1 甚賁？ 往年 十六 七錢 耳、 米 惯賤、 而物價 不，, 甚簾 f 

是農、 所 以苦， 也、 木綿 一 反 極 美 者、 直 一 一 貰 百錢、 炭 重 十 貫、 直 一 一 百 八十 文、 鹽 一 苞三斗 

五 升、 直 一貫 六 百 十錢、 鹽 取-之 野 代 一 距レ此 十六 里、 舟 泝，, 野 代 川， 而来」 

松 陰 は 經濟學 者で はない。 實輋を 重ん やる 象 山に 入門し-;,: が、 之 を 系統的に 學ば なかつ 


た。 然し 松 陰の 兵學 は、 あらゆる 政治的 經驗の 集中 を 意味して ゐ るので、 經濟 的な f? 識も 

か る ものと して 要求され るので ある。 松 陰 はこの 方面で も 一 家の 見 を 具へ て ゐる。 農業 

方面で は 所謂 進歩した 農業 學には 手 を 付けて ゐ なかった が、 支那 傳來、 日本 古來の 農業 寄 

に は 一通り 眼 を 通し、 農耕の 技術に も 智識 を 持って ゐた。 彼が 東北 旅行の 前、 嘉永四 年 十 

1 月廿 八日 兄への 手紙に はこの 方面の こと を 書いて ゐる。 

1 、 固 本 錄には 富 民 錄とは 遠 ひ 申 候。 古本 店に は 許 多 有： i 之 候 間 後便 可レ 奉- 1 送 上-候。 但 

有用の 書歟 無用の 書 敷 は 知 不レ申 候。 

因に 言、 穆 正大 か 讀 書の 次第に、 農業の 書 は 元の 王 禎か農 書、 後 魏の賈 思 (思 召) か 

濟民要 術、 農圃 大書、 農 桑 輯耍、 農政 全書、 農事 直說、 農 桑 通訣、 救荒 本草、 周禮荒 

政 十二 法、 明の 兪汝か 荒 政耍覽 (同書の 作り かへ)、 康 濟錄、 救荒 切要 等不レ 可レ不 レ讀， 

水利の 書 は 武備 志 中に 異域 水 法と 言 者是也 云々 (平 山 子 龍 云、 水 H 圖說、 堤， 泡 ま 害、 

皆 我 邦の 水利 書) と 有 之 候。 孰れ も迂濶 成る もの にても 可 レ有レ 之 敷。 ^御-あ 被 成 候 

はば 格 致 之 一 敷。 


松 陰 はこうして 封建 制の 內部 的崩壞 . 額廢の 實狀を 到る 所で 見て 歩いた が、 そこから 一 

つの 歷 史的な 見 透し を 得る こと は 出来なかった。 彼に は それ は 不可避 的な 喚 ひ 止める こと 

の 出来ない 歷史の 流れと して は 映 じなかった ので ある。 それ は 所謂 藩 政 改革と して、 內部 

的に 解決 出来る ものと いふ 風に 彼の 眼に 映 じた。 

只 避く ベ からざる 問題と して 彼の 眼に 映 じた ものが ある。 それ は 到る 所に 出沒 して ゐる 

夷 船 だ。 彼 は その 噂 を水戶 でも 聞いた。 そこで は廿八 年前英 夷が 来て 脚 船 ニ隻を 卸し、 夷 

人 十數人 上陸して 數日 去らなかった。 藤 田 幽谷が 怒って 永 井 政 助に 命じて 斬らせ やうと し 

てゐる 間に、 漸く 立 去った。 佐 渡で は 四 年 前 アメリカ 船が 鷲 崎に 着いた。 叉 飛 島で は 今年 

賊 船が 来た。 秋 田の 土 崎から 大 館へ 行く 途中、 小 綱 木で は 加賀の 船頭が 靑 森へ 行く のと 泊 

り 合 はせ た。 その 船頭の 話で は、 今年に なつてから 西洋の 船が 津輕 海峡 を 通る の を 三四隻 

見た とい ふこと である。 之 等の 船 は 多く は 英米の 捕鯨船で ある。 英米の 捕鯨船が 曰 本 近海 

へ 現 はれ 初めた の は 一 八 ニニ 年 以来であった。 

松 陰は宮 部と 松 前へ 渡り、 蝦夷 を 踏破し やうと したが、 當時 冬で 風波 荒く 船の 便が 惡ぃ W 


ので 中止した。 そこで SI 行した。 三月 五日 本州の 北端に 行った 時、 龍 飛 崎に 立つ て^か 三 一- - 

里の 彼方に 松 前の 地 を 望んで 引返した。 この 附近 もこと に異船 來航の 多い 土地で ある。 平 

館で は 四 年 前に 夷 船が 来て、 毎日 五六 人づ 上陸し、 三 曰 程 緩け た。 脇 本で は 去年 夷 船が 

やって来た。 松 陰 は 曰 本の 領海 を 夷 船が 航海す るの を、 自分の 寢 床に 他人が 入って £^ てゐ 

るより まだ 甚だしい と 言って 憤慨して ゐる。 「苟 くも 士氣 ある もの 誰か 之が 爲に 切齒せ ざら 

んゃ、 獨り 怪しむ、 當路 者の 漠然として 省みざる を」 と は 彼が 龍 飛 崎に 立って 松 前の i<H を 

睨み 乍ら 發 した 慷慨の 言葉で ある。 外 夷に 對 する 敵 慨心は 直ちに 要路 者の 優柔 爲 すなき 態 

度に 對 する 憤慨と なって 現 はれた。 內部的 崩壊の 聲 よりも、 外部からの 打 ir か 直接的で、 

より 強く 彼等の 心に 響き、 彼等の 心 を 支配した ので ある。 

松 陰 は仙臺 から 米澤に 出、 野 州の 二 荒神 社に 詣 でて 館 林 を經、 四月 五 曰に， y 戶に歸 着し 

た。 此行は 思想 的に は水戶 以外に 得る 所はなかった けれ 共、 封建 藩 政の 實際を 見、 夷 船の 

脅威 を 眼の あたり 見て、 彼の 思想 をよ.？ S 踐 的に、 急進的なら しめる 上に 役立った。 然し 

て 彼が 左程 重 耍性を 認めなかった 脫 藩が、 事 實上は 彼の 將來 の？ 命 を 決する 程の 一 大轉機 


となった ので ある。 蓋し 彼 は 四 tn に 江戸に 歸る や、 友人 達 も 大した 咎め はない. たらう とい. 一 

ふので 藩邸に 入った。 藩から は 突然 松 陰に 歸國の 命が 下った。 この 報 を 聞いて 松 陰が r 是ー 

に 於いて 博然 初めて 賣られ る 所と なりし を覺 る。 而も 今 は 則 如何と も爲 すべ き 無し」 と 言 一 

つて ゐ るの を 見ても、 彼 は 比較的 暢氣に 構へ て ゐた樣 である。 松 陰 は 國に歸 .5、 父の 許で- 

書 を讀み 乍ら 謹愼 して ゐた"  〈 

十二月 八 曰に 至. 5、 藩で は 亡命の 罪 を裁斷 して 士籍を 削. o、 世祿を 奪った。 こ に 松 陰 一 

は 一介の 浪人と なった ので ある。 だが こうして 士籍を 削られ、 祿を奪 はれた ことが、 彼に 一 

取って は 却って 自由な 活動 を保證 される ことにな つた。  一 


四、 日本の 黎明 

W 江戸 再遊 

覺 

吉田大 次 郎儀御 咎之趣 一？： 之 御家人 召 放され 候に 付 私 育 仕 候處、 大次郎 名前 W 抢之趣 

有レ 之、 松 次郞と 名替仕 候。 然る 處 松次郞 家筋 之 儀 は 先祖 以来 代々 眾舉 師範 被-: 仰 付 i 

年 久敷御 恩 澤を奉 蒙 來り候 事に 御座 候へば、 假令 只今 御家人 被 n 召 放, 候 迚も 御 恩澤に 

奉 レ報度 存念 は 毛頭 已 前に 相 變儀 無- 1 御座-難 n 默 止-候。 就て は 松 次 郞儀是 迄 家業 之 流 

儀舊 門弟 執心 之 者 敎を受 度 存念 も 有 A 之 候へ 共、 未熟 之 儀 も 多く 候に 付、 今一 塵 自力 

を 以て 他 画 修業 仕り 一 應 流儀 練達 之 上 罷歸、 門弟 之 取 立 等 仕 候 はば 前 を慣ひ 候譯に 

も 扣<:2 巾 間 敷 候へ ども、 右 御 恩 澤之萬 分 之 一 を 奉 報 候 一 端 哉と 奉レ存 候。 且 先祖 以來 

無 斷絕, 傳來之 流儀 只今に 至り 怠 轉仕候 は 不-ー 相濟- 儀に 付、 門 S 中 も歎ケ 敷相考 へ、 
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只管 松 次 郎他國 修業 之 儀 被， 1 差 免, 度 奉 レ存罷 居 申 候 間， 旁々 何卒 格別 之 御 詮儀を 以て 來 

a 春より 往十ケ 年 之 間他國 修業 被，, 差 免， 被， 下 度 候 樣奉願 候。 被，, 差 免, 儀に も 御座 候 は 

ば 表 方 御 願 可， 1 申出 1 候。 此段 宜被レ 成，， 御沙汰 一可 レ被， 下 候 以上。  ， 

十一 一月 九日 

杉 百合 之 助 

松 陰の 亡命 は 封建的 桎 抱に 對 する 正面からの 挑戰 である。 然し その 理由 は 封建的 體制を 

否定す る 精神 を 現 はして ゐ るので はない。 「他國 人に 違約 仕り 候て は御國 武士の 信義 を 失 ひ 

面目 之 無事」 卽 武士道と いふ 封建的 道徳から 出發 して ゐ るので ある。 こ、 に 崩壞を 前にし 

た 封建的 體 制の 自己矛盾、 自己 分裂が ある。 

進歩的な ィ ン テリ ゲ ン チ ャ たる 松 陰 は 身 を 以て この 分裂 を體 現して ゐた。 咋曰 迄の 彼 は 

一藩の 推稱 おかざる 所の 優秀な 藩士、 君 侯の 御 覺ぇも 目出度く、 靑年 子弟の 北 斗だった の 

である。 今日の 彼は嚴 重な 封建的 規律の 背反 者と して 世の 指彈 する 所で ある。 だが 長藩自 

身 この 矛盾. 分裂 を經 しつ、 あつたので、 一 方で 松 陰 を 罰しつ/も、 他方で は 同情し、 が 


庇護す る 態度 を 取った。 殊に 藩侯が 松 陰の 同情^だった ので、 脫 藩に 對 する 處刑は 形式的 ^ 

になり、 十 年間の 遊學 とい ふ好條 件が 彼を迎 へたので ある。 父の 願 はかう いふ 藩の 內諾の 

下に 提出され た。 この 願 は 早速 許可され て、 翌嘉永 六 年 一 月廿 六日、 松 陰 は 萩 を出發 して 

再び 東 遊の 途に 上った。 

松 陰 は 廿四歲 の 春を迎 へた。 彼の 前に は 十 年の 自由な 歳月が ある。 天下に 爲 すべき 事 は 

多い。 の 心中に は 浪人して 却って 篛を離 たれた 鳥の 様な 自由な 氣 持ちが 一 方に あった。 

「人生 得 喪 一 毛 I、 英雄 ca^ 要 身 後名、 嗟 我微志 或有レ 成、 巴 城 之 尊 -1舊 盟匚。 彼 は 一 方に 

名譽 恢復の 責任 を 感じ 乍ら、 一方に は 又洋々 たる 希望に 燃えて 居り、 又 淡々 たる 流水に 任 

せて 行く 身の 氣易さ を 感じた。 曾て 彼 は 君 侯に 侍して 柬 上した。 その 時 は 勤務に？ g 束され 

て 山河の 情景 も 充分 眺める ことが 出来なかった。 今 は 何の 拘束 もない 一 浪人、 ！^-くも泊る 

も 自由で ある。 

彼 は 舟で 大阪に 着き、 坂 本 鼎齋を 尋ねた。 鼎齋は 砲術 家で、 土 佐の 山內 侯が 砲術 を 好む 

話 等 をして くれた。 土 佐で は 毎年 砲 八 門 を 鑄て、 それに 千 字 文 を 一字 づ、 鑄 込み、 千に な 


るの を 目標に して ゐ ると いふので、 松 陰 は大に 羨んだ。 

松 陰 は それから 二月、 三月、 四月の 三 ヶ月 を 河、 泉、 大和の 間に 遊んで、 その 地方の 文人 

文士と 交 を 結んで ゐる。 二月 十三 ョには 大和 五條に 森 田 節齋を 尊ね、 四月 五日に は 谷 三 山 

を訪 ひ、 其 間に 岸 和 田の 相 馬 一郎、 ^に增 田 秀齋、 小 林 新 介 等 を 訪ねた。 森 田 節齋は 東北 

旅行 を 共に した 江诸 五郎の 師で、 松 陰の 言 ふ 所に よれば 學術を 伊藤 仁齋、 中 井 履 軒に 取り 

叉姚 江に 左祖 し、 文章 は窒鳩 W 某、 太宰春 台、 瀧彌八 (鶴 台) に 取って ゐる。 松 陰 は節齋 につ 

いて 史記項 羽紀淮 陰傳、 及 孫子 十三 篇の 文法の 講義 を 聞いた。 r 甚妙、 覺 えす 長 逗留に 相 

成り」 と 彼 自身 言って ゐる (嘉永 六 年 五月 j  Jn 付 父への 手紙 )o 彼に もこの 頃 は悠々 と 文 

章 論 を 聞いて ゐる 程の 餘裕 があった ので ある。 彼 は 主に 節齋の 塾と 相 馬の 所 を 往復して ゐ 

た。 相 馬の 所で 岸 和 田 藩の 藩士と 大分 往復して るる。 

谷 三 山 は 森 田 節齋の 親友で、 聾の 學者 であった。 松 陰 はこ /- で 孫子 訓話 を 論じて ゐる。 

松 陰 は 更に 五月に は奈良 を經て 伊勢に 出、 山 田の 網代權 太夫、 津の齋 藤 拙 堂 を 訪問した。 

齋藤拙 堂の 所では 三 島毅に 金った。 松 陰 自身 r 備 中の 人 三島貞 一 郞名 は毅、 字 は 遠 叔と會 § 


す」 と 書いて ゐる。 (「癸丑 遊歴 日 錄」)  •  S 

松 陰の この 近畿 遊歷 では 別に 之と いふ 纏まった 勉强 もな く、 兵學 のこと も 特に 突 込んだ 

研究と いふ こと はしなかった らしい。 永年の 封建的 覊束を 解かれた 心 易 さで、 四方に 游遊 

する 快 を 充分 味った わけで あらう。 然し 一方 封建 制の 破綻 は 至る所に 現 はれて、 松 陰の 口 

に. ％ じて ゐる。 神 戶領で 祿を賣 る 制度と いふの も その 一 つで、 松 陰 は 之 を 日記に 書いて ゐ 

る 0 

£ ^あ £于 用 l^uj 一一 一一 s、 に J お 百 lir  ； i ジ 苗字 帶刀 i 止 n 于其身 一 百 五十 兩、 

苗字 世襲、 大ル. 4i 于其 あ" 二百 li 苗字 大刀 世襲、 二百 五十 兩、 苗字 大刀 持 槍 世 製， コー 

百 1^ 苗字 大刀 搶 騎馬 世襲、 七 千 石 地、 得，， 三千 兩？ 國債 悉復矣 癸。」 (「癸丑 缠 日 錄」) 

苗字 帶 刀の 相場 はかくの 通りであった。 

松彦 はかう して 各地 を悠 遊して ゐ たが、 その 間に も 一 つの 根本的な 惱みを 持って ゐ た。 

それ は 自分の 進路 を 兵學に 定め やう か、 經學に 定め やう かとい ふ 問題で ある。 この 點 では 

最初の 江 戶遊學 の 時から 煩悶して 「方寸 錯亂 如何 ぞゃ」 と 迄 苦しんで ゐる。 その 當時は 一 


時 解決して、 兵學に 進む ことに 決めた ので あるが、 今度 十 年 遊舉と 決してから、 その 惱み 一 

は 再び 起った。 六 年 五月 朔 日付の 兄への 手紙に この こと を 誓いて ゐる。  一 

r 矩方事 文事 を 治む るに 精力 を 注がん か、 又 文事 を棄絕 して 專ら賴 鈴に 用 ひんかと 心 - 

緖 錯乱 仕 居候 處、 近日 斷然 一 決して 急に 江 戶に向 ひ 韜釣を 治めん と 心定仕 候、 委曲 着 一 

府後申 上 可く 候 事」。  一 

松 陰が かう いふ 惱みを 持つ の は、 矢張り 封建 杜會の 分解 作用 を 反映す る 所の、 彼の 內部 ： 

に 於け る 自己 分裂で ある。 兵學は 彼に 於て 世襲の 〔氷學 である。 彼 は 兵學の 再編成、 新舊兵 > 

寧の 綜合と いふ 大願 望 を 立て、 ゐ たけれ 共、 彼の 內部 では それが まだ 充分に 形成され てゐ 一 

なかった。 否 寧ろ 兵 擧は實 質的に は 完全に 西洋 流で 統一され なければ ならなかった 程の 過 " 

程に 達して ゐ たの. であるが、 その 爲には 彼 は 洋擧の 素養が 足りなかった。 彼の 兵 學は謂 は 一 

ば 折衷 的で あつたが、 彼 は それに 無意識的 乍ら 不滿を 感じて ゐた。 彼の 內部 では 寧ろ、 經 一 

學的耍 素が よりょく 發 達して るた。 さう して 政治的 狀 勢の 切迫 は、 一層 その 方面に 於け る 

彼の 成長. 活動 を 要求した。 彼の 意圖 する 兵學 は經攀 との 綜合の 上に 立つ と は 言へ、 兵舉 ^ 


は 依然として 兵學 .；1^ である。 封建的な イデ ォ 。ギ ー を 完全に 揚 1^ して ゐ ない 彼の 心中で 3 一 

は 依然として 世襲の 家學 とい ふ 封建的 外被が 自分の 氣 持ち を 拘束して ゐる。 こ に 彼の 深 

ぃ惱 みが あるの だ。 だから こ で 彼が 表面的に この 問題 を 片付けても、 彼の 心屮 では 依然 一 

として 解け 難い 矛盾と して 殘 つて ゐ るので ある。 然し 幸に して、 其 後の 車 件の <::,^ 激な 展開 一 

が、 この 問題 を實際 的に 解決して くれる ことにな つた。  一 

彼 は 木 曾 街道 を經て 五月の 卄 四日に 江戶に 着いた。 江戶 では 齋藤彌 九 郞の近 場に 桂 小 五 

郎、 松 村 文祥、 赤根才 助を訪 ひ、 鳥 山 確齋の 所に 落ち 付いた。 その 翌曰又 江戶を 立って、 一 

鎌 倉に 叔父の 竹 院和尙 を 尊ね てゐ る。 彼 は 竹 院和尙 の禪學 にも 心 を 傾けた。  .： 

「流石 禪學の 功 其 甲斐 ありて 其 論甚獲 >ー 吾心， 者に 御座 候。 自 後の 虚名 聞 利祿の 念を斷 一 

候 様との 事、 逗留 中其慇 敷に 御敎悔 有， 之 候 故 矩方尤 其 志 也と 拙作 長篇を 出候虚 朗誦 一 一 

過大に 被レ喜 候。 上人 御學 力の 處 前年 は 左程に 不レ思 候 所 此節寬 々相 伺 大に^ 心 仕 候。 ； 

詩文の 論 等 致 候て 禪理に 引合せた る 高論 も 出で、 修身の 工夫、 死 而後：.〕 むの 節な どに 

及 候 處禪說 も 亦不， 外， 此 よし、 昌暴 所レ謂 外， 一 形骸, 以 レ理自 勝の ひ をな し 候。」 (六月 


二十日、 兄への 手紙) 

松^が 佛敎に 耳を倾 けたの は 前後 を 通じて これ 丈であった。 

松 陰 は 六月 一 ョに江 戶へ歸 つた。 

S ベル リ來る 

松 陰 は 六月 三ョ から 再び 象 山の 塾へ 通 ひ 始めた。 

所が その 二日 目、 卽ち 六月 四日の 夕方、 松 陰 は 浦賀に アメリカ 軍艦 四 隻が來 てゐる こと 

を 聞いた。 卽ち アメリカ 使節べ ルリ 一 行で ある。 遂に 来るべき もの は 来た。 幕府に 取って 

は 之 は實に 晴天の 霹靂で あつたが、 先 覺の士 は 夙に 之を豫 測して ゐ たので ある。 嘉永ニ 年 

の 松 陰の 上書 「水陸 戰略」 は 英怫の 支那に 於け る經 略、 a シァの 南下の 狀勢を 具 さに 述べ 

てゐ る。 弘化 元年に は 和 蘭 國王は 信書 を 幕府に 呈 して、 通商 修交の 不可避 を 忠告した。 然 

し苟安 姑息 を 事と する 幕府 は 之 を 有耶無耶に 葬り去って、 何等 對策を 講じて ゐ なかった の 

である。 而も 英 is は それ 以後 勝手に 長 崎 や江 戶灣を 測量したり フランスと 競爭 して 琉球開 S 


顚を 狙った. 5 して ゐた。 幕府 は 遂に 一 方で は薩 藩に 對 して 琉 球開國 を 許す とい ふ！： お にな ^ 

つて ゐた。 琉球 開園 は 一 八 ra 七 年 (弘化 四 年) 佛國 と、 一 八 五 四 年 以後、 米 阔及和 蘭と 獨立 

の 條約を 締結した。 

アメリカ は 支那 市場で イギリス と 競 (辛し、 イギリス が 印度 を 維持す る關 係から 支那の 內 

亂 (太平 天國 の亂) に惱ん でゐる 間に、 tn 本の 開港に 一歩 を 先んじた ので ある。 之より 先 

アメリカ では カリフ ォ ル 11 ァの 金鏔發 見が あり (一 八 四 八 年)、 太平洋 は 世界 通商？：^ 上に 

於け る 重要性 を增 すと 共に、 そこでの アメリカの 顧權は 必要 不可避な ものと なった。 一 八 

五 〇 年代の 初頭に 米國が Cn 本 問題の 先頭 を 切る ことが 出来た の は、 l;:^にこの太.^H^:;を主耍 

契機と する ので ある。 カリフ オル 一一 ァ金 鏔發見 以前の 米國 は、 日本 問題 はま だ 左 s^ffi 耍で 

ない 市場 問題と 捕鯨船 問題と いふ 風に 見て ゐた。 一 八 二 〇 年 迄は英 國捕觫 船が 日本 近海に 

活躍して ゐ たが、 三十 年代 以後 六十 年代 迄 は米國 捕鯨船が 壓倒 的だった。 しかし カリフ ォ 

ル 一一 ァ金 鎮發見 以後、 米 國の對 日 態度 は 一 變 した。 卽ち アメリカ は それによ つて 盛に なつ 

た 太平洋 岸の 開發 と、 隨 つて 太平洋 貿易に 於て 英國に 決定的に 勝利す る爲 に、 西 太平洋-: 


から 支那へ の 途中の 寄港地と して ョ 本が 必要だった ので ある。 

米國の 日本への この 要求 は、 旣にぺ ルリ 来航 以前に 他の 形式で 再三 幕府に 傳 へられて ゐ 

f 

^0  (一 八 四 六 年) に は 合衆國 東印度 艦隊の 軍艦 二 隻を率 ひた ジ Z 1 ムス • ピッ ドル 

が 浦 賀に來 て 通商 互市 を 要求した。 一 八 四 九 年に は 同じ 1^ 印度 艦隊の 所屬船 プレブルが 來 

航 した。 嘉永五 年に は ジャバ 總督の 名に 於て 翌年 ペルリ 来航の 計畫が ある こと、 その 要求 

の內容 等が 報じられた。 然し 幕府 は 之に 對 しても 半信半疑で、 何等 對策を 講じなかった。 

そこへ 突然 浦 賀へ軸 艫 相 御んで 四艘の 軍艦が 入港し、 黑ぃ煙 を 吐き、 大砲 を 放って 威 を 示 

したので ある。 この 一 發 の砲聲 によって、 三百 年 鎖 國の夢 は 根柢から 搖り覺 され、 停滞し 

た 封建 制の ボ B ボ 口 の 姿が 始めて 白日の 下に 暖 された。 

ぺ ルリが 本國 を出發 する 時、 與 へられた 訓示 中には、 

一 、 近時 汽 力より 太平洋 橫斷 航路 開かれん とする 事 

1 、 合 衆國が 太平洋 岸に 廣. K なる 植民地 を 獲得した 事  % 


一 、 該植 2s- 地に 金 鑛が發 見せられた 事 

一 、 パ ナマ 地峡の 船 通が 頻繁と なった 事 

之 等 は 東洋 諸 國と合 衆 國の關 係 を 著しく 密接なら しめたと いふ 现. m の 下に、 迎^ ii 港 米 

支撗斷 汽船 ffl の 貯炭所 設置 等の 要求が 揭 げられ てゐ た。 滔々たる资木主義の波fr^-、 八， や 

唯一の 鎖され た闕、 曰 本 を まう としてる たので ある。  . 

松 陰 は 象 山 塾で 米 船來航 のこと を 聞き、 取る もの も 取り 敢へ や：： 十 速 浦 贺へ馳 け 付けた。 

「余 時に 客と 兵書 を 講中。 乃ち 書 を 投じて 起ち、 根 を 振って 出で、 將に浦 I" に 趣らん 

とす。 時已に 初夜、 鐵砲洲 に 至り 舟を僦 ふ。 而 して 風 未だ 生ぜ や。 舟發 すべから や。 

旅 店に 憩 ふこと 數時、 寅 時 舟を發 す。 行く こと 里 許、 偶々 船； 如の 會字を 以て 號 とおす 

者櫓聲 親々 として 來 るに 遇 ふ。 蓋し 房 總會津 の 營事を 江 都に 報す る 也。 巳に して 夜 明 

. くれば 風潮 共に 逆、 巳 時 始めて 品 川に 達する を 得たり。 遂に 陸に 上って 疾歩、 偶々 砲 

を 打つ 聲を 開く。 静かに 之を聽 けば 則大 森の 演技 也。 愈々 進めば^ 愈々 大、 人 をして 

英 氣奮發 せしめ、 i え も 一鼓の 聲を 聞き、 將師の 才を思 はしむ。 川 崎、 神な 川 を經て 保土ケ 


谷に 至り、 左折して 金 澤之野 島に 至る。 野 島に 船 會所を 置き 以て 往来に 便す。 舟 を 就 

つて 大津に 至る。 舟 程 三 里、 猿 島の 陰、 列燈甚 多し、 蓋し 船を聚 めて 以て 不慮に 備ふ 

• る 也。 直ちに 浦賀に 至れば 則 夜已に 二更、 土： < 甚だ 憂 ふるの 色 有り。 然れ共 絶えて 騷 

擾の態 無し、 旅舍に 關澤甘 r 小林鐵 五郎と 相 食す。 聞く。 三 B 未時賊 艦來舶 すと。 佐 

久間象 山 翁 亦 其 門 生 中 尾 定次郞 等と 昨夜 を 以て 来る。」 (「癸丑 遊歴 B 記」) 

象 山 も 亦 浦賀に 來てゐ た。 同憂の 士心は 皆 同じで ある。  ， 

松 陰 は 九日 迄 浦賀に 居て 東奔西走、 夷 船の 様子 を 視察し、 諸方の 砲臺の 狀況、 守備の 有 

樣、 民狀を 視察した。 夷 船 は 互に 五町 程距て S 沖に 碇泊して 居り、 二 隻は蒸 汽船で 船長 三 

十 間 許り、 一は 砲 十二 門、 一は 二十 門 を 載せて ゐた。 他の ニ楚 はフレ ガット 船で 長さ 三十 

五 間、 砲 二十 六 門を備 へ、 脚 船 各 八 艘を備 へて ゐた。 六日の 晝頃、 一隻 は 江 戶灣に 入り、 

ボ ー ト四隻 を 卸して 傍若無人に 測量 を 始めた。 

會津の 船が 之 を 制止した けれ 共 聞かない。 逢 根、 川 越、 忍の 船が 集って 来たので 漸 やく 

元の 所に 歸 つた。 又 一 隻のボ ー トは觀 音 崎、 燈籠臺 に來て 一 名の 水夫が 上 t! し、 守衛が 之 お 


を 制止す ると、 砂 を 手に 握って 之をぷ つと 吹いて 見せて 笑 ひ 乍ら 立ち^つ たとい ふ 様な 話 ^ 

もあった。 

初め 與カ通 詞が米 艦に 行って 來舶の 趣旨 を 訊す と、 隊長ら しいの が、 自分 は 國{ 永の 正式 

の 使で 賤 しい 身分で はない から、 幕府の 全權 委員で なければ 國書を 渡さない といって 刎ね 

つけた。 之 は 從來の 通例と はすつ かり-手 障りが 遠って ゐた。 且つ 四 袋の 堂々 たる： 水 艦の 威 

嚇的 態度と 言 ひ、 幕府 はこれ 迄の 樣に 追ひ拂 ふわけ に 行かない の を 知った。 しかも 幕府、 

諸侯 共 之に 對 する 何の 備へ もない ので ある。 そこで 六月 九日、 久里濱 に 假館を 作って こ /- 

で 幕府の 役人と 米 船の 提督べ ルリと 正式に 會見 する ことにな つた。 幕府の 奉行 は戶 E 伊豆 

守、 井戶石 見守。 

松 陰 は その 前日 八日に 久里濱 を 視察した。 浦贺の 西に 砲臺が 五つ ある。 千代 崎、 千 田 崎 

伯耆 山、 大浦、 劍崎。 皆亲根 藩の 所管 だが 松 陰の 見る 所 を 以てすれば 「位置 宜しき を 失し 

一 も 用に 適するな し」 とい ふ狀 態で ある。 その 附近で は 住民が 牛馬に 〈汆財 道 4: を 稍んで 避 

難す る ものが 可成り あった。 


幕府 はべ ルリの 國書を 受け取って、 返答 を 翌年に 仲し、 一 先づぺ ルリ 一 行を歸 した。 然 

し 之 も實は 一時の 糊塗 策で ある。 米國の 通商 要求 を 受け取って、 幕府に は 何の 對策 もなか 

つた。 然し 担絕 すれば ぺ ルリ は 武力に 訴 へて でも 要求 を 徹さう とする 强 硬さに 出て 居り、 

幕府 は 之に 對 する 對抗 準備がない。 そこで 一 先づ 返事 を 来年 迄延 して その 間に 善後策 を講 

じ やうと いふので ある。 だが 旣に時 曰の 遷延 は 問題解決の カを與 へて 吳れ なかった。 寧ろ 

之に よって、 總 ての 內 政の 破綻が 明るみへ 出され、 對 立が 發展 し、 內部的 崩壞が 進展して 

行った ので ある。 

「幕吏 腰脫、 賊徒 膽驕、 國體を 失 ひ 候 事 千百數 ふべ からす、 佐久間 及び 近澤生 其他慷 

慨の徒 (舊 知の 人な ども 有 之) 多く 浦 贺に會 し、 日々 賊の 様子、 幕府 (浦賀 奉行) 四 

藩 (彥 根、 會津、 河 越、 忍) の 守備な ど を 見、 彼 を惡み 此を悲 み、 悲憤 至り 兼、 九 3 

迄 逗留 仕 候…… 中略 …… 。 

浦賀の 守備 は 一 昨年 矩方宮 部と 之 を 論じ 候て、 幕府 以- 一虚 備， 唱 -I 天下： 天下 孰敢不 -I 響 

應, とい ひしに 今日に 至り 虚備の 所 m 以爲， 一虚 備, 天下 人始 開， 眼 而視， 之、 九日 於， 一 栗濱, ^ 


兩 奉行 出張 四 藩の 海 J^i 軍備 を 設け 夷 書 引受の 次第、 爾體を 失する の 甚だしき、 ^外 新 ；; 

話中に 圜有 レ之琦 善與， 一 逆將義 律, 對 面と 同日の 話に て 口に 上す も 尙心を 痛む。 夫は扭 

置 吾 陣の備 方 何とも 無規律の 極 目に 視るも 尙魂を 消す。 此れ (せか 醜^の 侮 を 招かて. ら 

ん や。」 (六月 二十 tn 兄への 手紙) 

こ に 幕府の 醜狀は 遺憾な く 描き出されて ゐる。 猶松陰 は 右の 手紙に、 この 事件に 對す 

る 象 山の 意見 を傳 へて ゐる。 

「佐 久間言 ふ。 病 は 近 源 有り 遠 源 あ. o。 今 病 有. 0 平 tn 血脈 粘 若す る 如き は 遠 源な り。 

此 頃の 暑氣 にきけ、 疾起 るが 如き は 近 源な り。 外 夷之 我 邦を輕 侮す る も 何ぞ亦 此れに 

異 らん や。 蓋し 吾本 巨艦 無し。 夷 我 を 侮る の 遠 源 也。 今 夷 來.^、 砲 臺法を 失し、 砲門 

備ら す、 凡百の 處置皆 其當を 失す。 是れ夷 我 を 侮る の 近 源 也。 夷 我 を 侮ら ざらん と 欲 

せば. s しく こ に 注意すべし。」 (同上) 

象 山の 觀方は 飽く迄 合理 主義 であ る 。 

何れにせよ、 この 事件に よって 幕府の 無能力 は 完全に 爆 露せられ、 封建的 II 制の 扭产が は 


根. から 弛緩した。 之 を 契機と して あらゆる 對立は 表面に 現 はれ、 分解. 對 立の 過程， は 急 

激 になった。 

W 「將及 私 言」 「急務 條義」 

對立 は先づ 開港の 可否、 外 夷に 對 する 和戰兩 論の 形で 激化した。 封建 制の 支配者た る 幕 

府 は當然 自己の 否定 者た る 资本制 を 導き 入れるべき 開港に 反對 でなければ ならない が、 之 

を担絕 する 實カ がない こと/'、 之と 衝突して 敗れた 場合、 諸 藩 又は 他の 新興 勢力に 取って 

代られる とい ふ 危惧が あるので、 開港に 傾いた。 然し 開 否の 決定 を自 からする ことが 出來 

t こ に 前例 を 破って、 朝廷への 上奏、 諸侯への 詻 問と いふ 形式 を 取った。 之が 幕府の 

統制 力 を 弱めた 第一 である- 幕府の 獨裁 制、 封建的な 專制 制度 はこ. -に崩 壌の 端緒 を 開い 

て、 朝廷 及び 諸侯の 容喙が 許される ことにな つた。 諸侯 は 初めて 政治的 見解 を 持つ 必耍に 

迫られた。 然し 諸侯 は义、 一個の 封建 領主で ある。 全體 としての 封建 制に 內在 する 矛盾 は 

諸侯の 藩 組織の 中に 又 在す る。 諸侯が 政治的 意見 を 持つ 時、 それ は 結局 藩士の 政治的 意 


見の 反映で ある。 藩士 は 叉 それ/^ の 經濟的 生活、 社會的 生活 を 反映す る。 こ に そ QK リ 

映と して 各藩 內に 於け る 進歩 派と 守舊 派、 下士と 上士、 正義 派と 奸黨 等の 凝 派 的 闘^が 登 

場し、 それが 幕府と 朝廷、 開國、 鎖國 をめ ぐって 各藩の 對立 となって 現れる。 勿論 この 過 

程 は 更に 幾多の 條 件の 介入に よってより 複雜 化される ので あるが、 發展の 方向 はおの 通り 

である。 浦賀灣 頭の 砲聲 が、 從來國 内に 欝積し、 停滞して ゐた 矛盾. 對立を はっきりした 

黨派 的鬪爭 として 登場させる 合圖 になった の だ。 

尊王 論、 國防論 等 は 封建的 桂 株 下にあって 除々 に 成長し つ ある 新しい 生產關 係の 上に 

端緖 的に 芽生えた 所の 人間的 生活 要求、 人間的 解放 耍 求の 成長に 出發 して、 それの 民族的 

自覺 への 發展、 統 一 國家耍 求の 思想へ の 發展の 過程 を迎 りつ、 あつたが、 同じく この 一 發の 

砲聲 によって 急激 に 政治的 集中の 形 を 取る に 至った。 所謂 志 士先覺 は それ 迄 は raf に 思想 的 

先覺 であり 豫言 者に 止まった。 然し それ 以後 は 政治的 鬪爭 に吸收 され、 この K 踐 となり 

組織 者と なった。 その 爲に イデ ォ ロギ ー としての 成長. 發展 は、 中途で 止まって しまったの 

である。 ルネッサンス 的な 傾向 は 僅かに 閃きに 止まって しまった。 それ は 論理的 性格 を缺 


除した ま/ -感覺 から 理性の 抽象 を缺 除した ま、、 實錢の 世界へ 乘. 9 出して 行った ので ある。 

その 赏踐は 又 新しい 生產關 係、 資本主義 的 生產關 係の 未發 達の 爲に、 之 を 代表す る 市民 

曆 がそれ 自身 一 つの 黨派 として 登揚 しない 所の 鬪爭 である。 之 を 代 辯す る もの は 進歩的な 

大藩、 急進的な 下士 小 ブル ジョ ァ. インテリゲンチャ 等の 同盟軍で ある。 そこに は 思想 的 

にも 封建的な 精神から 脫け 切らぬ もの も あり、 矛盾 も 撩着も ある。 時に それが からみ 合つ 

たり、 反撥したり して ゐ るので ある。 松 陰 自身 を も 含めて、 當 時の 志士 先覺の 思想の 中に 

は 悉く それが ある。 それ は當 時の 生產關 係の 未發 達の 反映で あり、 その イデ ォ a ギ ー 的 代 

表 者が 多く 中間 的な 諸 階級、 卽ち 下士、 鄕士、 浪人 等の 出身で あるので、 それ 自身の 中に 

封建 社會の 自己 分裂、 矛盾 を體 現して ゐる結 菜で ある。 

幕府が 米 船 渡， 來を 京都へ 奏上した の は 六月 十三 曰、 朝廷で は 直ちに IM 十五 日 七 社 七 寺へ 

御 祈願の 勅 あり、 その 時 伊勢大神宮の 神職へ 賜った 御 教書に 「夷 船近來 S 々寄 近海 叙 念 

甚 不安 偏在 仰 神明 之 冥 助 速 退 攘夷 類莫拘 國體」 の 文字が あった。 之が 攘夷の 字が 政治 界に 

寛 際 問題と して 登場した 最初で あると 言 ふ (註 一)。 而 して 六月 八 曰に は 水戶前 中納言 齊昭 ^ 


を 起用して 對外 問題に 對 する 顧問と した。 此の：： 取 巾に 十二 代將第 〔お 慶は蓬 じ、 凡 wlusa- の ぐん 

家定が 就職した。 かくして _t 政 は 一に 閣老 阿部^ 勢 守の 方寸に 出る ことにな つたが、 阿部 

閣老も 自身に 確固たる 方針な く、 且外國 の 事情に も 明らかで ない ので、 或は 水 戶齊昭 を 顧 

問に 擧げ 或は 諸 大名に 諮問した ので ある" 阿部 閣老 の意圖 は、 5： 外 非常の 時に 常り、 各方 

面の 勢力 を 抱擁し 內部 的な 紛爭を 避け、 それによ つて 國事 を處理 しゃう とい ふに あったら 

しいが、 自分自身 基本的な 方針 を 持たない 爲 この 計畫は 失敗に 終り、 一好 紛糾 を 招く i^^ 

となった。 

幕府が 對外 問題 を 諸 大名に 諮問した の は 七月  一 tn である。 

「今度 浦 賀表 へ 渡来の 亞墨利 加 船より 差 出 候 書翰 和解 1 一冊 相 達 候。 此度之 儀は國 

一大事に 有 之、 實に不 容易 筋に 候 間、 書翰 之 趣意 篤と 被懸熟 I 巧 銘々； ^寄の も 有 之 

候 はば 假令 忌憚に 拘. 5 候 共 不苦候 問、 聊 心底 不相殘 可 被 申 M 候」。 

この 達し は、 帝鑑 間、 雁 間 詰から 大 廊下、 大廣 間の 大名に 殘 らす發 せられた。 この 意 11 

は 前に 述べ た 様に、 阿部 閣老が あらゆる 國內の 勢力 を 抱擁し やうと いふお へ から 發 したと 


同時に、 一 方に は 幕府が 米 國の耍 求 を担絕 する赏 力がない にも 拘ら す、 國內の 大勢が 開國 

に反對 なので 諸 大名の 口 を 通じて 開國の 不可避 を 言 はせ やうと いふに あった。 然るに 諸大 

名からの 意見 は 概ね 主戰 論だった ので 幕府の 第 一 計畫は 失敗した。 そこで 幕府 は 更に 大小 

名 を內々 で說き 付けて 和親 論 を 出させた。 然し 有力な 諸 大名 は 之 を聽き 入れなかった 計り 

でな く、 これによ つて 幕府 は、 却って 內情を 見透かされ、 一 暦 權威を 失墜す る 結果に なつ 

た (註 二)。 

旣 にして 幕府 語る に 足らす、 幕府 論す るに 足ら 中と いふ 觀 念から 出發 して、 延いては 幕 

府 恐る、 に 足らす 幕吏 腰脫 けと いふ 考 へに 到達す るの は當然 である。 此考は 反 幕 的な 諸 藩 

と 同時に、 所謂 有志の 間に 起り、 之 等 有志の 活動 を活潑 にした。 諸 藩の 中に も、 藩 論 を 決 

定 する 爲に、 ゲ J 等の 有士の 意見 を徵 し、 或は 下 格の 志 を 俄に 登庸す る ものが 出て 来た。 越 

前 藩 で 橋 本 左內が 登庸され たの も 安政 二 年 以後で ある。 

松 陰 は當時 一浪 人の 身で ある。， 然し 逸早く 浦 賀に馳 け 付け、 米 艦の 狀勢、 幕府の 醜狀を 

視て 頻りに 憤慨して ゐた。 だが 政治の 動き は 表面上 藩と いふ 組織 體を 中心として 行 はれて か 


るるので、 この 組織から 離れた 自分が 如何にすべき か 分ら やに ise^ して ゐた。 

六月 二十 tn 兄への 手紙に 言 ふ。 

「浦 賀之 事、 古今 未曾有 之 大變、 國威之 衰額至 レ此。 其 由來何 在-お。 …； 中略 …… 。 

i 而 幕府 之議、 糊塗 因循、 使- 六十 六 國人貿 々焉不 ivi レ 所- 1 適從？ 懐-志 草 野； 何？^|则 

4/ レ  ゝラク  シフヲ  シルヲ  へ ムル トモ  /  二  , 

可。 ノ 僕 謂 豪傑 之 人 宜レ蓄 a 力。 慷慨 之 士宜， 練レ 心。 心 練 カ蓄、 假使 i ハ 十六 國 辱益大 *5 あ 

カラ  ホ  セパ  -I  テケ  ヲ. C シ -ァメ  ヲ々 モ  ヲ  タべ キス 

益 深 f 長 防ニ國 猶能屹 n 立 千 西 隅 i 以懸 -1 天下 之 望？ 而 淸，， 其 辱， 除- 1 其 忠『 亦 可レ許 也。 

シテシ .1 デしパ  ス  ヲ  ノ  スル  ニシ テョ リズ  一一 

方今 昇 平 三百 年、 俯 察 仰觀、 漸 兆，, 變革之 勢 i 變萃之勢、所-:由來-^<?漸、 固 非-二 日- 

矣。 而 ti, 本邦 中-相 變 本^、 雖， 1 百 千 T 吾 無， 憂 可也。 今 之變 革、 則不 レ然。 ©就.，. 知- 

東西 事 {且- 者. 1。 問-蝦夷；^ 蚪 i 則 皆 曰、 羅 咭 *1 急。 鄂雜 唤咭^ 念。 叉1?^1米利堅之 

憂？ 而幕議 乃爾。 |^-1是時； 一 打レ 砲、 一 揚レ 旗、 皆 幕府 之み y-? 則不。 亦ぎ 繁 i 

瞽者 之 轉， 3 身 塗 泥 * 哉。 僕廢殘 之餘。 無用 之 身。 無 T 可 ，，， 與語 M 此 事-者よ、、 唯 誠-無用 

之 書 i  無用 之 事 一 消- 1 無用 之 日-耳。 如-, 先生^ 兄- 斷々 乎不 レ然。 以レ 故. 云々 氣レ H ；^。 

彼 は 自ら 廢殘 之餘、 無用 之 身 を 以て 視てゐ る。 彼が今度の^^-件を通じて、 天下 變^ 之 勢 


を E. 透して ゐ るの は實に 卓見で ある。 しかも その 變革之 勢が、 從 来の 單 なる 政治的 變 革と 

違って、 より 根本的な 社會 的な 變革 である 事が、 銳敏な 彼の 頭腦に 感ぜられて ゐ たので あ 

る。 そこで は 「志 を 草 野に 抱く もの」、 r 廢殘、 無用」 と^ へられて ゐる 人達が、 その 指導 

者と なり、 主役と なること も出來 るの だ。 それ は 彼に ははつ きり 理論的には 考 へられて ゐ 

なかった にしろ、 測々 として 身に 迫る 事實 として 感ぜられ てるた の だ。 

彼が この 限度で 考 へたの は、 先 づ，： ni 藩 を 固める ことであった。 彼 は 一方で 自分 を 麼淺無 

用の 身と 諦めた が、 この 諦め は 一 つの 自覺 であ. 9、 そこから 新しい， 活動が 起る。 卽ち草 野 

に 志 を 抱く ものが、 來 るべき 變 革に 主役と なり、 指導者と なる 活動で ある。 松 陰の この 新 

しい 活動 は、 先づ自 藩へ 働き かけ、 自藩を 指導して、 その 推進力なら しめる ことで あつ 

た。 旣に松 陰ば 佐 久問象 山 を 始め、 天下の 有志と 日夜 往復し、 討論 をして ゐる。 

ペルリの 歸國 後、 七月 十七 曰に は ロシアの 使節 プ ー チヤ チンが 軍艦 四 装 を 率 ひて 長 崎に 

来り、 幕府の 周章 は 更に 度を增 した。 

松 陰 は 之 等の 狀 勢に 對 して、 先づ 「將及 私 首」 及び 「急務 條議」 を 作って 藩 府に呈 した。 % 


r 將及私 言」 を 上る 書に 言 ふ。  . 

「私儀 先般 御 咎之趣 有, 之 御家人 召 放され 云々、 …… 折柄亞 ill!, 、 理加 一 件 差 起. 0 此度之 儀 

不 -1 容易-之 趣 相 聞 …… 然處 徒に 痛心の み 致し 居候ても 國 家に ぉゐて は少も 益な く、 且 

竊 に相考 候に は 一 身之事は不レ及レ申父祖累代國家之御厚恩を奉蒙たる|5^-に御座候得ば 

假令當 時 御家人 被， 一 召 放-候と も 責ては 一 1 ーケ條 なり 共御爲 筋に 可， 一 相 成, 儀 巾 出度 存念 

にて 將及私 言 一 冊 を 撰述 仕 候。 然る 所 私儀 か る 身分に て此 等の もの を 御身 邊へ差 m. 

候 儀 奉 レ願候 は 上 を 救 ふ 事 を 知らざる に涉 り、 實 以て 重々 奉， 一 恐 入， 候 得 ども、 何分に も 

前 條之趣 難-一 默止, 素より 罪と 知りながら 差 出 候 事故、 鄙衷 さへ 上達 致 候へば、 其餘 何程 

の 御嚴罰 被， 1 仰 付， 候 共 決して 長 避 候 事に 無 座 候 間、 何卒 此段可 然御取 計 被レ成 被， 下 候 

樣奉レ 願 候 以上」 

彼 は 之 を 藩侯の 一 覽に 供す る 積り で 上書した ので ある。 r 將及私 言」 は 時の 江戶 老 

負の 手 を 通じて 藩主 敬 親の 手許 迄 達せられた。 蓋し 松 陰の 願 ひが 達せられ たので ある。 

「將及 私 言」 は 要するに 幕府の 軟弱な 態度 を攻擊 し、 對外硬 を 主張して、 その 爲 に.^ 政 


改革、 軍備 充實を 強調した もので、 「聽 政」 「納 諫」 r 飭， 1 內臣, 親， 一外 臣,」 「明-一四 目， 達， 一四 

聰匚 等の 内政 問題から、 「砲 銑」、 「船 艦」、 「馬 砲」 等に 一旦って ゐる。 

形式 は 古いが 內容は 要するに 因循な 弊風 を 一 掃し、 軍備に は 洋風の 採用 を 主張して 居り 

古い 革囊に 新しい 酒が 盛って ある。 「天下 は 天朝の 天下に して 乃 天下の 天下 也。 幕府の 私有 

に 非 や」 と 言 ひ 、「群臣へ 上書 請 待 を 許され …… 總て 大事 を 擧げ行 ふ 時 は必ゃ 衆議 歸 一 の 所 

を 用 ふべ し」 と 一一 一一 c ひ 「急に 令を內 外の 臣に 下し 言路を 開き 度き 事な り」 とい ふ 事、 その 精 

神 は 何れも 封建 制の 舊套 を脫 して ゐる。 彼 は 最後に 矢 張. 9 天下の 變革を 論じて ゐる。 

「亦 窃かに- s: 外 之 狀態を 熟 察する に、 天下の 時勢 必ゃ ー變 する に 至るべし。 甚だ 過 慮 

に 似 たれ ども、 一 變 後の 措置 亦豫め 論定せ すん ば あるべ から や。 然れ共 今 未-一 敢盡言 一 

也。」 . 

その 變 革が 如何なる もので あり.、 その後に 來 るべき ものが 何で あるかに ついて、 松 陰が 

どの 程度 迄考へ てゐ たかは 明らかで はない が、 當 時に 於て 天下の 變革を 明確に 見 透した 點 

で、 松 陰 は 優れた 豫 1: 一：： 者で ある。 


「急務 條， 1」 は 叉 極めて 具 IS 的な 戰術的 事項に 亘 つて ゐる。  S 

急 務條議 

第 一條 君 上水 府老 侯と 交 を 結び 給 ひ 度 事。 

附. 9、 水 府之臣 藤 田 虎之助、 戶田銀 次郞、 原 田 兵 介、 山圃喜 八郞皆 有志の + にして へ.' 

藩邸に 在り、 本 藩 執政の 各官 深く 結納 あり 度き 事。 

第二 條 肥 後 藩侯 古より 本 藩と 厚 交 ある ことに 承 及べり。 君 上 は 勿論 群臣 も 亦 相互に 交り 

厚く あり 度 事。 

第三 條 執政の 各官は 宜しく 天下の 士に 交り 天下の 事に 通すべき 1ST 

方今 天下の 士 吾が 知る 所 を 以てする に佐久 問 修理、 藤森恭 介、 羽 倉 外 記、 賀謹 一郎 

皆 名.： M なり。 櫻 任 蔵、 齋藤彌 九郞、 松 浦 竹 四 郎等^ 交りて 益 あり、 叉 安井 仲 平、 合 

甲 蔵、 杉 田 成 卿の 如き 吾 未だ 其 一 を 知ら ざれ ども 皆隱然 たる  一 {.s^ なり。 S く是を 求め 

ば 其 他 幾人 も あるべし。 

第四條 大砲の 數の lEr 


砲 数 野 戰には 六 封 度 砲 六 門、 十五 徒 母 長 鳥 威 都兒ニ 門、 海岸 守備に は 二十 四 封 度 砲 三 

門、 八十 封 度 砲 一門 を備 へば 本 藩の 御 人數に は相當 たるべし。 

IS 五條 大番士 御前 衞 隊嫡庶 見習の 內 にて 才氣 ある もの を 選び、 佐久間 修理、 下 曾 根 金 

三 郎等に 從て 西洋 砲 銑の 術を學 ばし め 度 事。 

第六條 西洋 歩 隊法甚 精密、 法と なすべし。 足 輕已下 諸 組の 者に 一 統學 ばし め 度 事。 

^七條 足輕巳 下にて 其 人 を 撰び 小 鋭の 製作 砲車の 製作 を舉 ばし め 度 事。 

^八條 藩邸 中の 人 數を精 撰し 老衰 幼弱の 者 は 悉く 歸國 せしめ 藩邸 居 合の 者 は從者 雜卒に 

至る まで 一 人と して 歩 兵隊に 入らざる ものな くすべき 事。 

第九條 騎馬の 調 習 最も 急務な り、 縱令騎 戰を用 ひすと も 君 上 を 始め 大臣 物 頭 等乘る 所の 

馬 大砲の 聲を 聞て は 驚き 軍隊 を 見て は 逸する 樣 にて は 甚 しき 害と なる ベ き 事。 

第十條 臺場築 法 を 精し く 研究し 足輕 中間 等へ 能く 敎へ 置くべし。 野戰 にても 往々 急速に. 

臺場を 築く こと あれば な. 5。 

第 十 一條 西洋 製の 軍艦 二 艘御買 入の 儀 是非共 御 願 有 之 候 事。  ^ 


lOS 


第 十二 條 品 川 海上に て 水 操の 事 早速 御 願 有 之 度 事。 

附り、 漁船、 荷船の 類 御 人 數相應 に 御 買 入 か 又は 御國 より 御 取 寄せ 有 レ之度 事。 

第 十三 條 麻布 葛 飾 諸 邸に て 硝石 製造の 事 急速に 初められ 度 事。 

附り、 人造 硝石 も 初められ 度 事。 

本 藩 硝石の 御 貯も餘 程 多分 有る 由 なれ ども、 自今 江 戶の砲 石^だ 不足の 様に 見 ゆる 故 

本 藩の 用 餘.. ^あれば 賣拂 にな りても 孰れ 木 邦の 强 めと はなるべき なり。 

松 陰 はこ で 旣に諸 藩の 横斷 結成 を 提議して るる。 之 も 封建的 社會に 於て その 制限 を 突 

破した ものである。 撗斷 結成 は 諸侯と 諸 藩の 聯絡 (水 戶、 熊 本) 諸 藩の 藩士 間の 聯終 (水 

戶 藩士) 廣く 天下の 有志との 聯絡 (佐久 間、 藤 森 以下) の 三つの 方法 を 提議して ゐる。 こ 

の 三つの 方法 は 何れも 後來 種々 の徑路 で發展 し、 幕末の 變 革に 於け る 指導 的黨 派の 結成に 

進んだ ので ある。 そうして 松 陰 は 一方で は 長 州 藩の 內部 結成に 努力し、 一 方で は 天下の ii? 

志と して 天下の 諸 藩 及び 有志と 連絡し、 反 幕府 的な 陣 結成に 奔走した。 苹 野に 志 を 抱く 

ものが、 公然と 政治 舞臺に 登場すべき 道 はこ、 に 開けた。 今や 松 陰 は、 践淺 の餘、 無用の 
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身で はない。 草 莽の士 は 至る 處に崛 起し、 それ は 天下の 形勢 を 或は 右し、 或は 左す る 力 を 

持つ に 至った。 江戸に は 松 陰が 前に 擧げ てゐる 所の 佐久 間、 藤 森、 古賀 以下の 徒、 京都に 

は 梁 川 星巖、 梅 田 雲濱、 賴 三樹、 河、 泉、 大和、 伊勢の 間に は 森 田 節齋、 齋藤拙 堂 以下が 

ある。 

藩士で 水戶の 藤田柬 湖、 戶田忠 太夫、 越 前の 鈴 木 主稅、 中 根雪 江、 肥 後の 横 井 平 四郞、 

宮部鼎 蔵、 薩 摩の 西 鄕吉之 助 等 何れも 一藩の 地方 的 制限 を 超越して 居り、 その 間に 締盟の 

氣 蓮が 動いて ゐ たので ある。 

佐 久間象 山 は あまり 名聲が 高くな つたので、 藩主が 之 を 嫉んで 園へ 呼 返さう とした。 所 

が水戶 老公、 阿部 閣老、 河路 左衞鬥 尉、 羽 倉 外 記 等が 之 を惜ん で、 藩主 眞田 侯に 說 いて 江 

戶に 止まらせる ことにな つた。 「天下 此人 なくば 何人 か 西洋 砲 銃の 事に 任し 可 申 也、 國 家の 

武備 も爲レ 是缺闢 する」 (八月 十五 日 兄への 手紙) とい ふ有樣 だった。 高 島 秋 帆が 十二 年幽 

囚 生活から 解放され て 洋式 教練の 敎授を 始めた の もこの 時で ある。 松 陰 も 「小生 杯 は 来春 

は不 及ながら 一 命を拋 ちて 國家從 來の御 厚恩に 報 ゆべ くと？ ゆ" み 居り 候。」 (九， 月 五日 坂 本 鼎 


齋 への 手紙) と 言って 大いに 緊張して ゐる。 之 は 翌年の ぺ ルリ！^ 航の 時の 計 を 意味して 

ゐ るの だが、 松 陰 は その 前に 九州に 往復し、 諸 藩の 橫斷 結成、 志士の 連絡に 具體 的な 一歩 

を 踏み出した。 

(註 一 ) 福 地 源 一 郞著 「幕府 衰亡 論」 一 一 三 頁。 

(註 二) 「今日に 在て 癸丑 甲 寅の 當時を 論ずる 史家の 中に は往々 幕府 を 以て 和親 開國 の 主義 を 抱 持し 

たる ものと し、 幕府が 列藩 諸侯の キ戰論 を 擯斥して 平和 政略 を斷 行した る 者な りと 斷案 する もの 

ありと 雖も、 是 また 大に眞 相 を 誤りて 實勢を 知らざる の說 なる のみ。 余が 親しく 見聞す る 所を以 

て すれば、 幕府が 外交に 平和 を 執りた る は、 和親の 利を詳 にす るに あらず。 外戰を 恐怖せ るに 由 

て是を 避けん が爲 なり。 また 大小 名 諸 役人の 多 敷が、 外交 担 絶の 主 戰論を 主張せ る も、 我に は 外 

に對 して 戰を 開くべき 軍備 あり や 否や を詳 にせる に 非ず して、 主 戰の勇 を 街 はんが 爲 なりと 云 は 

んと 欲するな り。」 (同書、 三 七 頁) 

嬉當 時に 於け る 諸 藩の 和戰の 議論 を 見る に、 

主戰 論者 「(尾 張〕 若し 理不盡 に 及び 候 はに、 日本 闓國の 力 を盡し 半步も 不レ退 安危 を 一 戰に決 

し 候より 外 はなし。 (水 戶) 通商 御 許容に 候 は i-- 平 穩の樣 に 候へ 共 後 來の患 は彌滑 申。 御内 御武 

威 御 含 之 表向穩 便の 御 取 計に 候 は r 夷人 共 畏服 可 仕 候 ( 一 橋) 都て 願 筋 不叶趣 相 成 候 方可然 (越 


前) 書面の 趣 御斷候 は^ 戰艦差 向 候 儀 難 什に 付、 必戰の 積に て專ら 非常の 御 處置專 要の 御 儀に 奉 

存候。 oa. 上 樣並諸 御 住居 も當 分の 内 甲 府へ御 移り 被 遊 候 方可然 (長 州) 願の 趣 は夷賊 共の 心膽 

を 打 摧き候 程に も 堅く 御斷 り、 防禦の 御手 當齩 重に 仰 付けられ、 渡來外 夷の 親 覦を相 絕候樣 仰 付 

られ候 方 萬 全の 御 策に 候 (肥 前) 今 昇 平 久しく 士氣振 はず、 夷狄 釁を伺 ひ 候 事御國 體に關 係いた 

し 候 儀、 斷然御 打 拂に相 改られ 昇 平 愉惰の 志 氣を御 一 新 (阿波〕 通商 固く 御 制 禁可然 (南部) 彼 若 

押て 我意 申 募り 放蕩 亂 入の 所爲に 至り 候 時 は 手強く 御打狒 候て、 近海へ 寄 候 事相 不成 樣嚴 重の 御 

威勢 御 示 可 被 成 (桑 名) 御 國辱を 忍ばせられ、 御 國體を 失 はせられ 通信 通商 御 許容 之 儀 は 御 職掌 

に對 せられ、 決して 有 之 間 敷 哉と 奉存候 (二 本 松) 交易 通信 は古來 よりの 國禁 にて、 新法の 儀 は 

不相 成、 若し 軍艦 を 以て 威來候 共、 國カを 以て 打 拂可然 奉存候 (信 州眞 田) 萬 一 御 勝利 無 之 共、 

彼が 願 筋 御 聽 招 は 後の 大患、 夫に 比べ 候へば 御 打拂は 一 時の 小 患 (沼津 水 野) 外 夷の 通信 通商 は 

元来の 大法に て、 所 誇 御 取 上 被 遊 候 儀と 不奉存 候」 

平和論者 一； (津 山) 長 崎に て 一 地 を 賜 ひ、 商館 を 開き、 交易 御 取 結、 邪宗 戒愼を 加へ、 和 蘭人 同 

樣に御 取扱 候て 宜敷 これ あるべく 候。 (加州) 書翰の 表に て は、 敢て 無理なる 筋と も 相 聞え 不申候 

間、 此方より 無理に 打狒 等に 相 成 候へば、 暴なる 御 仕向に 相 當り可 申 哉、 且禍を 引出し 候 便と も 

存 候に 付、 重ねて 渡來の 節は穩 便に 仰 聞ら れ 取扱 可然哉 (宇 和 島) 暫時 交易 を 免し (筑 前) 先づ e 

年限 を 定め、 長 崎に 於て 和 闌同樣 通商 御免 (武州 忍) 先々 便の 御處 置の 外に 良策 有 之 間 敷 (中 J 


律 奥 平) 交易の 儀 御 許容の 方、 後來 太平 御 安寧の 事に 奉存候 (佐 倉 堀 田) 先 交 nv ぶ 御^ a 十 年 も 相 マ £ 

立、 深く 國 益に 不相成 候 はに 其 節御斷 (掛川 太 田) 交易 米 一 ケ年何 iffi:,^ と 相 定め、 右高の 內を以 

て 交易 可然 (越後 村 松 堀) 御手 切 御 無用 (美 濃 八幡 靑山) 交 御 許容 可然 (備中 足 守 木 下) 萬 人 

戰鬪の 煩勞を 免れ、 彌、 昇 平 を 相 唱候は r 無此 上恐悅 の御條 と奉存 候」 

折衷 論者 「(川 越) li^ 岸 御備筋 夫々 行 屆候迄 は、 践立候 儀 を相延 し， 漂流 民 は 御憐恤 成？ i3 はされ 

可然哉 (薩 州) 乍 然來年 渡来の 節 直に 御 斷相成 候て は戰爭 の 端 を 開 候 も 難 計 候へば、 成た け 年 を 

延し候 樣に據 無き 御 譯柄を 仰 聞 けられ 候て 歸帆仰 付ら れ度 儀と 奉存候 (魏 州) 不容 《si^、 海岸 御 

警衞向 等の 儀 一 時 權道を 以て 御 返答 有 之、 其 外 は 文化 夏露两 leJ の 御 振舞 を 以て 能く 御 喷解仰 渡さ 

れ可然 哉 (伊豫 今 治 松 平) 御 代替 之砌に 付、 三年 父の 道 を 不改と 申譯を 以て、 御 返 翰 有無の 御 返 

答 これ 無くて 差延 し三ケ 年の 間に 武備 御 取 立然可 哉。」 (同書、 四 一 頁 —— 四 四 K) 

^ 急？ II の 如く 

松 陰 は 九月 十八 曰に は 再び 江戶を 後に して 西 下の 旅に 立って ゐた。 十 年 遊 舉を決 "お-して 

戶に 着いた のが 五月 廿四 1H、 其 間 僅か 三月 餘狀勢 は旣に 急激に 變 つて ゐた。 

「嘉永 癸丑 九月 十八 日、 晴、 發-- 江戸- 將 -1 西遊？ "ぞ  1? 深 有 >1 深 密之謀 遠大 之 略- 象 山 


師， で 友人 義所 (鳥 山 確 齋)、 長 取 つ 一 5 秦 (桂 小 蒸) 亦爲 レ之 I。 

其 他 深交 舊友、 莫ン- 一 "識者？ 朝き-桶 軋 寓居 f 過 i 山師- 吿， 別、 adn 品 川驛ー 義所、 長 

取、 追 〈I。  £ 一圭 あ， 不， ％ 悵然. ^^、 決然 振， 捩而 去。」 (「長 崎 &行」 リ 

深密之 謀、 遠大 之 略 は 何 か。 彼 は 之 を 無二の 友人 土屋蕭 海に も祕 して 出發 した。 知る は 

た だ佐 久間象 山、 鳥 山菌、 桂 小 五郎 霊 人の み。 その 提唱者 は 佐 久間象 山で ある。 

松 陰 は 飛ぶ 様に して 東海道 を 下り、 途中 誰に も 逢 はす、 大阪天 保 山から 舟を發 し、 故鄉 

の 山河 を 右に 見 乍ら 一 路 九州 へ 向った。 舟を發 する 時の 詩に 言 ふ。 

-  f ヤー  ヲ  ズニゾ ル ヲ ヅべケ ンャク 

狂 夫 4||,,|  fl„ 思， 家 爲レ國 忘レ家 何 可レ嗟 

中 宵 夢 I 家 化-あ ャ 夜雨 短 蓬 泊-一浪 華- 

又 京都 を 過ぎた 時 有名な 山河 襟 帶の詩 を 作った。 

山河 襟 帶目然 城 東來 無- 1 日 不>&= 帝 京- 

今朝 蕴 ^，鳳 i- 野人 悲泣 不レ 能レ行  ^ 

鳳^ 寂 寥 今 き， ち 签 か， 山 河 無 i 更-  1 


聞說 八；' 上 聖明德 

雞鳴乃 起 親齋戒 

安 得， 1 天 詔， 勅- 1 六 師， 

從來英 王 不- > 世 出- 

ハシノ キガ 

人 生 如，， 1 萍 無， 1 定 住 _ 


敬レ天 憐レ 發-- 至 誠- 
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悠 々 失レ機 今 公 卿 

ノ 力 ネテ セン  ノ ヲ 

何日 重 拜，, 天 曰 明, 

彼の 思想 的中 心 は 常に こ、 に 在り、 彼の 理想 はこの 中に 在る。 

松 陰 は 一路 九州に 至り、 十月 十九 日に は 熊 本に 着いて、 {呂 部 鼎藏、 横 井 平 四 郎等 を 1!^ ね 

た。 彼の 目的 は、 七月 以来 長 崎に 來舶 して ゐた 露使プ ー チヤ チン 一行の 船に 馳け 付け、 機 

會が あれば この 船に 潜入して 夷國に 渡らう とい ふ 事に あつたの である。 渡歐の 目的 は、 先 

づ 彼と 戰ふ 準備と して 彼の 戰備、 航海術 等 を 習得し、 曰 本の 戰備を 完全に しゃう とい ふの 

であった。 さう して 先づ 海外の 優れた 技術 を 習 ひ、 之 を 我物に しなければ ならぬ とい ふの 

が 象 山の 持論で、 松 陰 は 之に 示 咬され たので ある。 

^廣が 熊 本から 長 崎に 付いた の は 一 一十 七日で あるが、 その 時 一 足 違 ひで 露 艦 は旣に 出？^ 


して ゐた。 こ、 に 松 陰の 第一 計畫は 挫折した。 

彼 は それから 直ちに 宮部 鼎藏、 野 口 友 之充を 伴って 萩に 歸. 9、 更に 東上の 途に 上った。 

彼 は そこで 他の 計畫、 諸 藩の 横斷的 連槃、 有志の 連絡、 自 藩の 內部 結成に 全力 を 注いだ。 

熊 本での 橫井、 宮部 以下 諸 藩士との 會合、 京都で は 梁 川 星巖、 梅 田 雲濱、 森 田 節齋、 鵜 飼 

吉左衞 門との 會見 等、 歸途に は 人事 往来が 頻繁 を 極めて ゐる。 十一 月廿 六日、 柬 上の 途中 

撗井小 楠 宛の 手紙に は、 自藩內 の 狀勢を 詳細に 報告して、 藩 論 統一に 小 楠の 助力 を 求め 

た。  . 

一書 致-一 呈上" 候、 先般 は 尊 藩へ 罷出 諸君に 不- 一容 易， 御 厄 害に 相 成、 恭謝 此の 事に 御座 

候。 出足の 砌には 不レ圖 御行 違に 相 成 缺-面 別 1 候 段 遺憾の 至りに 奉レ存 候。 併し 宮部君 

に 詳しく 御傳語 被， 一成 下， 夫々 承知 仕 候。 與， 一 藤 田， 詩 及 學校間 答 書 か-に 入手 且 誦し 且 

っ讀み 感服 仕り、 追々 藩 人へ 示し、 問答 書 は 世子に も 獻じ候 樣申談 じ 置き 候 事に 御座 

候。 

一 、 米 太夫 君 (長 岡監 物) の 書、 山 田 宇右衛門に 因りて 益 田 越 中に 示し 候處、 大 に憤勵 -5. 


の樣 子に 御座 候。 越 中 Q 從事 (備 頭に 付、 手元、 筆者と 號し從 IS す：) 出 it 與 一 お 衞 J  ^ 

元) 中 村道 太郞 (筆者) と 中す 者有レ 之、 此の 三人 孰れ も於レ 藩て は i?: 志の 士に. て、 三 

人 申合せ 此の先 何とか 可 致 候。 巳に 尊 藩 へ 少年 兩三輩 差 出し 候 事 ども 竊に相 岡り. 1$ 候 

間 其 事の 落着 は 未レ知 候へ 共、 何れ 默 して 止み 申 問 敷に 付 其 趣 は 米 太夫 君に 可レ然 被，, 

仰 上， 且ー 行の 書 藩 中 を 鼓動す る 事不, 砂 段せ 敷 御傳謝 奉, 希 候 事。 

、 世子の 側に 出勤 候 者、 長 井 隼 人、 飯 田 猪 之 助兩人 追々 話 合 候處、 兩 人心 巾、 世子の 

側よ. 9 天下 國 家の 事を議 する こと 甚懼 る、 所な り。 然れ ども 來 正月 十七 日より 世子 發 

駕 にて 參府、 兩人 御供に 付着 府の上 は 世子に も 天下 有志の 君へ 交 を 納れら れ度御 志 は 

勿論の 事に 付、 舉事 講習の 自ら 黻戎の 事に も可レ 及、 左 候へば 兩人必 正論 を 立て 可レ 巾 

と 被レ存 候、 宮部 君に も兩 人へ 御 面會被 下、 其人物は御見取..^通.5に御鹿候。 权又江 

戶 君側 は 人材 絕 えて 無 レ之、 在國 有志の 面々 深く 嘆惜致 居候 事に 候處、 長 井 は 年来 君 

側 相 勤め 候 者に 付、 是れ より 說を 容れ候 こと 尤 以て 便と する 所に 御座 候 isT- 

、 井上 與四 郞、 玉 木 文 之 進、 田 北 太 中、 北 條瀨兵 衞、 中 村道 太郎、 ャ 3 々，：：：，！： 部 i; に 而^ 


孰れ も 興起の 模樣に 御座 候。 就中 井上 は 厘々 政府に 登り、 又屢々 罷黜 せられ、 今學校 

局に 偏 安 致 居候、 此の 人物 俗吏 中の 人材な. 5、 又 甚好レ 事、 然れ ども 再び 此の 人に 罪 

を 取らせ 候て は 大に國 に 損 ある 事故 多く 責を 懸け 難く 被レ存 候。 尤も 冥々 の 中に 力 を 

致し 居り 候。 玉 木、 田 北、 海防 局に あり、 此の 二人 不， 可， 不, 盡 レカ 焉。 北條、 中 村 は 

未だ 半ば 書生 中の 人 なれば 兩人尤 以て 奮勵、 宮部 君の 御 出 被 レ下候 を 喜ぶ こ と 限りな 

し、 謂へ らく、 此れよ. 長 藩の 事必 大に舆 起せん と 扑躍仕 居候 事。 

、 先生に も 事態に 依り 御 東 遊 可， 被 レ爲， 在 趣宮部 君より 承扑躍 此の 事に 御座 候。 北條、 

中 村へ も竊に 話し 候處、 兩 人喜レ 之無レ 限、 愚考 仕 候に 世子の 未發 前に 若 御 出に でも 相 

成、 長 井、 飯 田 等へ 篤と 天下の 事態 を合點 致させ 置き 候 はば、 弊 藩の 事 甚可言 もの 可 

有 之 候 弊 の 事 は 君 公 も 決して 正 議に與 せざる 人に 非す、 又 井上、 玉 木 等 を 始め 孰れ 

も 志 ある 者 なれ ども、 可憾は 天下の 事體に 暗く、 只 一 園の 見 を 離れざる 人々 に 付、 何 

卒先 生の 一言 を 得 候 は  > -、 必奮 發可レ 仕と 相考へ 候。 且又 御 末 家、 岩 國の內 にて 德山は 

從來 厚 \、 近頃 は 世子 御 人來の 事に 付、 尙 以て 親 敷 御座 候。 淸 末も今 侯は甚 有志の バ 


御 方の よし、 吉 川當監 物^ 正 人に て以レ 鱧事レ 以レ禮 待 レ士甚 可レ尙 率な り。 祖長府 の ^15 

み 六ケ敷 事體有 レ之甚 憂と 致 居候。 要 レ之上 親くても 下 未だ 和せ 中、 御 末 {ぞ お國 政事 向 

き 本 藩に 連れ 不レ 申、 ^々に 相 成 居候 事、 所 由来, 久しく 有志の 人 々ル； JHS を^め 候。 是 

れは本 支と もに 皆有レ 罪、 何卒 是 等の 事體も 一 通り 御 承知 被 ,53、  -tiK 防 一 ー國 一 塊 物と 相 

成 候樣、 本 藩 並 支 封の 志士へ 御敎悔 被， 下 候 は- 何 幸若レ 之。 僕甚 前途 を 急ぎ 支 封に 過 

ぎる こと を^す、 至憾に 奉， 存候。 是 等不レ 得レ不 レ托， 一先 生, 也。 

右 十一月 廿 六日 周 防 富 海に て 相認申 候。 旅 中匆々 書辭失 レ體、 萬々 御 推 覺奉レ 願 候 以上 

十 一 月廿 六日  吉田寅 次 郞矩方 

尙 々厳寒の 節彌 以て 御 自玉 爲レ 國爲レ 道是祈 

撗井平 四郞樣 

米 太夫 君に 書 符可呈 害 之處、 さしつけ 候て 奉呈 候事甚 恐れ入 候 間 差控中 候。 何卒 幾 

重 も 御 様子 相 伺候て、 藩 人 孰れ も 興起 致 候 段 謝 言非レ 所レ盡 趣、 御 進 意 伏して i^- レ 願候以 


肥 後 藩 は 當時旣 に國老 長岡監 物の 下に 横； 井 小 楠が あ. 9、 宮部鼎 蔵、 轟 武兵衞 等が あって 

進歩 派が 藩 論 を 指導し、 長 州 藩に 一 歩 を 先んじて ゐた。 松 陰 は 長 崎遊學 以来の 關 係で 益々 

肥 藩に 近づき、 その 影響に よって 長 州 藩の 進歩 派 を 結成す る こと を 企て、 先づ 長岡監 物と 

長 州の 國老益 田 越 中の 交涉を 斡旋した。 松 陰の 計 畫は國 論 は 勿論、 藩主 迄 積極的な 進歩 派 

たらしめ やうと いふので ある。 「是 より 長 藩の 事必 大に與 起せん と 扑躍仕 居候 事」 と 言って 

彼 はこの 計畫の 發展に 大きな 希望 を 持って ゐた。 

京都で は宮 部、 野 口と 同道で 梁 川 星巖を 訪ねた。 その 時 星巖の 詩に 言 ふ。 

悔 哉早歲 資& 聲, 皓首終 無，, 一 あ， 

可レ羨 諸君 皆 駿足 百 千 萬 里 是前程 

水戶の 京師 留守居. 赖 飼吉衞 門の 所では、 水戶藩 最近の 樣子、 奸 黨が黜 けられて 正義 派が 

興起して ゐる こと を 聞いた。 叉 十一月 幕府から 發 せられた 命令なる もの を 見せられた。 そ 

の 命令 は 依然と し て 幕府の 無爲 無策 を 曝露した も の で 、 和議と も開戰 とも 何れ にも 方針 を 

決定せ す、 只 「毫も 御國 |g を 不汚樣 上下 擧て心 カを盡 し、 忠勤 を 可 相 励との 上意に 候」 と q 


いふ 抽象的な 內容 だった。  お 

梅 5 雲濱の 所で，、 越 前の 藩士 山 口 要人に 逢った。 越 前で は 鈴 木 主稅、 吉田 貞藏が 指揮し 

て 五十人の 精兵 を 江戶へ 送った との 事で ある。 又 越 前 侯から 幕府への 上 害 は 頗る 强 硬な 主 

戰論 である 等の 話 を 聞いた。 

「京師 梅 田 源 次郞 事務に 達、 練 議^ 又 正、 事務 上に ついては 得 益の iE^ も 多し、 森 E 節 

齋 上京、 頻に 慷慨 仕 候。 森 田 は 疎 豪無レ 策、 梅 田 は 精密 有レ 策、 但 二人共 天下の 大計に 

は 頗る 疎な り。」 (十一 一月 兄 へ の 手紙) 

志士と して は 雲 濱は松 陰の 先輩で ある。 雲 濱は若 州 小濱の 出身、 淺見 網齋の 衣鉢 をつ い 

で 尊王 穰 If の 精神 を 鼓吹し 京都に 於て は旣 に隱然 たる 勢力 をな して ゐた。 松 陰との 對 面で 

は 松 陰 はま だ 靑年扱 ひ をされ 禪の 修業で もした がよ いと 松 陰に 言った とい ふこと である。 

松 陰 も 雪 濱を 推賞し て はるる が、 完全に 心服して ゐ るので はなかった。 

知 恩院臣 池-？: 大學が 攘夷論 を 作り、 關白を 通じて 水戶 藩に 獻 じたと いふ 事 も 志士^で は 

評判に なり、 松 陰の 耳に も 入った。 攘夷と いふ 言 薬は漸 やく 政治的 行 性 を びて 來っ 
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あるひ 

宮部 鼎藏、 野 口 直 之充は 十二月 五 ョに松 陰に 分れて 一 足 先に 東上し、 松 陰は猶 京師に 统 

つて 劃策した。 

「細 川、 柳 川 は 志士 も存 居候。 備 前も大 藩不レ 無-其 人？ 追々 申合せ、 四 藩 を 以て 維-持 

幕府 之 腰脫， 吾輩 之 任 也」 (十二月 東上 途中 京都に て、 父への 手紙〕 

こうして 松 陰 は 四 藩の 結成 を當 面の 目標と した。 

京都 を發 つてから 更に 津に土 居 幾 之 助、 山 田に 足代 權 太夫 を 尊ね、 土 居の 所で 尾 州、 大 

垣が 硬 論 盛な りと 聞き、 尾 州に 秦壽 太郞を 尊ね た T 壽太郞 慷慨. ii^ は 慷慨 家 なれ ども 疎 豪に 

して 深 密の談 は 出 來不レ 申 候。」 彼 はこうして 至る所に 有志の 士を 尋ね、 その 結成 を 割 策し 

た〕 

松 隐が尾 張 藩士へ 送った と 思 はれる 手紙に は、 水 戶齋昭 が 幕府 最高 顧問に 擧 げられ たが 

幕 閣內に は 齋昭と 反對の 和議 意見が 盛で、 津山、 高 松、 彥根 等の 諸 藩 も 齋昭を 嫌 ひ、 其 意 

见 を^む 様な 危險が あるから、 愿州 侯が 齋昭を 支持し、 一 體 になって 邪說を 一 掃す る樣に 


努力して 貰 ひたいと いふ こと をカ說 して ゐる。  ーム 

「且越 前 侯 も 有志の 御 方の 由に 候 得ば 必御 同腹の 御 に可レ 有- i: 座？ 全 ffi 御 鋭 藩に か 

/- る 御 賢明の 御 方^ 出 被 遊 候 事、 卽御常 代の 御 厚運に 可， 被 レ爲レ 在 候 得ば、 尙以御 一致 

に 被 爲在度 奉 祈 候。 斯樣成 候 以上 は外樣 諸侯 方 に も數 々賢明の 御 人々 も 可レ被 レ爲レ 在， 

是又御 一致に 可 レ有レ 之、 左 候 得 は 假令少 々群 少輩有 之 とても 天下 は 解 q 石の 安に 可 有 之 

と 奉 レ存候 …… 中略 …… 群小の 議致 n 蜂起， 候 は  >  頗る 天下の 大 害と 奉 存候。 加 之魯西 

亞 東西へ 来り 邊釁を 生じ 候 節 幕府 之議 一定し、 鐵 石の 如く 無 之て は 天下の 人手 足 措く 

所 無 之、 誠に 可 恐の 至に 御座 候。 左 候 得ば、 如何にも 君 侯樣、 水戶老 侯、 越 前 侯 其 他 

有志の 諸侯の 御 一 致 上天 下 事 御 規定 無 之て は 不> 一 相濟， 事 かと 竊に奉 恭祈候 云々。」 (丄ハ 

年 十二月 東上の 途中、 某 藩の 人に 與 ふ。) 

1 方に 於て 長 州 を 中心とする 四 藩の 結成、 他方に は 尾 . 水 . 越 等親 藩 中の 進歩的 r お 侯の 

連繋、 之が 松 陰の 胸中に 描かれた 計畫 であった。 


g 下田の 一夢 

嘉永七 年 (安政 元年) 一月 十一 日、 ペルリ は 再び 軍艦 七 隻を率 ひて 堂々 浦賀 沖に 入港し 

た。 幕府 は それ迄 因循 姑 鹿、 何等の 對策を 決定して ゐ なかった ので、 周章狼狽 は 更に その 

度を增 した。 幕吏 腰脫 とい ふ 志士の 標語 は 遺憾な くその 醜狀を 曝露した ので ある。 幕吏の 

考へ では、 来年と 言っても 多分 正確に 来年 は來 ないだら う。 且つ 来年 は 長 崎へ 來 いと 言つ 

ておいた から 江戸へ 直接 來 る こと は あるまい とい ふ樣 な 姑息な 想像 をし てゐ たので ある。 

度 を 失った 幕府 は、 御 儒者 林大擧 頭、 大目 付 井 戶對馬 守、 御 目 附赖殿 民 部 少輔を 應接役 

に 命じ、 浦賀 奉行 伊澤 美 作 守、 戸田 伊豆守と 議 して 浦 賀で米 使と 應 接させ やうと したが、 

ぺ ルリ は 浦賀で 談判す る ことに 應ぜ や、 神奈 川で 商議 を 開く こと を 主張した。 全權ー 行 は 

之 を 支へ る ことが 出来 や、 遂に 二月 十日 神奈 川で 談刹を 開き、 三 0: 三日 を 以て 下田、 館 

の 開港、 薪水 食料 石炭の 給與、 永世 和親 を 約した 十二 ケ條 の祌 奈川條 約に 調印した。 東海 

の 君子 國が资 本 主義の 國際 的舞臺 に 登場す る 端緒 はかう して 開けた ので ある。 次いで 和 蘭 ^ 


は 七月 一 日に、 英國は 同 十五 日に 交涉を 開き、 魯西亞 は 前年の 約定 を 主張し、 各 一一 • ^とァ 

メリ 力 同様の 約定が 結ばれた。 

「十四 曰 已來夷 船 一條に て 東奔西走 仕 候へ ども 〇〇 難 レ奏、 天下の 〇〇〇〇 今曰 に^ま 

b 申 候。 去， 一江 戶 1〇 十二 里、 金澤 沖に 居然 〇〇〇 夷船七 袋綻を 並べ 居り 候狀赏 に不レ 

堪， 1 切齒 『且 曰を逐 ひて 猖 « の 形を顯 はし 測量 上陸、 言語 同斷の 趣に 御 Ij 候。 ^便々々 

之聲滿 -1 天下一 人心 土 崩 瓦解、 皆々 太平 を樂み 居る 中に も 有志 之聲 は相對 して 悲泣 する 

のみ" -に 御座 候。」 (安政 元年 一 月廿七 曰、 父 へ の 手紙) (0 は 原文 缺字) 

志士の かう した 悲憤慷慨 も、 世界の 大勢の 前に は 何等の 力 もなかった。 ペルリ は 條約を 

結んで から、 意氣揚 々と 開港 豫定 地の 下 S に 引 揚げて 行った。 

神 奈川條 約 締結の 決定に よって、 多くの 志士 は 天下の 事旣に 去れり と 感じた。 この 中に 

あって、 松 陰の 下田 渡航の 計畫 は、 近代的 精神の 飛躍 を 示す、 劇的 一 貝 をな して ゐる。 

松 陰 の 海外 渡航 計畫 は 松 陰 自身 の 創意ではなくて、 其 師佐久 問 象 山 の 示唆に よった ので 

ある。 松 陰の 著 「幽囚 錄」 に 言 ふ。 


. 吾 師平象 山、 經術 深粹、 尤留 n 心 時務？ 十 年 前 藩侯 爲 -1 執政， 上，, 外寇議 f  4iT 傭 ，，， 船匠礮 

ヲ  二  r- ヲ  ヲリ  ヲマヲ  ヲ  、ラク レバ ラズ ラテ  ,ソ  ヲ 

ェ舟 師技士 於，， 海外 r 造 fe 鑄 fe 操 n 水戰， 習 * 礙陣？ 謂 不レ 然不， 足 T 以 担-, 絕外 夷， 震.. 

ス ルニヲ  ク  シ  ヲ ラメ  ヲへ バニ チリ  スル ワシントン  テ 

耀國 威？ 其後遍 講，, 究 洋書， 専修，， 礎學 f 遇， 事輙 有， 所 41 說？ 話 聖東之 事 起。 聞，， 蘭 夷 所ず 

ズル チクダ  ノラス ヲヲ  ダ ハル 二  クャ  ヲ  二  チク  ノ  レ 

報卽 曰。 未レ見 m 礮台 環， 1 海尋 f 南風 四月 甚關， 心。 築，, 礮台 干品诲 f 則 曰、 疇 昔戲談 i，l 

呆諜； 當今 急務 在- 1 元戎 ^ 象 山 亦 欲 復書， 到 * 夷國ハ 則 曰、 微臣^ 在，, 代 謀 策 f 安 得- 1 

テ リテ  二 キ * シテ -ー スヲ  ヲ  t| ンデ クニ スハヲ  ニダ サヲ  シ々 ン .,1- 

風船, 下，, 聖東？ 聞 T 命， 1 蘭 夷, 致 * 軍艦 ハ 大喜 謂、 徒托， 1 之 蘭 夷, 未 レ盡レ 善。 宜，， 撰，, 俊才 巧 

思 之 士數十 名 r  In 蘭 船， 出，, 海外 f 令 * 其 便宜 從， 事以購 * 艦。 則 往返 之 間、 li,, 海 勢, 

スニ  ルザ  ノヲ  タル ャ ナリト  ウテ 力 二 リ  スル レドモ シク  ス ヤヲ  ノ 

熟， 1 操船？ 且得レ 知，； 萬國 情景 f 其爲， 益 大矣。 因 窃有レ 所，， 建白？ 然官 無，, 能斷. A 行 之。 予 

航海 之志實 決，， 于此？ 

象 山の 見解ば 實に 遠大で、 百年の 先 を 見 透して ゐる。 外 國船を 購求し、 之に 青年 俊秀の 

士を乘 り 込ませ、 航海 を 習 はせ 外國 事情に 通じさせ ると いふ 政策 は、 遠く 明治 政府に なつ 

て やっと 採用され るに 至った ので ある。 此師 にして 此 弟子 あり、 松 陰 は 叉 象 山の 囑 望に 背 

かなかった。 


余師：事平象山" 深服-:其^37  ^レ事取，決。 象^亦5^|^。  iri:f。  士！ ^レ？ 過、 ^ 

？ 0 レ 過爲レ 貴 善改レ 過 固 爲レ贵 善 償レ過 尤爲レ 贵。 國 .3!- 多事 之 際、 能れ^,ー難レ^:|之_|1 能 

立- 1 難 レ立之 功： 償レ過 之大者 也。 及 H 象 山 有- -購艦 之說" 余意 期、 或 あ，， w# ？.: Issif  I 

役、 察- 觀萬國 之 形勢 情實； 亦 償 レ過報 レ恩之 一端 也。 而象山 之說遂 不\ 仏。" 九 =: 十八 日 

づテ  ヲニル  二  ズ  ナ ルラノ 

去-一江 戶 1 西 到 二 長 崎 f 事不, 得 レ如レ 意。 

松 陰 は 實に象 山の 說に隨 つて、 幕府が 軍艦 を 購求した 際の 請 取の 人 數に加 はって 渡歐を 

志願しょう として ゐ たの だ。 幕府が それ を 決行 しないので 今度 は 單獨で 露^に 投じ やうと 

して 長 崎に 趨 つた。 之 も さなかつ たので、 今度 は 下田 渡航 を計畫 した。 

外 渡航の 事 は、 切支丹 禁制 以来 國禁の 第一 である。 幕府が 象 山の 建策 を容れ なかった 

の もこの 舊 習に 拘泥した 爲 である。 今や 松 陰 は 身 を 以て この 國禁を 犯さう として ゐ る。 巧：^ 

には脫 藩に よって 松 陰 は 封建的 桎擠と 衝突した。 海外 渡航 は 更に その 幾 倍の い 刑， Ef" を 以 

て 彼を迎 へる ので ある。 然し 彼の 意中に は 意識して 封建 制 を 否定す るの 氣持 はない。 只 近 

代 的 精神の 滂溥 として 飛躍す るの が あるの みで ある。 
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三月 三 tn、 松 陰 は^れの 意味で 鳥 山、 宮部、 永 鳥、 白 井、 ^^木、 末 松、 梅 甲 村 木、 佐 

々、 野 田、 ^田 其 他十數 名と 白 鬚、 梅 若に 遊んだ。 その 中の 溢 木 は 金子 重輔 で、 長 州 藩で 

は 士分 以下の 小者で ある。 松 陰の 計畫を 聞いて 強て 同行 を賴 むので、 遂に 松 陰 も 之と 行 を 

共に する 事に した。 检陰は 此計畫 を 兄に 秘密に する 爲に、 當分鎌 倉に 隱 棲して 讀書 生活 を 

すると 稱し僞 の 誓 書 を 書いた。 蓋し 兄 は 松 陰の 行動に ついて 頗る 心配して ゐ たので ある。 

今 甲 寅の 歳より 壬 戌の 歳 迄 不，, レ言 天下 國家之 事， 不レ爲 n 蘇 秦張儀 之 術； 返て は爲， I 蝱 

魚： 進て は践 -ー涉 天下 f 熟 >1覺 形勢 f 以爲 -1 他年 報 國之基 1 耳、 富 嶽雖， 崩、 刀水雖 レ涸、 

誓不」 負 II 此言 1 也 

甲 寅 三月 四日  - 

吉田寅 次 郞矩方 

杉 梅 太郎殴 

封建的 制 縛 は 藩から 家庭と 至る所に 網の 目の 樣に繁 がって るる。 近代的 精神の 如何なる 

端 緒 的な 發現 も、 この 網の 目と 血み どろな 鬪 (サ をし なければ ならない。 松 陰 は その 血をハ 


この 誓 書に も鮮 かに 絵した ので ある ^ 

萬 里の 波濤 を 越え やうと する 行襄の 中には、 孝 經小折 本 正文 一 冊、 和 蘭 文典 前後 編、 0 

鍵 二 冊、 唐詩 選 二 冊、 杪 錄數箭 (ノ ー ト) が ある。 唐詩 選 は 永 鳥 三 平から 松 陰が 賤^に 

つた もの、 亦 別に 永 烏 は 舆地地 圖ー軸 を 出して 贈った。 宫部鼎 藏は刀 を强て 松^の 佩刀と 

取り 換へ、 神鏡 一面 を 送った。 五日 江 戶を發 して 橫濱に 至. 9、 そこで 象 山と 逢って 極々 劃 

策した。 ペルリ 一 行 はま だ その 時 浦贺に 止って ゐ たので、 或は 漁 舟を储 つて 之に 近付かう 

とし、 或は 書面 を 夷人に 渡さう としたが 悉く 失敗した。 一 衣海：-^;に小舟がぁるのを；3-て、 

衣 更けてから 之に 乘り 出さう として：^ M 木と 一 一人で 行って 見る と、 その 舟は旣 にいつ の^に 

か 漁師が 乘り 出して し は <  ってゐ た。 落膽 して 引き揚げ やうと すると、 野- R 犬が 二人 を 怪し 

んで澤 山 群って 来て 吠え 立てた。 松 陰 は^ 木 を 顧みて、 「泥 称の 難しさ も 初めて 分った o」 

と 言って 苦笑した。 

十三 日に は 旣にぺ ルリ 一 行 は浦賀 を拔錯 して 下田へ 向った ので、 松 陰も^ 路小 E 原、 熱 

海 を 過ぎ、 十八 fn に 下田に 着いた。 それから 下田の 海岸 を彷； £1 し、 ，迚， IM 寺に 行き、 日夜お 


船の 様子 を 探り、 船に 乘り 込む 機會を 伺って ゐた。 廿 五日の 夜に は 下田から 漁船 を 見付け 

出して 漕ぎ出し たが、 波が 高くて 到底 米 艦 迄 行け 相 もない ので 途中から 引返した。 

しかし かう して 躊路 して ゐる こと は 幕吏に 見咎められる 危險が あるので、 遂に 廿 七日の 

夜 を て 決行す る ことにな つた。 この s 折よ く 柿 崎で 夷人が 上陸して ゐ るのに 遇った ので 

兼て 象 山に 添削して ゐて 貰った r 投夷 書」 を 渡した。 內容は 自分 達の 渡航の 趣意 を 書いて 

了解 を 求めた ものである。 かう して 晝間は 蓮台 寺の 溫 泉に 入って 時 を 過し、 夜に 入 

つて 柿 崎の 辨天社 下から 小舟 を 漕ぎ出した。 松 陰 は 三月 廿七 日夜 記に、 この 顚末を 詳しく 

書いて ゐる。 

「三月 廿七 tn 夕方 柿 崎の 海岸 を 巡 見す るに、 辨天社 下に 漁 舟 ニ隻泛 ベり。 是れ究 党な 

.5 と大に 喜び、 蓮台 寺 村の 宿へ 歸り、 湯に 入. 9、 夜 書 を 認めて 下田の やどへ 往く とて 

立 出で (下田に て 名主 夜行 を禁 する 故 一里 隔て 蓮台 寺 村の 入湯 場へ もや ど をと り、 下 

田へ は 蓮台 寺へ 宿す と 云 ひ、 蓮台 寺へ は 下田へ 宿す と 云て 夜行して 夷 船の 樣子 彼是れ 

見廻り、 多く 野宿 をな す。 —— 原書 註) 武 川の 下 梅 岸に 夜 五つ 過まで 臥す。 五つ 過ぎ お 


此を 去り 辨 天 社 下に 至る c 然るに 湖 頭 返き て 漁 舟ニ簦 共に 沙 上に 在り。 辨天 社中に 入 "ゥ J 

り. 安寢 す。 八 ッ時社 を 出で、 舟の 所へ 往く。 

潮 進み 舟泛 ベり。 因て 押出さん とて 舟に 上る。 然るに 櫓く いなし。 因て かい を 接 森 

揮に て 縛り、 舟の 兩 旁へ 縛り付け， I 木と 力 を 極めて 押出す。 禪斷 ゆ。 帶を 解き、 か 

い を 縛. 5、 叉 押 ゆく。 岸 を 離る、 こと 一 町 許 「ミシシッピ ー」 舶へ押 付く。 是 までに 

舟 幾度 か 廻り 廻りて ゆく。 腕脫 せんと 欲す。 「ミシシッピ ー」 舶へ押 付 くれば 舶 上より 

怪 みて 燈籠を 卸す (燈籠 は 「ギヤ マ ン」 にて 作る、 形 圓き手 行燈の 如し、 蠟躅は 我 邦 

に異ら す、 伍し 色甚 白く 芯甚 細し —— 原書 註) 

火先に 就て 漢字に て 吾等 欲レ往 n 米 利 堅， 君 幸 請 n 之 大將， と 認め 手に 持ちて 舶に 登る。 

(舶に は 梯子 あ. 9 て甚 上り やすし ！ 原書 註) 夷人 一 一三 人出 來 上り^ 怪しむ 氣色 なり。 

認めた る 書付 を與 ふ。 一 夷 携て內 に 入る。 老夷 出て 燭を 把り 蟹 文字 を 書き、 此方の 害 

付と 共に 返す。 蟹 文字 は 何やらん 讀 めす、 夷人 頻に 手眞 似に て 「ボウ パタン」 舶へ行 

けと 示す。 (「ボウ パタン」 舶 は大將 ペルリ 乘る 所な り 11 同上) 吾等 頻に手 3i 〈似に て 


「バ ッテ イラ」 にて 速れ 往 けと 云 ふ。 夷 叉手眞 似に て 其 舟に て 行けと 示す。 巳む こと を 

得 や 叉 舟に 還り、 力 を 極めて 押往 くこと 叉 一 町 許り 「ボウ パ タン」 舶の 外面に 押 付く 

此時溢 木 頻に言 ふ。 外面に 付て は風强 し、 內 面へ 付べ しと。 然れ ども かい 自由なら す 

舟 浪に隨 つて 外面に つく。 舶の 梯子段の 下へ 我 舟 入り、 浪に 因て 浮沈す。 浮ぶ 毎に 梯 

子 段へ 激 する こと 茶し。 夷人 驚き 怒り、 木 棒 を携へ 梯子段 を 下. 9、 我 舟を衝 出す。 此 

時 余帶を 解き 立ち かけて 着 居た， 5。 舟 を 雷き 出されて はた まらす と 夷舶の 梯子段へ 飛 

渡り、 ^«木に纜を取れとぃふ。 ^木體 をと り、 未-た 余に 渡さぬ 內 夷人 叉木 棒に て 我 舟 

を衝 退けん とす。 溢 木た まり 兼ね、 耱を棄 て、 飛 渡る" 已 にして 夷人 遂に 我 舟 を衝退 

く。 時に 刀 及 雜物は 皆 舟に 在り。 夷 等 吾等 二人の 手 をと り 梯子段 を 上る。 此時謂 へら 

く、 舶に 入， り 夷人と 語る 上 は 我 舟 は 如何 樣 にもなる べし ふ、 我 舟 をば 顧み ゃ夷舶 中に 

入る。 

舶 中に 夜番の 夷人 五六 名 あり、 皆 或は 立ち、 或は 歩 を 習 はす。 一 も 尻 居に 座す る も 

のな し。 夷 入 謂へ らく、 吾等 見物に 来れ. 5 と。 故に 羅針盤 等 を 指示す。 余 筆 を 借せ と § 


云 ふ 手 眞^ すれ ども 一 向通ぜ す。 頗る 困る。 其內 日本語 を しるもの r ゥ ヰリャ ムス」 7 

出て 來る。 因て 筆 を かり、 米 利 堅に ゆかんと 欲する の 意を澳 語に て認 む。 「ゥヰ リャム 

ス」 曰く、 何 國の字 ぞ、 余日く、 日 木 字な り、 「ゥ ヰリャ ムス」 笑って M  く、 もろこし 

の 字に こそ、 又 曰く、 名 を 書け、 名 を 書け と、 因て 此 曰の 朝 上陸の 夾 人！」^ したる^ 

中に 記し 置つ る 偽名、 余 は 瓜 中 万 二、 溢 木 は 市 木 公太と 記しぬ T ゥ ヰリャ ムス」 携て 

內に 入り、 朝の 書翰 を 持 出し、 此 車なる べしと 云 ふ。 吾等うな づく。  r ゥ ヰリャ ムス」 

曰く、 此 事大 將と 余と 知る のみ、 他人に は 知らせす、 大 將も氽 も 心 誠に 甚ぶ。 ^^.m 

にて 米 利 堅 大將と 林大學 頭と、 米 利 堅 天下と 曰 本 天下との 事 を 約 屯す。 故に^に おの 

請 を諾し 難し。 少しく 待つべし、 遠から すして 米 利 堅人 は 日 木に 來り、 R 木 人 は 米 利 

堅に 至り 兩國 往來 する こと 同 固の 如くなる 近 を 開くべし。 其 時來 るべ し。 n: 五： 等比に 

止る こと 尙 三月すべし 只今？； 巡る に 非す と。 余 図て 問 ふ。 三月と は 八 r. バ よりか、 來 

月よりか r ゥ ヰリャ ムス」 指 を 屈し 對 へて a く、 來：： ：；； よりな り。 等；：： く、 吾れ 夜 

Si 中)？； 船に 來る こと は國 法の 禁 する 所な り、 八.' 還らば！： 人必す 吾等 を^せん、 勢？ るべ 
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からす。 「ゥ キリヤ ムス」 曰く、 夜に 乘 じて 還らば 國人 誰か 知る 者 あらん、 早く 還る 

べし、 此事を 下田の 大將黑 川嘉兵 知る か、 嘉兵 許す、 米 利 堅大將 連て ゆく、 嘉兵許 

さぬ、 米 利 堅大將 連て ゆかぬ。 余日く、 然 らば 吾等 舶 中に 留 るべ し。 大將 よ. 0 黑川 

嘉 兵へ 掛 合ひ旲 るべ し。 r ゥ ヰリャ ムス」 曰く、 左様に はな. 0 難し。 r ゥ ヰリャ ムス」 

反覆 初の いふ 所 を 云て 吾が 歸るを 促す。 吾等 計 巳に 違 ひ、 前に 乘棄 てた る 舟 は 心に か 

かり、 遂に 歸 るに 決す。 r ゥヰ リャム ス」 曰く、 君兩 刀を帶 るか。 曰く、 然. o.。 官に居 

るか。 曰く、 書生な り。 書生と は何ぞ や。 曰く、 書 を讀む 人な り。 人に 學問 を敎 ふる 

か。 曰く、 敎ふ。 兩親 あるか。 曰く、 兩人 共に 父母な し。 (此僞 一一 目 少しく 意 あり —— 原 

書 註) 江 戶を發 する こと 何 曰ぞ。 曰く、 三月 五日。 曾て 予を 知る か。 曰く、 知る。 撗 

濱 にて 知る か。 下田に て 知る か。 曰く、 撗濱 にても 下田 にても 知る。 r ゥヰ リャム ス」 

怪んで 曰く、 吾 は 知ら や、 米 利 堅へ 注き 何 をす る。 曰く、 擧問 をす ると。 時に 鐘 を 打 

つ、 凡そ 夷 舶中夜 は 時の 鐘 を 打つ、 余 曰く、 日本の 何時 ぞ。 「ゥ ヰリャ ムス」 指 を 屈し 

て此を 計る。 然れ ども 答詞詳 なら や (，此 鐘 は 七つ 時な. なべし！ ー 原書 註) 吾等 曰く、 


君 吾が 請 を 聽ャん ば 其 書翰 は 返すべし。 「ゥ ヰリャ ムス」！！！ く、  S てみ る、 iflill^ たり ^ 

と。 余、 廣 東人羅 森と 番き、 此 人に 遇せよ 云 ふ。 「ゥ ヰリャ ムス」 曰く、 遇て 何の 用 か 

ある、 且今 臥して 牀 にあり。 余 曰く、 來 年も來 るか。 曰く、 此 よ.. T は 年々 來る なり。 

余 曰く、 此 舶义來 るか。 曰く、 他の 舶来るな. 5 と。 歸 るに 臨み、 我等 舟 を 失 ひたり、 

舟 中 要具 を 置く、 棄 置けば 事發覺 せん、 如何せんと。 r ゥ ヰリャ ムス」 2 く、 我 傅 馬に 

て 君 等 を 送るべし。 船頭に 命じお けり。 所々 乘 行きて 君が 舟 を 尋ねよ と。 W て 一 拜し 

て 去る。 然るに 「バ ッテ イラ」 の 船頭 直に 海岸に 押 付け、 我等 を 上陸せ しむ。 因て 舟 

を 尋ねる こと を 得す。 上陸せ し 所 は 厳 石 茂樹の 中な り。 夜 は 暗し、 道 は 知れ や 犬に 困 

追す る 間に 夜 は 明けぬ。 海岸 を 見廻れ ども、 我 舟 見えす。 因て 相 謀って 曰く、  巳に 

至レ此 奈何と もす ベから す。 うろつく 間に 縛せられ て は、 見苦しと て 度に 柿 崎 村の^ 主 

へ往 つて 事を吿 ぐ。 遂に 下田 番所に 往き、 吏に 對し囚 奴と なる。 「ゥ ヰリャ ムス」 日本 

語 を 使 ひ、 誠に 早口に て 一 語 も 誤らす。 而 して 吾等の 言 ふ 所 は 解せ ざる 如き こと 多し 

蓋 し.堤が 狡！^！なら ん。 是を 以て 言 はんと 欲する こと 多く 言 ひ 得す。 


僕 事大 略 如 レ此。 畢党夷 船へ 乘 移る 際 少しく 狼狽す。 故に 我 舟 を 失 ふ。 若し 舟 を 失 

はや、 又 耍具を 携へ舶 に 登らば 後に 心が/ -.5 なく 舶 中へ 强て留 る こと を 得、 我 文書 等 

を 夷人に 示し、 又舶 中の 樣子を 見ん こと を 求め、 海外の 風聞な ど を 尊ぬ る 間に 夜 は 明 

くべ し。 夜明けば 白晝に は歸り 難しと 云って 一 曰留 らば 其內 には必 熟談 も 出來、 計自 

ら遂 ぐべ し。 假令事 遂げ やと も 夜に 至り 陸に 歸り、 急に 去らば か/ -る禍 敗に は 至らぬ 

なり。 其 事の 破れの 本 を 尊れば、 櫓く ひなき 計りに て かくな り ゆけ り。 因て 思 ふ、 左 

傳 某の 役の 敗 を 記して 驂 Z 挂而 止と やら あり。 大 軍の 敗 も か/ -る少 事に 因る ことなり。 

左 氏 知レ兵 故に 其 敍事甚 妙な り。 又 思 ふ、 漢李 廣從， 1 衞靑， 擊> 一 甸奴， 或 失 道。 靑欲ミ 上書 

報， 1 天子 失レ軍 曲折？ この 曲折と 云 ふこと 味 あり。 敗軍 すれば ー槪に 下手の 様に 云へ 

ども、 其 曲折 を 聞けば 必 據レ據 こと あるべし。 後人 紙上 論， 一英 雄 7 悲夫。 吾等の 後 

世 史氏必 書 云。 長 門 浪人 吉 E 寅 次郎、 溢 木 松 太郎、 謀 T 乘-ー 夷舶， 出 外ハ事 覺見レ 捕。 

寅 等好レ 奇無レ 術、 故 至レ此 と。 

溢 木 生 刀 を 舟 中に 遺せし を大 恥大憾 とす。 然れ ども 敗軍の 時 は 何も 心底に 任せぬ も お 


のな り。 洞 春 公、 東 照 公の 名將 にて さへ 大敗 軍に は 一騎し 給 ふこと も あり。 然れ ば！ ^ 

等の 事 も 強て 恥と する に 足ら や。 但 天命 を 得 や、 大事 成就せ ぬ は憾と 一： ムふ べし。 亦 何 

益の 護 を 免れぬ 所以な. 9。 

甲み 十 一 月 十三 日 野 山 獄中 錄之。 時 天 凌 S 飛。 硯池厘 凍 

二十 ー囘猛 士矩方 

下 ョ に匸； il^ 寺り し  . 

世の 人 はよ しあし こと、 言 はば 言へ 

賤が誠 は神ぞ 知る らん 

ペルリ 一 行の 關心は 只 切 角 結んだ 許りの 日米 條 約に 故障 を 来して はならない とい ふこと 

に 注がれて ゐた。 その 爲に松 陰が 百方 陳 辯し、 肝 膽を碎 いて 披瀝した 心 も 彼等に 容れら 

れ なかった。 黑 船に 近付き、 渐 やく 船に 引き上げられた 隨間、 若い 日 木の 魂 は 萬 の 波. 1 

の 彼方に ある 異境の 地 を 一歩 踏んだ 程に、 知的 渴 望に 躍って ゐ仁。 かう して 燃え 上らう と 

, ^た 近代的 精神 も. 次の 隨 問 に は 封建 日本の 重い 一!^ の 中へ も 一 度 m おこめられねば ならな 
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かった。 

數日經 つて、 米國 軍艦の 士官 數 人が 上陸 散歩して ゐ ると、 二人の 曰 本人が 獄舍に 捕 はれ 

てゐ ると いふ こと を 聞いた。 早速 行って 見る と、 それ は 翁の 米 艦に 来た 二人だった。 彼等 

は 別に 落膽 した 風 もな く、 泰然と して 運命に 任せて ゐる樣 な 風だった。 その 中の 一 人 は 一 

枚の 板に 字 を 書いて、 近付いた 軍艦の 外科 醫に 渡した。 それに はかう 書いて あった。 

「英雄 一度 其 志に 失敗せば、 彼の 行 爲は奸 賊强盜 の 行爲を 以て 目 せらる。 吾等 は 衆人 

の 自前に 於て 捕 へられ、 縛め られ、 而 して 久しく 暗然の 裡に 幽閉せられ たり。 村の 長 

老は 侮蔑 を 以て 吾等 を 遇し、 吾等 を 虐待す る こと 實； に 甚だしき を 極む。 

六十 餘州を 踏破す るの 自由 は、 吾等の 志を滿 足せし むる 能 はざる が 故に • 吾等 は 五 

大 洲を闺 遊. せんこと を 願へ. 9。 是れ 吾等が 宿 昔の 志願な りき。 吾等が 多年の 計 策 は 一 

朝に して 失敗せ り。 而 して 今や 吾等 は、 隙屋の 中に 禁錮せられ、 飲食、 休息、 座臥、 

睡眠 凡て 困難な り。 吾等 は 此の 囹圄 より 脫 する 能 はす。 泣かん か、 愚人の 如く、 笑 は 

んか、 惡漢の 如し。 . ^呼、 吾等 は 只だ默 して 已 まんの み。 


ィサ ギコ. I ダ  ^ 

7- 

クワン ス チマン ジ (all) 

萬 里 の 異 國 に 遊 ば う と す る 夢 が 破 れ て 、 痛 心 憤 の 狀 が よ く 現 は れ て ゐ る 。 

ぺ ルリ は 松 陰 等が 捕 はれて ゐる こと を 聞き、 救助の 途を 講じ やうと して 士官 を 上陸 させ 

たが、 その 時 は 一足 遠 ひで 松 陰 等が 江戸へ 送られた 後だった。 松 陰が 江戸へ 送られた の は 

四月 十 曰だった。 

江戶 では 松 陰の 師、 佐 久間象 山 も 旣に捕 はれて ゐた。 松陰は極カ^^山がこの事件に關係 

のない こと を證 明しょう としたが、 象 山が 松 陰に 送った 「送 吉田義 卿」 の 詩、 及び 「投夷 

書」 に 象 山が 添削した こと を證據 として 幕吏 は 象 山 を 謀議に 參 加した ものと した。 象 山 は 

寧ろ 海外 渡航の 必要な こと を 堂々 と 主張して、 幕吏の 迷妄 を ひらかう として、 少しも 自分 

のした こと を隱 さう としなかった。 そこで 同年の 九月 十八 日に は、 次の 様な^ 決 言 渡しが 

あった。 

松平大 臉 太夫 家来 杉 百合 之 4, ロヨ，，^ 

助 次男に て 厄介 致 S 候 浪人 .TB  e 舅^  rt^ 


其方 儀 近年 異國 船處々 へ 渡來致 候處、 元 主人 勤 中 養家 は兵學 師範の 家筋に 付^ 而長 

州 海防の 儀 を 苦心 致し 佐久間 修理 方へ 入門、 西洋 砲術 を も 修業 致し、 其 後 浪人の 身分 

に 相 成 候へば 兼て 御爲 筋の 儀を存 量、 且は舊 主の 恩義 も有レ 之、 旁々 非常の 功 を 可 立と 

心掛 候處、 去 夏 以来 異國之 軍艦 近海 へ 渡来 致 候 趣 及 A 承、 深 心痛の 餘. り 西洋 へ 渡り 國々 

の風敎 軍備 等 悉く 研究 可レ 致と：^ 理 とも 及，, 議論， 候處、 當 今の 形勢 彼 を 知る 事 急務に 

して 間諜 細 作 を 用 候 外 良策 無 之 候 得 共、 重き 御 國禁に 付 官許 は 有 之 間 敷、 自然 漂流の 

體 にて 致 成し、 事情探索の上立歸候はv^專ら御國の爲にも可，ー相成，旨申間、 兼ての 內 

存と 符合 致し 頻りに 西洋 周遊の、 念 差 起り、 去 秋 長 崎 表 へ 渡来の 魯西亞 船 へ 身 を 托す 歟、 

又は 漁船 を 雇 渡海 可， 致と 九州 筋 遊歴の 積に て 修理 方へ 暇 乞に 罷越 候處、 其 胸間 を 察し 

送別の 詩作 を 送る。 其 詩に 曰く、 

之 子 有 i 骨， 久 厭，, 驚 0 群, 振， 衣 萬 里 道  • 

心 事 未 レ語レ 人 雖 n 則 未， 語， 又 忖度 或 有レ因 

送レ行 出- -郭 門， 孤 鶴 撗， 1 秋 是， 環海 何茫 *  ^ 


五州 自 爲レ隣 周 流 究-形 勢, 一 見 超-一 百 聞,  ^ 

智 者 貴 レ投&  0 來 须レ 及レ辰 不レ 立- 1 非 常 功，  ^ 

身 後 誰能賓  一 

志 を 通じ 候に 付彌々 愤發 致し 長 崎 表へ 立 越 候 得 共、 一 且過帆後にて便を不得穴^^敷歸 

府 致し 候 後、 浦 賀表 へ 亞墨利 加 船 渡来、 神奈川 沖に 碇泊 罷在、 退 帆 可レ致 及レ承 志 を 

可 レ遂と 存じ、 竊に^ 木 松 太 郞事重 之 助 儀 も 同志に 候迎速 立横溪 村へ 罷越 候處、 修理 一 

主人 眞田信 濃 守應接 所警衞 被-仰 付， 修理 儀 も 人数に 加 はり 出張 致し 居候に 付、 通辩の 一 

爲め 漢文に て 認め 置 候 書翰 草稿に 添削 を 乞 ふ。 その 書翰に 曰く  (書翰 註 一 r 投夷 書」 一 

參照)  一 

重 之 助 共に 周旋 致し 候 得 共、 異 船へ 可 n 近寄， 手段 無レ 之、 其 内 下 m へ 相 廻.^ 候に 付 一 

一 

同所へ 罷越 夷人 上陸 を 見受、 書翰 並に 別 啓の 策 を 投じ 置き、 

此 時の 別 啓 許-一允 所 ーレ請 以下 を 左の 如く 改作す。  ： 

チ  ゾ -ァシ  ヲ  r 子  キ  -!  ラレへ  _K  ヨリス 

則 明 夜 人 定後發 = 脚 船 一 隻 一至 T 于姉崎 村海濱 無- 1 人.； ij^l 處ょ 見レ邀 -1 生 等？ 生 等固應 .1 ^ 


先約 到- 1 該地 1 相 待？ 切 祈 約 信無レ 違、 則 生 等 所， 望。 

夜中 窃に傳 馬 船 を 以て 重 之 助 一 同異 船へ 乘込 外國 同伴 相 賴候得 共、 承引 不レ致 被 = 送 

戾， 候 儀 共、 一途に 御 國の御 爲と存 仕 成 候 旨 申立 候 得 共、 右體 重き 御 國禁を 犯し 此段 

不屆に 付 父 杉 百合 之 助 へ 引渡 於， 一 在所, 蟄居 申 付る。 

嘉永七 年 甲 寅 九月 十八 曰 

松 陰と 金子 重輔は 十月 廿四 s を 以て 获に 送られ、 野 山の 獄に投 ぜられ た。 象 山 は；；^ 州 松 

代の 藩 地で 幽囚され た。 近代 日本の 黎明 を 目指して 飛躍の 志 を 同じく した 師弟 はかくして 

東西に 別れて 幽囚の 身と なった。 「奉^の 時、 官吏 滿座、 言發 すべから や。 一 拜 して 去る。 

今や 乃ち 地 を隔る 三百 里、 毎に 鶴 疾雁語 を 聞き、 俯仰 徘徊 自>ら 措く 能 はす。」 師弟の 心事 

はかくの 通りであった。 

(註 一) r 投！？ 書」 原文 は 漢文で あるが、 こ X にはス バルデ イングの 「日本 遠征 記」 (一八 五 五 年 紐 

育發 行) 中の 翻譯文 を揭げ る。 

「日本 江 戶のニ 書生、 ィ サギコ ー ダ、 クワン ス チマン ジ。 謹んで 此書を 高級 將校 若しくは 事務 支 6 

配せ 閣下に 呈し 候" 生 等 は 卑賤 小祿の 者に して 大官 高位の 人々 の 前に 出 づるを つる ものに 候。 7- 


生 等 は、 武器 も、 その 用法 も、 戰略 及び 訓練の 原則 も 知らず、 空しく Jf!^ 月 を 過して、 全く 無智 7 

昧 なる 者に 候。 生 等 少しく 歐 米の 習慣 知識 を 聞知 致し、 五大洲 を 周遊 せんと 欲する の 志 を 起し 候 J 

へと も、 我國の 航海の 禁止 は、 内國に 入らん とする 外 入 も、 外國に 渡らん とする 國人 も、 如何と 

もす る 能 はざる 嚴 法なる が 故、 生 等の 志望 は、 之が 爲に 阻礙 せられて、 只 だ 空しく 胸裡を 來往す 

るの みに 候。 生 等の 足 は 束縛 せられて 自由なる 能 はず、 口 また 志望 を 語る を 得ず 候。 

斯の 如き もの 多年、 今 幸に 資國 軍艦の 來て我 海上に 碇舶 する に會 し、 H?ft 國將 校の 他に 對 する 

親切 同情の 深き を 知り、 鼓に 宿 昔の 志望 復た 勃々 として 押 ふべ からざる に 至り 申 候。 是に 於て 生 

等 は 一 計を躉 して、 之が 實行を 決心 致し 候。 卽 ち祕密 に貴國 軍艦に 搭乘 し、 海を航 して 五大洲 を 

旅行す る ことに 候。 是れ 我が 國法を 犯す ものに 候へ ども、 敢て 決行 致さん と存 候" 何卒 此の 懇願 

を 一笑に 附し 去るな く、 生 等 をして 志望 を實 行す る を 得しめ 被 下 度 切に 奉 願 候。 若し 吾等の 力に 

て 動むべき 事 あらば 何事たり とも 御 命令に 從ひ、 相 勤め 可 申 候。 

跛 者の 歩 者 を 見、 歩 者の 乘者を 見る 時、 之 を 羡み之 を 望まざる を 得ざる 同じく、 生 等 一生の 間 

東西 三十 度、 南北 二十 五 度の 外に 出 づる能 はざる もの は、 諸君の 長 風に 篤し、 大濤を 跪え、 電光 

の 速力 を 以て 五大洲 を 巡行す る を 見る 時 は、 跛 者の 歩む を 得、 步者乘 る を るの 機 會に遭 逢した 

るの 感有之 候。 

事務 支配の 權を 有せら る- - 閣下が、 抂げて 此の 嘆願 を聽 許せら れんこと を 懇^ 致 候 t 我が 國法 


は 未だ 禁止 を 解かざる 故、 若し 此事 探知 せら るれば、 生 等 は、 逃る X に 地な く、 必ず 捕 へられて 

極刑に 處 せらるべく、 斯の 如き は、 同情 厚き 諸君の 胸 を 痛ましむべき こと. f 存じ 候へば、 何卒 是 

非 外國に 連れ去り 被 下 度 奉 願 候。 

生 等 は 諸君が 此の 熱願 を 容れら るべき こと、 及び 生 等の 生命に 危險の 來るを 避く る爲 め、 出帆 

の 時まで 生 等 を隱匿 せらるべき こと を 信じ 居候。 他日 生 等の 歸朝 する 時には、 最早 過去の こと は 

深く 尋究 せらる- - なかる べしと 存候。 言 ふ 所 拙に して 盡さ ずと 雖も、 生 等の 願望 は 甚だ 熱心に 候 

諸君が 生 等の 懇願に 疑念 を 挿 まる， i」 となく、 また 反對 せらる X ことなく、 切なる 同情 を 以て 生 

等に 臨まれん こと を 切に 望み 申 候。 

四月 十一 日 

別簡 は、 生 等の 切なる 懇願 を 表 はす ものに 候。 生 等 は橫濱 沖に 於て 夜間 漁 舟に よりて、 此の 懇 

願 を 諸君に 致さん とし、 屢々 試みし も、 警羅の 甚だ 嚴 なりし が爲 め、 終に 之 を 果すを 傅ず 甚だ 殘 

念に 御座 候。 貴國 軍艦 當 地に 來る こと を 聞知 致 候 故、 待たん が爲 めに 此處 に來り 候。 小舟に より 

て 沖に 出 でんと して また 果すを 得ず 候。 諸君が 御 承知 被 下 こと を 信じ、 生 等 は 明 晚人靜 まりて 後 

小舟に 乘 りて 柿 崎の ji 岸に 近き、 人家な き 所に 在る ベければ、 何卒 來て、 生 等の 志願 を 遂げし め 

被 下 度 奉 切望 候"  +  W 


四月 廿 五日  お 

f 註 二) 前 同書、 ィサギ コしタ は 金子 重 輔の變 名、 市 木 公太、 クワン ス チマン ジは士  松 陰の 變名 

中 萬 二  (クヮ ノウ チマ シジ) の誤譯 である U 


五、 野 山の 獄 

S 廢錮の 入 

萬 里 鵬程 を驅 るの 夢 は 空しく 破れて、 松 陰 は 荻 郊外 野 山の 獄に 幽囚の 身と なった。 幕府 

の 判決 は 比較的 寛大で、 父に 引渡し 蟄居 申 付ける とい ふので あつたが、 封建 道德に 忠實な 

父 は、 進んで 藩獄に 禁錮 を 申出た ので ある。 松 陰 は 十月 國に 送られてから、 翌 三年 十二月 

迄 一 年 餘りを 野 山の 獄で 送った。 下田で 捕 はれて 以来の 年月 を 合すれば 一 年 八 ヶ月 程で あ 

る 0 

この 禁獄 生活 は 松 陰の 生涯に 取って 一 つの 轉換 期と なった。 貧乏 士族の 家に 生れ、 具に 

生活の 辛酸 を甜. めた 松 陰 は、 今や 獄中 生活に 於て、 人生の どん底 を 味った。 生来 人間性の 

豐 かな 松 陰の 資質 は、 この 生活に よって 益々 ヒュウ マー 一 ティに 透徹したの である。 これが 

又後來 彼の 思想 を 一 層ラヂ カルに 發展 させる 原因に もな つて ゐる。 

松 陰 は 且て兵 寧と 經學 との 間に 立って、 その 取 拾に 惱ん だ。 然し その 何れに も 進み 得な ム 


い 間に、 時勢の 急轉は その 二つ共 放擲して、 乾坤一擲の 雄圖を 起させた。 その 劃策 も 一敗 ^ 

地に 塗れて、 人 マ や 獄窓に 無心の 月 を 仰ぐ こと 、 なった ので ある。 

松 陰の 燃える 様な 人生への 熱愛 は、 これによ つて 少しも 衰 へなかった。 彼 は そこで 二十 

一 囘猛士 の說を 立てた。 或 夜 夢に 神人が 現 はれて、 一 一十 一 囘猛士 と 書いた 文 を 彼に 示した 

とい ふの がその 謂れで ある。 彼 はこれ 迄 Sf; 猛心を 起した ことが 三囘 ある。 一は 脫藩、 一は 

ペルリ 渡航の 時の 藩主への 上書、 一は 下田 渡航で ある。 そこで 二十 一 囘猛セ はもう 十八 囘 

の 奮起の 機 會を淺 して ゐる。 彼 は 夢 を この 樣に 解釋 して、 自己 を 鞭 縫した。 それ 以來 二十 

一 囘猛士 の 名 を 用 ひた。 

然し 前途の 見 透し のない 牢舍 生活 は、 彼の 方針に も 一 變を來 さざる を 得ない。 彼 は， n ら 

廢錮の 人と 稱し、 一切 天下 國家を 口にす まいと 誓った。 彼の 兄 や 叔父 は 大に書 を 請んで 歴 

史の 著述で もす る こと をす、 め、 彼 も その 氣 になった。 そこで 猿 中の 猛烈な 勉強が 始まつ 

た。 十 一 月 兄から 松 陰に 與 へ た 手紙に、 

「二十 一 囘之猛 を 以て 彼の 二十 一 代之史 を歷觀 し、 治亂 興亡の 然る 所以 を 胸中に 蓄へ 


. 有用の 大 著述 あらん こと を、 M く史 馬子 く獄に 在り、 史 記を輯 す、 汝亦 傚へ よ。」 

と 言って ゐる。 彼が 如何に 猛烈に 勉强 しゃう としたか は、 翌月の 兄からの 手紙に 明らかで 

ある。 (此の頃 松 陰の 手紙 はなく、 多く 兄の 手紙への 附註 となって ゐる) 

「來 春より 讀 書の 課 を 立てられ 候 儀、 宜敷御 事と 存候。 扭 一年 千卷、 一 曰 三卷餘 りと 

は些と 算用 遠 ひなるべし、 一日 貳卷七 分 七厘に 相當り 候 かの 樣と有 之 候。 盤な き 故 

か、 る 違 ひ 可 有 之御尤 也。 讀 書の 內 にも 算盤 入り 候 事 も 時として は 可 有 之に 付 入り 候 

は、 小さき 分 送るべき か。」 (十二月 gl 日 兄より) 

松 陰 は 獄中の 月日 を 有効に 利用す る 爲に來 年度からの 讀 書の 計 畫を 立てた の だ。 勿論 當 

時の 獄舍 は讀 書の 制限 もなければ、 種^の 制限 もない。 只 獄吏に 賄路を 送る ことによって 

文書 も 書籍 も 自由に 出し入れ 出來 るので ある。 

松 陰 は 後に 机 迄 自宅から 運ばせて ゐる。 

この 獄中 生活で 讀んだ 書 は 次の 通りで、 下田 遊學 時代に 次いで 多量に 上った。 

會澤 安の 草 偃 和 言 (故實 書) 同廸 i: 編、 史 徵、. 延喜 式、 唐詩 選、 三體 詩、 詩 題苑、 " 


詩 格 律髓、 入蜀 記、 宋詩淸 記、 轤軒 書目、 政 記、 齋藤竹 党の 藩史、 吴齋の 洋史紀 略、 W 

赤 水の ョ本 圖、 和漢 合述、 論萬國 形勢 書、 海 國圖識 (淸魏 ：tte;) 子 平の 舆地全 II、  ^ 

作 省 吾の 坤舆 圖識、 佗 山 之 石、 易經 講義、 武傳 林、 輿 岡 坤識增 補、 唐宋八 大家 文、 文 

章 軌範、 夷 匪 犯 境錄、 海 島 逸談、 奉 使 曰 本 紀行、 令篛 解、 太平 年表、 夢の 城、 靖献逍 

言、 白 石の 五 事 略、 同 折. り 焚く 柴の 記、 同藩 翰譜、 含英、 王 食 州 詩 IT 常 陸帶、 新 論 

同 追附、 籌海 私議、 聖武 記、 武鑑、 栗 山の 保建大 記、 二十 一史、 通鑑、 杉 E 成 卿の 地 

擧 正宗、 溫 古記、 陰德 記、 吉田語 (以上 三册長 州藩史 ：} 中興 鑑言、 米顚 書、 千 字 文、 

西 成宮醴 泉銘、 箕作阮 甫の八 終 通 誌 (萬國 地理 書) 

一 年 千 冊の 豫言 通りに は 行かなかった が、 不自由な 獄中 生活と して は 焚に よく 読んで ゐ 

る。 松 陰の 志望 は 益々 大きく、 却々 計畫 通り 進まぬ ので 「日 は 短 かし、 天下の 誉 は 多く、 

獄中 寸暇 もな く 困り-中 候」 (安政元^^^十ニ1:«廿 一 日) とい ふ 嘆を發 する 程であった。 

松 陰の こ ゥ での 讀書は 主として 歴史に 關 する ものが 多い。 これ は 松 陰が 歷史 に關 する 著 

述を心 懸けて ゐ たが 爲 である。 松 陰 は 歴史に 於て 最も 實用 的な 學問 的愤 を 認めて ゐた。 
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之 は 社 會的變 革の 時期に 於て、 その 變 革の 理論 を 把握した いとい ふ 切 實な耍 求から 來てゐ 

るので ある。 彼 は且て 金子 重 輔に學 問の 耍領を 問 はれた 時に こう 答へ た。 「地 を 離れて 人 無 

く、 人 を 離れて 事無く、 故に 人事 を 論ぜん と 欲せば 地理 を 見るべし。」 (「金子 赏輔行 狀」) 彼 

の 關心は ns; 體 的な 人間 生活 人間の 歷史 にあった。 彼の 兵學 研究の 中心 もこ にあった ので 

ある。 今 系統的な 著述 をし やうと する に當 つて、 歷史を 目指した の も 偶然で はない。 彼が 

求めて ゐ るの は 漠然 乍ら、 社 食の 變遷 についての 理論で ある。 彼 はこの 點で象 山 や 橫井小 

楠と も 多少 意見 を 異にした。 蓋し 象 山 や 小 楠 は 常に 基礎的な 學問 として 經學の 必要な こと 

を說 いた。 松 陰 も 根本的に はこれ を 認めた けれ 共、 經學は 稍 も すれば 空談 議に 終り、 具體 

的な 行動に 役立たない と 言 ふので ある。 常に 常 面の 政治問題に 熱中して ゐる 彼と して は そ 

の點 が不滿 であった。 松 陰 は 安政 一 一年の 正月に この 點を 兄と 議論して ゐる。 

一、 不 I 通ニ經 11 道 を 見る こと 分明なら す、 平生 忠孝 節義と 罵れ 共、 大 節に 臨んで 保し 

難し。」 (以上 は 兄の 意見、 以下 松 陰の 意見 …… 筆者) 寅 は 謂ら く、 道 は 見得て 分明、 

踐 得て 眞 切ならん こと を 要す、 分明と 眞 切と は經書 を讀 むと 不讀 とに あらす。 平常の 


工夫 覺悟 にあり、 必死 生の 途に 於て 分 毫も 惑 ふ 所な くば、 其 大略 を 得べ し、 突 此に於 

て 見得て 分明、 敢て 古人に 恥ぢ す。 や 靖献遣 言 や 外史 …… (原文 缺字) (此問 見る 所 

に 就て 言 ふ。 —— 原書 註) を 見る に 付ても 愈 益 激昂。 

、 不レ 通， ー經 術, 不, 能斷， 一難 レ斷之 事： 人間に は 難しき 事 ある もの 也、 …… (原文 缺字以 

下 同じ) 南北朝 叉 神器の 論、 叉 北 條ゃ尊 氏の 譜代の …… の處 置、 叉異國 にても 歷 代の 

纂讓、 三國の …… 其 外 色々 あり」 (以上 兄の 言、 以下 松 陰 …… 筆者) 寅 は 謂ら く、 春 

秋は不 レ可レ 不レ讀 其 以下 歷 代の 史 を展觀 し、 難 レ斷所 は 古人の 衆論 を 以て 己が 工夫 を 加 

へば 人間の 大義 自ら 明な らん。 叉經 書を讀 むに 勝らん か、 叉 經學と 言に も 和漢 色々 あ 

り、 古今の 衆說 を湊會 折衷して 或は 考據 をな し、 或は 援引 をな して、 の說を 立る 

ものな り。 又 純一 に 宋學を 尊 奉し、 理ゃ、 性 や、 氣ゃ、 心 や、 天 や、 太 極 や、 …… 

や、 陰陽 やの 事 を、 根 を 尋ね、 葉 を 拾 ひ 精 研す る も、 …… 又 大義の ある 所 を專に 論じ 

春秋 を 主と し、 又 三禮等 …… め、 經濟 有用 學を なす も 亦經術 也、 高說 …… か. 9 ありて 

其 詳を言 はす、 其 言簡奧 如， 一 寅 等， 願 更に 其 詳說を 得た し、 全體歷 史家 者と 言へば 重み 


がな く、 經學 者と 言へば 高大なる 故 兎角 經 if- 經學と 言 ふ惡習 あり、 是は 偽作な り、 

可レ惡 也、 凡そ 學 問と 言 ふ は 手 博き ことにて、 寅自 顧， 1 才力, 中々 博 學と云 (令に は數經 

に 通 やる を博舉 と 云 ふ、 是亦其 意 也 -— 原書 註). こと は 迚も 出來 難し。 先 歷史學 とか 

朱子學 とか、 春秋 か、 書經 か、 易 か (漢 の世專 問の 擧 あり、 寅 云 ふに 眞に精 研 せんと 

思 はば、 皤 首に 至る とも、 一 經かニ 經の外 は迎も 及び難し) 根本と なる 所 を 定めねば 

不 -1 相成レ あれ もやり かけ、 これ もかぢ りく さしに て は 頓と頭 張. 0  くさし、 帶には 短し 

手拭に は 長し、 ふんどしに する は 惜し、 仕樣の なき 代物と 可 相 成 候、 御 教示 奉レ待 候」 

(安政 一 一年 正月、 兄に 送る)  ， 

松 陰が 當 時の 儒者の 如く、 陽 明學、 もしくは 朱 子 學のー つに よって、 其說を 立てな かつ 

たの はこれ による。 然し 松 陰の この 切 實な耍 求 は、 當 時の 曰 本の 歷 史的 發展 段階、 精神的 

成長の 段階で は、 遂げら るべ くもない 希望であった。 日本の 近代 社 sll は、 まだ その 充分な 

. 物質的、 精神的 基礎 を 持たなかった。 明治の 變革 がその 精神的 內容に 於て 缺 けて ゐ たの は 

こ ， に 基く ので ある。 さう して それ は 松 陰に 於ても 不充分に 見捨てられた 儘に なった ので ：！^ 


ある。  ； 

^獄中 敎育 

野 山の 獄に 下って 以来 松 陰 は 自分の 勉學の 傍 同囚の 人々 に f やえ ゃ敎 を 施した。 松險の 

獄中 敎 育に は、 彼の 熱烈な 人間的 精神、 人間愛の 精神が 溢れて ゐる。 松 陰の ラヂ カルな 姝 

王 論、 攘夷論の 背後に は、 この 豐 かな 人間的 精神、 人 問 的 愛情が あつたの である。 これが 

維新 變 革の 奥底に 横た はる 進歩的、 開明 的精祌 をな した。 

彼 は 下田 事件 以来、 社會の 最も 下層に ある 人達、 或は 人 外の 生.. をして ゐる獄 巾の 罪 

人に、 却って 美しい 人間的 ^神の 閃きが あるの を 認めた。 彼 は 下 S の假牢 にある 時、 獄吏 

に對 して 滔々 と 自分の 行動、 信念 を說 いて 聞かせた。 「獄扠 蟹 爾と雖 も 人心 ある もの、 淚を 

揮て 吾輩の 心事 を 悲しまざる ものな し」 (「囘 顳錄」 ) とい ふ 風で、 松 陰の 熱烈な 精祌は あら ゆ 

る 人間 を 動かす 力 を 持って ゐた。 下田から 江戶 への 押送の 途中 も 之を績 けたが、 外 昆威を 

張る 役人 達が 橫 柄に 構へ てゐ るに 反して、 人足 は 却って 「年少 氣カ ある もの、 余が 話 を 聞 


いて 大に奮 勵の色 あり」 とい ふ 風だった。 

江 戶傳馬 町の 獄以來 彼 は 獄中の 罪囚が 決して 根本からの 惡人 でない の を 知った。 只獄舍 

の 制度が 益々 彼等 を惡 くす るので ある。 彼 は 赤誠 を披 派して 彼等 を 導く ことにより、 之 を 

善導す る ことが 出来る の を 信じた。 彼 は 野 山の 獄に 移って 以来、 あらゆる 機會を 利用して 

この 努力 を糗 けた。 松 陰が 囚人 を 導いた 方法 は 頗る 面白い。 彼 は 同 囚の中 ま づ富永 有 隣が 

書道が 達者な こと、 吉村善 作が 俳句 を 作る こと 知って、 この 人達の それく 得意な 藝を發 

揮させる こと を考 へた。 そこで 俳句 を學 びたい もの は 俳句、 書を學 びたい もの は 書と いふ 

腐に、 松 陰 はこの 二人 を 助手に 使った ので ある。 松 陰 自身 は 詩 や 文擧を 講じた。 「此 三種の 

內な にか を學び 申さぬ 人 迚は無 之、 且 孰れ も 出精の 趣な り、 此勢 にて 三 五 年 を 過ぎ 候 は，. A 

必す 大に觀 るべき もの 可, 有レ 之と 相互に 喜び 居. 0 候」 (安政 二 年 八月 廿 六日、 兄に 贈る )0 

この 努力 は 忽ち 効 を 奏して、 rs^ して 見込に 不遠 獄中 益 々文教 興隆 仕 候」 とい ふ 風に なつ 

た。 且ては 野 山の 獄も、 獄吏に 賄路を 贈って 酒 を 取り寄せ、 之 を飮み 耽り、 或は t 談で曰 

を暮し I」 ゐ たのが 今では 面目 一 新して、 日夜 經を說 き 書を購 する 聲が 聞え る樣 になった。 ； 5 


終に は 司 獄福出 I 助 も 之に 感じ、 獄中に 燈火 をつ けて 藝の 便宜 を 計に a リ i 

の敎を 受ける に 至った。 

松 陰が 富永有隣 に與 へた 手紙に は、 此 間の 彼の 細かい 苦心が 示されて ゐる。 

「小生 心 sf? 野 山 墨 中舉問 起り 立ち、 無事 8 にして 彌. i 道 S み 度存 

念の 外 籠も 無 御座 候。 I まと 被 仰 候 はば  一口 も 無 之 候へ-共、 是に付 少し にても 

身の 勝手に 仕 候 事 は 無 之、 私の 取 計 仕 候 事 も 無 之、 一統の ため 學問 興隆の 爲 のみの. ゆ 

計の 積に 御座 候。 申に 及ばぬ 事に 御座 候へ 共、 少し 思 召 も 如何に 存候事 有 之 推して 巾 

上げ 候。 若し 小生 心得 違 ひ 御座 候ば 御 敎導奉 仰 候。 叉 福 も 年少に 候へ 共 K によき 心懸 

の ものに て 獄中に 文學 流行 I 喜. び 居候 趣に 被存 候。 今ョ 初の 所 I に 月が 側の 鹿の 

木 きんに 相違 有 之 間 布 候 (此所 原文 豪 不明 .：： 筆者) 先 は 貴 慮 相 伺 度 如 此に御 囊。」 

(安政 二 年 八月) 

彼 は 同 囚に對 して かくの 如く 謙讓 に、 かくの 如く 親切に 出て ゐる。 この 熱誠に あらゆる 

人が 動かされ るので ある。 富 永 有 隣は 後に I の 努力に よって 出獄し、 松 陰の 同志に なつ 


てお 下 村 塾の 仕事に 參加 する 樣 になった a 

松 陰 はこの 獄中 敎 育の 經 験に 基づいて、 野 山 在 獄中に 「福 堂 策」 とい ふ 一 文 を 作り、 0 

舍 生活の 改善 を 論じて ゐ る。， 1 堂と は 元 魏の孝 文が 罪人 を 獄に繁 ぎ、 苦しませる 事に よつ 

て 善に 向 はせ ると いふの で 福 堂と 名付けた のによ る。 松 陰 は 之に 反對し て 言 ふ。 

「余獄 に 在る こと 久し。 親しく 囚徒の 情 態を觀 察する に、 久しく 獄に 在りて 惡 術をェ 

む もの ある も、 善 思 を 生やる 者 を 見す、 然 らば 滯囚は 決して 善 治に 非 や。 故に 曰く 小 

人 閑居して 不善 を爲 すと、 誠なる かな。 但し 是れは 獄中 敎 なきもの を 以て 云 ふの み。 

若し 敎 ある 時 は何ぞ それ 善 思 を 生ぜざる を 憂 へん や。」 (「福 堂 策」 上) 

彼の 獄舍 改善 案 は アメリカの 獄舍 制度 を範と して ゐる。 

「曾て 米 利 堅の 制 を 見し に、 往昔 は 一 たび 獄に 入れば 多く は其惡 益々 甚 しかりし が 

近時 は 善書 ありて 敎導 する 故に 獄に 入る 時 は 更に 轉 じて 善人に なると 云 ふ。 如是して 

始めて 福 堂と 諝ふ べし」 (同上) 

改善の 具 體案は 次の 通りで ある。  お 


、 新に 一 大 牢獄 を？ > "し、 諸士罪 ありて 遠，： ：3 せらるべき もの &び 親類 始末に 逢 ひて 遠， お « 

せらるべき 者 は先づ 悉く 玆に 入る。 其內志 あり 學 ある^ 一  人 を 長と す。  一 

、 三年 を 一 限と す、 凡その 囚徒 皆 出牢を 許す、 位 罪惡改 むる ことなき もの は 更に 三年 一 

を 滞らす。 遂に 改心な きものに して 後庶 人に 下し、 遠，： 15 に 菜つ (尤兇 頑 の^し き^は 一 

三年の 限に 至る を 待た す、 是れを 遠島に 棄っ。 れル： 長の 建 内 を 主と し、 更に 撿-玻 . 

を 加 ふ。 

、 長 以下、 數人 の宫員 を 設けざる こと を 得す。 是れ獄 長の 建白に 1^ やべ し。 i て 獄中 一 

の 事 は 長に 委任し、 長 私曲 あり、 或は 獄中 治まらざる 時 は專ら 長を責 む。 

、 獄中に ては讀 書、 寫字、 諸種の 學藝等 を 以て 葉と す。  一 

、 番人 は 獄中の 人數 多少に 應じ、 五六 名 を 設けざる を 得 や。 而 して 其 怠惰 放肆の 風 を ； 

厳禁し、 方正 謹 飭の者 を 用 ふべ し。 * 人 は 組の 者 を 用 ひ、 番人の 長 は 士を用 ふべ し。 一 

、 飲食の 事 は 郡 夫に 命じ、 別に 日々 監司 (後れ 附の 類) を 出し 監せ しむべし。 獄巾錢 

鈔を 儲へ、 恣に物 を 買 ふこと を 厳禁し、 各人の 仕送り 銀 は^ 人中 一 人 を 定め、 是れを 一 


司らし む。 (卽今 野 山 獄の肝 煎の 如し〕 

一、 獄中 斷 じて 酒 を 用 ふること を 許さ や、 酒 は 損 ありて 益な し。 

1、 隔ョ 或は 兩三曰 隔て、 御徒 士目附 を 廻し、 月に 兩 三度 は 御 目附の 廻り も あるべし。 

廻りの 時 は 獄中の 陳 中る 所 を詳聽 すべき は 勿論な り。 

1、 謦者は 毎月 三 四 度 姬 すべし、 若し 急病 あれば 願 出 次第 醫 をして 来診せ しむべし。 附 

人の こと、 湯水の こと、 江戶 獄中の 制に 倣 ふ を 可な- 5 とす。 

1 、 獄中 畫 一 の 制 を 作り、 板に 書して 楣に揭 ぐべ し。 

以上、 今 03 の 制度から 見れば 問題で はない が、 これ は 野 山獄の 改善 案で あり、 當時 にあ 

つて は實に 破天荒の 改革 策であった。 然して その 精神に 於て は、 深い 人間愛 に基づいてる 

る 事、 積極的に 人の 長所 を 見出し、 之 を 鼓舞す るに 熱心な こと、 八 マ 3 の 進んだ 敎育論 も 之 

以上に 出る もの はない と 言 ひ 得る 程で ある。 橋 本 左內又 安政 大獄に 座して 獄 にあった 時、 

獄制 改革 論 を 草した、」 松 陰 を 之 を 聞いて 非常に 同感した。 先覺 者の 氣持は 皆 共通だった の 

である。 「福 堂 策」 (下) に 言 ふ。 


政を爲 すの 耍は、 人々 をして 鼓舞 作興して 各々 自ら 淬勵 せし むる に 在り。 若し それ 》；5 

をして 法度の 外に 自暴自棄 せしめば 善く 政を爲 すと 謂 ふべ からす。 …… 

余 常に 近世 士道の 衰頹 を嘆ぜ り、 囚と爲 つて 以来 益々 罪人と 居り、 又 在，： 人の 情 態 

を 聞く に、 大抵 自暴自棄して、 放縦 自ら 處り、 士道 都て 忘る、 に 至る。 然れ 共、 人 断 

の 性な き はなし、 斯の性 あれば 斯の情 あり、 斯の 性情 ありて、 而も：！！^自架するは、 豈 

其の 甘ん する 所な らん や。 誠に 萎靡 壞敗 自ら 奮 ふこと 能 はざる に 座す るな り、 然れど 

も 人必謂 はん、 彼 輩 罪 あり 故に 廢す、 何ぞ又 更に 起して 用 ふるに 堪ん やと、 余 窃に以 

て然ら やとす。 夫れ は 罪 は 事に ありて 人に 在らす、 一 事の I 非、 何 ぞ遽に 全人の 川を赎 

する こと を 得ん や、 況んゃ 其の 罪 已に悔 ゆ、 固ょ.i^全人に復することを5^るをゃ。 罪 

はな ほ疾の 如き か、 目に 盲す る 者、 固より 耳、 鼻に 害な し。 頭に 瘡 ある 者、 固より 手 

足に 害な し。 一 處の 失、 何ぞ 全身の 用を廢 する に 足らん や、 其の 一 處に疾 みて、 全身 

從 つて 廢 する 者 は 心 疾是れ のみ。 而 して 心疾豈 人々 に是れ あらん や。 に 醜し、 色に 

耽り、 貨を 貪り、 カを恃 むは 世の 所謂 大罪な り、 而も 余 は 則 謂へ らく、  一  is;- の にし 


て、 未だ 其の 全人の 用を廢 する に 足ら やと。 叉是れ を禽獸 草木の 人に 於け るに 譬ふ。 

牛馬 言語せ やと 雖も、 載すべし、 耕すべし、 草木 行 走せ すと 雖、 楝梁 とすべし、 屋席 

とすべし、 今や 人 一 罪 ありと 雖、 何ぞ遽 に禽獸 草木に 劣らん や、 耍は是 れを用 ふる 如 

何に あるの み。 有罪の 人 固より 平時に 用 ふべ からすと 雖、 是れを 兵戰の 場に 用 ふる は 

其の 用 を 得と 謂 ふべ し、 漢時七 科の 謫を發 して 兵と せし も、 其 意 盖亦斯 の 如し。 是れ 

余が 人 を 鼓舞 作興す るの 一 處置 にして、 福 堂 策に 附錄 する 所以な り。」 (「福 堂 策」 下) 

吾々 はこの 中に 脈々 た る 人？ i 的 解放の 精祌を 見る ことが 出来る。 「罪 は 事に 在りて 人に 在 

らす」 「一事の 罪に して 未だ 其 全人の 用を廢 する に 足らす」 とい ふ 精神が それで ある。 人間 

外の 生活 を 強ら れてゐ る 罪 囚に對 する この 解放 的 思想 は、 纏て 封建 制の 身分 的 階級 的 制限 

からの 人間的 解放に 進む 可能性 を 持って ゐる。 松 陰の か、 る 精神 は旣に 東北 旅行の 際、 佐 

渡の 地底 數百尺 下に 働く 勞働 者に 對 する 同情と なり、 東北の 諸 藩の 農民に 對 する 同情と な 

つて 現れた。 この 人間的 解放が 維新 變 革の 精神的 內容 であった ので あり、 それ は 明治 政府 

によって 不充分 乍ら も 遂行され たので ある。  12 


安 IK 三年、 野 山 獄中の 俳句 並に 鲞 
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直，^ 郞の 三人 力 藩の 許可 を 受けて 留舉 しゃう とし、 連署で 願書 を 出した ことがあった。 こ 

れには 勿論 松 陰 も その 議に與 つて ゐ たので ある。 桂な ど は 適切り 許可が 降，. る ものと 思つ 

て 旅行 用の 素 襖 迄 跳へ て 待って ゐた。 それ も不 許可に なって しまったの である。 幕府 も 許 

さす、 藩 も 許可 しないと すれば、 密航の 外 はない と 言って 松 陰 は 自分の 立場 を 明らかにし 

てゐ る， - 

松 陰が 國 事に 思 を斷 つて 勉學 に專 心し やうと した 決意 は永續 きしなかった。 彼 は 安政 元 

年の 暮に は、 旣に 兄への 手紙の 中に 「思 ふまい と 思っても 又 思 ひ、 云 ふまい と 云 ふても 又 

云 ふ もの は 國.： 天下の 事な り」 と 言 譯し 乍ら、 其 後の 情勢に ついて 自分の 意見 を 述べて ゐ 

る。 政治的 情勢の 切迫 は、 獄中の 检 陰に 對 しても 沈思 勉學に 耽る こと を it さなかった。 

當時旣 に英、 -魯、 米、 蘭 等に 交易 關係を 開き 下田、 函 館で 交易が 行 はれる ことにな つて 

ゐた。 これに 對 する 松 陰の 考へ は、 まだ 通商の 何たる か を 知らす、 封建的 自給自足 經濟の 

觀 念から 一 歩 も 出て ゐ ない。 

「熟々 考 ふるに 防 長に 生やる 衣食 は 防 長 人 衣食し、 日本に 生やる 衣 ば 日本人 衣食す ； 5 


初より 不用の 品の 外 國に棄 つべき なし。 御 常 代に なりても 諧國 より. 多く 互市に 來れと 

も外國 無用の 品 を 得て 我國 有用の 寶を失 はん は 不便 (且は 耶蘇の 殿禁) なる^ 故、 ゆ：！ 

禁 絶に 相 成、 唐、 紅毛 も 船 額、 銀 額 等 を 追々 減ぜられ 候 事共 也。 然るに 近 比义. 何な 

る 故に 哉、 華 盛頓、 英吉利、 魯西亞 等の 互市 を 免許に 相 成た る 趣、 後年 必ゃ吾 國の財 

用 乏缺に 至るべし。 此事 往古の 事 を 以て 來 今の 事 察すべし ピ (安政 元年 十二月、 兄へ 

の 手紙) 

象 山の 門人と して、 西洋の 事情に 比較的 通じた 松 陰に して かくの 通りで ある。 一般の 進 

歩 的 思想家 もこ の 範圍を 出な か つた。 

松 陰 は 安政 二 年 野 山 獄中で 「獄舍 問答」 と稱 する 小 著 を 著して ゐる。 松 陰が ！！：囚 と 口に 

任せて 問答した こと を 筆に 任せて 書いて おいた とい ふので あるが、 その 巾に 彼の 外交問題 

內政 問題に 對 する 當 時の 考 へが 纏めて ある。 それによ る 彼の 考へは 他の 一般 搞夷 { 永と 大分 

違って るる 所 も ある。 彼の 思想 は當時 未だ 討幕に 迄 進んで ゐ なかった。 對外 問題に 於て は 

1 旦交涉 を 開いた 今日、 濫に 之と 干戈 を 交 ふる 譯には 行かない。 彼の 主張 は 寧ろ 「砲 を^ 
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して 錢 とし、 彈を錄 して！！ となす」 とい ふ 極端な ものだった。 卽ち 現在の 急務 は 内政の 改 

善であって、 「民生 を 厚く し、 民心 を 正しくし、 民 をして 生 を 養 ひ 死に 喪して 憾 なく、 上 を 

親しみ 長に 死して 背く ことなから しめむ より 先なる はなし。 是れを 努めす して、 砲と 云 ひ 

艦と 云 ふと も、 砲艦 まだなら やして 疲弊 之に 隨ひ、 民心 是れに 背く、 策是れょ..^失なるは 

なし」 とい ふの が 彼の 主張で ある。 蓋し 當時 封建制度 崩 壌の 危機 は 刻々 迫って 居り、 內政 

の 破綻 は 至る所に 現 はれて ゐた。 この 實狀を 知って ゐる松 陰が こ、 に 思 ひ 及んだ の は當然 

である。 その 頃旣に 百姓 ー投は 非常な 勢で 擴 がって ゐた。 それにつ いて 松 陰 は 言 ふ。 

「百姓一揆の 如き は、 連年 背虚の 致す 所に して、 觸る、 所 ありて 發す、 亦 自ら 一種な 

り。 譬 へば 風 起り 火 燃 ゆるが 如し。 其 未だ 起らざる や、 其 人火氣 ある を 知る ことなし 其 

已に 起る や、 茅 草屋 舍、 一 掃殘す ことなし。 實に 恐るべし と雖 も、 久 きに 堪へ、 重き を 

持す る こと 能 はや」 (r 獄舍 問答」) 

こうい ふ狀 態で あるから 「西洋 夷と 兵 を 交 ふるが 如き は、 十 年 外に 非 ざれば 決して この 

事な し」 (同上： >。 と 言って 彼 は 十 年間 內政整 傭に 力 を盡す こと を 主張して るる。 これ は 彼 


159 


が 盲目的な 攘夷論 者、 攘夷ー 點張.^の頑固者と主張を異にし、 象 山、 小 楠 等の 指^に 食 

ふ 所で ある。 勿論 彼の 思想 は 當時は 窮極 的に は攘夾 論で、 その 攘夷論 は 上記の 論から 

出發 して ゐる。 彼 はこの 點 を獄舍 問答 にも 强 調して ゐる。 

「夫れ 外 夷の 互市 3 に 盛に、 萬國 の帆穑 我が 港口に 林立し、 夷館寨 意に 任せて 築^し 

夷輦 良民と 雜 居せば、 我國の 政令 善く 我 民に 及べ 共、 夷 輩に 及ぶ こと 能 はす、 共の 極 

我 民と 雖、 我 政令に 遵 はざる 者 あるに 至り、 奸 民の 密買 却盜の 奪略 隨 つて 起るべし。 

此の 時に 於て 豺 狼の 野心 を 逞しく し、 我 國を上 犯す る こと あらば、 邦： s: の： 中は夾 

の 役と ならん。 此の 事 滿淸の 稷轍昭 々たり。 多言 を 費 さす、 且 互市 は、 皆 外 夷 無用の 

物 を 得て、 奢侈 淫逸 を 導き、 我國 有用の 貨を失 ひて、 衣食の 资、 器 W の 本を闕 ぐ。 先 

賢 之 を 論 やる こと 詳な り、 今 座ながら にして、 萬國の 商舶を 待た ば、 数年 を 出です し 

て國家 疲弊し、 ！：^^に菜色ぁり、 塗に 餓学 あり、 流民 鋒起し、 奸雄 是れを 煽し、 點夷是 

れに乘 やる に 至る ベ し。」 (同上) 

この 見解の 中には、 國際 商品が 日本の 封建 制 經濟に 及ぼす 破壊的 影 i: がよく 見 透して あ 
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る。 松 陰の 攘夷論 は 理論的に はこ.、 に 立脚して ゐ るので ある。 さう して 外國 修交の 結果に) 

ついては、 片戰爭 以来の 淸 朝の 覆 轍が 深く 心 を 刺激して ゐる こと 「獄舍 問答」 にも 言 ふ 一 

通りで ある。 彼 は 叉 この 爲 に^に 「淸國 咸豐亂 記」 と稱 する 著述 を 獄中で なした。 これせ 

阿片 戰爭 から 太平 天 國の亂 に 至る 支那の 政治 事情 を 書いた もので、 アジア 的 封建 制が 如 M 

にして 世界 商品の 前に 崩 壞を餘 儀な くされつ あるか を 書き、 自國の 戒めと して ゐる。 迤 

し 之 は 何人 か淸國 人の 荖書 を抄 筆した ものである。  し 

彼 はこうして 獄中 不便 を 忍び 乍ら も、 al 分の 意見 を 取り纏め、 世に 問 ふ 機會を 待って <q 

た。 自ら 廢錮の 人と 稱し 乍ら も、 決して 獄裡に 埋れる 積り はない ので ある。 彼 は その 爲 U| 

獄 外の 同志と も 連絡 を 取り 刻々 の 情勢の 動き を 知る 様に 努めて ゐた。 彼が 後に 安政 大獄に： 

座した 時、 係りの 町奉行 は 彼が 幽居 中の 身に も 係ら や 天下の 事情 を 細大と なく 知って ゐる 

ので 不審 を 抱いた。 松 陰 は 自分が 父兄 知友の 心盡 しによ つて 之 等の 情勢 を 知る こと を 得. 4 

と 答へ てゐ る。 蓋し 彼 は 獄中で も 常に 同志との 連絡、 指導に 一 方なら ぬ 苦心 を拂 つて ゐに 

ので ある。 安政 二 年 松 陰の 盟友、 久保淸 太郎が 上京し やうと する 時、 彼の 與 へた 手紙に は 


肥 後の 松 E 重 助、 Hi 武兵 衞、 美 濃の. お 原武、 石兑 の近澤 啓藏、 安 の 鳥 山 新 一一： 郞を 始め、 

小 田 連藏、 村 上 直齋、 松 浦 竹 四郞、 . ^山門 下の 北山 安世、 松 平 $ ^豆 守の 臣 常川才 八郎、 京 

都の 梅 田 雲 濱等を 紹介して ゐる。 彼 はこの 樣に 同志の 人達へ 天下の 志士との 交友 を 進め、 

又 その 間から 色々 の 情報 を 自分の 所へ 欝 して くれる こと を 求めて ゐ たので ある。 

松 陰と 一 緒に 渡海 を 企てた 金子 重輔 は、 安政 一 一年の 一 月 十 一 曰に^ 死した。 彼 は 平素 身 

體も 弱く、 且 身分が 輕ぃ爲 に 牢舍は 所謂 百姓 牢に 入れられ、 苛酷な 取扱 を 受けて 死 を 早め 

たので ある。 松 陰 は 重輔の 志に 感じ、 之に 對 して 同志と しての 取扱 をして！ ij.^、 狱屮 では 

常に 獄吏と 重輔の 間に 立って、 重輔を 庇って ゐた。 重 輔の死 を 聞いた 松 陰 は、 彼の 死を惊 

んで 一 夜 眠らなかった。 追憶 書に 云 ふ。 

「昨夜 は 爲レ追 二 憶 溢 生 之 事- 頗 通ぎ 廢眠遂 一 法案 仕 候。 组已 死夹。 無レ 可，, 如何？ 願 はく 

ば渠が 墓に 直に 金子 重輔 墓な りと 明に 刻し、 使， 一人 可 一， 知た し。 若 先 輋に合 扉す るか 义 

…… 信士な ど 刻して は甚 可レ惜 事な り。 又 寅 月棒內 にて なりと も 非常 ゆ 節 儉を行 ひ、 

金 百 疋を括 出し、 害附 となし 若 諸 友 中に も 之 を 助け？. 犬る もの 有 之 時 は、 望外 之 幸 也 


以是 置-二 燈千 墓前 1 慰，, 追憶， たきもの 也。 現に 昨冬の 臨時 銀 八 匁 計殘. 5 居候。 今年 中 

痛く 節し 候はゾ 於， 得， 一 百疋， 何 難 之 有。 至 願 至 願、 此 事件 白 井 小 助、 土 谷 矢 助に 托し 御 

計らせ 可 被 成 候、 寅 萬々 一、 逢，, 非常 之赦 f 生前 得， i 見，, 天地 父母 一 必 求，, 溢 墓， 而奠レ 

之、 願 使-一 墓 一り あ 1 焉。」 

松 陰 は 後に その 言の 通り、 「金子 重輔 行狀」 を 撰した。 その 中には この 不幸な 同志 を 思 ふ 

の 情が 切々 として 溢れて ゐる。 

松 陰 は その 年 十二月 出牢を 許され、 父の 許で 幽居 謹愼 する ことにな つた。  ，， 


m 村 塾の 學風 

「若 僕 幽囚の 身に て 死なば、 必 一 人の 吾が 志 を 繼ぐ士 を殘し © く 也」 

これ は 安政 三年 八月、 松 陰が 僭默 霖に與 へた 文中の 首 紫で ある。 敎育は 生命 を 不朽に 傳 

へ る爲の 最良の 手段で ある。 松 陰 は 今や 幽囚 中の 身に 全 精力 を擧げ て敎育 事業に 盡す こと 

になった。 こ に 松 陰 は 天成の 教育家と しての 本質 を發 揮し、 多くの 志 を 繼ぐ士 を 殘すこ 

とが 出來 たので ある。 

松 陰が 野 山の 獄を 出た 翌年、 卽ち 安政 三年 七月に は、 藩から 山 鹿 流 軍學の 弟子 を 取る こ 

と を 許可され た。 これで 公然 教育 事業 を 始める ことが 出 來る樣 になった ので ある。 然し こ 

れは 表向きの ことで、 その 前から 松 陰 を 慕って こっそり 習 ひに 來る ものが あった。 松 陰よ 

旣に 安政 二 年 十二月 十五 曰に 野 山の 獄を 出て、 その 十七 tn に は 獄中で 緩け た 「講孟 剖 記」 


の 講義 を 家族 の 前に 績け てるる。 

幽室 文 稿 (卷 一 ) 「贈 中村理 三郞」 の 文中に は、 r 久 保氏郷 fe ！、 年益 加レ 盛、 乙 卯 (安二) 

冬、 余 甫歸、 囚 -1 此邑， 嚴絕 >1 交友 一 其 後 塾生 有 >1 竊 來請レ 業者 一 遂與， 一久 保 氏， 戮 VR、 營， 1 新 

塾； 於レ是 邑學稍 振、 …… 」 とあって、 松 下 村 塾が 旣に松 陰の 經營 する 前に 久保 氏に よって 存 

立して ゐ たこと を傳へ てゐ る。 松 下 村 塾の 濫觸 は： 大保 十三 年頃 松 陰の 叔父 玉 木 文 之 進が 近 

親 及び 附近の 子弟 を桀 めて 讀 書を敎 へた ことに 始まって ゐる。 宍戶錢 (後の 子爵)、 久保斷 

三、 杉 民 治 (松 陰の 兄〕、 松 陰 等が 其 高弟であった。 後 文 之 進が 任官した ので 塾 は 一時 閉鎖 

したが、 形式 は殘 つて ゐた〕 嘉永 四、 五 年頃に なって、 再び 松 陰の 外 叔久保 五郞衞 門が 塾 

を 開き、 之 を 松 陰に 引繼 いだ。 幽室 文 稿の 一 文は此 間の 事情 を 記して るるので ある。 然し 

て 松 下 村 塾 は 松 陰に よって 獨特の 意義 を 持ち、 不朽の 名を傳 へられる 様になつ たので、 松 

下 村 塾 は 松 陰の 創始に なった と 言っても い 位で ある。 

松 陰が 塾 を 開いて 講義 を 始めた の は 安政 三年 八月 二十 ニョ である (註 一)。 聽講者 は 外叔久 

保 氏、 .ぉ 兄 梅 太郞、 從弟 玉木彥 介、 佐々 木 梅 太郞、 同 梅 三郞、 親戚. 高 洲瀧之 允の 六 名で 松 ^ 


陰 は武敎 小學を 講じた。  -,. - 

松陰の敎育家としての仕^^^もこ 、 に 始まった ので はなく、 彼 は旣に (ぉ學 の 敎授に 於て 生 

れ 乍ら の 教育家で ある。 彼 は 十 歳の 時から 二十 二 歳の 江 戶遊舉 の 時 迄、 藩學明 倫^の" んハ學 

敎授 として 出仕した。 松 陰の 教育家と しての 本質 は 其 頃から 旣に發 揮され てゐ たので、 そ 

の當 時の 門人で 村 塾 時代 迄引繼 いだ ものが 多い。 實兄杉 梅 太郞を 初め、 久保淸 太郞、 佐々 

木龜之 助、 佐々 木 小 次郞、 口羽 壽次 郎等 は、 何れも 兵 學敎授 時代から 引 絞いて 後年 村 塾の 

屮心 になって ゐる。 

村 塾 は 最初 は 僅か 八疊 一間で、 そこに 松 陰が 弟子と 共に 起臥して ゐ たので ある。 松 陰の 

當 時の 曰 記に は 村 塾 を 松 陰が 引繼 いだ 頃の 塾の 様子が 描かれて ゐる。 

十月 (ftl) 朔日、 增野德 氏 來寓、 爲讀， i 左 偉 i 夜與 1 大人， 校， 要錄， 十一 

二 日 爲 n 德民, 左傳以 -1 十五 葉， 爲レ課 

三 日 左 傳如レ 課、 與 -1 佐 梅， (一) 讀，， 陰 德記卷 Sir 夜耍錄 十二 

四 日 左 傳如レ 課、 夜耍錄 十三 


五 日 左傳卷 五、 耍錄 十四 竝 如- 1 前例- 

六 日 左傳、 陰 卷六如 A 例、 講武 敎小學 了、 是 日玉彥 (一一) 佐 梅、 倉 直 0 一一) 血 誓、 

是日 家兄 如， i 美彌 郡, 檢， 1 秋 成, 

七 tn 左 傳如レ 課，、 與， 1 佐龜， (S 讀，， 通 S 夜與 -rK 人-校- 1 柳 子 新 論 上- 

八 日 左傳如レs^^ 與 n 佐 梅， 讀ニ 陰德卷 七- 

九 日 左 傳如レ 課、 印 烏 絲攔紙  一 _5-、 夜 柳 子 新 論 下 

十 曰 左 傳如レ 課、 爲， i 彥介， 讀，， 陳龍 川， 

十二 日 左 傳如レ 課、 家兄 反 至、 玉 丈 人 S) 來、 與- 一家 大人， 讀 n 幽谷 ヒ書； 余则不 レ與焉 

十四 H 左 偉 通鑑、 夜 玉 叔父 (さ 久 保翁來 話。 

十六 曰 . 左傳 通鑑、 夜中 谷 正亮來 談話 達 レ晨是 日 爲-- 呵嫂群 妹 r 讀 n 武家 女鑑 一 - 

廿ー ョ左傳 (德 氏〕 陰德十 一 十一 一 (佐 梅」、 爲-- 倉 橋-請-; 鱧 記 六 藜 一 佐 梅德！ } ^亦预 

焉佐々 木 謙 蔵、 高 橋 藤 之 進來。 

十一月 七日 夜 巾せ 來 徹夜 激該、 八日 申 時 乃 去  . 


廿 五日 榮太 (S 初來  ， 

十二月 七 曰 午後中 谷來徹 { 竹快談 

八 日 朝 乃 去、 國語 (德、 榮) 外史 r 毅、 德、 榮) 

十六 日 餅 春、 唐鑑 少し • 渡邊源 松 崎 生 書 達 

十七 日 唐 外史、 是夜 入定 後 與，, 德榮 f 讀， 1 唐鑑 ニ卷？ 意氣頗 壯リ 

( 一 ) 佐々 木 梅 太郞、 (二) 王木彥 介、 (三) 倉 橋お 之 介、 (四) 佐々 木 鉋 之 助、 (五) 玉 木 文 之 進、 

(六) 同上、 (七) 吉田榮 太郎、 (八) 野德 民、 吉田榮 太郞。 玉木の外は5}"村^$.:の弟子。 

塾と 言っても 弟子 は 時に 二人、 三人、 五 人、 極めて 少數の 有志の 士が桀 る. たけで ある。 

松 陰 は 之に 向って 舆に 任せて 書 を 講じる。 時には 玉 木 叔父、 實父杉 百合 之 助が その 巾に 入 

る。 最初 は 夜間 績 けて 實 父に 兵 耍錄、 柳 子 新 論、 幽谷 上書 等 を 講じた。 ^^子への敎校時間 

は 午前、 .11. 後、 夜間 等で 時刻が 限って るない。 

松 陰 は 其 間で 自分の 勉强 もし、 書 も 書く。 時には 嫂 始め 妹 逹に武 ，：}^ 女 鑑の樣 な 女子 敎育 
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の 書 を 講じた。 塾と 言 ふよ. 9 も 謂 はば 書齋 である。 松 陰 は 幽囚の 身で、 國 事に 奔走 出来な 

ぃ欝 をこう して 紛らす ことが 出来た 譯だ。 

時には 親友 中 谷 正亮が 尋ねて 來る ことがある。 すると 徹宵 快談 して 夜の 明ける の を 知ら 

ない とい ふ狀 態だった。 叉 時には 弟子 達と 深夜 人靜 まつてから 書 を 講じ 「意氣 頗壯」 と 言 

つて 喜んで ゐる。 こうして ゐる 問に、 自由 奔放な 签氣の 中に 師弟の 人間的な 親しみが 成長 

し、 世間 的な 形式 ー點 張りな 教育に 見られない 効果 を 擧げる ことが 出来た。 その 中に 自然 

一 つの 塾 風が 出来、 この 塾 風 を 慕って 集って 来る 弟子 も 大分 殖える 樣 になった。 卽ち 安政 

四 年に は 毎 CH 少 くも 四、 五 人、 多い 時には 十 人 以上の 弟子が 來る樣 になった。 その 爲に八 

疊 一間で は 狭くな つて、 四 年の 十一月に は十疊 一間 を增 築した。 この 增 築に は 塾生 全體が 

松 陰の 指揮の 下に 働いて、 土 運び や 壁 塗. 5 をした G 

此處で 晝間は 机 を 並べて 書 を 講じ、 夜 は 之 を 片付けて- 1 室に する、 時には 臨時の 来客 も 

あり、 深更 迄 時事 を談 じる ことがある。 松 陰 は 何時も 十疊 間の 屋根裏に 寢 てるた。 下の 部 

屋が 弟子 達に 占領され る 程、 塾 は 繁昌して 来たので ある。 之 等の 寄宿生 は 皆 自宅から 玄米 ム 


を 持参して 來て、 之 を 塾で 搗 いて 食った。 松 陰 も 時に 米 を？ W いた。 米を搞きャらも大抵^&  ^ 

をみ、 講義が 繽 けられる。 松 陰が 久阪 宛の 手紙に は、 

「病 肺の 事 最早 昔話に 御座 候 半、 御 案じ 被 下問 布 候。 此節 大^ 中に 候 得 共、 « 壯な h- 

隔日 左 傳八家 會讀、 勿論 塾 中 常 居七ッ 過會讀 終る。 夫より 畠 叉 は 米靜與 -1 在 塾生 1 同 之 

米 舂大得 二 其 妙 一大 抵兩 三人 同じく 上り 會讀 しながら 春レ 之、 史 記なら 一 一十 四 五葉 讚む 間 

に 米 精け 舉る、 亦 一 快な り (口羽 (1) に 話 候へば を かしい 寧 計. 5 する 男と 言 ふた)」。 

( 一 ) 口羽 德祐、 同 藩士で 同憂の 士。 

米 は 一 ヶ月に 五六 斗から、 多い 月に は 一 石 以上 も 食べ てるる から、 據日四 五 人から 六 七 

人の 塾生が 寢泊 りして ゐ たと 見" t 「れる (.W 政 五 年 m)。 米が なくなれば 松 陰が 先に 立って 

き、 それ を 炊いて 食卓 を 共に するとい ふ 風だった。 塾 內の穴 r: 氣は 飽く迄 GI 由で あり、 親し 

みがあって、 形式 一遍の 氣 風はなかった。 先生が 眠く なれば、 そこで 講義 を 打ち切る こと 

も ある。 叉 先生が 畑の 仕事に 一 生 懸命で、 弟子 達の 自習に 任せる こと も ある。 

「丁 巳日乘 安政 四 年 正月 七日 


t;! 坤舆 阖識讀 (佐々 木 梅 三郞) 妻 木彌次 郞來、 爲讀 =禺 貢- (佐々 木 謙藏、 岡 部 繁之助 

玉木亲 助) 爲 -1 國 1^, 讀，， 禮記， 玉 木 *i 助、 夜 亥 後經濟 要錄讀 (榮 太郞、 德民) 甚欲レ 眠 故 

拾 餘紫乃 止 (圈點 者) 

同士 二 曰 移， ；授 樹ニ 株, 榮 太來、 終 曰自業 不レ對 -1 讀 H ま 夜 亥 復興- 1 榮太德 民- 讀 -1 耍 

錄-」 (同上)  • 

村 塾 は 初め 松 下 村の 子弟 を敎 育す るの を 目的と した。 然し 塾 風 を 慕って 集る もの は 萩 を 

初め、 山 代 邑の醫 增野德 民、 南 郡の 佐 世、 貌 佐の 益 田、 大谷、 萩 野、 生 田 等が あり、 富 樫 

文 周の 樣に藝 州から 來てゐ る もの もあった。 

松 陰の 村 塾 經營の 中心 眼目 は、 「村 塾 記」 や 士規七 則に ある 通りの 精神で、 謂 はば 尊王 攘 

夷に 役立つ 人間 を 造る ことに ある。 安政 三年 九月、 卽ち村 塾 開塾當 初に 彼が 書いた 「松 下 

村 塾 記」 に は 次の 樣 にある。 

「抑 人 之 lii 最重， 者、 君臣 之義 也。 國之 所-最大-者 華 夷之 辨也。 今 天下 何 如 時 也。 君 

臣 之義、 不， fi 六百餘 年、 近時： 幷-- 華 夷之 辨-又 失. Tz。 然而 天下 之 人才、 且 安然 


爲得 計、 生- 1 神州 之 地 iu 皇朝之 恩- 內 失-君臣 之義； 外 t チ華 夷之 辨， 舉之 所- -以爲 141-、 ；： 

人 之 所， 1 以 爲，. 人 其 安在 哉」  i 

士規七 則 は 彼が 野 山の 獄にゐ る 時從弟 玉木彥 介の 一 服の 祝に 書いて 與へ たもので ある。 

所謂 武士道の 露 精神 を體 現して ゐる。 松 陰の 教育の 根本 目的 は、 當 時の 政治 狀 勢に 最も 適 

合し、 その 政治 理想 を實 現す る ことの 出来る 人間 を 造らう とする にあった。 如何なる 敎育 

も 政治の 影響 を 受けない もの はない。 殊に 當 時の 様な 政治的 變革 期に、 敎 育が 政治に 左右 

される の は當然 である。 然して この 變 革に 於て は、 尊王攘夷と いふ イデ ォロギ ー の 下に 1 

切の 進歩的、 民族的 統 一 國家 形成の 傾向が 統合せ られつ、 あった。 IS は この 傾向 を 代表 

する ものが、 最も 進歩的だった ので ある。 この 中には 最も 人 ^ 的、 開明 的な 精神が 胚胎し 

てゐ た。 だから この 傾向の 中心に ならう とした 所の 松 下 村 塾に 於て、 最も^ 新 的、 進ル的 

な敎 育が 現 はれた ので ある。 • 

松 下 村 塾の 敎育は 在来の 敎 育の 固定した 型 を 破った。 當時 封建制度の 一 般の 停滞と 動脈 

硬化 は 著しくな つて、 敎 育の 如き も 師弟 間の 繁文 褥禮が 徒に 多く、 敎 育の 生きた 精神 は そ 


の 間に 埋れ、 或は 死んで ゐた。 松 陰 は先づ それ を 打破した ので ある。 この 點で松 陰 は 王 陽 

明の 影響 を 受けて ゐる。 幽窒 文稿卷 二に 「陽 明 は 多く 山水 泉石の 間に 學を 講じ、 又 未だ 且 

て 繩墨を 設け 中、 交 ふるに 諧謔 滑稽 を 以てす。 …… 近頃 米 を 春き 圃を鏺 すの 如き 亦 此意を 

取った ので ある。 要するに 舉 問の 成功す る は先づ 師弟の 氣 分が 合 はなければ ならす、 而し 

て 後 義理 も 合 一 する の だから、 區々 たる 禮法ゃ 規則の 及ぶ 所ではない。」 と 言って ゐ るが、 

これ を 松 陰 は 徹底的に 實 現し 仁ので ある。 松 陰 は 意識して この 繁文 縛禮を 打破した。 封建 

制度 は 上から 下 迄の 階級 制、 身分 制に よって、 一切の 人間的な もの を 窒息させる。 新しい 

社會的 改革 はこの 人間性の 奪還、 人間性の 自覺に 初 まらなければ ならない。 それ は 封建的 

な 階級 制、 身分 制の 打破で ある。 維新 改革の 思想 は、 かう した 人間性の 解放に 充分 自覺的 

認識 を 持つ こと は 出来なかった が、 その 精神に 於て は 確かに それ を 具現して ゐた。 尊王 攘 

夷 運動の 底に はかう した 人間的 精神が 橫 溢して ゐ たので ある。 松 下 村 塾の 敎 育に 於ても そ 

れが 溢れて ゐる 。「村 塾が 禮法 を寬 略し、 規則 を擺 落す るの は 以て 禽獸 夷狄 を學 ぶので はな 

り 1 

い。 以て 老莊 竹林 を 慕 ふので はない。 特に 今の 世が 禮法 末迭、 流れて 虚偽 刻薄と なった の ^ 


で、 誠 朴忠實 以て 之 を矯樣 しゃ- r と 欲する ので ある。 村 塾の 初めに 設 くる や、 生皆此 m 一  5 

に 率って 相 交り、 疾病 困難 相 扶持し、 力役 事故 相勞 役し、 手足の 様で あり、 骨肉の 樣 であ 

る。 村 塾の 增 築が 多く 工匠 を 煩 はさす、 よく 出来 上った の も是に 由る ので ある。」 これ は 松 

陰が 塾生に 示した 一 文で ある。 三尺 下って 師の影 を 踏ま や 式の 禮法は 村 塾に はなかった。 

師と 弟子 は 常に 共に 讀み、 共に 食 ひ、 共に 働き 共に 寢る。 松 陰 は 特に 師 として 望ま や、 同 

志と して 總 ての 弟子に 對 した。 其 間、 自ら 階級 差別 はなく、 弟子 間に も 階級の 差別 はな 

い。 當時 江戶の 昌平 校 を 始め、 各藩の 藩學 も、 大身の 子弟と 小身の 子弟と、 目 見得 以下と 

いふ 樣な厘 別が 甚 しく、 階級の 遠 ふ もの は 座席 迄 遠 ふとい ふ 風であった。 だから 松 下 村 塾 

の 塾 風 は 革新的で、 固定した イデ ォ n ギ ー の 所有者 を 驚倒せ しむる に 足る ものが あった。 

そこに は 身分 も 階級 もない。 塾生のう ちに は 身分の 低い ものが 多く、 醫哀ゃ 町人の 子 も-^ 

I  I  0 

f 

松 陰の 階級 打破、 敎 育の 形式 打破の 思想 は 獄中の 敎化 運動に も 現 はれて ゐる。 人 問 外の 

地位に 落されて るる 人達に 人間性 を 認める ことの 出来た 松 陰が、 敎育 事業に 單 なろ 世俗的 


な 階級 形式 を 撤去す る ことの 出來 たの は當然 である。 然し 松 陰の 思想 も 武士と 平民 問の 差 

揿去迄 は 進む こ と は 出来な か つた。 これ は當時 に 於て 超え 難い 限界な ので ある。 

階級 性と 形式主義 を脫 却した 所に、 人間性の 本然の 姿が 現 はれ、 個性が 充分に 發 揮され 

て、 敎 育の 効 が發揚 される。 松 陰 は それによ つて 誠 朴忠實 の 氣風を 養成し、 虚偽 刻薄に 

なった 世 風 を 矯正し やうと いふので ある。 これ は 松 陰が 僅かに 一 一年 半の 在 塾 中に 驚くべき 

効果 を擧 げた。 

松 陰 は 何時も 自分自身 を 丸出しに して、 誠心誠意 心からの 愛 を 以て 弟子に 對 する。 敎育 

も單に 講義 時間 中の 文字 を 通じての 敎授 ではなく、 生活の あらゆる 機會 が、 敎 育に 利用 さ 

れた。 松 陰の 後嗣、 吉田 庫三 氏の 談に 「生徒 を 取扱 ふに 自分の 子 や 弟の 樣 にします。 それ 

故 近所の 者に も 塾に 宿して 自炊す る ものが ありました。 松 陰の 處に 僅かの 贈物が ある。 一 

口に 足らぬ 位で も 細かく 分けて 門人 一同に 與 へたと いふ 話で、 今の 學 校風で なく、 全く 家 

庭 風で ありました。」 とい ふ 風で、 弟子との 交渉 は 全 生活に 涉 つて ゐる。 叉 松 陰は總 てを自 

分が 先頭に 立って 行 ひ、 自分に 出来ない こと は 決して 弟子に 強制し なかった。  ^ 


講孟餘 話に 言 ふ。 

「兵家の 常に 貴ぶ 所 は 戰陣の 魁 也。 異 曰に 至て 此道を 保守 せん 者は此 道の 後 殿 也。 先 

馳は 狂者の 事 也。 後 殿は獏 者の 事 也。 人生 七十 古 來稀<1マ吾|^ 已に其 二三 十 を 失 ふ。 餘 

る もの 減す。 巳に 先 馳を撣 .9 叉 後 殿を讓 らば 尸 上の 恥辱 渤海を 倾て之 を 濯 ふ 共、 五 百 

歳 千歳 を 經て減 やる ことなし 如何 如何。」 

孔孟の 道で 先馳 となら すん ば 後 殿と ならう とい ふの が 彼の 意氣 込で ある。 安政 六 年 四月 

野 村 和 作に 與 へた 手紙に は、 國 事に 死す るに も 身 を 以て 先んじなければ ならぬ とい ふ覺悟 

が 示して ある。 

「僕が 死 を 求む る は 生きて 事 をな すべき 目途な し、 死して 人を感 する 一 理 あらん かと 

.& 所に 候。 此 度の 大事に 一 人 も 死ぬ 者の なき、 餘りも 餘りも 日 木 人が 臆病に なり 切り 

たか。 むごい から 一 人な りと 死して 見せたら 朋友 故 舊生殘 た 者 共 も 少し は 力 を 致して 

吳れ やう かと 云 迄な り。」 

「自ら 死ぬ 事の 出来ぬ 男に 決して 人 を 死なす こと は 出来ぬ ぞ。」 


松 陰は總 てこの 態度で 弟子に 對 した。 彼の この 意氣 込、 熟 意が よく 人 を 動かす ので あ 

る 0 

村塾敎 育の 目的 は當 面の 急務と する 時世 を 擔當し 得る 樣な 人物 を 作る ことに あつたの だ 

が敎 育の 事 は 決して 速成 的に はいかない。 松 陰 もよ く敎 育の 骨髓を 心得て ゐた。 安政 四 年 

六月 久阪義 助への 手紙の 中には、 

「得 レ士 最良 策 併 不レ如 T 使，， 一士 得， 一千 吾-之 爲 * 愈。 已を 成して 人 自ら 降參 する 樣 にせね 

ば 行かぬな り。 …… 人 を 結ぶ も 吾より 意 ありて は 遂に 長久せ す。 只 來者不 レ担去 者不レ 

追に あ. 9、 僕 一 病 全快 候 へ 共 學業鬼 角 荒 廢殘念 々 々 、 鬼 角菲カ 故榮太 ( 一 ) すら 旣に輕 

視 して 去る。 や 其 他 を や。 只 自力 を强 くして 人 自ら 來る 如くすべし。 偉之 助 (一一) も 

時々 來 候へ 共 心服と 否と 不レ 知、 偶々 余に 心服す る もの 兩三輩 あれ ど、 皆々 力なき もの 

に 御座 候、 力 ある もの 余に 服した るた めしな し。」 

( 一 ) 吉田榮 太郞、 (二) 伊藝 傳之助 

これ は 松 陰 自己 を 謙遜し 過ぎて るる。 然し この 謙虚な 態度が、 弟子 を 引き付けて 骨肉 以 J 


上の 深い 親愛 を 起させる の だ。  ひ 

吉田榮 太郞は 後に 元 治 元年 京都の 池 田屋で 新選 組に 襲 はれ、 殺された 古田 稔魔 のこと だ 

が、 松 陰に 弟子入り したの は 安政 三年 十一月 廿 五日、 その 翌年に は 江戶へ 遊舉に 行った。 

まだ 松 下 村 塾に ゐる 時、 三人の 不良 兒を 連れて来て、 村 塾に 入門 させた。 溝 三郞、 市 之 

進、 音 三 郞の三 名で ある。 溝 三郞は 商家の 子で、 まだ 十四 歳で あつたが、 怠惰で 生 意氣で 

「市井の 氣」 があった。 或 夜 溝 三 郞は松 陰に、 商人 を 止めて 翳 者に なりたい と 言った。 松 陰 

が この 理由 を 聞く と、 商人 は 面白くな いからと 言 ふので ある。 

「何故 面白くな いか」 

「金持ちに 頭 を 下げなければ ならない から。」 

松 陰 は そこ で 改めて 言った。 

「人に 蹈ひ頭 を 下げる のが 厭 なれば、 商人に はなれない。 醫 者に は ^史 なれない。 今 

の醫 者が 金 持に 頭の 上らない こと は 商人 以上 だ。 然し 君子 は渴 しても 盜. M の 水 を 飲ま 

t 志士 は窮 しても 溝 堅 を 忘れす と 云 ふで はない か。 此 心掛けさへ あれば、 啓 者と な 


つても 商人と なっても 少しも 差 支へ ない。 人に は 各々 身分と いふ ものが ある。 身分 を 

去って 其 他 を 願 ふの はよ くない。 今の 商人 は あまり 證 ひが 多過ぎる。 お前が 之から、 

蹈 はや 屈せす、 天下の 商人の 風 をな ほしたら よいで はない か。 何で 醫者 となる 必耍が 

あらう。」 

溝 三郞は 之に すっかり 感心して、  - 

「なる 程よ く 分， 5 ました。 一つ 今後 行 ふべき 方法 を敎 へて 下さい。」 • 

「お前の 家 は 骨董 商で 古書 を 澤山聚 めて ゐる。 晝間は 其 中に 座って 商賣 しつ、 本を讀 

めば、 渴 きも 窮も 心配ない。 富 は 人を惠 むこと が出來 るし、 畢問は 人を敎 へる ことが 

出来る ではない か。」 

そこで 名前 を 搆三郞 と 付けて やった。 溝墾を 忘れない 樣 にとの 意味で ある。 

或 H 市 之 進 は 机に 倚って 書を讀 んでゐ た。 松 陰 は 之に 戶 外の 掃除 を 命じた が、 返事 をし 

乍ら 立たなかった。 松 陰 は s び 命令した。 市 之 進 は、 拾 枚 程抄錄 しゃう と 思って ゐる のが 

潜 二 枚程殘 つて ゐる からと言って まだ 立たなかった。 松 陰 は 三 II 目に 立って 行って、 默っ 


て 其 紙と 筆 を 取って 庭に 投げ付けた。 市 之 進 は 又 それ を 拾って 二字 計り 書いて から 立ち上 <=- 

つたので ある。 松 陰 は 仕事が 終って から 市 之 進 を 呼んで 言った。 

「お前 は どこ 迄 も わしに 反抗し やうと する のか。」 

「いえ 決して さう では あ. 9 ません。」 

「何故 わしの 命令 をす ぐ實 行し ないか。」 

そこで 松 陰 は 諄々 と說 いて 聞かせた。 

「お前が わしに 反抗す る ことが 出来れば、 天下に 匁 向 ふことの 出來 ない 人^ はない の 

だぞ、 天下の 人 を 相手に して 負けないならば 俺 もお 前 を 認めて やる。 でなければ ゆる 

さない。」 

市 之 進 は 首 を 挽れ てし まった。 松 陰は績 けて、 

「お前 は 年 も 若く、 利潑 で、 道に 入る ことの 出来る 人^だ。 屈せ や、 退かな いのは 自 

分の 眞 心に 發 した 場合で なければ ならぬ。」  . 

市 之 進 「さう です。」 


ISO 


松 陰 「聞く 所に よればお 前 は 父 をな くして 母 だけ だ 相 だが、 その 母に 對 しても 滿 足に 仕 

へて ゐ ない 相 だ。 親戚 や 隣近所の 慣習に も 北 2 いて、 嫌 はれ 者に なって ゐる 相で はない 

か。 人の子と しての 勤めの 滿 足に 出来ない 人間に、 何故 天下の 人 を 相手に する ことが 

出來 るか。 苟 くも 天下の 人 を 相手に しゃう とするならば、 今から 志 を 立て、 天に 昇り 

地に 入り、 水 を 踏み、 火に 投じ、 言葉に 出した 所 は 死んでも 屈せ や、 困難で も 退かす 

やれ、 この 不屈 不退が お前の 眞 心で や. 9 通せれば、 天下の 人 かお 前の 前に 立ち 向 ふこ 

とが 出来なくなる だら う。」 

市 之 進 は 之に 奮然と 勵 まされた。 

松 陰の 敎育は 個性 を 充分に 仲び させる こと を 眼目と して ゐる。 殊に 松 陰 は無爲 無能の 人 

間よ， 0 も、 一 礎 ある 人間 を 爲す所 あ. 0 として 期待した。 さう して 特に その 人間の 長所 を 見 

拔き、 これ を激勵 する 點で妙 を 得て ゐる。 これ は 松 陰 自身 自分の 長所 も 缺點も 丸出しに し 

て、 赤裸々 な 人間性に よって 人に 接する からで、 心に 曲った 事 を 持ち、 不逞な 考へを 持つ 

てゐる 人間 も、 松 陰の 熟 誠な 態度に 接する 時 一 切の 自分の 心 を 投げ出して 松 陰に 心服す る 


様になつ たので ある c 

彼 は 自ら 自分の 性格の 缺點を 認めて ゐた。 安政 六 年 一 一月 久阪 宛の 手紙に は、 

「吾 英雄に 非 や、 安んで 術數 あらん や、 一 言 意 合すれば 許す に 知已を 以てし、 一 ^^遠 

杵 すれば 立ろ に 罵詈 を 加 ふ。 罵詈 一過 すれば 亦復の 如し、 吾 同志 を 待つ に 藩 離 を 撒し 

荊棘 を 除く、 自ら 信 やる 此の 如し。」 

と 言って ゐる。 封建 武士の 修養と して は、 喜 怒 哀樂を _1 ^に 現 はさ や、 腹に 術数 を へて、 

表に 溫容 をた、 へる とい ふ樣 なのが 重んぜられた。 かう いふ 形式から 見れば、 松 陰 は 怒り 

たい 時に 怒り、 泣きたい 時に 泣き、 總て 自分の 感情 を 偽ったり 隱 したりし ない 方で 型 外れ 

である。 これ は投 陰が 政治家と してよりも、 敎育 家と して 成功して ゐた 所以で あらう。 政 

治 家と しての 松 陰 は、 純一 無 IJf な 性格が 强 過ぎる あま.？、  {iTH; 際 政治に は不， M きな 點が あつ 

た。 然し 教育家と しての 彼 は、 決して 猪 介 狭量の 分らす やで はない リ 

安政 三年の 或 衣、 村 塾で は 富 永 有 隣 を 始めと して 增野 無咎、 吉田無 逸、 市 之 進、 溝三郞 

等が 士風を 論じて 居り、 松 陰 は それ をぢ つと 聞いて ゐた。 旣に 夜が 更けて 來た 頃、 若い 塾 


生 岸 田 多 門の 噂が 出た。 岸 田が 年の 若い (當時 十四 歲) のに も 拘らゃ 煙草な ど ふかして 怪 

しからん とい ふの だ。 松 陰 も 之 を 聞いて 心配 相な 顔 をして るた。 この 時 吉田無 逸 はいきな 

り 煙管 を 折り 今後 は 決心して 大 にやら うと 言った。 無咎、 市 之 進、 溝 三郞も 之に 倣った。 

有 隣 はこれ を 見て、 

「お前 達が そこ 迄 決心した 以上、 俺 も 折らぬ 譯には 行くまい。」 

と 言って、 松 陰に 煙管 を 折って 賀ふ ベく 差し出した。 松 陰 は 徐ろに、 

「煙草 は 飲食と は異 ふけれ 共、 慣れ ば 習慣になる。 自分 は 本来 煙草 を 吸 ふの を 非常 

に 憎む けれ 共、 諸君が 一 時の 充« から 煙管 を 折り、 後で 無聊に 苦しんで 後悔す る やう 

になり はしない かと 心配す る 0 」 

と 言った。 之 を gw いて 有 隣、 無 逸、 無咎 は奮慨 して、 

「先生 は 吾々 の 志 を 疑 ふので すか。 今 岸 田 や、 市 や 溝が 皆 十四 位の 年若で 公然と 煙管 

を啣 へて ゐ ます。 今の 世の中 は 皆 この 通りです。 吾々 は 一 岸 田の 爲 許りでなく、 世 風 

を 刷新せ ん爲 です。 而 るに^ 先生 は 吾々 の 志 を 疑 はれます か。」  I 


とい ふので 松 陰 は再拜 して  一一： •：： つた。  マ： 

「諸君が それ 程 決心して ゐ るなら、 松 下 村の 士風を 興す こと も 出来る。 私の 心配 も 無 

用の ことだった。」 

岸 田 は その 時ゐ なかった が 松 陰 は 之 を 書 いてお き、 明年 岸 田が 來た 時 之 を 出し て ^ん で 

聞かせた。 所が 讀み 終らない 内に 岸 田 は 俯伏して 泣き出し、 断：： く 止まなかった。 1$ 並ぶ 生 

徒 も 一 言 も發 しない。 松 陰 も それ 以上 責めなかった。 其後數 日して 岸 田 は 煙草 道具 を 親ー兀 

へ 送り返し、 讀書勉 學に從 前 以上 熱心に なった。 松 陰 はかう して 自ら 作爲 せす、 ^ 

自發 的に 發 奮させる ことに 妙 を 得て ゐた。 

松 陰 は 村 塾 を 尊王攘夷と いふ 政治的 目的の 下に 經營 して ゐ たが、 決して 敎育を 政治の 手 

段と 考へ る樣な 便宜主義に 陷ら す、 敎 育の 獨自 的な 價値を 理解して ゐた 。「僕の 意 は 松 下よ 

り 如， 一前 曰, 參り候 はば、 御 多人数 中に 一 人 か 二人 か 萩 野 (一) などの 如く 志 を 起し、 出府に 

て も 致 候 人 可 レ有レ 之、 其の 人 五 人となり、 八 人となり 候へば、 央子 が. £■ せし 如く、 一  人风. -レ 

戰敎 -1 十 人？ 十 人敎， 一 百 人 千 人 萬 人 三軍， と 趨き候 は 自然の 勢に て、 其 所 は 誠の 無 レ.： にて カオ- 


ぎて 急がる /- ものに 無 之 候、 春 一人、 夏 一人、 秋 冬 叉 各 一人と 一年 四 人 宛 出来 候 は V- 二三 

年に は 大分 面白く 相 成 可レ. &候」 (安政 五 年 四月、 小 國剛藏 への 手紙) とい ふ 通り 彼 は 教育 

が 遠大の 事業で ある こと を 理解して ゐる。 それ 丈に 又 遠大な 事業 は敎 育が 根本で ある こと 

を 知って ゐ たの だ。 

( 一 ) 一秋 野 時 行、 幼に して 松隐 LL 師事す。 

村 塾 教育 は 松 陰が 生涯 中の 最も 大きな 牧穫 だった。 村 塾 は 松 陰の 希望 通り 纏て は 長 州の 

藩 論 を 正義に 導き、 長 州 を 通じて 天下 を 導く 中心と なった。 そこに 集る もの、 久阪 玄瑞、 

高杉晋 作、 入江 九巿、 野 村 和 作 (靖) 品 川彌ー 一郎、 伊藤 俊輔 (博 文) 山 縣狂介 (有 朋) 山 

田 市 之 允 (顯義 ) 松 本提山 (鼎) 吉田稔 磨、 尾 寺 新 之丞、 佐 世 八十 郎 (前 原 一 誠) 佐間昌 

昭 (寺 島忠 三郞) 正木 退蔵、 時 山 直 八、 等 何れも 村 塾 出身の 鏘々 であり、 幕末 維新 史に松 

陰の 志を繼 いで 活躍した。 松 陰 自身 は 死んでも、 これらの 人材 を 養成した ことによって、 

彼の 意志 は 不朽に 傳 へる ことが 出来た のであった。  - 

00 

i 


^「講 孟餘 話」  お 

松 陰 は 野 山の 獄 にある 時、 「經 術に 通ぜ ざれば 道 を 見る こと 分明なら や」 「斷ち 難き のこ 

と を 斷っ能 はす」 とい ふ 兄の 說に 反對 して 「春秋 以下 歴代の 史 を通觀 し、 斷ち 難き の 所 は 

古人の 衆論 を 以て 己が 工夫 を 加へば 人間の 大義 自ら 明らかな らん」 と 言って、 赏 踐 的な 立 

場から 經學 よりも 史學の 重要な こと を强 調した。 彼 自身 も 幽囚 中に 歴史の 著述で もす る氣 

で、 兄 や 近親の 贊成を 得て 勉強して ゐ たの だ。 

然し その後 松 下 村 塾 を 始めて 日夜 弟子 を敎 へて るるので、 その 暇 も なくなった。 且 その 

間に 政治 狀 勢が 再び 激化して 来たので、 ー麼 その 機 會は失 はれた 譯 だ。 かくて 彼の 生涯 を 

通じて、 その 思想 を體系 的に 敍述 した ものと いふの は、 殆んど 見られない。 否 寧ろ その ra^ 

想 を 體系的 に 纏めて ゐ る機會 がなかった と 見るべき であらう。 彼 は廿六 歳の 慕に 山の 獄 

を 出で、 それより 再び 獄に 下る 迄、 僅か 三年 未滿 であり、 この間が 彼と して は 一 *E わ 想の 

成熟した 期間で ある。 それにしても 未だ 人間の 思想が 沈潜し、 結. M する ギ^に は 連して ゐ 


東 柬廻 

西 舊 

北 遊 浦 

遊 

日 日紀 

記 記 略 

記 抄 

卷 卷卷 卷 卷 


ない。  . 

彼の 遺著 目錄は 次の 如き 大部に 亘 つて ゐる。  . 

末 焚 稿  四卷. 

末 忍 焚 稿  一 卷 

松 陰 私 著目錄 に附， 記して 曰く、 兩稿 五卷、 皆 幼時 詩文、 故紙 斷簡、 不， 足. 觀也、 と。 然れど 

も 松 陰 十 六 歳 以後 の ものにして、 其 立志 の 源 を 見る に 足る ベ き 重耍の 遺稿な り " 

〇上  書  三 卷 合本 

合 本 

〇 幽囚 錄  一 卷 


屛 居 


抄 


卷 


1S3 


〇 囘顧錄 

〇 孫 子 評 註 

〇 武 敎講錄 

〇 宋ー兀 明鑑紀 奉使抄 

〇 講 孟 剳 記 

〇 野 山 文 稿 

〇 淸國咸 豐亂記 

〇 叢 棘隨筆 

C 野 山 雜著四 種 

〇 讀 餘雜抄 

賞 月雜抄 

〇 二十 ー囘 叢書 

〇 幽窒文 稿 


卷 

卷 (ニ卷 として 刊行す、 絡 版) 

卷 (ニ卷 として 刊行す) 

卷 R 上) 

六 卷 (十卷 として 刊行す) 

十 卷 

1 卷 

七 卷 

丙 辰 一 卷、 丁 未ニ卷 

戊 午 三 港、 巳 未ニ卷 
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18S 


O 松 陰 詩稿  1 卷 

〇 討賊 始末  一 卷 

〇 登 波 一件  ニ卷 

外史 彙材  一 卷 

吉 田 語 略  1 卷 

0 鴻鵠志  • 一 卷 (刊 行) 

〇 外 蕃！ i 略  一 卷 (刊 行) 

以上 は 安政 六 年 五月 松 陰が 江 戶に押 達される に當 り、 自ら 定めた 私 著目錄 で、 松險 自ら 其 後 

に 書して 曰く、 朱 圈者皆 係， ー不ぃ 可い 棄之册 I  (〇 は 原文の 来 圈に當 る) 


ト お、 卜- r し 

タ /. 言 

九數 乘除圖 

癸丑 遊 歷日錄 

長 崎 紀行 


1 


卷 

卷 


讀急 李 

mm 氏 
焚 

鑑四 逢 
錄條 抄 


卷 m 

合 

本 


左 氏 修史 記 前 漢書 後 漢書 明倫抄  一 〈せ 

左 氏 兵戰抄  ー卷 

士 ロ日錄  一 卷 

史記 論， 贊抄，  ー卷 

項 羽 本 記 評語 抄  一 卷 

柬玻策 批評  一 卷 (刊 行) 

猛 ぉ錄，  一 卷 (刊行、 00^ 

汪文抄  ニ卷 

拙抄  一 卷 

通鑑抄  一 卷 

李氏繽 蔵書 抄  I 卷 


1S9 


束 留涙縛 坐 照 新 抄 

下  獄聞 

魂 松吾顏 錄 
雜  日 雜 

ffi 錄 集 梁 錄 錄輯輯 


卷 卷 卷 卷 卷 卷 卷 

スゝ 

本 


辛亥 筆記  ー卷 

業 餘 漫 錄  一 卷 

抄 制度 通  一 卷 

泰平 年表 抄  1 卷 

睡餘. 事錄  一 卷 

幽窓 證筆  一 卷 
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叢 •  書  十五 卷  i 

然し その 大部分 は讀 書の 傍ら 抄錄 した もの、 日記、 紀行、 感想の 類で、 ^極 的に その 思 . 

想 を 叙述した もの は 上書 類に 多い。 その 中で 「孫子 評註」 は 彼の 兵舉 思想 を 述べた ものと 

して、 「講孟 剳 記」 (後に r 講孟餘 話」) は經學 思想 を敍述 した ものと して 比較的 纏まった も 

ので ある。 

r 講孟餘 話」 に 於て 彼の 取って ゐる 立場 は、 諸學 派に 對 して 一 黨 一派に 偏せ す、 あら ゆ 

る 派の 中から 善 を 採り 短を棄 てると 言った 總體的 態度で ある。 卽も 彼の 先師 山 鹿 素行 は宋 

擧を 排斥して、 

「夫子 沒 して 聖人の 道 隱れ、 孟子 去って 雅人の 道 を 知る 者な く、  ^唐宋 明の 問 博 文 雄 

才身是 潔く、 言 信 行果の 徒枚擧 すべから ざる も、 其實 遂に 聖人の 耍道を 知らす、 唯一 

事 一 行の 稱 すべ き あるの み。 俗擧 多く 程 朱 陸 王を宗 とし 此を 出て 彼に 入る。」 S0m 

學篇」 序) 

「聖人 沓に 遠く 微言 漸く 隱れ、 漢唐宋 明の 學者世 を题ひ 惑を累 ねぬ …… 且 唐宋 S の 


諸 儔 を 排斥す …… 澳 唐の 訓詁、 宋 明の 理學各 々利に 饒舌に して 惑 を 辯 ぜんと 欲して 惑 

愈々 深く 聖人 をして 塗炭に 坐せ しむ" 最恐 可な り …… 予は周 公 孔子 を師 として 漢唐宋 

明の 諸 儒を師 とせす。 學 聖教に 志して 異端に 志さす。」 (「聖教 耍錄」 ) 

と 一一 一一 n つて ゐる。 松 陰 はこの 點 では 必ら すし も 素行と 同じから す、 聖人の 學は 先王から 堯、 

舜、 孔子 を經て 孟子に 至り、 宋 明に 至った ものと して、 宋學の 正統 性 を 認めて ゐる。 

「孟子 死後 其傳を 得すと 雖も、 苟卿 . 揚 雄. 王 通. 韓愈、 宋の周 • 程 • 張. 朱の 如き 皆 

偉 ふる 所な しと 云 ふべ からす。 其 他 漢の司 馬遷. 劉 向. 唐の 柳宗 元、 宋の歐 陽 修の如 

き、 皆 肩 を 比して 相 下らす。 然れ ども 後世 事愈繁 く、 論 愈密、 道 愈々 分る の 弊 を 免れ 

す …… 是に 於て 仁義 道德 、巳に 儒者の 私有と なり、 人君 徒に 刑法 f 化 令禮樂 制度の 虚名 を 

擁する のみと はなれり。 然 ども 人君 儒者、 に 憂 を 玆に擔 つて 其 分裂 を 傷む 者 は、 明 

君 通 儒と なること を 5r 然ら ざるお は、 庸君 迂儒 たるの み。 又 後 章 園 外に、 程 正 叔敘す 

る 所の 明 道 先生の 事 を 載す。 宋儒を 信ぜざる 者 は是を  一 i¥ の 私論と 云。 余 反覆 之を考 

ひ 1 

ふるに 是豈 一家の 論な らん や。、 宋以來 諸 儒 輩出し、 备 A 一. 族を樹 つる、 互に 出入 異同 


あ. i^- と- ム へ ども、 周. お.！^. 米の 域 を 出る こと を 5^ や。 而 して 明 逍 先生 其 巾に 在 リ 

て近德 傑出の 人 なれば、 是を 孔孟の 統を繼 ぐと；： ム とも 何ぞ 不可な らん。 而 して：： だ を 一 

家の 私論と：. ム者 は門戶 嫉妬の 见也。 且其 人の 如き も 亦 遂に 其" 瓱域を 免れ ざる 也。」 

(「 講孟餘 話」 盡心 章、 下、 三人) 

彼 はこの 樣に 宋學を 認め、 宋學 によって 彼の 理論 を發展 させて ゐる。 然して その 竹- レは 

ル小 子歐^ 明の 兩 方から 取り入れて ある。 謂 はば 折衷 學派 である。 卽す： い i 子の 件善說 の解釋 

及び 格物致知 等で は 朱 子 を 執. 5、 良知 良能 說、 知行 合一 說、 心 卽理？ iEi- 上 練 i? の說 等で 

は歐陽 明に よってる る。 歐陽 明の 理論 は發 K 的、 飛躍的で あり、 { け； 踐的要 素が 多い。 この 

點 こそ 歐陽 明の 理論が 變革 期の 思想 を 支配した 所以で あらう。 これに 對 して 朱 子の 學説は 

體系 的で 微に 入り 細 を 穿って ゐる。 松 陰 は實踐 的、 發展 的な 點 では^ 明 を 取り、 情 緻な點 

になる と： 5^4 子 を 取って ゐ るので ある。 此の 點 では 彼の 理論が、 现論 として はい =:i! 統一 を缺 

いて 居り、 徹底して ゐな いと 一 K ふこと が 出来る。 

例へば 有名な 性 善說に 於て、 朱 子 は理氣 ニー： 儿論を 取り、 明 は理氣 一 元 論 を 取つ て ゐ 
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る。 朱 子に よれば、 宇宙 間の 萬 物 は 理と氣 から 成立って ゐる。 理は 西洋 哲學で 所謂 £1 ゴス 

であり、 氣は 物質で ある。 而 して 理 は本來 合理的で あり 善性であって、 人間に 於て は 心と 

なる。 <M は 物質と なって 現 はれ、 理の實 現 を 助け はする が、 叉 一方に は理を 妨害す るので 

ある。 人間 は 萬 物 中 最も 理性に 富んで ゐる 存在で あるが、 凡人 は理が 氣に蔽 はれて 其 善性 

を發 揮し 得ない から 教育に よって 內在 的な 本来の 理に歸 り、 善性 を發揮 させなければ なら 

ぬと いふの が 朱 子の 理論で ある。 

之に 對 して 歐陽明 は 一 切 萬 物 は 皆 精神の 現れと 見て 完全な 一元論 を 取って ゐる。 「心外 

無 レ物如 T 吾心 發， 一 一 念， 孝 や 親 卽孝レ 親便是 物」 (「傳 習錄」 上) と 言 ひ、 r 理者氣 之 條理、 氣者理 

之 蓮 用」 と 言って るる。 然して 陽 明に あって は、 この 理氣ー 元 論が 彼の 良知 良能 說、 知行 

合一 說、 事 上 練磨 說と ー體 をな し、 基礎 をな して ゐて、 兩者は 理論的に 離るべからざる 關 

係に ある。 然るに 松 陰 は、 

「程 子 曰、 論， 性 不，； iJM 不 レ備。 張子 曰、 形 而後 有 =氣 質 之 性, と、 氣 質の 說 興て よ. 5 

孟子 性 善 之ニ說 初めて 礙る听 なし、 備れ りと 云べ し。」 (「疇。 孟餘 話」 吿子 上篇、 第 六 章) 


こ、 では 朱 子の 二元論 を 認めて ゐる c こうい ふ 矛盾 は、 松 陰が 理論的 統一 と 精緻な 思考 ^ 

に缺 けて ゐ たこと を 示す ものである。 而し てこの 點が 維新 變 革に 於け る 思想 的發展 の不充 

分 さと 相通づ るので ある。 

松 陰 は 理論的には こうして 統一 した 體系を 持たなかった が、 赏踐 的に は 彼獨. R の 立脚 點 

があった。 r 講孟餘 話」 の開卷 第一 に、 

「經 書を讀 むの 第一義 は、 聖賢に 阿らぬ こと 要な り。 若し 小ノ しにても 阿る 所 あれば 道 

• 明なら す、 學 ぶこと も 益な くして 害 あ. 90」 

と 言 ひ、 叉 離婁下 二十 六 章に、 

「凡そ 空理 を 玩び實 事を忽 にす るは學 者の 通 病な り。 是皆 空疎 迂 僻の 肇の 口に 藉く所 

にして、 篤學實 行の 士の 聞く を 欲せざる 所な り。」 

とい ふの は それで、 彼 は 單刀直 入に 人 問 生活の 事實を 通じて 露 赏に到 速し やうと した。 だ 

から、 彼 は經學 よりも 史學を 重要視した。 彼 は 人間の 至情と いふ こと を說 いて ゐる。 至情 

と は 事に 當 つて 止むべからざる の 情で ある。 この 止むべからざる 情が、 又， H 然の理 と 介 致 
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するとい ふので ある。 彼の 性善說 もこれ に基づいて ゐる。 こ /- に 人間性の 肯定、 人 問 的 生 

活 肯定のお^ 想が ある。 すべての 社會 生活 は 本質 上實踐 的で ある。 理論の 神祕性 は、 その 合 

理 的な 解明 を 人 問 的 赏踐の 中に、 この 赏踐の 把握の 中に 見出さなければ ならない。 この 近 

代 的 思想の 胚芽が、 彼の 思想の 中に 素朴な 形で 存在して ゐ たので ある。  . 

彼 は 言 ふ。 

「蓋し 情の 至極 は 理も义 至極せ る ものな り。 余 常に 謂ら く、 凡百の 事 皆 情の 至極 を 行 

へば、 仁 用 ゆるに 勝 ゆべ からす。 夫人 死 すれば 魂 は 天に 歸し、 魄は 地に 歸す。 葬る と 

葬らぬ と、 祭る と 祭らぬ と、 死人の 心に 於て 曾て 關係 ある ことなし。 然るに 人の 情と 

して 死たり とて 死せ りと する に 忍びす、 亡たり とて 亡びたり とする に 忍び や。 …… 故 

に^^^！^は皆人情なり。 人情 は 愚 を 貴ぶ。 益々 愚に して 益 至れるな り。」 (縢 文 公、 十五) 

客觀的 ぼ； 理が 人間の 思惟に 到来す るか 否かと いふ こと は、 何等 理論的の 問題で はなく、 

資踐 的の 問題で ある。 人間 は露理 を、 實踐に 於て 證明 しなければ ならぬ。 實錢に 於て は 凡 

ての 人間が 同一 であり、 聖人 も 賢者 もない。 人情 は 愚を贵 ぶ。 之 は 卽ち人 問 的 解放の 思想 


である。 而 して 松 陰 は、 この 實踐に 5^ て具體 的な 人 ii 社^、 一定の 歴 段階 を おした C 

具體 的な 實踐 はこ  >  に 始まらなければ ならぬ。 さう して こ ， での 歷 史的 瞬 il の問题 が！ 5^ も 

重耍 であり、 眞理は その 中に 具現され る。 卽も 封建 制の 打破， ni- 族 的 統一 國.； ^の 形成、 それ 

を 目指す 所の 尊王攘夷の 實 行が 最高の 理想、 情の 至極に 合致す る 所の 人 ii 的赏踐 である。 

松 陰 は 之 を 平凡な 人情から 歸 結して ゐる。 

「所謂 情の 至る所 理も叉 至る 者是 也。 夫人 情自 國を戀 ふること 斯に 至る-お 他な し。 君 

f, 親 あ， 9、 堉墓 あり、 窒家 ある を 以てな. 9。  も 思 を爱に 致さば、 忠.にニ^;に让 

へざる の理 自ら 明に して、 防 長の 臣民 は 防 長に 死すべし、 皇國 の臣： 一:- は，：：？.； 國に 死す ベ 

きの 義に 至て 何ぞ 疑を容 れん。 是れ余 講孟剳 記 を 作る^ 一義 也。」 (お 心ド、 十七 n-) 

是れは 「講孟 剳 記」 だけでなく、 彼の 總 ての 著述、 彼の 生涯の 事業の 巾 心^ n であった 

ので ある。  • 

S 松 陰と 洋學 


松 陰が 生涯で 最も 大きな 影響 を 受けた 人間 は、 過去に 於て は 山 鹿 素行、 同時代の 人と し 

て は 佐 久間象 山で ある。 素行 は 兵學を 創建した 人で あ. 9、 松 陰 はこれ から 國家的 精神、 經 

舉的 思想 を 受けつ いだ。 素行の 經舉 思想 を その 儘 松 陰が 受けつ いだ 譯 ではない が、 兵舉家 

が 高邁な 政治 理想 を 持たねば ならぬ とい ふ 基本的 立場 は 素行から 受け 繼 いだので ある。 兵 

法 家の 虎の 卷 たる 「孫子」 を讀 むに、 單 なる 戰法 技術の 書と して 讀 ますに、 現在の 對外問 

題 及び 對內 問題に 如何に 處 すべき かの 指針と して 取上げる ことの 出来た 動機 は、 遠く 素行 

にある。 

彼 は 兵學家 として 素行の 流 統を繼 いだので あるが、 當時旣 に 實際戰 法に 於 て は 西洋 戰術 

が 入って 来て、 山 鹿 兵擧は 根本的に 再編成 を 要する 時期に 至って ゐた。 松 陰 はこの 爲に或 

は 長 崎に 遊び、 江戸に 遊び、 全國を 周遊して 諸家の 說を 訊ねて 歩いた。 其 中で 彼が 最大の 

■ 人物と して 傾倒し、 最も 大きな 影響 を 受けた のが 象 山で ある。 松 陰 は そこで 兵學 以上の も 

の を 受け、 彼の 一 生に 大きな 變化を 来した。 

00 

松 廣が象 山に 師事した の は 嘉永四 年 七月 二十 曰から 十二月 迄で 其 期間 は 極めて 短 かい。 お 


嘉永六 年 再び 江戶へ 出た 時 も 象 山の 塾へ 時々 通って ゐ たが、 その の 手紙に 「佐 久 問 ^ 

入塾の 事冗费 多くして 實効無 之、 近澤生 等頻に 止め 申 候、 已に 近澤も 入塾 未，, 兩 パ，； i^l 塾 什 

.9 甚 不平の 條々 歷擧仕 候、 夫 故 通 ひて 參 b 候 積な り。」 (嘉永 六 年 六： 《 二十 H) と； K つて ゐる 

通りで 系統的な 敎授は 受けなかったら しい-」 松 陰 は 象 山 を 「頗る ーハ 4 傑 卜 Sf 偉の 人」 或は 「<:H 

今の 豪傑 都下の 一 人」 と稱 して 推服して 居り、 象 山 は r 吉 田と 巾 者 當年廿 五 歳の 少年に は 

候へ 共、 一 兀來長 州 藩 兵家の 子に て、 漢書と も 達者に 讀 下し、 膽カも 有 之、 文才 も 候て、 

よく 難 苦に 堪へ候 事 は 生得の 得手に て、 海防の 事に は 頗る 頭 をな やまし 获藩 兵制の si- にも 

深く 心 を 入れ 候存 寄の 次第 書 立 候て 其 筋へ 申出 候 儀 も 度々 有 之、 小弟 門下に 多く 無 之忠成 

義烈の 土に 御座 候。」 と 松 陰 を推稱 して ゐる。 當時松 陰 は 白面の 一書 生、 象 山 は旣に 年- M 四 

十 を 過ぎた 欝然 たる 大家であった が、 兩 者の 間に は、 師弟 以上の 密接な 關 係が 結ばれて ゐ 

た。 松 陰 は 生涯 象 山 を我師 として 慕って ゐた。 

松 陰 は 象 山から 洋式 兵學 について は 多少 習った が、 洋學 そのもの は 遂に 系統的に 習 はな 

かった。 ペルリが 浦 賀に來 た 時、 松 陰 は 「前 三 曰より 蟹 行 漸く 初め 申し 候」 と ti" つて 泥繩 
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式に 橫 文字 を 始めた が、 遂に 物に ならなかった。 だから 松 陰の 洋學は 飜譯書 を讀む 程度で 

本格的に ならなかった ので ある。 然し 象 山と いふ 師を 得る ことにより、 西洋に 對 する 概念 

は 比較的 正しく 把握す る ことが 出来、 多くの 攘夷論 者 流の 樣に猜 介な 獨善 主義に 陷ら なか 

つた。 

象 山の 洋學 に對 する 態度 は、 和魂洋才 を唱 へて 飽く迄 民族的 誇り を 失 はない こと を 本領 

として ゐた。 彼が 下田 事件で 松 陰と 一 緒に 捕 はれた 時、 幕吏の 問に 答へ て 「吾れ 洋籍に 眼 

を 曝す こと 十 年、 世人に 於て 多く 護る 所な し。 然れ ども 海外の 事に 至って は 靴 を 隔て 律 を 

扱く の思甚 多し」 と 言って、 洋學 では 自ら 第一人者 を 以て 任じて ゐる。 然し 彼 は獨善 主義 

に陷ら す、 洋學の 取る ベ きもの は どこ 迄 も 取り入れ 樣 とする 謙虚な 態度 を 失はなかった。 

この 態度 は洋學 • を 基本的に 學 ばない と 雖も、 松 陰に も その 儘傳 へられて ゐた。 殊に 兵學に 

於て は 根本的に 洋學 によらなければ ならぬ こと を 松 陰 は自覺 し、 弟子 達に も 常に それ を說 

いて ゐ たので ある。 だから 門下生の 高 杉 晋作は 逸早く 洋行 を 企て、 後に 伊藤 俊輔 によって 

それが 實 行され たので ある。 


安政 一 ？ 一月、 卞化 山の 獄中から 某に 與 へ た 手紙に は 西洋 丘 ハ舉を 基本的に 修業し なければ S 

。一 

なら ぬ こと を强 調して ゐ る。 

「藤 良甫關 東行の 事 官許 御座 候 哉。 vii ハ 擧の爲 と. &すは 奇特の 心掛 感服 仕 候。 ^し：： il:- 

兵學^ 拂レ地 長大息 此の 事に 御座 候。 されば とて 東 走 西奔、 人の 話の 端 を^き かじり 候 

て も 誠に 勞 しても 無レ効 事に 御座 候。 爲ー Irt:: 甫ー畫 二三 策， 能信而 行，. 之 否、 ヒ 策 は 和^の 

，，警 勢,  、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、  9  *  ， 售 9  , 

學を .1 ^絶し、 杉 田 成 卿へ なりと も 入塾し、 簡舉 三年す るに 如か や。 ni;M< 業 大功 也。 共 

次 は 下 曾 根へ なりと も 入塾して 砲術 專ー に 研究し、 餘暇 史書 を博抄 する に 如かす-」 "だ 

れ屮策 也。 東奔西走 話柄 を 多く 持へ 候に 至りて は 策の 下なる もの 也。 お^ 修業と し 

て 江戶に 行きし 者 三人 を 知る。 長 門に 吉 m 寅 次郞、 越後 長 岡に 河 島 鋭 ニ郎、 石 州 >.sm 

に 近 澤啓藏 也、 三人 皆 下策 を 行 ふ。 可 二 嘆惜, 之 至 也」 (圈 點策 者) 

松 陰 はこ ， で 彼 自身 洋式 兵學が 物に ならな か つ た こと を 認めて ゐ る。 ^絞いて； ル尸 ii:: ハ學 

の 大勢 を 述べて、 和 兵家、 明淸 兵家の 固陋 を攻 環して 言 ふ。 

「方今 大抵 唱レ兵 者 有レ三 一日、 和 兵家。 甲 越 諸家の 兵を談 する 者。 此人體 W 陋特に 
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甚し、 且 多く は 靈誕を 說き且 文盲な. 9。」 二日、 書生 譚兵。 明淸 諸家 を 基本と し 或は 歷 

代の 史書 を 博 渉し、 又 西洋の 譯書 など かじりく さして 說を 立つ」 三 曰、 西洋 兵學、 是 

亦 有 匕  一、 ■ 一  は 原書 家、 ニは譯 書家 也。 原書 家 は 多く 醫生 也、 譯 書家 は 多く 砲術 也。」 

兵家 雖レ多 不レ過 二 于前三 策 一貞 甫何 策に 決し 何 家に 從 ふか 承り 度奉存 候。 其 上 一 言の 贈 

可レ仕 候。 (都下 象 山と いふ 一大 星 を 失 ひ、 毎 レ臨レ 書 不レ堪 一一 感慨； 盖彼大 星 爲國家 光輝 

非レ細 也、 象 山 名 啓、 一 名大 星) 返す も洋學 專耍に 奉, 存候。 書生 兵家、 和 兵家 は 

書生 空論、 無お 策に 非れば 和 兵窗套 墨守、 不レ 適，, 于 今日 之 用, 也、 仍 西洋 自今 實 用の 所 

深く 研究の 上、 隨, 地隨レ 人、 變而 通, 之、 存， 1 于其 人, 也。 併遊學 年限 短く 候へば (三年 

以內を 云 ふ) 原書 成業の 間 合 有 之 問 敷 候。 砲術 家 か 書生 兵家 かへ. の 入塾 可レ然 奉， 存候 

古賀謹 一郎べ ども 入塾 可 レ宜。 其外擭 谷、 安井な どが 都下の 先生 を 以て 自ら 居る 者、 其 

論說其 辯、 然未 =1 必 有-其 實- 也。 御 深 察 肝要。 

寅」 

松 陰が 都下で 學 ぶに 足る とした もの は 象 山 一 人であった。 而 して 松 陰 本 來ぉ鹿 流 兵 


舉家 であるに も拘ら や、 和 兵 {|、 明淸兵 〔t を 書生 {4.: 論、 無お 策に 非れば 、！？ 寸 として 排 J 

り 一 

斥し 去って ゐ るので、 彼が如何に洋舉を取b久れるに徹底的でぁったか：/^知广「れる。 松 陰 

は 原書 は讀 まなか つた。 然し 象 山から 意見 を 聞 いてる たの を^ 阪へ 請 .1^ りし てゐる 手紙に 

却々 適切の 議論 を 述べて ゐる。 

「洋書の 事 命 なれば 原書 を讀 まざる こと を 得す、 W 愛に 象 山に 聞た る こと あり。 原書 

を讀 むに も 一 通り 譯書を 見て 彌々 原書 を讀 まねば ならぬ と ゆ 91! へ 心附候 上に て f|g むべ 

しと 言へ り。 此說 妙な り。 急に あらゆる 譯書を 悉く 御 周流 候て 彌々^ が rz の附 所と ほ 

的 相 定り候 上に て 原書に 御掛り 可レ然 候。 原書 家は專 精に は 候へ 共 大抵 固陋な り。 譯 

書に 博涉し 原書 家を愿 倒して 然後 著實に 原書に か り-可 然候。 と す rw: 國 の も 如 

何に か 變動可 仕 候へば 江戸に 居ても 京に 居ても 原書 を 請ても 譯書 を讓て も、 いづれ §3 

時の 事な り。 事 起れば 有るべき 所へ 行き 事 をな すより 外な し。」 (安政 五 年 八：；：：、 久阪 

義助 宛) 

松 下 村 塾で は 兵攀も 講じ、 教練の 實習 もやった。 然し こ での 講義 は、 必ゃ しも 洋樂を 
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重んじて ゐ なかった。 安政 三年 八月、 初めて 許可 を 得て 山 鹿 兵舉を 講じた 時 は、 開講 先づ" 

最初に 「書物 も 古今に 多き ものなる に、 何故 余が 先師の 書 を 信仰す るか なれば …： 」 と 置 

つて 素行の 武敎 小學を 講じて ゐ るので ある。 蓋し こ、 で 講じた の は 兵學の 技術で はなく、 一 

兵學の 精神、 卽ち 倫理 哲學が 主であった。 象 山の 和魂洋才 は 松 陰に 於て 一 唇發展 されて ゐー 

る。 r 講孟餘 話」 に は、 r 歐 墨の 學を 修め、 夷狄 を 尊崇 歆慕 する 者 は 小 は 卽ち相 辛な り。 .1<^ 

は 卽ち許 行なり、 最も 辨 担すべし。 然 ども 夷の 礮硬船 艦、 醫藥の 法、 天地の 學、 皆 吾に： 

て 用 あり、 宜しく 採擇 すべし」 (縢 文 公 上、 第 四 章) と 言って 西洋の 技術 は大に 探り 入れる 一 

こと を 主張して ゐる。 彼 は 敎練も 西洋 流でなくて は 役に立たぬ こと を 主張して ゐた。 嘉永 

六 年の 手紙に は旣 に、 「西洋 流でなくて は 迚も 勝ち 申さ や」 と 云 ひ、 「孰れ 天下の 兵制 ー變 

致すべく 候」 「1^ 洋流を 毀る も 知って から 毀る がよ し、 責て三 兵 『ク クチ キ』 か 兵 學小識 に 

て も 研究して から 後の 事な り」 (嘉永 六 年 八月 十五 s 兄への 手紙) と 言って ゐる。 然し 松 

陰 は 兵法の 精神に 於て は、 最後 迄 山 鹿 流、 卽ち 日本 流の 精神 を棄 てなかった。 だから 村 塾 

時代に も 素行の 武敎 小攀を 講じ、 配所 殘^、 屮朝事 赏等を 講じて ゐる。 松 陰 は 日本 流の S 
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祌を 生かして その上に 西洋の 技術 を 取り入れる こと を 眼 EI として ゐた。 こ ， に 松陰獨 得の 

折衷 的な 兵法 論が 成立した ので ある。 安政 五 年 九月、 松 下 村 塾で 「西洋 步兵 論」 を 著した 

が この 中には この 立場 を はっきり 出して ゐる。 

「西洋人 步兵を 以て 軍の 骨子と なす。 是れ 孫子の 所レ謂 正な..。 其 他 騎兵、 砲兵 等 は 所 

謂奇 なり。 余 因りて 思 ふに、 正 は 西洋 歩兵の 節制 を 取る に 如かす。 奇は木 邦 固有の 短 

兵 接 戰を用 ふるに 如か やと。 …… 彼れ 巳に 是れを 刻苦 精練 すれ ども、 我れ 茫然 意と な 

さや、 只今の 神器 陣 位の 遊戯 三昧の 事に て 日 を 党へ て は 勝箅斷 えて ある なし。 …… 

今 余が 西洋 歩兵 を學 ぶこと を 論す る を 以て 我國 固有の 得手 を 失 はんこと を^ ふるもの 

f。 是れ大 に 事 を 解せ ざる ものと 謂 ふべ し。 余が 西洋 步兵を 用 ふる は、 卽我國 K 布 

の 得手 を 自在に 使用 せんとの 手段な り。 然れ ども 余 常に 恐る。 正は敎 ふべ くして、 奇 

は敎 ふべ から や。 今敎 ふべき の 正す ら敎 へや。 是を 以て 奇を用 ひんと 欲す。 是れ今 曰 

巨燒 兵法の 危き 所な. 9。 奇 已に敎 ふべ から ざれば、 姑く 正を敎 へ、 正中に就きて^！！：ら 

奇を 悟らし めんに 若く はなし。」 
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こ、 で 松 陰 は 歩兵 養成の 具體的 方策と して、 農兵 を提 して ゐる。 卽ち大 番士三 十 名；！ lis 

を 選んで、 大阪の 兵 學家岡 村 夷 次郞の 所へ 派遣し、 贸習敎 練 させて、 卒業後 藩 中の 平 侍 

輕. 中間 • 若者 等 を毎ョ 訓練して 三十日 もしたら 物になる。 それ を 繰返し 繰返し 一 般に 

普及 させて 進んで、 農兵に 及ぼさう とい ふので ある。 農兵 を 得る 方法 は、 國中 農民 八 百 人 

から 一人 宛 取れば 二 千 五 百 人 を 得る ことが 出来る。 これに 平 tn 一人 扶持 を與 へ、 敎練等 ©I 

時には 軍 食 米 一 升を與 へる。 これが 松 陰の 農兵 制度の 提唱で ある。 農兵 制度 は 封建時代 に 

もあった。 封建 武士の 起原 は 農兵の 職業 武士 化に あった。 これ は 封建制度の 完備した 後 も 

各地に 殘存 して ゐた。 松 陰が 柬北 旅行の 時仙臺 藩で 見て 来た 制度 「祿 を與 ふる 者 は 家中と 

稱し、 農 は 足 輕と稱 す。 ^^1:軍役に充っ」(「來北遊日記」)とぃふのはそれでぁる。 然し 近代 & 

會に 出現した S お 兵 は、 武器の 發展 によって 武士の 特殊 的 地位 を 解消し、 封建 制 そのもの ゝ： 一 

崩壞の 動因 をな して ゐ るので ある。 松 陰 は仙臺 藩の 農兵 制 其 他に ヒ ントを 得た と 思 はれる 

が、 こ、 に 主張して ゐ るの は、 明らかに 近代的 兵制の 端緒と しての 農兵 論で ある。 「西洋 1 

兵 論」 と 同じ 頃の 著 「讀綱 鑑錄」 に は、 「三 時務 レ農而 一時 講レ 武」 とい ふ 項に 對 して、 「按す 一 
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るに 是れ 古法、 農兵 訓練 此法最 妙」 とい ふ 註 を附 して 居り、 兵の ヒント は. K! 法に 5^ たこ 

と を 示して るる。 然し 同じ 著の r 狄人伐 レ衞」 の 項に は、 「余 亦 謂へ らく、 八， の 51- 祿 m 傣に 

して 悠々 職 を 魔す るの 士は 皆懿 公の 鶴な り。 一 旦 狄人來 犯す る も 八/の 士已に 用 ふべ からす 

精鋭 を 徴募 せんと 欲せば、 受レ甲 者の 忿怨 更に 鶴を惡 むより 基し き もの あらんと す。 故に 人.， 

ョに 在りて は 早く これが 處を なし、 無能 無 材の士 の 傣祿を 裁 減し、 以て s:^ ぉ徴 i 亦の 资に充 

てば 或は 一策な らん。 然ら すん ば 冗 兵 冗 祿國窮 兵 弱、 其れ 何の 術 か 是れを 救 はん。」 と 言つ 

て 封建 制の 崩 壌 過程に 於け る 武士の 無能 振り を說 いて ゐる。 こうい ふ 立場から する €s 丘ハ； i 

は、 近代的 兵制の 方向 を 指示して ゐ るので ある。 これ を 促進した のは歐 米の 资本 主義で あ 

り、 ぺ ルリの 来航であった。 而 して 松 陰 は その 思想 的先驅 であった。 松 陰の 思想 は、 彼の 

弟子 高杉晋 作に よって 奇 兵隊の 組織の 中に 一 部分 實 現された。 
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七、 崩 壞と建 設 

m 對外 問題の 展開 

安政 三年 七月 十九 曰、 最初の アメリカ 總 領事 タウゼン ド • ハリス は 下田に 到着した。 

の 日 を 以て 時局 は 更に 新しい 段階に 入る，) 

C リ ス は 下田に 盲く と 早々、 下田 奉行に 面會 して 幕府の 閣老に 宛てた 書面 を 提出した。 

その 內容 は、 總 領事 兼 外交 事務官と して 相當の 待遇 及び 保護 を 幕府に 要求す る もので、 ハ 

リス は總 領事た ると 同時に、 外交官と して 大統領の 委任 を 受け、 大絲領 から 將 軍に 宛てた 

國書 を携帶 して. ゐ 仁。 彼の 使命 は 江戸へ 乘り 込んで 直接 將 軍に 謁し、 幕府の 閣老と 和親 貿 

^^條約を締結する こ とに あつたの である。 

幕府 は 安政 元年の 和親 條 約より 三年の 問、 此 問題に 對 して 何等の 定論 も定說 もな く、 確 

固た る 方針 も 決 { 止して ゐ なかった。 だから ハリスの 来着に 逢っても 今更 狼狠す る 計， 5 であ 
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る。 然し 幕 閣內の 議論 は大體 貿易 を 担 絡す る 事 は 不可能で あり、 此^^ 便な 計ら ひ をす る 

より 外 あるまい とい ふ 風に 傾いて ゐた。 そこで 旣に その 準備の 爲に ハ リ ス の來た 年の 十パ 

廿曰、 その 取調 を 跡 部 甲斐 守、 土 岐丹波 守、 松 平河內 守、 川路 左衞門 尉、 水 好筑後 守、 5;^ 

瀬 修理、 大久保 右近 將監、 塚 越 藤 助、 中 村 爲彌に 命じた。 一方 ハリスに 對 して は、 下田 奉 

行に 全權を 委任した こと を傳 へて、 奉行へ 話す の は 閣老と 話す の も 同じ 故、 隔意な く 話し 

て 貰 ひたいと いふ 述 口上で、 ハリスの 江戶 出府 を 押へ、 幕府との 直接 交 涉を囘 避し やうと 

してる た。 

然し 幕府の 遣辭 にうまく 欺され る ハリスで はない。 彼 は アメリカの 全權 として、 大統 

領の國 書 を 直接 大君 (將 軍) に 謁して 奉呈し、 談釗は 閣老と 開かねば ならない。 その 應接 

の 場所 は 首都で なければ ならぬ と 主張し、 曰 本が その 提議 を 担 絶す るの は 條約逛 反で ある 

から、 アメリカ は 兵力 を 以てして もこれ を糾彈 しなければ ならぬ と 高飛車に 出た。 折し も 

支那で は、 英 國と戰 つて 連戰 連敗、 英國は 今にも その 餘勢を 以て 日本に 向って 武力 政策に 

出 やうと して ゐ ると いふ 風說 が、 頻りに 和 蘭 加 比 丹から 江戶 幕府へ 報ぜられた。 加 比 丹 は 
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それに 追加して、 日本 は 支那と 違チ て武？ の國 であると は 言へ、 束洋國 の 風と して 外 Ei 

を卑 み、 自尊心が 徒に 强ぃ。 且つ ハリスの 說 では、 曰 木 は 兎角 小事に 拘. 9、 些細の 事に も 一 

返答が ハキ /\せ や、 無益の 煤勞が 多い から 特別の 談判が 必耍 だとの 事故、 英國は 日本に ^ 

平和な 態度で は 向 ふまい と 幕府に 傳 へた。 糗 いて 長 崎 入港の 支那 商船から も英國 襲来が 撒 

ぜられ たので ある。 ハリス は 好機 逸すべ から やとして 之 を 利用した。 卽ち 英國が 今にも 武 

力 を 以て ョ本を 脅迫し、 淸國同 樣の條 約 締結 を 要求した 場合、 日本の 立場 は 如何。 英國の 

耍求は 決し て アメリカ の 樣な生 ぬるい もので はない と嚇 した。 アメリカ は 決し て 曰 本の爲 

に 不利な 條約を 結ぶ こと を 要求して ゐ ないから、 若し 日本が 先に アメリカと 條約を 結んで 

ゐれ ば、 之が 先例に なって 他國は それ以上の 要求 は 出来なくなる。 英國が 過大な 要求 をし 

た 場合 は 自分が 間に 立 つ て 英國を 牽制す るで あ，， つうと： 百って、 看め た..^ すかした りした。 _1 

その 結 菜、 翌 安政 四 年 二月 二十四日に は 幕府 をして 外國人 接待 法 を 改めさせ、 五月 二十 

六日に は 下田 奉行 井上 信 濃 守、 中 村 出 羽 守との 交渉で 規定 書 八 ケ條に 調印 させた。 この 規 

定書八 ケ條の 中には、 旣に 他日の 通商 條 約の 基本と なった 金銀 量目 交換の 件、 治 外法 權等 
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が 議定され てゐ る。 かくして 愈々 十月に は ハリス は江戶 出府、 將軍拜 謁の段 取と なった。 

前年 七月 下田に 着いて から 一 年 三 ヶ月、 その 間 ハ リス は 徒に 唐人お と 情痴の 夢に 耽って 

ゐ たので はない。 幕府 を 威嚇し、 懷柔 して 自己の 使命 を す爲 にあら ゆる 術策 を 弄し、 .4幻 

躍して ゐ たので ある。  . 

閣老 阿部 伊勢 守は此 間にあって 事態の 拾收に 努力し、 ハ リ ス の 江戸 出府 を 時期 尙早 とし 

て、 水戶薩 摩と も 熟議の 上 問題 を處理 しゃう として ゐた。 然るに 阿部 は 安政 四 年 六月 十七 

日に 病 氣の爲 逝去して しまった。 時に 享年 三十 九 歳。 閣老 阿部の 死 は 事態 拾牧の 中心 を 失 

つて、 幕府の 崩 壌 を 一層 早めた ので ある。 後に 殘 つた 閣老堀 田 正睦は 世間から 蘭 解 ，！^ と 言 

はれた 程の 人で、 幕閣內 の開國 派の 議論に 動かされ、 ハリスの 江戸 引見 を 決定した。 四 年 

八月 二十 八日、 諸 大名への 達しに 曰く。 

豆 州 下田 表 滞留の 亞墨利 加 官吏 國書 持參、 江 戶參上 之 儀 相 願 候 所、 右 は f:^ 永 以前 英 

吉利人 等 も 度々 御 目 見 被 仰 付 候 御先 蹤も有 之、 且條約 取替 相 濟候國 々使節 は、 都府へ 

罷 越し 候 事萬國 普通の 常例 之 趣に 付、 近々 當 地へ 召 呼ら れ、 登城 拜禮可 被 仰 付との 御 
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汰に 付、 此段爲 心得 向々 へ 可 相 達 候。 

此 達し は 直ちに 囂々 たる 議論 を 天下に 裙 起した。 水 戶齊昭 は旣に 阿部 閣老の 死後 間 もな 

く、 ハリス 江戶 出府が 幕府 內の 大勢と 決した の を 見て、 海岸 防禦 並に 御 軍制 御 改正 等の 御 

用を驟 職して、 將 軍の 慰留 も聽 入れなかった。 溜 間 諸侯から 差 出した 評議に も、 登城 は 勿 

論 御 呼 寄 等の 儀 不相成 其 筋へ 可 申 談旨被 仰 渡 可 然と 明確に 言って あった。 大 廊下 諸侯の 中 

から は 松 平 阿波 守、 松 平相模 守が 閣老堀 田 を 詰問に 出掛けた。 かくして 議論 囂々 たる 中に 

ハ リ ス は 十月 七ョ 下田 出發、 同 十四日に 江戶 へ 着し 旅館と 定められた 蕃書 調 所に 入つ た。 

十月 一 一十 一 曰 は、 愈々 ハ リスが 將 軍に 謁見す る 日で ある。 幕府 一 一 百年の 鎖國の 慣例 を 破 

る、 歷 史的 鎗卷は 展開され た。 將軍 は大廣 間に 厚 疊七枚 を 重ねて その上に 座り、 閣老 以下 

は 直 垂狩衣 を 着用して 左右に 居 流れた。 ハ リ ス は 下段に 立 つて 拜禮を 行って 此 儀式 は 滞り 

なく 濟ん だので ある。 

鎖國 日本の 夢に 陶醉 して ゐた 人々 が、 米國 人に 對 して どんな 觀念を 持って ゐ たか 「咋夢 

記事」 に 次の 樣 にある。  , 


2JS 


「されば 唐人の 事 はいと けしから ぬ 事に 申 侍り Y 拜禮の 折な ど は！ I を 手の.^ に ほし も 

のして、 いち 早く 御影 を寫し 奉る と 聞 侍る。 さる 怪しき 振舞す る 唐人 をな ど 近づけ 給 

ふに や、 江戸へ も 立 入れす、 追 返し 給 はんに、 何事 か あらん、 御大 名數多 詰め 給 ひ、 

御 旗本の 衆 中も夥 敷に、 こ は 何の 爲 なるや、 か る 時 こそ 男み 立て 打 立切拂 ふべき 事 

なれ、 女に しても ロ惜く 片腹痛く いき ど ほろ しく 思 ひ 侍る 云々」 

之 は將軍 家定の 生母 本 壽院の 姉、 本 光院の 言で ある。 こうい ふ { や： 氣の 中で 二百 年の^ 例 

を 破って ハ リス 引見 を 決した 幕府の 處置 は、 鬼 も 角 非常の 決斷 だった ので ある。 

鑌 いて 廿 六日、 ハリス は 堀 田 正睦の 邸に 至り、 堀 田 を 始め 松 平河內 守、 川路 左衞門 尉、 

水 野筑後 守、 井上 信 濃 守、 永 井玄蕃 守、 岩 瀨肥後 守、 堀 織 部 正 等 を 前にして、 滔々 六 時 問 

に 百 一り、 世界の 大勢 を說 き、 開國 貿易の 必要 を說 いて 魅 河の 辯 を 振った。 ハリスの 論 u:: は 

今 曰の 狀 勢で ョ 本の 存在 を 保ち、 獨立を 保持す るのに は、 外國と 和親 交通 を 開く 以外に な 

い。 日本 を 富強に する のに は 貿易 以外 にないと いふのに あって、 諸 外國、 殊に i: 國 支那の 

實例を 引いて 虚喝を 交へ 乍ら 說き 立てた。 幕府の 諸 役人 は ハリスの 雄 辯に^ せられて、 宛 
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ら 迷夢から 醒めた 様な 心地に な. 9、 開阈 貿易 は 不可避 的と 考 へる 樣 になった。 

幕府 は 引 綾き 井上 信 濃 守、 岩 瀨肥後 守の 兩名 を全權 として ハリスに 折衝せ しめ、 蕃所調 

所で 折衝す る こと 十三 囘、 翌五年 一月 十二 ョには 略々 條約 草案が 完成した。 これが 同年 六 

月 十九 日に 調印した 通商 條約 である。 その 內容は 關稅非 自主 權 並びに 低い 關稅 率、 治 外法 

權、 居留地 規定、 最惠國 條款等 を 含んだ もので、 其 前年 支那が 英 國に强 要されて 結んだ 條 

約と 大差ない ものだった。 ハリス は 日本 をして 鎖 國の舊 習 を撒廢 させ、 文明の 曙光に 向 は 

せる とい ふ 高遠な 使命 を 露 向に 振り 驟 して ゐた。 然し この 高遠な 使命の 內容 は、 自國 資本 

主義の 爲の 市場 保 善 及び 擴 張と いふ 目的に 奉仕す る ことで あ.^ -、 その 結 は 日本の 半植 

地 化で ある。 それに ついては 其 後に 日本に 來 た英國 特派 全權 公使、 サ ー. ラ ザフォ ー ド. 

ォ 1- ルコッ クが 明確に 語って ゐる。 

「吾人の マ 二 ュ ファ クチ ユア 諸 製品の ために 新しき 市揚を 開く こと、 八；' 曰 吾人の それ 

の 如き 產業 的なる 國の 政府 は いづれ もつ ねに 東方 諸 民族の 上に 新しい 市場 を 開き、 新 

し い 協商 を 負 « せて 行く こと を必耍 とする。」 


「そして この 新 市場 はい まや 主として 極 束に 横つ てゐる 如く 觀 察される M  ； 2 

「いまこの 瞬 問に 吾人の 服 は 日本に、 この 西歐 の^ 大して 止まぬ 工業製品の 一 の 新^ 

場 を 得べ く 向けられ 来った ので ある。」 

「われ./ \ が 地球 をめ ぐって 反對の 側から 進ん で 行った 兩 端は遂 に 日本に 於て 相 < ^し 

て 完結す る」 (註  一 >0 

こうして 日本 は 世界 資本主義 體 制の 一 環に 編入され た。 十八 世紀 イギリス 资本主 を發 

端と して 世界的に 形成され つ、 あった 資本主義 世界 市場 は、 支那 及び 3 本の 開港に よって 

ー應 完結 を 見た ので ある。 內部 的に 新しい 生產樣 式へ の發 展の朋 芽を兑 つ、 あると は 言へ 

まだ 封建的 生產樣 式が 壓倒 的に 支配的であった ョ木 は- この 開港に よって、 旣に资 本 主義 

生產樣 式が 高度に 確立され てるる 歐 米の 諸國と 全面的に 接觸 する こと 、なった。 资本 主義 

世界 市場の 形成 過程に 於て、 遲れた 生產樣 式の 支配的な 國 及び 民族の 蒙る 遝命 は、 必然に 

之 等 進んだ 资本 主義 固に 對 する 殖民 地 化 乃至 半 殖民 地 化で ある。 この 運命から 逃れる 道 は 

經濟 的に は 新しい 資本主義 生 產樣式 を 自國に 取 入れる こと、 政治的に は 封建的 分 權制を 打 
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破して、 中央 集 檣 的 統一 國家を 急速に 形成す る ことで ある。 

旣に崩 壌 過程 を迎 りつ あった 封建的 諸 制度 は、 この 衝擊 によって 一 層 その 過程 を 促進 

される。 幕府 は獨裁 的な 專 制の 强 化に よって、 この 崩壞 から 生卞る 矛盾 を堪き 止め やうと 

して ゐた。 この 努力 は 最後 迄 綾 けられる。 然し 新ら しい 资本 主義 世界 商品の 侵入 は、 最早 

や この 矛盾の 發展を 喰 ひ 止める こと を 不可能に した。 それ は 封建 制の 物質的 基礎た る 自給 

自足 經濟 を根抵 から 崩 壌 させ、 新しい 生產樣 式の 採用 を 不可避に して ゐた。 それと 同時に 

經濟的 變革を 前にして 國 民の 意識的 覺醒 は、 封建的 分權 制の 否定、 集 權的國 家の 要求と な 

り、 世界 资本 主義の 梳民地 的 搾取に 對 して は、 民族的 國家 意識の 擡頭と なった。 

これ は 旣にぺ ルリ 来航に よって 點 火され、 徐々 に 天下の 大勢と なりつ、 あつたの だが、 

通商 條約 問題 を 機と して、 第二 段階に 入り、 新舊 勢力の 公然たる 衝突の 過程に 入る ので あ 

る。 幕府の 開港 は必 すし も 新しい 生 產樣式 を 積極的に 取 入れ やうと する 意志の 下に 行 はれ 

たので はなく、 國際的 情勢が 鎖國を 許さ なくなつ たのと、 排外 政策の 結果、 民族的 自覺の 

昂揚が 幕府の 存立 を 脅やかす 危險を 感じた 結果であった。 炊 一し その 爲に 幕府 は 却って 統 一 


的な 國.； ！ 欉カ としての 無能 を 爆-おし * 攘夷論の 擡頭と 共に 一 暦の ジ レム マ に陷る ことにな C: 

つ- 

った。 

和親 條 約の 際に 朝廷 へ の 上奏 諸侯 へ の 諮問に よつ て 獨斷專 決の 例 を 破った れャ W は、 通商 

條 約に 於ても 當然 その 先例 を 踏まざる を 得なかった。 外 國人應 接の 式法 改正、 規定 窨八ケ 

條の 調印、 ハリス 引見 決定の 布告、 通商 條約 可否の 問題 等、 幕府 は 一 々諸侯に 布 達し、 或 

は 諮問せ ざる を 得なかった。 その 度に 囂々 の 議論 は 諸侯 を 初め、 諸 藩、 延いては 志士 中 

の 間に 起り、 幕府の 威厳 は 失墜した。 諸侯の 間に も 何等 統一 した 意見が ある 譯 ではなく、 

徒に 議論 を 上下して ョを暮 すの みであった。 安政 四 年 十二月 十五 日、 幕府 は 諸侯 を 染めて 

幕吏 中の 俊英、 岩 瀨肥後 守 をして 開港の 不可避 を說 かせた。 然し 紛々 の 議論 は 筋道 立てた 

岩瀨の 議論 を 少しも 聞き入れす、 條 約に 反對 する ものが 壓倒 的だった。 かくして 部 的な 

對立 は條約 問題 を 中心に 展開し、 ハリスとの 間に 進行し つ、 ある 條約 草案 は、 何時 締結の 

運びに 至る か 分らぬ 有樣 であった。 

他方に 於て 京都 朝廷 は 開港 問題 を 契機と して 急速に 幕府に 對 する 反 對 勢力と して 成長し 


て 来た。 幕府 は 時に 朝廷の 御意 志 を 以て 外國の 要求 担絕 のロ實 にし (嘉永 六 年 魯西亞 使節 

へ の 返 翰)、 或は 江 戶大阪 町人に 献金 を 申 付ける ロ實 にした。 安政 一 一年 三月に は、 阿部 閣老 

は 諸 大名に 向 ひ將軍 家の 上意と して、 

「海岸 防禦の 爲に此 度諸國 寺院の 梵鐘 本 寺の 外、 古来の 名器 及當 節の 鐘に 相 用 ひ 候 分 

は 相 除き、 其餘は 大砲 小 銑に 鑄換 べき 旨 京都より 仰 進められ 候、 海防の 儀專ら 御世 話 

有 之 候 折 柄 叙 慮 深く 御感載 遊ばされ 候 事に 候 間、 一 同 厚く 相 心得 海防 筋の 儀彌々 相勵 

むべき 旨 仰 出 候 事」 

と 達して ゐる。 その 結果、 幕府 は 外交問題に 一 々朝廷の 勒許を 仰がなければ 事 を 進められ 

ない 樣な 立場に なった。 諸侯の 意見 も 何よりも 先づ 京都へ 伺 を 立て、 その 結果 事 を 決すべ 

しとい ふ點で 一致して ゐ たので ある。 そこで 幕府 は 安政 四 年 十二月 二十日、 林大擧 頭、 津 

田 半 三郞の 二人 を 京都に 派遣して、 條約 問題の 諒解 を 求め.；」。 然し 當時 京都 は旣に 攘夷論 

の-中心 となり、 水戶を 始め 攘夷の 諸侯 は それぞれ 京都と 氣脈を 通じ、 志士 浪人が 叉 京都に 

堪 中し、 公卿と 述 絡して 攘夷論 を唱 へ、 延いては 幕府 を 抑制して 政權 恢復 を 夢み て ゐるも コ 


の も ある 程で、 片々 たる 幕吏の 言な ど 受け付ける 所ではなかった C そこで 翌 正月 二十 二日 W 

に は、 堀 田正睦 自ら、 川路 左衞門 尉、 岩 瀨肥後 守を從 へて 江 戶を發 し、 アメリカとの 通商 

條 約に 勅許 を 乞 ふ爲に 京都に 下った。  • 

堀 田の 最初の 意氣込 は、 ハリスから 仕入れた 外國 知識 を 振り 廻し、 京都 側の 銷國撞 夷の 

夢を醒 して 吳れ ると いふ 積だった。 所が 京都の 攘夷の 勢 は 却々 容易で なく、 堀 ffl、 ぉ瀨の 

辯 論 を 以てしても 說 服出來 や、 却って 難問に 惱 まされる 有様だった。 一方 ハリスに 對 して 

は條約 記名 調印の 日 を 三月 五日と 約束して ある。 然るに 堀 田が 最後に 京都から 得た 叙 旨 は 

「墨 夷 (米 國) の 事 神州の 大患、 國家の 安危に 係り、 誠に 容 なら や、 祌宫を 始め 奉 

り 御代々 に對 せられ、 恐れ多く 思し 召され 候。 東照宮 以来 良法 變 革の 義 は閻國 人心の 

歸向 にも 相 係り、 永^ 安全 量り 難く、 深く 叙 慮を惱 ませられ 候。 尤も 往年 下 Eli 港の 

條約 容易なら ざるの 上、 今度 假條 約の 趣に て は、 御 國威相 立 難く 思 召さ 6。 且諸臣 

群議に も、 今度の 條々 殊に 御國 體に拘 はり、 後患測..^難きの由ーーa上候。 ^三. X 以下 諸 

大名へ も 臺命を 下され、 再應 衆議の 上 言上 あるべ き旨仰せ出され候i^^-。」 
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掘 田 正睦は 結局 かう して 要領 を 得 中に、 四月 二十 0" を 以て 歸府 した。 早速 二十 四 Cn ハリ 

スに 逢って、 條約 調印 勃 許がない ので 延期して 貰 ひたいと 申込む と、 ハリス は、 京都の 勅- 

許がなくて 調印 出来ぬならば、  これから 京都 朝廷 を 日本 政府と 認めて 京都へ 直接 談判に 行. 

くと 言 ひ 出した。 幕府 は 絕對絕 命、 遂に 五月 二日に 至って、 閣老 連署の 下に 愈々 七月 廿七 

日 調印の 旨 を 答 へ た。 條約 調印 はこ の 年 四月 一 一十 五日 を 以て 大老に 任じられた 井伊直弼の 

手で 五月 十九 日 勅許 を 待た やに 行 はれた。 

ハ リスが 着々 通商 條 約の 談判 を 進めて ゐる狀 態 を 見て、 他の 列 國も之 を 座視して はゐな 

かった。 安政 五 年 三月に は 和 蘭 外交官 ドン クル キルシュ スが長 崎から 陸路 江戸に 着し、 魯 

國 使節 プ ー チヤ チ ンは 四月 軍艦で 下田から 江 戶に來 た。 七月に は英國 使節 a ルトェ ルヂン 

八月に は佛岗 使節 パ n ングル ー が、 それ/^艦隊を率ひて江戶に來た。 之 等の 國々 は 皆 米 

圃の 例に 倣って 通商 條約を 結んだ。 此條 約の 結果、 翌 安政 六 年 六月 二 ョには 祌奈川 (橫溪 ) 

長 崎、 箱 館の 三 港が 開かれ、 宛ら 密閉され た 土 乃 伊 を 破る 風の 様に、 新しい 資本主義 商品 

が頻 した 日本の 封建的 機構の 內 臓に 吹き込ん だので ある。  丄 


此條 約で は 最初 關稅 率が 次の 様に おめら れてゐ た。  " 

輸出 一様に 五分 

第一 類 無稅品 ！ 金銀、 當用 衣類 其 他 自用 品 

第二 類 五分 稅品—— 船舶 修造 艤装 用具、 捕鯨 用具、 蒸汽 器械、 亞鈴、 gs、 錫、 木材、 

石炭、 鹽溃 食物、 鳥獸、 パ ン 並に パ ン粉、 朱、 粒、 生 親 

第三 類 三 割 五分 税品 11- 一切 酒類 

第 四 類 二割 稅品—— それ 以外の もの。 

然し こ の 關稅率 は 後に 段 々 切 下げられ て 、 英國 は先づ その 迎商條 約で 自國の 重要 商品た 

る 木綿 及び 毛織物 を 五分 稅 品に 繰 入れ、 慶應 元年 及び 一 一年の 條約 では 總 ての 輸入 稅が 一 率 

に 五分と 決定され た。 

開港 第一 年の 安政 六 年 (一八 五 九 年) 輸出入 額 は、 輸出 百 二十 萬圓、 輸入 七十 五 离圓で 

あつたが、 第二 年度 (萬延 元年) は 輸出 三百 九十 五 萬 四千 圓、 輸入 九十 四 萬 五 千圓、 それ 


o  o  o 


より 逐次 增 加して ー兀治 元年 (一 八 六 四 年) に は 輸出 千 百 五十 九 萬圓、 輸入 八 百 三十 七萬圓 

と 輸入額が 追々 增 大して 來 てるる。 (註 一一) 當 時の 主要 輸出品 は 生絲、 茶、 蠶卵 紙、 水産物、 

棉花 等で あり、 輸入品の 主なる もの は、 毛織 交織 物、 綿織物、 毛織物、 金屬 類、 綿絲、 飮 

食料品 等であった。 この 外に 金貨 流出、 船 艦 武器の 購入 及び 留學生 派遣 費 等が ある。 幕府 

の 船 艦 購入 費 は 三百 一 一十一 萬 一 千 圓餘、 武器 購入 額 は數百 萬圓、 諸 藩の 船 艦 購入 費 は 四百 

四十 九 萬 四千 弗餘、 これら を 加算す ると 當時 貿易の 輸出超過 は 帳消し されて 海外 牧入 は莫 

大な 支出 超過になる。 これ は 其 後の 物價 騰貴、 對外 問題に よる 出費の 增 大の爲 に、 益々 幕 

府の 財政 的 基礎 を 破綻 させ、 幕府の 滅亡 を 早めた。 

貿易 は單に 輸出入 金額で 測定され る 以上の 變化を 03 本の 經濟に 及ぼした。 外國の 工場で 

生産され た 商品. の 侵入 は、 RI 本の 封建的な 家內 工業、 自給自足 經濟の 根柢 を破壞 し、 新し 

ぃ生產 様式 を發展 させた。 それと 共に 物價 騰貴が 全般的に なり、 農村、 都市 小市民、 下級 

武士の 生活 を堪へ 難い ものにした。 主耍 輸出品の 中で、 安政 六 年から 慶應 三年に 至る 八 年 

間に、 生 絲は約 三倍、 茶 は 約 二倍、 蠶卵紙 は 約 十倍の 騰贵 である。 函 館の 主耍 輸出品で あ 


つた 昆布 は、 開港 當初 石 五十六 雨であった ものが、 安政 六 年末に は ほお 五 WIW になった ^ 

とい ふ。 これら 輸出品の 物 價騰贵 が 延いては 更に 一 般の物 愤騰贵 を 惹起す こと 、なった。 

米 價は當 時の 凶作 も 手 偉って 十倍に 騰贵 した。 

物價 騰貴 を 助長した 他の 大き な 原因と して 注目され るの は、 外商に よる 金貨の 輸出 で あ 

る。 卽ち當 時 歐米は 金 一 銀 十五の 割合で あつたのに 對 して、 曰 木 は 貨幣 改 11 の 結 金 一 銀 

六 乃至 十の 比較に なって ゐた。 外商 はこれ に 服 をつ， けて、 洋銀 を 日本の 一分銀に 引換へ、 

それで 日本の 金貨 を 買 入れて 輸出した。 その 結 は 百 弗の 洋銀で 三百 五十 弗 餘の金 地金が 

買 ひ 入. れられ ると いふ 風だった。 かう して 安政 六 年 六月 開港から 同年 末の 問に 流出した 金 

貨は百 萬兩に 達した と いふ こと である。 そ の 結 菜 は 益 々 物價 が騰贵 した。 

幕府 及 諸 藩 は これらの 總括的 影響 を 受けて、 益々 財政 的に 究 乏した。 その 紡 は 藩士の 

給與に 影響し、 旣に 文政 年間に 「今の 世の ごとく 財 用 足らざる によりて 家臣の， を 減らす 

こと、 或は 五 年 十 年、 或は 年の 際限な く 借りて 返さす とい ふ 沙汰 はいに しへ に^く ことな 

し。 この 故に 君の ために 忠を盡 し、 歡んで 使 はる 〔- ^臣は 稀になる も あらん」 S 一一  一) と、， 


つた 形勢 は 更に 甚 しくな り、 封建的の 身分 制度の 弛緩、 軍事力の 減退と なった。 窮乏 化し 

た 家臣、 浪人 等 はこの 窮乏 を 偏に 貿易 開港の 責任に 歸し、 反 幕 的、 攘夷 的氣 分に 油 を 注ぐ 

結果と なった。 幕府 及び 各藩の ま 配 的 上層 部 は、 擡頭し つ、 あった 商業 及び 高利 貸 資本に 

益々 屈服し 『諸侯 武士 は 何れも 皆 「首 を たれて 町人に 無心 を 言 ひ、 江戶 京都 大阪其 外處々 

の 富 商 を 憑て 其 助け 計に て 世 を 渡る」 有樣 であった』 (註5 とい ふ狀 態に 一層 輪 を かける こ 

とに なった。 然し 諸 藩の 中の ある もの は、 旣 にこの 商業、 高利 貸 資本の ま 持の 下に、 民族 

的 統一 の 新しい 進歩的 方向への 轉成 を計畫 して ゐた。 薩、 長、 土、 肥、 水戶、 越 前 等が そ 

の 尤なる もので あり、 これらの 藩が 下級 武士の 不平不満 を 或 程度 迄 統一し、 尊王攘夷 等の 

國民的 運動の 中で 指導 的 役割 を果 した 理由 は そこに ある。 

1' 註 - ) The  cp^^^^^^  of  the  ,lycoo 一 1: p  narativc  oi a llirec  Years-  residence  in  JaJ)nn, 1  一 y  s.fr  Kluhcl-- 

lorcl  AlcocK,  Js; IJ.  r  Ilcr  IVIalcsty-s  cxtraodllKlrv  and  IVhnster  PIenl)otcntory  in  JaJ)all-  Newvork- 

參照、 岩波 日本 資本主義 發達史 講座、 羽 仁 五郎、 「幕末に 於け る 思想 動向」 三 一— 三 二 頁" 

(註 二) 岩波 講座、 股 部之總 「幕末に 於け る世舁 情勢 及び 外交 事情」 三 一 頁、 但し これ は 長 崎、 橫 


濱 丈の 數 字で あるが、 他の 一港 箱 館の 數字は 微弱で あるから、 これ を 以て 大勢 を 推知 出來 る。 武 お 

器 艦船 輸入額に ついては 同前 羽 仁 五郎、 「幕末に 於け る社會 經濟狀 態， 階級 及び £ 級 鬪，」 (後篇) 

參照、 金 流出に ついては 服 部、 羽 仁の 前 二 著、 福 地 源 一 郞の 「幕府 M 亡 論」 參 ST 

(註 111* 四) 本庄 榮治郞 「近世に 於け る社會 階級の 變化」 (京都 帝大 「經濟 論叢」) 第二 十 一 卷第 1： 號" 

S 內 部的對 立の 發展 

政治的 危機 は 常に あらゆる 要素が 絡み合 ひ、 助長し 合って 發展 して 來る ものである。 幕 

末に 於て 對外 問題と 內政 問題の 密接な 結びつき は 誠によ くこの 關 係を现 して ゐる。 對外問 

題と if 內 問題 は 二に して 一、 而も 兩者は それ な 面 を 持ち、 別な コ ー スを迎 つて 發 

し 乍ら 相互に 助長し 激 成し 合って ゐ るので ある。 

對外 問題が 條約 勅許、 貿易 可否の 問題で 國內の 議論 を 沸騰せ しめて ゐる 最中に、 内部的 

對 立は將 軍繼嗣 問題と いふ 形態 を 以て、 尖鋭 化した 形で 提出され た。 然し 將軍繼 "1 とい ふ 

問題 は、 只 單に內 部的對 立が 表面化す る 爲のー つの 形式に 過ぎなかった ので、 而も それが 
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封建 制の ピ ラ ミ ッ トの 首の すげ 換 へと いふ 形で 現 はれた 所に 危機の 切迫 を 示す ものが あつ 

た。 旣に 幕府の 內部的 矛盾 は經 濟的體 制の 上に 起り つ あった、 5； 部 的崩壞 作用と 相俟っ 

て 政治的、 社會 的に は 封建的な 身分 制度、 紐帶の 弛緩、 綱紀の 頹廢、 統制の 弛緩に よって 

不可避 的に 促進され つ ある 內部 的對 立の 發展 とい ふ 形で 成長し つ /- あった。 身分 制度の 

弛緩 は 封建的 支配者と 廣汎な 農民、 都市 ni- との 對立を 激化 させ、 農村に 於け る 百姓 一 揆、 

都市に 於け る 米騒動 乃至 打 毀し の鬪爭 となった。 百姓 一 投 は江戶 時代 一 一 百 六十 年間 を 通じ 

て 六 百 件を數 へ、 初期 (慶長 八 年から 貞享四 年まで) は 一 年 平均 〇 • 八 件、 中期 (元祿 か 

ら 天明まで) 一 年 平均 一 一 • 三 六 件で あるが、 後期 (寬 政から 幕末まで). は 一 年 三 . 三 四 件 

とい ふ 風に 增 加して ゐる。 (5) 殊に 天 保 四 年、 慶應ニ 年 等に は 一年間に 二十 囘を 超える 百 

姓 一揆が 起った。. 身分 的 制度と 共に 封建的 統制の 弛緩 は、 封建的 支配者の 上層と 下層、 更 

に 封建的 支配者の 上層 內に對 立 を 激化 させた。 對外 問題の 衝撃 は、 之 等 を 全面的に 發展さ 

せる 機會 となった ので ある。 幕府 內 部に もこの 狀態 を拾收 する 爲の 努力 は 行 はれて ゐた。 

天 保 改革の 遂！ マ、.^、 水 野 越 守 を 起用して 再び 改革 を 遂行 させんと したの も その 現 はれで 


ある。 水 野 は弘化 元年 (一八 四 Mif) 六：：！！ に 閣老に 就任して、 其 間 水 戶辨昭 と 提携し、 改 ぶ 

革を實 行し やうと したが、 翌年 二月に は、 何等 爲す 所な くして 退かねば ならなかった。 ^ 

いて 阿部 伊勢 守 は 水 野の 後 を 承け、 對立相 の 緩和 をス C11 ガンに して 協調 政策 を實 施し 

阿部の 協調 政策 は、 對外 問題に よって 激化され た內部 的對立 を、 渐 やくに して 表面化せ 

しめ やに 糊塗す る 丈の 役割 をして るるに 過ぎなかった。 對 立の 發展は それによ つて 少しも 

疃ひ 止められなかった ので ある。 對外 問題 は旣 にこの 內部的 對立を 進歩と 保守、 攘 1:9^ と 開 

國と いふ 風に 明確に 政治的な 色分け 出来る 所 迄 進展せ しめた。 水 戶は之 等の 攘夷 派、 進歩 

派の 指導 的 勢力と 仰がれて ゐた。 水戶は 尊王 論の 一 つの 源流で あり、 常 主 齊昭の 左右に は 

藤 田 東 湖、 戶田蓬 軒 等の 良 佐が ゐて、 大に 尊王 論、 國防論 を 鼓吹した。 その 結 王 嬢 

夷の 問題で は 先覺的 地位に あり、 進歩的な 諸 藩 並に 志士から この 運動の 屮 心と 兑ら れる极 

になって ゐ たので ある。 

ー兀來 水戶の 尊王 論 は 討幕と いふ 立場から 出發 したので はなく、 却って ろ 竹 #府 を輔？ J 《す 


る 立場から 自己 防衛の 理論と して 取り上げられ たので ある。 然し 水戶の 尊王 論が 基點 をお 

いた 所の 王 覇の辨 は、 それ 自體双 匁の 劍 であって、 自分自身 を 擁護す る 理論が、 何時の 間に 

か 自分 を反擊 する 理論に 轉 化する ので ある。 封建制度 は 至る所 矛盾 だらけで、 如何なる 理 

論 も その 理論的 發展を 最後 迄 追求す る こと は 出来ない。 その 發展を 一 定點に 喰 ひ 止めて ゐ 

る もの は 物質的な 力で ある。 崩壞 期の 幕府に は旣 にこの 力が 缺 除して ゐた。 だから 理論 は 

それ 自身の 發展を 飽く迄 追求して、 遂に は 自分自身 を 生み出した 所の ものに 迄反擊 する に 

至る ので ある。 天下の 副將 軍と して、 最後 迄 幕府 を 守る 地位に ある 水戶が 尊王 論の 搖籃地 

となり、 その 尊王 論が 幕府 を顚 覆す るに 至った 成 行の 祕密は そこに ある。 然して 最初 尊王 

論の 搖籃 地と なった 水戶が 維新 當 時に 華々 しい 活躍が 出来 なくなった 理由 も そこに あるの 

である。 水戶 は. 理論 を 生み出し はした が、 それ を 推進させる 物質的 基礎 を 持たなかった。 

寧ろ 御三家と いふ 政治的、 社會的 地位が それに 逆行した ので ある。 

鬼 も あれ 嘉永、 安政の 間で は 水 戶は進 步的黨 派の 花形で ある。 水戶を 中心として 薩摩、 

長 州、 熊 本、 伊豫 宇 和 島、 越 前 等の 諸 藩が 進歩 派と して 動いて ゐた。 志士、 浪人の 間で も ^ 


水 戶は讃 仰の 的と なって ゐた。 一方 水戶は 京都と も 特別な 關係 にあり、 公卿 を 通じて 絡 

を 保って ゐた。 

幕府 は內政 外交 共に 破綻 百出で、 |5^^母にその咸嚴を报じてゐた。 その 屮に 起って 来たの 

が將 軍繼嗣 問題で ある。 十三 代將軍 家定は 病弱で あり、 且つ 大奥の 深窓 育ちで 一 暗愚 凡廠、 

迚も 幕府の 危局 を擔當 する 能力がなかった。 ハ リス を 謁見す る 時 は將軍 は」 批 解で 阵も 正し 

くないし、 威嚴も 乏しい から、 拜謁の 時 は 名代 を 立てる か、 田 安 侯が 身代りになる 相 だ、 

とい ふ 噂が 立った 位で ある。 この 家 定に實 子がない 所から、 養嗣子 を 立てる ことと なり 養 

不問 题を めぐって 進步、 保守の 對立 は、 發火點 に 迄 激化され るに 至った ので ある。 

進歩 派が 將軍 繼嗣 として 擁立した の は 水 戶齊昭 の 子 一 橋慶 喜であった。 進歩 派の 慶審擁 

立の 理由 は、 內政 外交 共に 多事の 折 柄、 凡庸の 將軍 では 事態 を處现 する ことが 出来ない。 

宜しく 年長 賢明の 儲 君 を 立てて、 その 下に 強力 政府 を 組織して、 內治 外交の 刷新に < おらな 

ければ ならぬ とい ふので ある。 一 橋 慶喜は 進歩 派の 楝 梁と 仰がれた 烈公 齊昭の 子で あると 

いふので、 進歩 派の あらゆる 勢力 は 之に 望み を囑 し、 越 前の 松 平 11^ 獄、 薩ま のな ホ资彬 等 
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が 盛に その 爲に 奔走した。 諸侯の 中で は 尾 張、 越 前、 水戶、 土 佐、 備前、 因 州、 宇 和 島 等 

が 之 を 支持し、 幕府 內 でも 永 井玄蕃 頭、 岩 瀨肥後 守、 川路 左 衞鬥尉 等が 之に 心 を 傾け、 そ 

の 勢 は壓倒 的であった。 閣老 安部 伊勢 守 もこの 方針で あり、 安部の 後 を 承け た 堀 田 正睦も 

略々 慶喜 支持に 傾い て るた。 

かくして 繼嗣 問題 は 慶喜說 が 殆んど 決定的の 樣に 見られた 時、 反對派 も又自 派の 候補 を 

擁して 對 立して 来た。 大奥と いふ 最も 守舊 的な 勢力 を 背景と して、 之に 連る 反動的な 諸侯 

に 擁されて ゐる紀 州 慶福が それで ある。 之に は 一切の 反水戶 派、 反 尊王攘夷 派が 結び付い 

てゐ る。 こ に 封建制度 特有の 喑鬪が 繰. 5 廣 げられ た。 將軍 家定は 賢明 を 以て 聞え た慶喜 

を 嫌 ひ、 大奥 は 水戶の 革新 政策 を 嫌った。 そこで 水戶の 攘夷論 は、 慶 喜を將 軍に 擁立し、 

齊昭が 後見 職と して 實權を 掌握す る爲の 陰謀で あると いふ 樣な宣 俸が 大奥 を 中心として 振 

撒かれる に 至った。 紀州 家の 家老、 水 野 土 佐 守の 大奥への 贈賄、 大奥の 支配 等、 暗 鬪は更 

に 暗鬪を 重ねる。 

紀州派 は 一橋 派に 對 して、 表面の 勢力から 見れば 1^ 倒され 勝ちであった。 その 原 g は 中 一 


心になる べき 有力な 諸侯の 支持がない 爲 である。 そこで 諸侯 を 物色した 結 5^、 お 羽の 矢 を ^ 

立てた のが 彥根侯 井伊直弼 である。 井 はこうして 大奥 陰謀の 巾から、 あらゆる 反動 勢力 

を 背景と して 登場して 来た。 井伊が 大老に 就任した の は 安政 五 年 ra 月 二十 五 曰、 堀 田正睦 

が 京都 說 服に 失敗して 江 戶に歸 り、 對外 問題の 危機 も 正に 絕 頂に 達して ゐる 時であった。 

井伊の 登場に よって 反動的 勢力の 戰鬪的 態勢 は 成った。 井伊 は 反動的 政治家に 特有な 剛 

腹 果斷、 且つ 陰謀 的な 性格 を 持って るた。 彼 は 自ら 陣頭に 立って 進歩的 勢力の 搽 頭に 正面 

から 挑戰 し、 之 を 潰滅 させて、 幕莳の 衰勢 を旣 倒に 挽 囘出來 ると 信じて ゐた。 その 爲には 

如何なる 恐怖 手段 も辭 せぬ 覺悟を 持って るた ので ある。 

井伊の 登場に よって、 進歩的 勢力と 反動的 勢力の 正面衝突 は 不可避に なった。 內部的 矛 

盾 は 遂に 發火點 に 達した ので ある。 衝突の モメント は條約 調印の 問題 及び 將軍 繼嗣の 問題 

である。 井伊 は 京都の 意志 及び 諸 大名の 反對を 無視して 安政 五 年 六 n 十九 日 を 以て 米圃と 

の 條約を 調印 させ、 京都へ は 宿 次 奉書 を 以て 奉告し、 六月 二十 五日に は紀州 宰相 麼福 を將 

軍 繼嗣と 決定す る こと を 公布した。 この 挑 戰に對 して、 進歩的 勢力 も應戰 した。 二十四日 
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に は 水 戶齊昭 父子、 尾 張の 德川 慶恕、 越 前の 松 平慶永 は押掛 登城 をして 條約 調印の 不當を 

ロ實 に、 將 軍に 井伊の 免黜 を耍 求し やうと した。 井伊 は 之に 對 して、 尾 張、 水戶、 越 前の 諸 

侯に 謹愼を 命じ、 ー撟慶 喜の 登城の 禁止 を 命す ると いふ 手段に 出た。 一方に は溫和 派の 堀 

田 正睦、 松 平 伊賀 守の 老中 を 免じ、 太 田 道醇、 間部訟 勝、 松 平 乘全を 新たに 老中に 補して 

自己の 陣營を 整へ、 他方に は 京都 町奉行 小 笠 原 長 門 守、 伏 見 奉行 內藤豐 後 守 を督勵 し、 京 

都 所 司 代に 酒 井 若 狹守を 新 補して 全國 的な 反對 勢力 撲滅に 乘り 出した ので ある。 衝突 は 全 

面 的に 娘 大した。 

(註 一 ) 岩波 講座、 羽 仁 五郎 「幕末に 於け る社會 經濟狀 態， 階級 關係 及び 階級 鬪爭」 (後篇) 一 一七 頁。 

® 安政の 大獄 

安政の 大獄 は 封建制度の 全般的な 矛盾が、 對外 問題の 衝擊 によって 急速に 展開し、 その 

中に 育成され つ、 あった 進歩的な 勢力と、 反動的 勢力との 間に 行 はれた 最初の 衝突で あつ 

た。 進歩的 勢力と 言っても その 構成 は複雜 であり、 イデ ォ a ギ ー も 雜多 である。 階級 かち 


首へば 上は大 藩の 藩主から、 下 は 浪人、 ^者、 神主、 僧侶、 Kn 姓、 町人に！^-ってゐる。 は お 

王 論の 中に も、 幕府 擁護の 立場に 立つ もの かち、 公武 合體 派、 討幕 派 迄 ある。 樓夷 論の 屮 

にも、 積極的 開港の 爲の 攘夷、 國防論 的 攘夷、 純 國粹論 的な 攘夷が ある。 之 等が 氾然 雜然 

と發 生し、 それ の 方向に 發展 して 行った ので ある。 結合 分離の 間 に. 一 つの 歷 史的な 

方向が 形成され て 行く。 民族的 統一 と 集權的 近代 國 家の 建設が それで ある。 2;^ 制^ 部の 

矛盾の 發 展と對 外的 危機の 結合に よって、 この 過程 は 集中し、 促進され る。 この 結合の 上 

に 立った ス n 1 ガ ンが 尊王攘夷 論であった。 

これに 對 して 封建 制 そのもの を 維持し やうと する 勢力 も 意識 化し、 防衛の 爲に 進歩的 勢 

力に 挑戰 する。 こ /- に 進歩と 保守の 對立は 益々 明白に なり、 相 魁 は 激化し、 社， $： 的變 革が 

準備され たので ある。 

嘉永六 年から 安政の 大獄 迄 はこの 變 革の 第 一 期で ある。 嘉永六 年の ぺ ルリ 來航 による 對 

外 問題の 現實 化に よって、 從來 潜在的に 進行して ゐた 一 切の 矛盾 は 表面化し、 ィヂォ a ギ 

1 として 存在して ゐた 尊王 論、 國防論 は 政治 性、 行動 性 を附與 され、 國防論 は镇爽 論と な 
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つて 尊王 論と 具體 的に 結合し 民族的 國家的 自覺の 政治的 表現と なった。 第一 期で は、 この 

過程 はま だ 自然 發生 的に 進行し、 その 間に 一定の 序列 も、 一定の 行動 的中 心 も 決定され て 

ゐな いので ある。 各 集圑は 自生 的狀 態の ま で 舞臺に 登場して 來る。 大 藩は大 藩と して、 

藩士 は 藩士と して、 公卿 は 公卿と して、 志士 は 志士と して。 然し その 間に 纏て 大 藩の 間の 

上からの 連絡、 各 藩士の 間に 於け る 下からの 連絡、 志士と 公卿、 公卿と 各藩の 連絡が 成長 

し、 漸 やく 進歩的 諸 勢力の 間の 一定の 序列、 一定の 行動 的中 心が 形成され やうと して ゐ 

た。 そこへ 起った のが 安政の 大獄で ある。 

大獄 は 第 一 期から 第一 一期 へ の轉換 の合圖 であった。 第 一 期に 於て 自然 發生的 過程の 間に 

進歩的 勢力の 間に 形成され つ あった 各 諸 2^ 間の 序列、 行動 的中 心の 決定 は、 この 大獄 を 

契機と して 意識的に な.？、 集中 的になる。 この 過程で は 大藩は その 內 部の 封建的 機構の 存 

在の 爲に 進歩的 勢力の 第 一 線から 後退し、 下級 武士、 志士 浪人、 民間 有志 等の 急進 小 ブル 

ジ ョ ァが 進歩的 勢力の 行動 的 中心として 結成され て 行った ので ある。 薩摩、 長 州 等の 藩內 

に 於け る 和 論の 擡頭、 公武 合體 政策の 現赏 化、 各藩々 士の 脫藩續 出、 之 等の 急進 分子に 


よる 直接行動の 計畫 等が それ だ。 これが 安政 大獄の II らした 具、 ffi 的 結 5^ であった。  お 

安政 大獄 はこの 第一 期から 第二 期への 過渡に 相應 しい 樣相 を呈 してる る。 大獄に よって 

處罰を 受けた もの は、 水戶、 尾 張、 越 前、 一橋の 親 藩から、 慕 閣内の 進歩的 吏 僚、 公卿、 

藩士、 浪人、 儒者、 僧侶の 諸 層に 渡って ゐ るので ある。 この 廣汎 な斷獄 は、 この 過程で こ 

れらの 諸 層が 一 つの 進歩的 勢力と して 自然 發生 的に 登場して 來 たこと を 示して ゐる。 

井伊 大老 は 反動 政治家に 相應 しい 考へ方 を 以て、 この 國民的 民族的 自覺に 基く 不可避な 

歷 史的 運動 を、 民間 浮浪の 徒の 煽動に 基く 一時的な ものと 見て ゐた。 而 して その 背後に あ 

る もの は水戶 である。 水 戸が 之 等の 有志 を 操縦し、 公卿と 連絡して 之 を 天下の 輿論と 稱へ 

幕府 を 窮地に 陷れ や-りと して ゐ るので ある。 而 して 水戶の 目的 は、 齊昭の 子た る 一橋 麼甚 

を將 軍の 繼嗣に 立て、 幕府の 實權を 握らう とする にある。 だから 根本た る 水 戶を押 へれば 

餘は枝 紫の 問題で、 二三の 浮浪の 志士 を 捕へ て嚴 刑に 處 すれば 事 は 納まる と 兑てゐ たので . 

ある。 

水戶 はこの 第一 の 段階に 於け る 偶像 的 存在であった。 尊王 論 は 水！^ に 其 源流 を發 し、 天 


下の 輿論と なった。 攘夷論 又 水戶が 魁と なった。 だから 天下の 諸 藩 並に 志士 は 只管 水戶を • 

中心として 事 を 謀らう とし、 京都 も 偏に 水戶に 便った。 併し 水 戸の 尊王 論 は 元来 親 藩と し 

ての 立場から 出發 した もので あり、 其 後の 發展は 前に 述べた 樣 に水戶 自身の 實行 可能の 限 

度を越え たもの だった ので ある。 攘夷論に 於ても 齊昭の 意志 は 國防論 的 攘夷であって、 攘 

夷の 爲の 攘夷ではなかった。 しかるに 尊王攘夷が 天下の 輿論と なるや、 水 戶藩は その 本尊 

として 祭り上げられ、 魁 首と して 偶像視 された。 封建的 機構と、 そこから 發 生した 進歩的 

理論との 矛质 は、 直ちに 水 戶藩內 の黨爭 となって 現 はれ、 藤 田 東 湖、 戶田蓬 軒 等の 死後、 

結 城 一派の 奸黨 と武 田、 會澤 等の 正義 派の 黨爭は 激烈 を 極め、 且 正義 派 內 にも 旣に激 派と 

穏健派の 分裂が あった。 烈公 齊昭は 安政 五 年 當時旣 に 五十 九 歳の 老齢で あり、 藩內 の黨爭 

を 治める こと さべ 困難 を 極める 狀 態だった。 況んゃ 天下の 尊王攘夷の 大勢 を 指導し、 號令 

する の を 彼に 求める の は 不可能 事で ある。 にも 拘らゃ 水 戶の實 力が 買 ひ 被られ、 信賴 され 

た 理由 は、 進歩的 勢力の 間に 行動 的な 中心が 缺 けて ゐた爲 である。 進歩 派 は 自然 發生 的な 

4!t 派 各 様の 勢力の 集合で あり、 謂 はば 烏 合の 衆で ある。 そこで 傳統 的に 尊王攘夷の 先驅と 


考 へられる 水厂を 偶像 的に 祭り上げ、 そこに 行動 的 屮心を 求め やうと したので ある。 かく  t 

して 反動的 勢力が 井伊 大老 を 先頭に 立て、 挑戰 して 來る や、 進歩 派 は 水 を屮 心と して 之 

に對抗 しゃう とした。 其 結 架 起った のが、 八月 七日の 密刺 降下 事件で ある。 

之より 先き 京都 は 志士、 浪人の 自由な 集合 地と なり、 尊王攘夷 論 はこ、 で 自由 奔放な 發 

展を 遂げて ゐた。 對外 問題の 發 生と 同時に 幕府が 京都に 事情 を 具. S. する 先例 を 開いて から 

この 勢 は 更に 甚 しくな ト、 京都 は 次第に 幕府と は 別個の 政治的 一 中心の 形 をな して 行つ 

た。 諸 藩 も 京都に 留守居と 稱 して 役人 を 駐在 させ、 そこに 封建的 障壁 を 超越した 連絡が 形 

成されて 行った ので ある。 松 陰が 嘉 永の 末年 京都 を 訪ねた 時、 旣に 志士の 中心として 梁 川 

星巖、 梅 田 S 濱が あり、 陰然 たる 勢力 をな して ゐた。 水戶 藩の 留守居 鹈飼吉 左 衞門も 之 等 

の 志士と 往来して ゐ たので ある。 星 巖は詩 を 以て、 雲濱は 儒學を 以て、 何れも 堂上 公卿に 

出入し、 諸 藩の 志士の 意 nltl を-通じ、 天下の 狀勢を 報告して 公卿の 自^ を 促した。 之 等 志士 

の 意見 は 一 般 的な 國民的 自覺の 擡頭 を 現す もので あり、 その イデ ォ n ギ ー 的 先. 驅を なして 

るた。 
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井伊 大老の 登場と 共に 劇變 した 局面 は、 京都の 勢力 を 刺戟し、 井伊の 獨斷專 行 批難、 條 

約 調印 詰責の 聲は 沸騰した。 諸 藩の 有志 は 期せす して 京都に 集り、 京都 は 進歩 派の 策動の 

根據 地と なった 觀 があった。 薩 摩の 島 津齊彬 の 命 を 受け、 將軍 繼嗣の 問題で 奔走して ゐた 

西鄕 隆盛 は、 進歩 派 諸侯が 井伊の 爲に處 罰された 事 を 聞き、 吉 井友實 と共に 直 もに 京都に 

行き、 梁 川 星巖を 訪問した。 

十 四 日 「七月) 上京、 梁 川 星巖の 三本 木の 寓居 を訪 ふ。 賴三樹 三郞、 長 州の 諸 生 一 

人來會 す。 (原註、 後に 聞けば 長 人大樂 源太郞 なり)。 星巖 曰く、 兼て 關 東へ 間諜 を 出し 

置し に、 不曰 井伊 大老 上京、 主上 を 要して 彥 根に 移し 奉らん との 確報 あり。 主上 素よ 

.^東 遷を 不被爲 好、 因て 西國に 遷幸 あるべき か、 叉吉 野へ 御 避 あるべき か、 折角 評議 

中 也。 猶春曰 潜 州 (一) へ も 謀る 積な り。 此際君 等の 上京、 大にカ を 得たり と。 實に切 

迫の 勢 面色に 顯る。 而 して 星 厳の 凛然たる、 大に感 す る 所 ありし。 

隆盛 答て 曰く、 然 らば 吾 S も滯 京して、 應 分の カを盡 さんと。 其 夜 伏 見に 歸. 9、 隆 

盛 終夜 一 封 を 齊彬に 贈る, 原註、 是則 京師 云々 切迫 故に 束 行 を 止め 滞京す る 等の 書翰 
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な .9c 其 書鹿兒 島に 至る は、 齊彬 君旣に 薨去の 後な りしと ぞ。 ヒ (小 H 一敏 著 「g 烏」〕 

(一) 久 我家 々来春 日 譜岐守 

薩 摩の 島 津齊彬 は 常時 水 戶齊昭 と 並び 稱 せられた 進歩 派の 頭だった。 齊彬は 越 前の 松 

平 春嶽と 提携して 一橋 慶喜 擁立に 盡 力し、 其爲に 西鄉を 派遣して ゐ たので、 もし 不首 uss! の 

場合 は 自ら 上京して 事 を 謀らう として ゐた。 西 鄉等は 齊彬の 上京 を迎 へて その 力 を藉. 9、 

井伊に 對抗 しゃう と計畫 して ゐ たの だ。 

薩 摩の 藩士で 水 戶と緣 故の 深い 日 下部 伊三次 は、 旗下の 士 勝野豐 作と 相携 へて 七月 十日 

に 江 戶を發 つた。 彼の 出 發の際 は、 水戶の 安島 帶刀、 荻淸右 衞鬥、 鮎澤 伊太 夫、 加 志 村 準 

藏、 木 村 三穗介 等が 送別の 宴に 参加した。 

「日 下部 旣に 京都に 至れば、 薩の 家老 用人 等 来り 居る もの 多し。 曰く 薩侯 (島 潘齊彬 .) 

以爲 く、 幕府の する 所、 皆 事理に 乖 房して 皇 州の 爲 ならす。 故に 天下の 爲大に 爲すこ 

と あらんと 欲す。 其議に 曰く、 侯の 參覲の 期、 九月に あり。 然る を 八 月 初旬 國を 鼓し 


精兵 三千 を 率 ひ 大阪に 達す 時 勅命 を 以て 上京し、 直ちに 兵 を 以て 京師 を 守護し、 而後 

江戸 をして 勅命 を 奉ぜし めんと 欲す。 議旣に 決し、 處分 旣に定 り、 以て 曰々 侯の 上途 

の 報 を 侯つ。 子の 徒 又 何 を かなさん と。 伊三次 且 驁き且 喜びて、 其 意に 從ひ、 空しく 

留 京せ. 9。」 (「賜 勅 始末」) (註 二) 

然しこう して 志士 等が 待って ゐた島 津齊彬 は、 七月 十六 日に は 旣に病 氣で斃 れてゐ た。 

その 知らせ は廿四 曰に 京都に 達した。  ， 

「七月 下旬 (廿 四ョ 頃) 薩の早 報 ありし かば、 京師の 有志 耳 を そば だつ。 其 報に 曰く 

七月 八 ョ 侯 少しく 病 あり、 然るに 次第に 病勢 進み、 十六 3 に 卒去 あらせられた りと。 

之 を 聞いて 皆 愕然、 事旣に 去る、 有志の 者、 爲 さん 所 を 知らす。 伊三次に 就て 江戸の 

情 を 問 ふに、 伊三次 水 戸の 氣勢爲 す 事 あるに 足れり と 云 ふ。 是に 於て 勅命 を 水 戸に 下 

し、 以て 其 カを盡 さし めんと する に 如かす との 議 ありし と ぞ。」 (同上) 

水 戶密勅 事件 はこうして 起った。 曰 下部 は 上京 以來薩 藩の 緣故 を迎 つて、 公卿の 近衛 家 

に 出 人し、 伊丹 藏人 によって 靑蓮 院宮に 謁し、 富 田 織 部に よって 三條實 高に 接近し、 水戶 お 


藩の 留守居 飼と 提携して この 運動に 奔走した。 之 を 側面から 支持し、 盡 力した のば 梁 川 d 

お 

星 厳、 梅 田 雲濱、 頼三樹 三郞、 池 內大學 等の 志士、 浪人で ある。  ： 

密勒は 八月 七日、 鷹司輔 ま、 近衛 忠熙、 三條赏 萬、 一條 忠杏 等に よって 決定され、 刺 裁 一 

を 仰いで 翌八ョ 水戶藩 留守居 雜飼 吉左衞 門に 御下附 になり、 その子 赖锏幸 吉が變 装して 水 一 

戶へ傳 達した。 公卿の 內、 井伊と 結 托して ゐた關 白 九 條尙忠 は 病 氣と稱 して 廟議に 列^し 一 

なかった。 密 勅の 內容 は、 幕府が 勒 許を俟 たやに 通商 條 約に 調印した の を 詰！ 一 只し、 水戶、 \ 

尾 張 其 他 親藩處 罰の 理由 を 追求し、 速に 大老、 閣老、 三 〔s ぶ、 三 卿、 家門 列藩 外様 譜代大名 ， 

の 群議 評定 を 開いて 國內 治平、 公武 合體の 實を擧 げる樣 にと 促した ものである。  一 

この 密 勅に 尊王攘夷 派の 有志が 如何に 期待し たかは、 梅 田雪濱 が 「五六 日の 問に、 江戶 

は 勿論、 天下 不日に 大 震動 致すべく 候」 (註 H) と 言って ゐ るので も わかる。 然し 水戶に はこ 

の 密勅を 奉す る實 力が なく、 却って 井伊 派に 進歩 派 勢力 彈壓の 魔手 を 仲ば す絕 好の 口. 冗 を - 

與 へる ことにな つた。  一 

之より 先 井伊 は旣に 京都の 進步 派の 勢力、 殊に 志士 浪人 を 押へ る爲に 若々 準備 を 整へ、 


所 司 代 洒井若 狹守を 新任す ると 同時に、 老中 間 部 詮勝を 上京 させて 公卿の 進歩的 勢力 を 押 

へ、 京都に 蟠居 する 志士 浪人の 勢力 を 一 掃す る 釆配を 板ら せる ことと して ゐた。 井伊に 京 

都の 事情 を 報告し、 この 彈壓を 決意 させた の は 長 野 主 膳で ある。 長 野 は 安政 大獄に 於て、 

酒 井、 間 部の 背後に あって その 筋 書 を 書いた 實質 上の 主役で ある。 彼 は密勅 降下の 直前、 

酒 井、 間 部に 先立って 京都に 入った。 彼が 京都に 入った のが 八月 三日、 その 翌々 五日に、 

德大 寺、 正 親 町 三條、 橋 本、 八條、 三條 等の 公卿へ 投書が あった。 (三 條家は 七 曰) 

謹みて 申 上 候。 抑々 井伊 掃 部 守 家来 長野義 言と 申す 者、 七月 下旬 江戶 出立、 此頃御 

當地荖 致し 候。 其 子細 近 曰 問 部下 總守 上京に 付、 第一 九條 殿下 を 取 繕 ひ、 其 外處々 へ 

取 入り 程 克く相 計り 候樣、 下 總守親 敷相賴 候に 付、 上京 致し 候 儀 分明に 御座 候。 

同人 事當春 以来 都て 三度 出京 致し、 島 田 左 近と 相 計り、 外 夷と 條約 調印の 事 等 は、 

內勒の 旨 を 以て 押 張り、 所存 申立 候 有志 大名の 建言 は不 M 取 用 f 且 一 撟君を 担み、 幼年 

の 君 を 西 城に 取 極め、 尾 水 二 家並に 越 前を壓 倒し 候 事共 は、 紀臣水 野 土 佐 守と 相 計り 

候 次第、 皆義 言が 所爲 にて 有. -之、 此度も 左 近 を 以て 上 を 繕 はせ 更に 久我卿 中 山 卿を始 W 


め、 其 外處々 へ 取入..^、 密計 を 施す ベ き 結構！^ 之 趣に 有 之 候へば、 御油 斷靴， 1 相 成,^ レ ^ 

存候。 

右義 言なる もの は 邪智の 小人、 專ら 阿諛 侯 辯 を 以て、 近来 掃 部 守の 寵遇を 得て 出- H 

致し、 種々 謀計 を 廻らせ、 逐に關 柬之所 置 及 遠 觔候樣 之 基 を 開き、 恐れ多く も 叙^ を 

奉惱候 次第、 言語 同 斷實に 神州 一 之 大逆、 此上 おべ からざる 者に 候。 

右此 件々 當時 在江戶 同志 者よ. 9 密使 指 登し、 左 近より 義言へ 差 越候密 *、 殿下 御 直 

書 被 進との 語 も有レ 之、 是は義 言が 謀計に て 偽作 致 候 哉 も 難 計 候へ 共、 何分 不>ん か c^- 

事共に 候 故、 御當 地に 於て 有志 之 面 々奉- 1 言上 一 候。 御 賢考の 上、 早々 御 配慮 被 レぉレ 在 

度奉冀 候。 頓 首恐惶 謹言 

安政 五 年 八月 

大日 本國 有志 中 

謹 上 W 拜 

井伊の 懷刀 として 働いた 長 野 主 膳の 性格、 行動 はこの 巾に 躍如と して ゐる。 义！ 1； 時に 長 
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野の 先手を打って その 活動 を 封 じ やうと してる る 志士の 活動に も 驚く ベ きものが ある。 井 3 

伊が 恐れ、 長 野が 警告した の はこうい ふ 眼に 見えぬ 志士の 力であった。 嘉永 末年 以来 この 

目に 見えぬ 力 は 急速に 擡頭し て 来て 輿論と いふ もの を 形作. 5、 政治 の 動向 迄 左右し や う と 

して ゐる。 京都が 幕府の 行動に 一 々限 を 配り、 更に 最近に なって は 一 々それに 干渉し 幕 M 

を壓 倒し やうと する 樣 になって 来；.： の も 之 等の 志士 輩の 策動の 結 菜で ある。 更に その 策動 

は 今では 全國に 延び、 實カ ある 大藩迄 動かさう とする 樣 になって ゐる。 京都 を 押へ るの G 

は先づ この 志士に 彈壓を 加 へれば 充分 だとい ふの が 井伊 派の 意見で あ. 5、 長 野 は その 爲 LS 

全力 を 傾注した。  一 

所 司 代 酒 井 忠義 は 九月 三ョ、 老中 問 部 詮勝は 同 十六 日 京都に 入った。  A 

間 部の 江 戶出發 前、 江戶 にあって 井伊の 幕下に 京都の 長 野と 呼應 して 策動して ゐた宇 

木 景福は 間 部に 之 等 志士の 逮捕 を勸 めて ゐる。  一 

鬼 角 殿下 (九 條關 白、 公卿 內に 於け る 井伊 派) を 落し 可レ 巾と 必死と 相 働 候 者之內 

に、 梅 E 源 ニ郞、 安藤 石 見守、 人. y 伊織、 梁 川 星巖、 奧村春 平と 申 者、 尤相働 居候 趣 


に 付、 i; 上洛の 上、 品に 寄、 御 召 捕に 相 成 不レ卞 而^、 治り. e. 間数 哉、 いづれ 主 膳 ^ 

上方 近き 御旅館へ 罷出、 委細 言上 仕 候 趣 候。 此段 恐れ 乍ら 奉，， 申 上， 候。 

九月 朔曰 

宇津木 六 之 f^-  35 

長 野 はこの 言葉の 通り 酒 井 所 司 代を迎 へて 先 づ梅田 召 捕 を 進言した。 梅 田 は 酒 井に 取つ 

ては舊 家臣で ある。 長 野から 宇津木 宛の 手紙に は その 模様 を 書いて ゐる。 

先 梅 田 を 召 捕、 其 口により、 其 徒 四 五 人 も 御 召 捕に 相 成 候 は 惡謀之 御 方々 (公 

卿 等 を 指す) 自然と 前非 を悔、 鐄り可 中 哉。 

よし 左なくて 一 騷 動に 相 成 候 共、 圃家 之爲、 朝廷 之爲、 不義 不忠 之 反逆人 を、 御 罰 

し 相 成 候 事 は、 左 而已御 恐 可 レ有レ 之 筋と も不 レ存、 只々 無體に 勅命 を 恐 被 レ成候 事と 奉 

存候。 然れば 梅 田 は 正邪 分明 之 大本に て、 第一 關東を 朝敵と し、 御 大老 も 同 機、 是に 

組 被 成 候て は 朝敵と 申 ものと、 正しく 手紙に も 認有レ 之 候へば 云々。 S5 

然し 酒 井 所 司 代 を 初め、 町奉行、 伏 見 奉行 等 もこの 彈遯に は 二の足を踏んだ。 長 野 は 之 
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を 憤！^ して r 扭々 町奉行 之 無 見當、 此儘 にて は 眼前 天下 之 大亂は 勿論 之 事 を、 何と 申 臆病 

神の さそ ひか あらん。」 (註 2 と 言 ひ、 所 司 代に 對 して は 「何と 臆病 神に 誘 ひ 被 レ成候 事 哉。 

迎も右 様の 御見當 にて は、 此度之 一條 御 取鎭之 器に は 乍 恐 無覺束 事共に 御座 候」 と 不滿を 

洩らして ゐる。 所 司 代 等の 意見 は、 之 等の 志士 逮捕に よ. 9、 簸 蛇に 終る の を 恐れた ので 

ある。 而も 長 野 は 飽く迄 强 硬に 恐怖 手段 を 取る こと を 主張した。 

右 梅 田 之 ロ揚. 0 候 はば、 梁 川星巖 を始、 右 之 徒 四 五 人 計 御 召 捕、 御 吟味 相 成 候 は 

惡謀 逆徒 之 根元 可 n 相 分， 奉レ存 候、 左 候へば、 凡此 期に 及、 國亂の 基本 を 豫御治 被レ遊 

御 術は此 他に 有 之 間 敷 敷。 (註 さ 

長 野の 執拗な 提言に よって、 所 司 代、 町奉行 も 動かされ、 九月 七 CH に 梅 田 雲濱は 逮捕 さ 

れた。 彈壓の 幕 は 切って 落された。 長 野 は 更に 十七 日出 京の 間 部を迎 へて、 水戶 京都 留守 

居 役、 鹈飼 父子の 逮捕 や. 進言し、 父子 は翌 十八 tn 逮捕された。 その 時、 鵜 飼から 日 下部 伊 

三次 宛の 手紙が 押牧 され、 それによ つて 日 下部 は 二十 七 曰 江 戶で捕 へられた。 その 手紙に 

は、 或は 井伊 襲撃 計畫、 或は 京都に 於け る 擧兵計 畫の樣 な ことが 書いて あった。 井伊 派 は：. 


之 を 見て 一辰 驚き、 恐怖 手段 を 厳酷に したので ある.」 

京都で は 二十 二 曰 鷹 司 家の 臣小林 良 典 以下 多 數が捕 へられ、 江厂 では 飯.：^ ぷ：. ？：、 曰 下部 

伊 三 治 を 始め、 十月 四日に は 古 賀謹ー 郎、 藤森恭 介が 捕られた。 梁 川 星 級 は 之よ.^ 先コ レ 

ラに 罹り、 梅 田の 逮捕 直前 九月 二日に 死んで ゐ たので、 逮捕に 至らなかった。 信 州の 山 本 

贞ー郞 も 幕吏に 狙 はれて るた が、 矢張り 病死して、 兄 近 藤 茂左衞 門が 捕 はれた。 魔手 は 水 

戶 にも 延び、 十月 三 曰に は太宰 淸ぉ衞 門、 木 村三穗 介の 二人に 對 する 出頭命令が 出た。 

水戶 家老 安， 島帶刀 以下、 竹 村 儀 兵衞、 茅 根^ 豫介、 鮎澤 伊太 夫、 柏 一郎 等が 喚問され た 

の は 翌年 四月で ある。 

西鄕 隆盛 は 此狀勢 を 見て、 大阪 の薩摩 屋敷に 兵 を め、 問 部の 出方 如何によ つて は ハ 

を擧げ る計畫 をして ゐた。 九月 十八 日、 江戶の 曰 下部、 堀 宛の 手紙に； IH ふ。 

「若 哉 暴 發仕候 は  > -、 直樣 義兵 を 擧可レ 申、 左 候 は，.^、  土 州 土 屋之丘 ハは應 じ可レ 巾、 

張 も 同様と 相 考申候 間、 若 等 之 兵 (酒 井 所 司 代 を 指す) は 病弱 故に 打破り 可レ 巾、 左 候 

は>彥 城 ( 井伊直弼の 居城) を乘 落し 候 様 可 レ让候 問、 其 節は關 東に て、 お を 合せ 打 
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崩 候樣、 御 責可レ 被レ下 候。」 S 八) 

江戸で は 有 馬 新 七が 西鄕と 打合せの 上 _sfT し、 日 下部 を 始め、 水 戶の諸 土と 提携して 井 

伊 打倒 を計畫 して ゐた。 旣に その 十月 一日に は 第一 囘の 井伊 襲 擊計畫 があった。 井伊の 恐 

怖 政策 は 志士 派 を 激化 させ、 具體 的な 行動 計畫は 至る所に 起った。 水戶 藩で は 天狗 黨の高 

橋 多 一郎、 金子 孫 二 郞の發 議で諸 藩 を遊說 する ことにな り、 住 谷 寅 之 介、 大胡半 蔵 を 南海 

西 海へ、 矢 野 長 九郞、 關鐵之 助 を 北陸、 山陰、 山陽の 諸 藩へ 派遣と 決定、 之 等の 士は 十月 

十 一 日に 江戶 を出發 した。 

理論 は 今や 行動 を耍 求す るに 至り、 その 行動の 過程で、 ある もの は 封建的 桎梏の 爲に後 

退し、 或 もの はこの 桎梏 を 破って 前進した。 後退した もの は 封建的 體 制と 强 固に 結び付い 

て ゐる大 藩と、 さの 藩士の 上層 部で あり、 前進した の は、 封建 制の 矛盾 を 身 を以で 體驗し 

て ゐる諸 層、 各藩 下士、 浪人、 都市 小 ブル ジョァ 層で ある。 大獄 は歷 史的 潮流 を 堰き止め 

やうと して、 却って 之 を 奔騰させる 結果と なった。 井伊 派 は 恐怖 政策に よって、 寧ろ 自分 

達の 恐れて ゐる もの を 引出して しまった。 彼等が 恐れて るる もの は 何 か。 酒 井 所 司 代が 公 


卿 三 條に與 へた 赘告 書に 1 一一 II ふ (九： n:  二十 五 B)o  3 

「右 之 次第にて 全く 外 夷 一條 之 儀と 存罷在 候 所、 不レ量 種々 之 岐路 御座 候て、^ 病氣と 

は 申 乍ら、 此稗 時節 關白殿 (九條 尙忠) 御 辭職之 儀相發 り、 其 上儒释 浮浪 之 者 共、 虛 

に 乗じ、 奸智を 以て 衆 を 惑 はし、 將に 天下 之亂を 引出し 可， 申と 相 計り. 或 諸 藩 之 陪臣 

之 類 時に 乘じ、 愁を にせん とする の 類、 何れも 當春之 勅^ を 口に 稱へ、 K は 名々 利 

慾 を 貪 類 之 徒 多 相 聞 候。 如， 斯者共 は 實に祌 州 之 大患、 外 夷之 補助と 可 巾 候。」 5 さ 

井伊 派の 立場から しても、 對內 問題 は對外 問題と 密接に 結び付い てるて、 之が 解決 は 二 

にして 一 である。 封內 政策に 於け る 恐怖 手段 は對外 政策 遂行の 條 件であった ので ある。 十 

月廿四 tn 、 間部詮 勝が 參內 した 時の 言上 書 に は 次の 通り 言 つて ゐる。 

右 之 內凡洋 外 各國之 形勢 變 革に 隨ひ、 蒸 汽船 等 致，， 發明： 航海 之 術 益々 相 開、 天涯 も 

比隣と 相 成、 加， 之 軍制 兵器 等 實戰に 相 試、 往古と は 強弱 勢 を 異にし、 夷人 は禽 教同樣 

に 唱來. 5 候へ 共、 今に 至. 5 候て は、 各 國往々 非常 之 人 村 も 出來、 全く 强大國 と 相 成、 

世界中 割 據之勢 を 振 ひ 候 折 柄、 是 より 容易に 兵端 を 開 候て は、 勝算お 之 n 敷との 見込 
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も當 然之理 にて 有レ 之、 併 無 レ饕之 夷 情、 近附 候て は 後患 難レ 測、 此上祌 祇冥踡 其 恐不レ 

少 候に 付 段々 衆議 相 建 候 得 共、 何分 彼が 懇願 種々 有レ 之、 精々 談判 之 上 取 縮、 漸 やく 今 

日 迄 之御處 置に 相 成 候 儀、 譬へ舊 染之弊 有 之 候 共、 一時 改復 致し、 只今 無謀 之 爭論を 

開 候て は、 一 且戰に は 勝利 を 得 候と も 忽洋外 之 备國仇 警之恩 をな し、 若皇國 四面の 海 

岸 を 襲来， 通 船 運送 を妨、 竞には 御國カ 疲弊 之 時 を 窺 ひ、 諸蠻之 軍艦、 一 時に 指向 候 

は  如何 成 大事に 及び 可， 申 も 難 レ計候 間、 假條約 案文 之 趣、 御 容許相 成、 先神奈 川、 

長 崎、 館、 新 潟 等に て、 交易 御 差 許有レ 之、 得失 利害 御 試 之 上、 無， 條， 候 は  、五 

六 年 之 後、 兵 庫 も 御開 相 成 候 共、 其 間に は 京師 を始、 諸國 海岸 之 御 警衛 も 相 調 ひ、 凡 

十三 四 年 之內、 御 試 可 レ有レ 之、 尤外國 々より 使者 差 越 候 は  > -、 墨 夷之 例に 傚 ひ、 江戶 

表へ 召 寄、 西洋 各國之 風俗 情 態、 其 樣子を 篤と 御釓有 之べ く、 其內 防禦 之 手術 十分 相 

整 候 上 は、 時宜に 寄、 和戰之 二通 何れ 共、 御 心に 可レ 被：， 爲レ任 哉に 候へ 共、 只今 之處 

にて は、 穩當之 御沙汰 無レ 之て は、 難- 1 相 成-次第、 衆評 之 趣、 言上 之爲御 使可レ 被- 1 差 

登， 御用 意 候處、 去月 六月 十七 日 下田 表 へ 渡 來之亞 船 へ 、 彼國之 使者 ハル リス 並 通 辯 之 


者乘 組、 神奈 川へ 人津 致し、 書翰 差 出し、 今度 英佛之 軍艦、 淸國 之戰に 勝、 其 勢に 乘 

じ、 近々 彌御國 へ 渡来 致し、 强訴之 企 有 之 由 及-一 注進， 候。 

尤咋年 以来 相 願 候 假條約 案文 之 趣 御 差 許有レ 之、 調印 相 濟候は  >、 何^^^，取艦波來 

候 共、 御 心配 無之樣 取扱 可 レ致之 由 申立 候に 付、 諸 役人 中 之 評議に も、 假令 及-一 戰承， 

候 共、 被レ 爲レ遂 11 奏聞， 候 上に 無 之 候て は、 調印 不-相 成， は 勿論 之 事に 候 得 共、 併 彼^ 

手間取 候內、 英佛等 之 軍艦 渡来、 自然 混雜 致し、 無， 據 兵端 を 開、 萬 一 淸國之 "貌 轍 を 

踐候樣 之 儀 有 之 候て は 憂患 今日に 十倍 致し、 汚辱 を 後代に 偉へ 候 共 "相 雪 候 術 無レ之 K 

以不- 一容 易 1 儀に 候處、 非 を 見て 進む も 道に あらす、 何分 危急 之 場合に 迫り、 應接掛 .5 

井上 信 濃 守 岩 瀨肥後 守 調印 致し 候 儀、 御 差 許 相 成 度 候。 si 

以上 は對外 問題の 經緯、 幕府の 立場 を釋 明した ものである。 こ に 兑られ るの は 幕府が 

完全に 米國 等の 虚喝に 脅え、 少しも 自主的な 意見 を 持たない ことで ある。 對 外的に ，E 主 的 

立場 を 持し 得ない 者が、 最も 恐れる の は 內部的 矛盾の 爆發 である。 而も 矛 腐は對 外的な 弱 

點を衝 破らう として ゐる。 間 部が 關白九 條尙忠 に 提出した 書付 は- J の 點を强 調して ゐ る。 
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折 柄 右 外 夷 一件に 事寄せ、 於-御 國內， 其 虚に乘 じ、 且其隙 を 窺、 不- 一容 „=^- 企-陰謀- 

候 者 有 之、 粗 別紙に 認 入- 1 叙覽- 候 通、 御 不承知 之 調印 爲レ 致、 背 n 勅命， のみなら す、 

公儀 を 非 分に 落し、 邪 謀 顯然。 

右に いふ 所の 別紙に て は、 

右 戰爭と 相 成 候 は V、 兼々 惡謀方 其 虚に附 入. 9、 日本 國內に 反逆 差 起. 9、 云々。 

實に外 夷 御 取扱 振りに 寄 候て は、 內外之 大患 を 一 時に 可 二 引 起, 萬 一 爭端を 開 候 は 

三百 年に 近き 太平 も忽 紊乱 之 世と 相 成、 左 候 時 は 如何様 被-思 召， 候ても、 可レ 被， 奉レ 

安，， 宸襟， 期 も 有 御座 間 敷、 自然 關東之 御 力に 不及、 譬大藩 之 向、 御 守護 申 上 候 共、 戰 

爭之 世と 罷成 候て は、 乍レ恐 皇居 御 安 穩可レ 被 レ爲レ 在樣無 之。 S 十一) 

之 は 半分 は 彼等 之 本心から 出て 居り、 半分 は それによ つて 京都 を虚喝 し、 條約 調印の 勒 

許と、 將軍襲 職の 承認 を 得 やうとの 計畫 である (將 軍家定 はこの 年 七月 七曰薨 じ、 家 茂が 

繼 いだ)。 こ に 所謂 惡謀 方と ある は、 酒 井 所 司 代の 書に ある 樣な 儒醫 浮浪 之 徒、 諸 藩の 陪 

臣 であり、 それにば 時に 勤王 方の 公卿 も 含めて ゐる。 問 部 第三 次の 言上 書に は 「然る 處腐 
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儒 浪 士 之 類 如 ：！： に も 論 之 趣 に 中 成 し ^ 上 之 人 聽 を 惑 は し 、 國 .；；^ 之 大 i$ を i^^ り 候 類 不 レ 少 、 

と 重々 心配 仕 候 儀に 御座 候 問、 幾 ® にも 御 汲刖、 關^ 御 安住 之 御 筋合 相 立、 世 不朽 之 御 政 

道 確乎と して 御 動 無, 之樣 偏に 希 居候 儀に 御座 候 事」 (註卞 II) と 一；： S つて 之 を 指摘して ゐる。 

一 口に 腐儒 浪士、 陪臣と 言って るるが、 この 言葉の 背後に は それが 旣にー つの 力強い 政治 

勢力と なりつ /- ある ことが (祭せられ る。 維新 史の^ 1 一期 へ の 發展の 方向 はこ ， にも；； 小され 

てゐ る。 

大獄 は 表面的に は 反動派の 一 時 的 勝利に 終った。 京都の 形勢 は. ぉ觔 降下 後 井伊 派の 唯 一 

の 味方であった 九條關 白が 辭表を 提出して、 進歩 派の 獨ト  1 に歸 さう として ゐ たが、 井伊 派 

の 壓迫は 先づ梅 田、 赖飼等 を 捕縛し、 次いで 近衛、 鷹 司 を 始め、 急進的な 公卿の 〔灰 ほ を 逮捕 

し 初めた ので 氣勢を 挫かれ、 十月 十九 日に は 九條關 白が 舊に復 した。 近衞、 0^, 一條、 

一一： 條 等の 公卿 は外國 事件の 廷議 に參與 する こと を 避け、 次いで 何れも 引返した。 K 鄉は形 

勢 日に 非なる を 見て、 月 照 和 尙を俾 つて 薩 摩に 下った。 井^の 最も 有力な 對抗 者であった 

島 津齊彬 の 死後、 薩摩は 俗論の 支配す る 所と なって、 身の 置 所な く、 十一 月 十六 tnw: 鄕ぉ 


照と 二人 海に 身を投じた： 西鄕は 蘇生した が、 藩で は 幕府 を 揮って 遠島に 處 した。 長 州 叉 

幕府の 命す る ま に 吉田松 陰 を 江 戶に檻 送した。 越 前 藩 は 橋 本左內 を權牲 にして 藩 自體は 

穏和 論に 逃避した e 水戶 は藩內 四分五裂 黨爭 日に 激烈で、 又 昔日の 水戶 ではなかった C 

反動の 波 は滔々 として 高まり、 諸 藩の 進歩的 勢力 は 一 時屛 息す るかに 見えて ゐた" 

(註 一 ) 德富 蘇峯、 近世 日本 國民史 「安政 大獄」 後篇、 六 〇| 六 一 直。 

(註 二) 同上 篇、 一 一 三丄 一 五 頁 U 

(註 三) 同 右、 一 九 三 頁。 

(註 四) 同 右、 三 六 〇 頁" 

(註 五) 同 右、 三 六 六 丄 二 六 七 頁。  - 

(註 六) 同 右、 三 六 九 —三 七 一 頁。 

(註 七) 同 右、 三 七三 頁。 

(註 八) 同 右、 II 七 四 頁。 

(註 九) 同上 中篇、 五 〇 頁。  - 

广註 十) 同 右、 一四 二 11 四 六 頁。 

(註 十一) 同 右、 一 五 五 li 七 〇 頁。 

(註卞 二) 同 右、 二 五三 頁。 


八、 この 後の 者に も 

S 松 陰の 獻策 

.5: 外の 情勢が 急激に 變 化して 行く の を、 松 陰 は 幽居の 中で ぢ つと 見て るた。 彼 は 一方で 

松 下 塾に 集る 少年 子弟 を敎 へ、 一方に は 著述 をして、 彼の 身邊は 一見 平靜に 見えて ゐた。 

然し 獄中に 於て すら 「思 ふまい と 思 ふても 又 思 ひ、 云 ふまい と 云 ふても 叉 云 ふ もの は. 人 下 

國 家の 事」 である。 謂ん や 幽居 中と は 首へ、 旣に 禁獄 を 放 たれ、 年少 氣銳の 子弟 に^まれ 

て ゐる松 陰で ある。 彼の 「舊 病」 は 決して この 天下の 情勢 をよ そに 閑 日！：：： を樂 しんで るる 

こと を 許さない。 明 倫 館 時代 以来の 彼の 門下、 知 已は今 京都に、 江戶に 散在して それ， - 

この 激しい 潮流の 中に 働いて ゐる。 彼 は 之 等の 門弟 同志から ョ々 情報 を 受け取り、 叉 江 戶 

遊學 以来の 志士と 連絡 を 通じて、 天下の 動きに 氣を 配って ゐた。 又 松 下 村 塾に §5- る 子 H を 

激勵 し、 時事問題に 就て 議論 を 上下す る ことによって、 實際 的な 教育 を 施した。 
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松 下 杓 塾 はこうして、 一方で は擧 校で あり 乍ら、 一方に は 段々 政治結社 的な 性質 を 持つ 

て來 た。 松 陰が 村 塾 を 開いた の は、 偶然に も ハリスの 入國と 同年 月で ある。 綾いて ハリス 

の江戶 入府、 將 軍に 謁見、 條約 調印と 問題 は 進展す る。 それに 作って 國內の 議論 は 沸騰し 

て 来る。 村 塾で は 之 等の 問題 を 中心に して 常に 議論が 行 はれて るた。 然して 長 州 藩 は當時 

まだ 藩 論と して 尊王攘夷に 統一 されて ゐ たわけで はない。 松隆が 安政 五 年 三月、 熊 本の 潢 

井 小 楠、 宮部鼎 蔵に 與 へた 手紙に も、 「弊 藩 は 不，， 相替, 因循 可， 恥の 至りに 御座 候。 …… 何 

分に も氣カ 薄弱に て、 暴風 迅 雨に 抵抗す ると. S. 樣參 り不, 申、 何分 滋養 强壯今 曰の <eo 劑に御 

座 候」 と 言って ゐる狀 態で ある。 隨 つて 松 陰が 尊王攘夷の 急先鋒に なり、 それに 感化され 

た 村 塾の 子弟が 藩 中で 村 塾 仕込の 議論 を 振 廻す 樣 になる と、 それが 藩 論に 影響し、 藩 政府の 

因循 論と 對 立す る樣 になる の は當然 である。 その 爲に 藩で は 村 塾 を 政治結社 風に 見做し、 

松 陰 を その 張本人と 見て ゐた。 松 陰 はこの 對立を 心配して、 兩 者の 調停 を 僧 月 性に 頼み込 

んだ ことがある。 

「6^1に大に闲迫仕候察體出來.^.候、 先便にも略々.&上候通..^、 六十 TO: 國は 悉く に お 


相 成 候と も、 ニ國 許り は 確乎と して 特立して 天下 恢復 萬國撻 伐の 基本に 相 成候樣 にと r 

5 

同志と 商議 仕 候處、 時勢 時勢と. S. 論 起..^、 道 太 (中 村) 松 如 (土 屋) 犬に 不同意、 尤 

松 如 一 夕來 宿、 道 太 も  一 fn 來話、 其 節 は 同心の 申 分に 候處、 爾後 大 變，， 其說 1 僕 等を徒 

黨を 結び 候 樣申觸 らし、 又は 僕 を 胸中 閑日月な しと 罵り、 種々 の惡言 家兄に 集り 候。 

而 して 政府の 諸 公 は 陳叔窒 の 遣 風 を 慕 はれ 候歟、 詩 酒の 會陸續 有 之 候。 拙者 は 近来 は 

丸に 懐 慨は打 止め、 時勢 も 論ぜす、 上人の不興を蒙..^候程に有之候處、 此 節の 夷 情に 

て は 中々 默々 難 仕、 今 は 死生 も 毀譽も 不レ拘 一向に 皇國君 家に 一 身 差 上申 候。」 

これ は 安政 五 年 一 月の ことで ある。 この 對立は 月 性の 斡旋に よって 一 時 緩和され る こと 

になった。 松 陰 は翌ー 一月、 月 性への 手紙に 「全 體僕も 一 囚窒に 坐し、 默々 仕 居候 內に松 下 

議論な どと 人に 目せられ 候て は， 人 聞 も 如何 敷」 と 言って、 只管 松 下 村 塾が 政治結社 風に 見 

られ、 又 それが 藩 政府と 對立 する こと を囘 避して るた。 

月 性 は 周防國 Is^ 珂郡遠 崎 淨土眞 宗妙遠 寺の 住職で、 尊王攘夷 を稱 へ、 淸狂 上人、 又は 海 

防 僧と 言 はれた。 百姓 町人 迄 集めて 攘夷の 說敎 をし、 沿岸 防備の 急 を稱 へ、 京都に も 往来 


し、 梅 田 雲濱其 他の 志士と 交った。 松 陰 は 之に 先輩の 待遇 をし、 尊重して ゐた。 月 性の 攘 

夷 論 は 佛敎の 立場から 出發 した 排外 主義 的 傾向が 濃厚で、 それ 丈に 宗敎 的な 強烈な 信念 を 

以 つて 人 を 動かし、 長 州の 攘夷論 勃興に は大に 力が あつたの である。 然し 村 塾の 斡旋 をし 

た 後 間もなく 死んで しまった。 •  松 陰 は 之に 祭文 を 贈り、 又 土屋肅 海が 撰した 傳 記に 序文 を 

書いて ゐる。 

松 陰 は 叉 安藝 國淨土 眞宗の 僧、 默霖 上人と 交った。 默霖は 聾で あつたが、 慷慨の 氣に富 

んで 四方 を 遊歴した 奇 僧であった。 松 陰の 持論と して は 佛敎の 形式 化 を 排撃し、 殊に その 

迷信が 一般大衆 を 迷 はすの を 痛切に 批判して ゐ たが、 尊王攘夷と いふ 點で 一致し、 之 等の 

僧 を 尊敬 もして ゐ たので ある。 

松 下 村 塾が 政治結社と 見られる ことに 對 して は 松 陰 は 極力 之 を 避けて ゐ たが、 松 陰 自身 

の 政治的 意見 は 少しも 枉げ なかった。 安政 四 年 十二月、 幕府 は米國 との 通商 條約 草案 を 略 

議了し、 次いで 幕府の 林大學 頭、 津田半 三郞が 勅許 を 乞 ふ爲に 上京した。 「此 節の 夷 情に て 

は 中々 默々 難 レ仕」 とい ふの はこうい ふ 情勢に 對 して、 tn 本の 國 論が 統一され て 居らす、 幕 一り a 一 
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府か 弱腰で 米！： の 巾 出 を 唯々 として 承認して ゐる情 態に 對 しての 言で ある c 松^の 胸 屮！^ 

に 死生 も毀譽 も打棄 て、 自分の 主張 を 貫徹し やうと する 決意が 出来て るた。 

五 年 一 月 六日、 松， はは この 決意の 下に 「狂 夫の 言」 の 一 文 を 草した。 その 內 容は歐 米の 

侵略 主義の 本質 を 論じ、 その 對策を 述べた ものである。 松 陰 は その 中で、 外 夷が IS 藩と 關 

係 を 結び、 或は 借款 を 締結し、 その 代償と して 租惜地 を 割 取す るの を してる る。 對 m 

として は先づ 人材 を 擧げ、 文武の 敎育を 盛に し、 勤 儉を勵 むこと を擧 げてゐ る。 

次いで 五月 十三 日 r 對策」 を 草し、 同 二十 八日に は 「愚論」 を、 叉 其 後に 「綾 愚論」 を 

作つ r。 幕府で はこの 春 閣老間 部 上京の 結果 朝廷で 諸 藩の 意見 を 問へ と耍 求され たので、 

諸 藩に 意見 を徵 する ことにな つた。 松 陰 は その 機會に 自分の 意見 を 開陳し、 藩 論 を 動かし 

延いては 日本の 國論を 統一 しゃう としたの である。 「愚論」 の 巾で 彼 は 彼 自身の 攘夷論の 立 

場 を 明らかにした。 松 陰の 攘夷論 は單 なる 排外 主義で はなく、 積極的 開 國の爲 の攘爽 であ 

る。 彼 は旣に 開國の 不可避 性 を 洞察し、 鎖國は 民族 を 退 嬰 萎縮 させ、 强て 滅亡に 導く もの 

であると 考へ てゐ た。 然し 現在の 開國 論は國 の 積極的 發展 よ. -も歐 米と 戰ふ氣 力がない 
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爲に歐 米の 脅威の 前に 屈服しての 開國 である。 松 陰 はこうい ふ 屈服 的開國 よりも 寧ろ 鍋國 

を ましで あると した。 而 して 朝廷の 攘夷の 命令が 出た 以上 理論 拔 きで 之 を 遵奉し なければ 

ならぬ。 だが その 攘夷 は どこ 迄 も 將來の 開國を 見越しての 攘夷で、 それに は 大艦を 作. 9、 

海軍 を 興し、 北 は 樺 太 北海道から、 南 は 琉球對 馬に 至る 迄 縱撗に 航行して 海軍 を 練り、 更 

に 進んで 朝鮮、 滿 州から 廣束、 咬嚼 巴、 喜 望 峰、 濠洲に 行き、 到る 所 將士を 役人と して 駐 

在 させて 諸國の 形勢 を 探知し、 通商 互市の 事 を 掌ら せる ので ある。 さう して 國を 富强 にし 

てから 米國に 行き、 前年の 申込に 答へ て 和親 條約を 締結 するがよいと いふの だ。 之 は佐久 

^象 山の 國內 にゐて 交易す るの は 不可、 出 交易で なければ ならぬ とい ふ 積極的 開國 論に 出 

發 して ゐる。 ■ 

「愚論」 は 勅命 を 奉戴して 擧國ー 致 攘夷に 邁進し なければ ならぬ こと を强 調して、 幕府 

の 態度 を 難 じて ゐる。 更に 「綾 愚論」 では、 朝廷が 下田 條約は 止む を 得 中と して 其 後の 通 

商條約 を担絕 せよ との 定論な ので、 それに 則り 大に 開國 進取の 方策 を 論じた 。「何卒 大艦打 

造り、 公卿ょり^：战侯以下萬國航海仕り. 智 を 開き 富國强 兵の 大策相 立 候 様 仕度 iff に 御座 


候」 とい ひ、 更に 敎 育の m 耍性を 論じ、 京都に 大學校 を 建てる こと を捉議 して ゐる。 彼の 

議論に は 必ゃ敎 育の ffi 要 性が 說 いて ある。 これ は 彼が 教育家であった 爲 計りで はなく、 近 

代 社 食の 一 必頌條 件と して、 人間的 知性の 解放の 重要性が、 彼に よって 識 されて ゐ たの 

だ。 

松 陰 は 野 山の 獄に 在る 時、 砲 を 溶して 錢を 鑄、 彈を 溶して 鋤と する こと を 5^ いた。 八， 彼が 

更に 攘夷の 急 称を說 くに 至った の は その後の 狀 勢の 變 化に よるので ある。 而 して iJt 府に對 

しても 彼 は 必中し も 討幕 論者ではなかった。 安政 二 年 三月、 月 性に 送った 書で は 討幕 不可 

論 を 主張し、 同じく 獄中で 兄に 送った 書で は 幕府の 恩を說 いて ゐる。 安政 三年 八月、 S 

に與 へた 書で は 幕府 は 藩 公の 主人で あるから、 先 づ藩公 を 諫め 雜 公より 將軍を 諫めて 勅命 

を 奉戴 させなければ ならぬ と 言って ゐる。 然して 三諫 も九諫 もして r 盡 しても 盡 しても 遂 

に 其 罪 を 知らざる 時 は、 己む こと を 得 や を 知れる 諸 大名と 相 共に、 天朝に 此. E を ハタ、 問 し 

奉..^ 勅旨 を 遵奉して 事 を 行 ふの み」 である。 松 陰 はこ では 飽く迄も 射 建 的な 社 會秩」 ：t に 

顺應 し、 その 道 德に隨 つて ゐる。 併しその道德そのものに矛1^5が，？：在し、 分裂が 生じる の 
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だ。 この 矛盾 は 封建的 社會 秩序の 崩 壌と その 內部 的對 立、 予 盾の 衝突の 表現で あるひ 

この 矛盾の 衝突 を 大規模に 展開した もの は、 井伊 大老の 登場、 それによ つて 赖許 を俟た 

中に 行 はれた 假條約 調印であった。 松 陰 は 七月 十三 ョ 「大義 を議 す」 の 一 文 を 草して 幕府 

の 違 勅 を 責め、 國の危 きを 忘れ 國辱を 顧みす 勅命 を 奉ぜざる 將 軍の 罪 は 天地に 容る ， 所 は 

ない、 宜しく 討滅 しなければ ならぬ とした。 彼の 思想 もこう して 渐 やく 討幕に 傾いて 來て 

ゐる。 だが 封建的 秩序に 順應 して、 而も それ 自身 を 否定し 去る 反對 物に 轉換 する 迄に は、 

猶 中間の 幾つかの 段階が ある。 公武 合體 論が それ だ。 松 陰の 思想 は 一 方に 徹底的 討幕に 迄 

進む 可能性 を藏し 乍ら、 猶 公武 合體の 主張者だった。 卽 ち先づ 大義 を 明らかにして 再三 再 

四 幕府に 勸吿 し、 奉 勅 を 全うさせて、 將 軍が 飜然 改めれば 公武 合體 して 外敵に 當る、 愈- 1- 

勑命を 奉じない 場合に は 大義 を 以て 處斷 するとい ふの が 彼の 大義 論で ある。 

松 陰の 「狂 夫 之 言」 「愚論」 等は當 時江戶 にあった 藩主の 手元 迄 達せられた。 藩主 は 之 を 

讀ん で、 松 陰に 今後 も感 やる 所が あったら 上 言す る樣 にと いふ こと を 許した ので、 松 陰 は 

或は 圃老 益田彈 正の 手 を 通じ、 或は 周 布 政 之 助、 前 田 孫 右衛門 等に よって 自分の 意見 を 上 


申した c  5 

長 州 藩 は 松 陰に 言 は せれば まだ H 循で氣 力が 足りない とい ふこと になる が、 大 11 に 於て 

藩主 始め 尊王攘夷の 方向に 向って ゐた。 安政 五 年 夏 IS に は 松 陰の 門人 益 silliT か w.;!^ 老に 

就任し、 浦敏 負が 府 家老に、 周 布 政 之 助が 御 政務 座と なって、 藩 政府 は 殆んど 進歩的 分子 

で 構成？， れ 鋭意 藩 政 改革に 從 事して ゐた。 國 .：1^ 老の 手元に 前 田 孫 右衛門が あり.、 之 等 は 柯 

れも松 陰の 知己で、 松 陰の 献策 も 或 程度 迄容 れられ た。 

然し 松 陰の 思想 は旣に 封建的 イデ ォ ロギ ー から 出發 して その 反對 物、 否定 者に 迄 發展し 

てゐ る。 松 陰 自身 は 藩に 幽囚の 身で は あるが、 旣 にー應 封建的な 社會 機構から 推し 出され 

た 存在で、 思惟の 自由な 發展 を碍る 何者 もない。 社會 的な 衝擊は 彼の 思想 を <J ^進化させる 

計りで ある。 だが 長 州 藩 は藩內 部に 矢張り 割然 たる 封建的 機構 を 持って ゐる。 この 機構が 

藩全體 として 進歩的 方向に 趨 らうと する 場合 摩擦 を 生じる。 さう して 藩 全 g は 矢張り 松 陰 

等の 思想と 摩擦す るので ある。 周 布 政 之 助が 最初 は 松 陰と 同じ 意見の 樣に兑 えて ゐ たが 後 

に對 立す る 様になつ たの は そこに 原因が ある。 長 州 藩 は 最初から 攘夷論 を 持し、 王み  1 に 
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俊いて ゐ たが、 中央の 動きに 對 して は 比較的 出 通れて ゐた。 隨 つて 將軍 繼嗣 問題、 水戶密 

勅 車 件 等の 場合で も 一先 づ其園 外にあった。 井伊の 登場に よって 起された 波紋 は、 最初 は 

直接、 之 等の 事件に 關係 のあった 諸 藩に 及ぼされ たので ある。 然し 一波 は 萬 波 を 呼び、 怒 

濤は 次第に 長 州 藩に も 押 寄せて 来た。 この 波に 應 じる もの は 先づ松 陰で ある。 

京都の 大獄、 梅 田 雲濱の 捕縛、 梁 川 星 厳の 死 等の 報 は 間もなく 松 陰の 耳に 入った。 京都 

に は 中 谷 正亮、 久坂義 助が ゐて 事情 を 探って ゐ たので ある。 井伊 大老が 主上 を彥 根へ 遷し 

奉る 陰謀 を 持って ゐ ると いふ 風說 (前章、 安政 大獄 參照) も 偉って 來た。 松 陰 は 直 御 目附役 

淸水圖 書に 對 して、 兵 庫 戌衞に 名を藉 り、 軍隊 を 京都に 派遣し、 萬 一 の 場合、 兒島 高德に 

ならって 我 藩に お 速れ 申せと いふ 献策 をした。 

中 谷 正亮、 久坂義 助 は 京都に 在って 奔走す る內、 傳手を 求めて 公卿の 大原 重德に 面會す 

る ことが 出来た。 大原 三位 は 公卿の 中で も 慷慨の 士で、 最近 諸侯が 幕府に 禪 つて 少しも 朝 

延の爲 に 献策 しないの を 憤慨して ゐた。 そこで 中 谷、 久 坂に 向って、 若し 何れの 藩の 大臣 

でも 自分に 面會 しゃう と 意志が あれば、 自分が 親しく 出掛けて その 藩の 爲に說 かう とい ふ 
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決意 を 持って ゐる こと を 語った。 中 谷 は 之 を 松 陰の 許へ 知らせた ので、 松 陰 は 直ちに 之に 

對 して 「時勢 論」 と r 大原 三位に 呈 する 書」 を 草して、 之 を 京都に 送った。 「時勢 論」 に 

曰く、 

「人 マ 天朝に は德川 扶助 公武 一 和との み 仰せ 出さる、 故、 德川は 益々 兇 威を逞 うし、 侯 は 

悉く 德 川に 頭 を 押 へられ、 勤王の 手足 は 出す、 天下の 忠義の 士も皆 征夷 か 諸侯の 臣下に 非 

る はなければ 其 主人に 先立て、 義擧を 企つ る 事 もなら や、 終に 天朝に 心 を 歸 する もの あり 

とも、 志 を 抱ながら 老死 致し、 しき は奸 吏の 手に入り、 囚奴 となり 戮死 となり、 終に 戀 

闕の志 も 曰 を逐て 薄く 成 行くな り」 と。 松 陰 はこ、 で 公武 合體を はっきり 斷 念し、 討幕 以 

外に 道 はない とい ふ 思想に 到達した。 而 して その 行動に 常る もの は 誰か。 「<:3 今 征夷 跋 、 

諸侯 觀望、 皆恃 むに 足ら や。 恃 むべき 所の もの は 草莾の 英雄の み。」 (「厳 闪紀 事」) 旣に _ 祕府 

支配の 否定に 迄 到達した 思想 は、 又 其 實踐者 を 封建 社 會に對 する 否お 的な 肝に 求めな け 

れ ばなら ない。 松 陰 は それ を 「草 莽の 英雄」 に 求めた。 草莽の 英雄 は、 3； 建 的な 社會 機構 

では、 この 封建 社 食の 苦惱を 一身に 體 現した 所の、 隨 つて 封建 制の 否 お^に 韓 化し $る所 
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の 身分で あるひ 

松 陰の 思想と 行動 はこうして 封建 制の 否定に 迄 到達した 以上、 彼が 一 步 動けば そこに は 

古い 社會 秩序との 問に 摩擦が 起る。 而も 旣に 思想 は In 動 を 要求し、 一 つの 摩擦 を 解消す る 

爲 により 大 なる 摩擦 を 起さねば ならぬ 必然性 を 持って ゐる。 最初 は 藩に 幾分 受納れ られて 

ゐた松 陰の 献策 も、 この 段階に 迄 達する と、 次第に 厄介 視 され 次いで 警戒され る樣 になつ 

た。 松 陰の 策 は大原 三位の 長 州 下向 を 乞 ひ、 それによ つて 藩を說 き、 近所の 四 五 藩と 呼應 

して 事を擧 げやう とい ふので ある。 その 眼中に は 旣に長 州 藩 一 個の 利害 を考へ て ゐる暇 は 

ない。 然し この 書 は大原 三位の 手元に 迄 達せす、 松 陰の 第一 計畫は 破れた。 

旣 にして 松 陰の 知己 li つた 周 布 政 之 助 は 藩 擁護の 立場に 立ち、 松 陰 等の 行動に 警戒し 初 

めた。 京都に ある 中 谷、 久坂を 始め、 松 陰の 思想 を 奉 やる 青年 書生 は 周 布の 手で 京都 を 追 

拂 はれた。 そこへ 松 陰の 大原 三位 下向 策が に れ聞 えたので、 藩の 警戒心 は 益々 强 くな 

つた。 然し！^ 布 は 表面 決して 松 陰と 對 立の 氣勢を 見せす、 隱 約の 間に 松 陰 等 を 制 しゃう 

として ゐ た。 


間 部 撃つ ベ し  。- 

十月に は 江戸から 新 殿 番頭 長井雅 樂が歸 つて 来た。 長 井 は 長 州 藩 世子の 輔_# 役で、 周 布 

より 一層 藩 擁護の 立場に 立って 居る。 當時 幕府 は 土 佐の 山， 2: 豐信、 宇 和お の^ 達-: 〈小 城の 正 

義論を 忌避して、 隱 居させ やうとの 意圖が あり、 長 州 藩 も その 中に 入って ゐ ると いふ t_ "が 

あった。 そこで 長 井の 歸國は 藩主 を 江戶に 伺候 させて 將 軍に 媚を呈 させる ハ M だとい ふ 風に 

一般から 推察され た。 これ は 松 陰 等 を 非常に 憤慨 させた。 

そこへ 長 井と 一緒に 江戸から つて 来た 赤 川 直 次 郞が松 陰の 所へ 来て、 爲張、 水戶、 越 

前、 薩 摩の 諸 士が， 聯合して 彥根 大老 を製擊 しゃう とする 計畫が あるの を吿 げた。 旣に長 州 

藩單獨 で大原 三位 下向 を 策し、 それが 一 跌を來 して 機會を 待って ゐた松 陰が、 之を默 過す 

る 害 はない。 松 陰の 心中に は、 常に 他 藩に 魁け て 先鞭 をつ け やうと いふ 氣持 もがあった。 

然 V^G に 江戸で は旣に 井伊 大老 襲撃の 擧が ある。 (有 馬 新 七 等の 計畫は 十月 一 曰 11 1, 安 

政の 大獄 參照) 之に 追隨 する こと は 松 陰の 自負心が 許さない。 そこで 松 陰 は 之と は 別個に、 
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當時 京都に 来て 志士 逮捕、 勸 王の 公卿 壓 迫に 毒手 を 振って ゐ た閣老 部 f 。勝、 その 手先と 

なって ゐ る 伏 見 奉行 內藤 正繩を 襲撃す る 計 畫を立 てた。 

十月 下旬に 小 國剛藏 への 手紙に 言 ふ。 

天下の 形勢 切迫に 相 成 故 態と 岡 部品 川 二 生 差 出し 御 報知 巾 候。 此內 より 度々 江戶 

飛脚 来り 長 井 も歸り 候。 未だ 屹度 相 決し 候に は 無 之 候へ ども、 尾 水 越 薩合從 襲-一 擊奸 

大老, 策と 相 聞え 候。 近日 山縣半 蔵歸着 候へば 愈々 の 儀 相 聞え 可 申 候 也。 果して 然ら 

ば 天下 瓜 分すべき 今日に 付 吾輩 中々 非， 可-一 凝滯 f 京師に て 問 部下 總守 殊の外の 邪說、 

大意 違 勅の 事 は水戶 堀田兩 人の 罪と 巾 候 由、 內藤豐 後 守頻に 威 を 振 ひ、 正論 有志の 

者 召 捕り 候 由、 誠に 可.. 惡 事に 候。 江戶 にても 土 州 宇 和島隱 居の 內意 あり、 是等 も默し 

て は 居り 申 間 敷、 左 候 へ ば 過 疑 候 へ ば 面目 を 天下に 失 ひ 候 事 不レ少 、政府 も 殊の外 奮激 

可レ喜 事に 御座 候。 右に 付 僕 存念 有， 之、 同藩の 士と 相談 致 度、 半藏歸 着の 上 は 世間 體 

^沸騰 被- 1 思 遣， 候に 付、 其 節に 至り て 御 報知 も 間に合 ひ 不レ申 候 問 旁々 不 レ畏， 死 少年 

三 四 輩 弊 塾 迄 早々 御 這し 可レ然 候。 申 上 殘し候 は 委細 二 生の 口述に 附し 候。 大谷茂 


樹に談 じ 藍 候大原 三位の 策 は奸人 遮. 9、 ちと ゆとりが 行き 候。 典.？： に：： d 尸の 事 起り 候 ^ 

へば 宜敷 候。 江 戶の事 不レ振 時 は 必前策 を 菜すな り。 

小 國は益 田の 家臣で IS 佐に 日 新 堂と いふ 塾 を 設け、 その 敎授 であった。 曰 新 堂 は 松 下 村 

塾の 分教場の 樣な 觀を呈 し、 塾生 はお 互に 往来して るた ので ある。 

十一 月 十五 日に は 生 田 良 佐へ 手紙 を發 して、 

近日 議論 頻に變 動 有 之 候處變 やる 毎に 勤王 義擧の 事 競 ひ 立ち 候。 只个 之處 にて は 政 

府 にも 大擧有 之 勢に 候處、 若果 行き 不レ申 候 は V- 於， 下 同志 相 募り、 十二： T 十五 曰を發 

螯と 定め 上 國へ馳 せ 向 ひ 候 車に 致， 二 決, 候 U 戶 田の 河 內紀令 K 盛、 IS 佐 も 可也。 1:;^ 崎 

へ は 來原良 藏參り 壯士四 五十 名 も 参り 候に 付、 此 一手 一 方に <；3 るべ し。 肥 後 柳 川 も； 92 

々手 を 下し 置き 候、 上國も 大分 面白き 事 有レ之 候り 

右に 付老兄 一 寸 なりと も 出 萩 相 成 候 は V 萬 樓御談 申 度 候。 又 上京 出 來候は V 御. E. 越 

し 被 下 次第 上國之 都合 可，， 申 上， 候 也。 

追 仲に 「敢士 之士、 智 it? 義俠 之士御 募り 出し. e.^ 務に 候」 として、 如何にも 事態が 切. s=」 し 


て ゐる事 を 思 はせ る。 

松 陰 は旣に 門下生、 知友の 同志 を 集め、 折！： 紙 血判 を 固めた。 血盟に 參 加した 者 十七 名。 

しかも 松 陰 は 猶藩府 を 信じ、 周 布 を 信じて ゐた。 そこで この 決行に 付、 藩府の 諒解 を 得 や 

うと、 願書 を 作り、 周 布 政 之 助の 所 迄 提出した。 

此度 江戸の 様子 傳聞仕 候處、 薩 摩藩發 企に て 越 前 藩 申 合、 大老 *J 根 侯 打 菜、 且上國 _ 

へ も 義擧相 企 候 由、 左 候へば 尾 張 水戶は 勿論 同意に 可， 有， 之、 又 土 佐. 宇 和 島 等 も 正 

論 被 レ張候 段觸ニ 忌諱， 御 隱居被 レ成候 樣被レ 蒙， 一幕 命， 候 由に 候へば 是亦 同意と 被に 祭 候。 . 

其 他 平日 正論 之 大小 藩 何れも 此擧に 後れ 申 間 敷 候。 右に 付 於 n 御當 家, は 勿論 他 藩 之 誘 

ふ 迄 も 無レ之 勤王 之 御 志 確然た る 御 事に 候へば、 此度之 一 擧に付 下より 御 願 申出る に は 

不レ 及、 謹で 御 指揮 相 待 可レ然 事に 御座 候へ ども、 私共 時事 憤慨 難- 1 默止， 候 間、 速 名の 

人數 早々 上京 仕、 間 部下 總守、 內藤豐 後 守 打 菜、 御當家 勤王 之 魁 仕、 天下 之 諸 藩に 後 

れす江 家 之 義名を 末代に 輝し 候樣 仕度 奉， 存候。 此段被 i 遂ニ御 許容， 被レ 下候樣 奉願ヒ 

候。 以ヒ  ^ 


封建 社會 にあって 少しで も そ の 秩序 維持 に 貴 任 を 持って ゐる 者の 眼から a れば 極めて 物 ；： 

。~ 

騷千 萬な 願書で ある。 松 陰の 考へ では、 この 願書 は必 やし も 許可 を 得 やうと いふので はな 

く、 藩 政府が 聞捨 にして おいて？. 犬れ /- ば 自分 達 だけで 事 を 決行し、 責任 は 自分 一人で 負つ 

て 藩へ は 迷惑 はかけ ない 積り だった" 然し 旣に大 原 三位 下向 策が 跪跌 して ゐ るのに、 ^藩 

へ こうい ふ 願書 を 出す とい ふ 事 は、 松 陰の 桁外れな 善良 さ を 現 はして ゐる。 

周 布 は 願書 を 一 見して 物騷な 計畫に 愕然とし たが、 最初から 高愿 的に 出て は  一 a; 激化 さ 

せる 危險が あるので、 先づ 同志の 一 人、 中 村道 太郞を 呼んで、 計畫の 中止 を勸 めて 晃た。 

中 村 はこの 計畫 は、 到底 中止 出来る もので ない こと を吿 げたので、 周 布 は 更に 出方 を變へ 

た。 實は 藩と して 遠大の 計畫を 持って その 赏 行に 確信が あり、 今 君達に 輕卒な 事 を やって 

貰って は 却って 大 策の 破れる 基になる、 其大 策と いふの は 各藩 聯合して 京都に 乘 込み、 二 

條 城に 集って 事 を擧げ るので 恐らく 年 內に實 現す る だら うとい ふの だ。 中 村 は 其 言 を 信じ 

て 松 陰の 所へ 報告し、 計畫の 中止 を 提議した。 松 陰 は 半信半疑だった が、 一先 づ屮 村の 一 百 

を 容れて 年末迄 計畫を 延期す る ことにした。 
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翌日 は 松 剛藏、 赤 川 直 次 郞のー 一人 も 松 陰の 所へ 来て 藩に 計畫の ある こと を 告げて 松 陰 

の 間 部 擁擊策 中止 を勸 めた。 松 陰 は旣に 計畫の 延期 を 決定して ゐ たの だが、 中 村の 言と、 

赤 川. 松 島の 言に 喰 遠 ひが あるので、 稍 周 布の 態度に 疑問 を 持ち 初めた。 旣 にこの 計畫は 

山縣半 蔵が 江戶 から 歸る日 を 待って 發 しゃう として ゐ たのに、 山縣は 江戸から 歸 ると 早々 

病 氣と稱 して 湯治に 行き、 誰に も 逢 は 中に 行方 をく らまして しまった。 これ は 周 布 一派の 

手が 廻った 結果であった。 松 陰 は 更に 長 井 雅樂も 疑 ひ 出した。 松 陰が それ を 長 崎から 歸っ 

た來原 良藏に 語る と、 來原は 自分が 直接に 長 井に 當 つて 見て、 若し 奸 物なら ば 斬らう と 約 

して 出掛けて 行った。 然し 來原は 長 井に 懐柔され て歸 つて 来て、 長 井 は 斬る ベから 中と 言 

ひ 出した。 旣 にして 計畫 は^ 齬 して、 血盟の 同志の 間に も 意見の 不一致が 現 はれて 来た。 

松 陰 は 直接 長 井に 當 つて、 眞相を 突き止め やうと した。 長 井 は 時に 御 直目附 となって 江 

戶に往 かう として ゐる。 松 陰 は 吉田榮 太 郞を長 井の 所に 遣して、 周 布の 言 ふ 四 藩 合 從計畫 

と 長 藩 出府 計畫を 告げ、 その 眞相を 詰問した。 長 井の 答へ は、 四 藩 合 從計畫 も 未確定で あ 

り、 藩主 も輕々 しく は 出府 しないと いふ 事で あべ こべ に 松 陰が 長 井 を 疑 ふこと に對 する 不 


滿を 表明して 来た。 畏井のず|^^^は听ら.^に周布^偽瞞を諧§-するものでぁる。 松 陰 は 之 を ,5 

。一 

來 原に 吿げ、 來原 から 更に 周 布に 俥 へられて、 松 陰と 周 布との 對立は 深まった。 

周 布と 對立 する こと は 藩 政府と 對立 する ことで ある。 藩では松陰等の思想行動を^！：生過 

激の 論と して その 鎭應に 努力した。 松 陰の 思想 は、 旣に封建社-$:の鶴^-桂松を突破してゐ 

る。 然し 松 陰 自身 は そのこと を 意識して ゐな いので、 藩 全體を その E わ 想に よって 動かせる 

と 信じて ゐた。 だが 長 州 藩全體 として はま だ そこ 迄 行って ゐな いので、 秩序 維持に 當る常 

局に 取って はこの 思想 は危險 思想で ある。 純理 を飽く 迄 追求して 止まない 松 陰は總 ての 理 

論が 具體的 現實と 合致し な ければ ならぬ ものと 信じて ゐた。 彼は旣 に. e: 分が 謹お 屮の 身で 

ある こと も 忘れた かの 様であった。 且ては 松 下 村 塾が 政治結社 化する の を 避けて ゐた 彼で 

あつたが、 今 は 同志の 血盟が 松 下 村 塾 黨と稱 される の も 顧慮し なかった" 彼 は そこ 迄 理論 

と 現實を 一致 させた。 だが より 大きな 現赏 にぶつ かった。 それ は 藩 そのものが 大きな 封建 

的 機構の 一 分子で あ.？、 その 秩序が 全體 的な 封建 社會の 秩序と 結びついて ゐる とい ふこと 

である。 旣に松 陰に よって 突破 出来て ゐた 所の ものが、 藩に はま だ 突破 來 てるな かつ 


た。 それ は 松 陰の 様に 封建的な 機構から 疎外され たもの、 みが 飛び 超え 得た ので ある。 理 

論の 絕對性 を：：；； H じた 松 陰 は、 纏て この 大きな 現實に 衝突した。 それ 拉松 陰の 前に は、 長 井 

周 布と いふ 人 問 的- 1^ 素 を 通じて、 藩 政府の 因循と して 現 はれた ので ある。 更に 其 背後に は 

井伊 大老の 登場に よって 反動の 波が 强く なり、 各藩の 上層 部 を 支配し 初めた 事 も 影響して 

ゐた。 

周 布 は 藩 內で議 して 「松 陰の 學 術が 不純で 人心 を動搖 させる」 とい ふ 名目で 一 室に 嚴囚 

する ことにした。 時に 安政 五 年 十一 月廿 九日。 杉 氏の 邸內 で三疊 半の 部屋に 南. は戶、 束 は 

窓と いふ 狭い 所で ある。 藩で は 31;^ 初から 獄に 下さう としたが、 叔父の 玉 木 文 之 進が 幹旋し 

て嚴 H に 止った。 然し その 問に 藩 論が 义變 十二月 五日に は 遂に 入獄の 命令が 下った。 

門人 入江、 品 川、 吉 m 等 八 名 は 周 布、 井上 等の 藩當局 者の 所へ 押 掛け、 下獄の 理由 を 詰 

問した が、 藩で は これら の 門人 迄鏽責 幽囚 の處 分に 付した。 

松 陰の 再 入獄 は、 折から 父 百合 之 助が 病 氣の爲 願に よって 二十 六日 迄 延期され た。 愈々 

二十 六日、 父の" ぉ氣 *i 快方に 向って、 親戚 鬥 下等 二十 餘名會 して 送別の 宴 を 張った。 父に ^ 
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別れ を 告げれば 父 は 欣然と して 松 陰を勵 ました。 

吾 を 送る 十四 名、 訣別 易ぞ 多情、 塾當 に起隆 すべし。 村 君 義盟を 主ん や。 

松 ii は 塾生 を勵 まし、 村 塾に 後 来の 望 を囑し 乍ら、 四 年. 拔 りで 再び 野 山の 獄に 入った。 

S 要駕策 前後 

1、 梁 川星巖 方へ 參會 いたし 候 三 樹八郞 (賴) 、池內 大學、 梅 田 源 次郞、 右 四 人 反逆 之 四 

天 王と. en 稱 いたし 候 由。 其 連中 之 外、 長 州 吉田寅 次 郞と申 者、 力 a も 有 之、 惡謀之 働 

拔群之 由に 而、 备々 申合せ、 一 旦水老 之 謀反に 而爭亂 之 世と なし、 詰る 所 は德川 之； 大 

下 を 京都へ 预り、 各々 同志 之 徒に 而執權 可 致との 目論見 之 由。 s 二 

之 は 十二月 二十 六日、 井伊の 腹心 宇津木 六之亟 から 長 野 主 膳への 手紙 だ。 十二 二十 六 

曰と 言へば 吉田松 陰の 再 入獄の 日で ある。 しかし 松 陰の 入獄 は 十一 一月 五 曰に 決定して ゐた 

ので この 手紙と は關 係ない。 松 陰の 間 部 耍擊策 は 當時松 下 村 塾黨の 血盟と して， y 戶の 同志 

の 間迄傳 へられた とい ふ 事 だが、 井伊 一派の 耳に は 入って ゐ なかった。 だが 松 陰の 存在 そ 


の ものが 梁 川、 賴、 梅 田 等と 並んで 「力量 も 有 之、 惡謀 之働拔 群」 とい ふ 風に 注目され て 

ゐ たの だから、 早晚 魔手が 彼の 身邊に 仲び て來る こと は 免れなかった ので ある。 

其 頃 井伊 派で は 京都 江戶で 捕へ た 志士の 取調から 何とか 陰謀 をデ ツチ 上げて その 責任 を 

京都の 公卿、 及び 水 戶齊昭 迄 及ぼし、 之に よって その 极本 勢力 を 叩き潰さ うと 狂奔して ゐ 

た。 しかし 元々 井伊 派の 想像す る樣な 陰謀 計畫 のあった 譯 ではない から、 彼等の 思 ふ壺に 

はは まらなかった。 そこで 京都で 捕 へ た 志士 を江戶 へ 擦 送して 江 戶で嚴 重な 取調 を績 ける 

ことにな つた。 十二月 十四日 宇津木から 長 野への 手紙に は、 

何分 今度 之 一條 は、 邪 正 分明 厳重に 御 5ii し 無 レ之而 は、 何時 再發 も難レ 計？ 乍 去 大名 

■ 之 中、 死罪 等 被 ，1 仰 出， 候樣相 成候而 は、 是又騷 動 之 基に 付、 寬猛 之御處 置、 一大事 之 

御 場合と 被，. 1 仰 下： 御尤 至極、 何分 惡謀方 根強く 候 間、 無レ據 手荒 之御處 置に 可， 1 成 行， 

哉と 嘆息 罷在候 事に 御座 候。 S 二) 

と 言って、 大獄 處斷 の嚴酷 さを豫 想させる ものが ある。 而 して 十二月 五 曰に は旣に 第一 次 

として 4 バ  1： 父子、 小 林 良 典 兼田義 和、 三國 大擧、 (千 喜 田 父子、 池內 大學、 近 藤 茂 左 i^?: マ, 


が 夫々 網乘 物、 軍？ i2<as で 江戸へ 送られ、 同 二十 五日に は 第二次と して 藤 井 馬 守 (西 園 寺 ；： 

{ 永 々臣) 飯 田 左 馬 (if 栖川 宮家々 臣) 森 寺 若狹守 (三 條 臣) 梅£^111濱が江戶へ送られ 

た。 殘餘は 翌六年 一 一月 廿五ョ に 第三 次と して 送られた ので ある。 

松 陰 はこうい ふ 形勢 をよ そに、 獄中に あっても 所信に 邁進して、 少しも 枉 げてゐ なかつ 

た。 大原 三位 下向 策 もま だ 見捨てす、 機會が あれば 決行し やうと して ゐ た。 

, 十一 一月 一 一十 九日に は水戶 天狗 黨の矢 野 長 九郎、 關鐵之 介が 長 州に 來り、 赤 川 直 次 郎と逢 

つて 翌 正月 七日 歸 つた。 正月に は播 磨の 大高又 次郞、 備 後の 平 岛武次 郞が來 て、 小 出 村人 

、江と 逢 ひ、 更に 要路の 人と 會見を 求めた。 大 高等の 意見 は 長 州 藩主 を 朝 幕の 問に 立た せて 

朝 旨の 貫徹 を 計らう とする にある ので、 毛 利 侯 參覲の 途中.^ 伏 見に 耍 して 大原 三位に "见 

させ、 此 策を實 行し やうと いふので あった。 之 は 松 陰の 意中の 策と も 合致す るので、 大に 

獄中から 力瘤を入れて ゐた。 然し 藩の 重役 は 浪人と は面會 しないと 一一 目って 之を逐 ひ： t して 

しまった。 水戶 天狗 黨の遊 說と言 ひ、 大 高等の 計 畫と言 ひ、 何れも 松 陰が ゐ ない 爲 に：.^ a 

だ具體 化さす に歸 つてし まった ので ある。 旣に之 等の 計畫 は、 維新 史の^ 一段 階から お 二 
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段階への 進出 を 意味して ゐ るので、 反動 勢力の 前に 鋒 t 亡 を 納めて 安 協 的に なって ゐる it の 

よく 應 じられ る 所ではなかった。  . 

松 陰 は 獄中に あって この 情勢に g 憤 を 押へ 切れす、 悶々 の 情 は爆發 せん 計りだった。 g 

. に 封建的な 制 縛を脫 した 彼の 思想 は、 障碍に 逢って 益々 奔騰した。 「一た び 血 を 見 不申內 は 

所^ 忠義の 人も荖 はれ 申さぬ かと 奉存 候」 ( 一 月 十三 日、 玉 木 叔父 へ の 手紙) と 言 ひ、 r 一 

破り 破らねば 膏藥も 何も こたへ 不レ申 候」 (一 月廿 九日、 久保 淸太郞 へ) とい ふの はこうし 

た 感情の 表 はれで ある。 その 結果 は 彼が 獄中から 弟子 達に 與 へる 言葉 も 激越に なり、 方針 

. も 急 化する 計りであった。 

桂 小 五 郞は之 を 見て 却って 松 陰の 身に 累を 及ぼす こと を 心配し、 玉 木 叔父と 相談して 暫 

く 同志の 交通 を斷 たせる ことにした。 當時叉 松 陰に 妻 を 持たせて 思想 を 軟化 させ やうと い 

ふ說 もあった らしい。 松 陰 言 ふ、 

. 良藏 (來 原) も 御 政務 座と なる の を引當 に、 八十 (佐 世) も 御密用 祐筆と なる を 引 

當 てに、 正論 を 止めて は 天下 後世への 事は扭 置き 有志の 士へ對 し 面目無 之 次第に 候 哉 
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夫れ で 今一 應は 直言 可レ 申、 不レ聽 時 は 夫れ 迄な り。 小生に 妾 を 進めて 正論 を 挫く の說 

御 聞 及び も あるべし。 奸 人の 胸中 如何、 如何。 (一 月 十九 日、 岡 部 富太郎 宛) 

叉 言 ふ。 

余 年少 竹馬の 交 は 令に 至り 志 を 同じく する もの 淸太ー 人な り、 其 他 は 皆々 隔絶、 W 

是は其 時 今と は 吾 も學問 識見 一 變 致し、 時勢 も 不同に 付、 昔の 同志 今の 同志に 非る を 

如何せん。 (二月 十二 日、 人 江 杉藏、 岡 部 富 太 郞に與 ふ。) 

松 陰の 思想 は 障碍に 逢って 益々 急進 化し、 あらゆる 闲難を 突破して 行きつ く 所 迄 進まう 

とする。 然し まだ 藩の 祿を 食み、 封建的 機構と よ， 5 深い 繁 がり を 持つ 人達 は そこ 迄 はつい 

て 行けない。 「昔の 同志 今の 同志に 非る」 原因 は そこに あるの だ。 併し 松 陰 は それらの 理由 

を 承認し やうと しない。 彼 は 飽く迄 徹底 を 求めた。 松 陰の 不滿は 入江 杉 藏に迄 及んだ。 

子楫 (岡 部) 杉 蔵 (入江) の 妻 を 持つ は (尤杉 藏近來 親迎說 はやめた か 承りた し) 

どうも 不レ 得，, 其說, (說 あらば 知らせよ) 富 太は大 俗物と か、 杉藏は勤王|5^-は言はぬと 

か、 今日は 大丈夫 こんな 閑 言語 へらす 口 を 開く 時には 無レ之 候。 二子 及 佐 世 は？ S に {.^ 


事 を 托し、 一身 を 丸で 勤王に ゆだぬべき 身上と 拙 生 は覺ぇ 候。 先日 子 楫親迎 論 をせ し 

は 一時の 拙策、 僕 實悔レ 之。 今 妻 を 持ちて 明 曰に も 打 死せば 中々 婦人 貞節 一生 を 終へ 

候 事六ケ 敷、 自然 失 節の 事 も 有 之 候 はば、 忠義 之士、 失 節 之 妻、 是又 千歳の 恥 也。 尤 

眞に 俗物、 眞に 勤王 を 言 はぬなら 夫れ でよ し。 小生 心 陽 百 折、 欲, 死 無， 名、 欲レ 生無レ 

功。 (正月、 岡 部 富 太 郞に與 ふ。) 

彼是して ゐる 間に 藩主 毛 利 敬， 親江戶 出府の 日 は 近付いた。 之 は 松 陰 最初から 反對の 事で 

周府、 長 井 等の 計畫 であった T 世間の 俗論 衆、 君 公 御身 上 御大 切と 申說を 頻に唱 候へ ども 

其 策に 至って は、 大柢 兩殿樣 (敬 親、 廣封) 共 御滞府 にて、 幕府へ 蹈 諛を盡 し、 御 昇進 禅 

褒美 等 を 求む るの 儀に 止り 候。 私儀 考 へに は、 是は 却って 危計 にて 御 兩殿樣 共、 虎口に 御 

入 被 成 候 は、 如何にも 臣 子の 安き ことに は 無 之 候。」 ( 一 月廿八 tn 上書) 彼 は そこで あらゆる 

手段 を盡 して 參府 阻止の 方法 を 講じた。 最後の 策と して 建てた の は 同志の 士が脫 走して 京 

都に 至り、 大原 公に 謁して 公の 力に より 藩主 を 京都に 止め、 四方の 同士 を 集め、 事 を擧げ 

る. V いふので あって 所謂 耍駕 策で ある。 松 陰が 之 を 同志に 圖 つたが 小 ffl 村、 久坂も 之に 


反對 した。 松 陰 は 飽く迄 之 を 貰 徹し やうと して、 入江 杉 蔵に 圖 つた。 杉 蔵は愤 然として 松 

り * 

陰の 言に 隨ひ、 之に 赴く ことにな つた。 然し 杉藏は 薄祿の 下士で あり、 は 赤貧 洗 ふが 如 

く、 且 老母が 一人あった。 そこで 弟の 和 作が 代って 行く ことにな つた。 和 作 は 時に 十八 歲 

である。 

今や 藩に 於て 身分 あり、 地位 ある もの は 一 人 も 松 陰の 計 畫に隨 はふと する もの はなく、 

家 貧に して 身分の 輕ぃ 入江 兄弟の みとい ふこと になった〕 

入江 兄弟 は 貧困の 中から 財産 を 金に 代へ て、 脫 走の 費用 二十 兩を 作った。 之 を M いて 松 

陰 は 次の 詩 を 送った。 

夜來 凶夢 暗 愁 i 果是 同人 沈 i 棘- 

酬レ君 精忠 十八 歲 毀レ家 貧士  二十 金 

淺謀被 レ捕世 皆 笑 正義 不レ磨 吾则欽 

二百 年間 覇氣旺 好 n 勤 王， 丈 夫 之 心 

和 作 は 二月 二十四日に 松 陰から 大原 三位に 宛てた 書 を携へ て脫. ii^ した。 然し S 志 中 論 
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があって ゴタ くして ゐた關 係から 事が 谏れ て、 杉 蔵が 先づ捕 はれ、 續 いて 和 作 も 途中で 

捕 へられ、 藩へ 引き 戾 された。 松 陰が 最後の 計畫 もこ、 に 破れた ので ある。 

松 陰に 最後に 殘 された 道 は、 死で ある。 彼は久 坂、 高 杉、 小 田 村と も 自ら 絶交 を 決意し 

た。 さう して 入江 兄弟と 死 を 選ぶ ことによって、 自己の 思想 を 不朽に 偉へ やうと したので 

ある。 彼の 死 は 決し H 絶望の 死で はない。 彼 は 死につ いて 野 村 和 作に、 次の 樣に 言って ゐ 

る。 

足下 一 死の 覺悟相 定め 候 由 誠に 感心、 僕 同志 を 求む る こと 數年、 始めて 得-一足 下 一重 

輔不レ 死 也。 大慶々 々o 然るに 死生 亦大、 莊 生が 一 言 格 論々々、 講究した 上に も 講究 

して 一毫 遣憾 なき 所に 行かねば なら や 候。 慷慨 就， 死 易、 從容 就， 死 難、 此語亦 妙、 勢 

に 乘じ戰 死 等 は 易々 に 候へ ども、 此 度の 死 は隨分 難く 候。 何分 相互に 講究すべし。 今 

試に 足下の 心 を 一 々言 ふべ し。 當 る當ら ぬの 御 答 被 下 度 候。 足下 大阪 にて 死なぬ は 一 

人 も 割腹 を 好む 者な く、 時 を 待つ に 服した と。 此言甚 直、 足下の 死す る 男た る 所以 也。 

實に 徒死し 難し。 僕 先日 餓死す る ことの 出来ぬ も是れ なり) ro 樓 (1 一) なんど 死 は 易々 


2  S3 


なれ ど 無益の 死 はせ ぬと 一一 一一 n ふ。 吾 藩 同志の 士もル I 此言 あり。 大 うそな り。 死 何ぞ： ：^々 

ならん。 二つな き 命 なれば 難し 難し、 そこで 死なねば 濟 まぬ 譯合 を^と 知らねば なら 

ぬ。 果して 能く 死し さへ すれば 無益で なし。 必益 ある 也。 此 度の 死の 益 ある こと は 下 

に 言 ふべ し。 

足下 大阪 にて 死 志な し、 歸 着して 死 志な し、 時 を 待の 意な り。 其 後：！： く、 大機 < ^を 

失 ひて 大 不忠 故に 不孝 不忠 を 償 ふこと 能 はす、 何ぞ今 世に 望み あらんと、 n だれに て 死 

志 決す。 然れ ども 此死志 は 奪 ふべ し。 何と なれば 失策 を愤瞞 して 死す るに 過ぎ ざれば 

なり。 今 死す る 時 は 忠に签 なく、 更に 不忠 不孝の 罪 を 重ぬ るで はなき かと 言 はば 恐ら 

く 言な からん。 此の 死 は 慷慨の 死にて、 大阪 にて は是れ にても 死なれ たれ ども、 萩に 

歸 りて 從容の 死 は是れ では 出来ぬ く。 晦日の 書に 神州の 興起 又 何 を ほ 途に 可レ然 哉。 

一 日 も 生 を偷む 心なし と。 此の 1H 犬に 前に 勝る、 是れで 死ねるな り。 

併此 上ながら 講究すべし。 僕 又 一 說 あり。 今 死 すれば 々勤王の 死なり。 个か ら數 

十 年生き て 勤王 出来ぬ 世の中に て 身 を 潔くして 不義の 人と ならぬ is?^ は 六ケ敷 也。 •：•： 
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中略 …… 才能 を舒展 する は 易し。 韜藏 する は 難し。 舒展 して 所 を 得 ざれば 邪淫になる 

此度死 すれば 永く 義士お や。 三 亡友  一二) と 地下に て臂を 交へ て 生前の 契が 結ばれる。.， 

此の 一 條赏案 如何。 

中略 

先日 小 田 村、 久 保へ 死なねば ならぬ 譯を 逐一 申して 遣った。 且本 藩に て 叉と 尊王な 

ど 言 はぬ がよ し。 虚偽に なりて 天下に 信 を 失 ふの 本 也 (此の 說叉 長し、 是れ にて 分り 

候へば よろし、 不 分なら ば難ぜ よ、 答 へん) 公 等 は 生きて 虚僞を 言 はやに 荖實な 事 を 

言へ 、 叉 吾が 志 を 知って 吳れ るなら ば どうぞ 死なせて 長 門の 勤王 も 萬 更虚僞 ではな：； J 

こと を 天下に 知らせば、 死して 不朽で はない か。 私情 を 拾て、 吾が 爲に萬 世 を 謀りて 

吴れ なくて. は 知己の 甲斐 はなし。 吾れ 勤王の 生を偷 むは 勤王の 死 を 致す より 樂し きこ 一 

となき は 公 等 知って 吳れ そうな ものと。 未だ 答な し。 何れ 一 答 あるべし。 死 を 止む る 一 

ならば 公 等 自ら 死ぬ る こ と 能 はぬ と て 人の 死 を 止む る は 無情な りと責 むる 積. 5。 知 rj! 

の 人々 平 心で 考 へて 見た. し 鳴 程 生 は 一 時の 樂、 死 は 萬 古の 榮と云 ふこと を 思ひ附 くべ 一 


し。 是 等の 手 を 借りて 彌 一 1 が S 如く 行府 にせり 込むべし。 §十分 の fn,, ，が 

ぬと も此 誠が 君 fs じ ま、 是れ 迄の I は 丸 If りしと いふ こと 5& む 

べし。 可 t 公が 移 山、 道 風が is ぶ 手段に て頻 に 誠 を 積まお S 來不巾 候。 ^ 

程 鬼 角 はない、 殺して 其 志 を 成して やれと いふ ことにな 4 は.、、 Ig 来ぬ にも 

せよ、 長 門 相 應な事 はする 氣 にもなる べし。 特に 同志の 人々 は 死き まて はすまぬ 

と 云 ふ复も 出来 可， 申、 上文 Lii の 死で なく 必 I 也と 中は爰 也。」 S "二日) 

(一) 桂 小 五郞等 sf  5 た 時、 松 陰 は 義憤 皇 して I して 死あった が、 I の 入江 杉 

輩 八 名が i を M かれた 二と を 聞き、 斷食ニ B で 止めち 

(二) 櫻 任藏、 水戶の ゎ士、 松 陰 江戸で 交 あり。  E 

(1 一一) 一 一一 子 I、 僧 月 性、 同 I を？。  nt<l 松 g 之 をタん 

•  たものと 聞いて ゐた" 

(四) 品川彌 ニ郞。  . , 

年少 十八 歳の 和 助に 死 を 說く松 陰の 態度 は 眞摯を 極め 又 人間味が 溢れて ゐる の 死 ー 

理想と 妻の 衝突に 於て、 解決の 道の ない II で、 fail 


:286 


する のであった。 

彼 は 死によ つて 理想の 飛躍 を 計って るる。 死によ つて 理想と 現 實の矛 15、 封建 社 會に於 

ける それの 克服の 道 を 示さう として ゐる。 「今日は 罪人 多き 程 一 に は 長 門 武士の 腹 も 見え 

候。 一 に は 逆賊 早く 斃る、 の媒 とも 相 成 候。 頑 弟と 杉藏 丈け は 是非 首を切らる、 が 宜しく 

候。 二人 も 義士 を 斬り 候 得ば、 逆賊の 逆賊た る 所以 著れ 候。」 (三月 十三 日、 兄に 贈る) こ 

うい ふ 一 見逆說 的に 見える 議論 もこ .の 矛盾から 出て 來 るので ある。 彼の この 態度 は 江戶獄 

から、 刑場に 望む 迄續 いた。 さう して 遂に それ を、 身 を 以て 資現 したの だ。 

松 陰が 死生 を睹 して 理想に 邁進し やうと した 時、 最後 迄 彼 を 支持した の は 暴に は 金子 重 

輔、 後に は 入江 兄弟で ある。 何れも 封建 社會 では 武士の 最下 層、， 庶民に 近い であった。 

松 陰 はこの 事實 から、 次第に 地位 あり 身分 ある 封建 社き の 上 &5 に對 する 信 賴を失 ひ、 この 

下展 こそ 最も 信賴 する に 足る ことに 目 醒めて 來た。 彼の 死後、 彼の 志を繼 いで 理想に 邁進 

する もの はこの 層で ある。 謂 所 草 葬の 臣 がそれ だ。 耍駕 策の 失敗 後 彼は頻 にこれ を 強調し 

た。 
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是=^__^審をゃるには草莾でなければ人物なし。 錦 衣 玉 食擁- 一， 婦- 弄-一 愛 兄-か 世 祿士の 

事業、 尊攘 所ではな し。 吾 不幸に して 此度ー 死せば 有志の 者 一 兩人 なりと も 3 戕に此 s 

を發明 させて 後 起 を 托し 度 候。 是に 色々 案 あ. 9。 追々 御 相談 申べ し。 お 下雖， 不レ. 一一 「--- 

國事, 代レ余 思レ之 (三月 二十日、 入江 杉 藏ズ他 

義卿知 レ義、 非 n 待 レ時之 人： 草 莽崛起 者、 S 假-ー 他人 之 力-哉。 

乍レ恐 X  X  X 幕府 も 吾 藩 も 入らぬ、 只 六尺の 微軀が 入用- され ど義卿 S せ レ篛之 人 哉 

御 安心 御 安心。 (四 月、 和 作 宛」 

只今 之 勢に て は 諸侯 は 勿論 不捌、 公卿 も難レ 捌、 草 葬に 止るべし。 併 草^も 义 力な 

し。 天下 を跋涉 して 百姓 ー授 にても 起り たる 所へ 附込 奇策 あるべき か。 何 を 云 も 及び 

難し。 吾と 是下は s: 五 年問脫 獄の氣 遣なければ 勒王 今日 切と 思 ふべ し。 同志 中に も 可 

然人 一  人 も 見え 不申、 長 門 も 最早 致 方な し。 片時 も 生て るる 事うる さく 存候〕 (一一： 月 

廿 六日、 入江 兄弟に 與 ふ。) 

！ うして 松 陰の & は 行きつ く 所 迄 行った。 彼 は 封建的 機構に 速る 一切の ものが、 この 
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微 構の 打倒に は 無力で ある こと を 知った。 然し 自分自身 この 機構の 屮に 生れ、 そこで 育つ 一 

に 松 陰に は、 その 力 を 他の 階級に 求める こと は 出来なかった。 百姓一揆と 言っても、 彼 は 

その 中に 封建的 機構 打倒の 力 を 認め、 それに 便らう としたの ではない。 彼の 言 ふ 草 莽の臣 

は、 彼と 同じ 武士の 階級での 最下 層、 もしくは 庶民の 中の 選ばれた る士 である。 所謂 民間 

志士で ある。 それが 武 十の 生活 を脫 しなかった 松 陰の 行き 得る 限度であった。 しかし そ こ< 

に變 革の 第 一 期から 第一 一期へ、 卽ち 下士 階級 を 中心とする 運動の 意識的 指導の 段階へ の發 

展が 示されて ゐる。 松 陰 は 彼 自身の 犧 ^ によって この 發展の 推進力に なった のであった 0 一 

S 橙 輿 東行  , 

耍駕 策旣に 破れ、 松 陰の なすべき こと は盡 きた。 旣に死 を 決した が、 死 は 望んで 直ち 

得らるべき もので はない。 彼 はこの 死 を 最も 意義 あらしめ たいと 思った ので、 徐ろに 時 を 一 

待つ ことにした。 彼 は 入江 兄弟の 境遇 を 憐れみ、 切め て 兄の 杉 蔵 だけで も 放免され る樣 ij 

と IS 志に 斡旋 を 依頼し、 同志に 入江の {袁 計 抉 助 を 頼んだ。 又 入江の 母 を 慰める 懇切な 手紙 一 
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を 送った。 

同志の 間に は、 松 陰 を脫獄 させ やうと いふ 計畫が 進められた ことがあ つたが、 松 陰 は そ 

れも斷 つ てゐ る。 

右に 付 小生 脫囚の 御 周旋 どうぞ 先づ御 やめ 可レ 被, 下 候。 今囚 にある が 天の 義 卿に 福 

する 所以な り。 今では 義卿を 憐む人 あり、 憎む 人 あり、 今 十 年 もす ると 一統 憐む 様に 

なるべし。 その 時 を 待ちて 出す も 未だ 遲 からす。 僕 今 公に 奉 報 は 常 御發^ 迄な り。 最 

早 如何に 思 ふても 術な し。 責めて は 他日、 江 家に 負かす して 知已の 恩に 報ぜん と 落 若 

仕 候。 (四月 十三 日、 高 杉晋作 宛) 

そして この頃 は 一 時の i 几 奮から 絶交した 同志との 交情 も 取， 9 返して ゐた。 右の 高 杉への 

手紙に も 「近 來怒氣 も 大分 減じたり。 筆耕 位の 事 を 業と する 積り 思 ひ 立 も 候。 左 候て 今數 

年間 在獄 して 今の 役人の 居らぬ 様になりてから 放 歸を賜 はり 候 は  >-、 其 時 こそ 老 兄に 談じ 

度き こと も あるな り。」 と 言って、 出獄の 場合 も豫 想して ゐる。 又 周 布に 對 しても 「周 布の 

吾れ を 愛する を も 知る。 周 布の 英物 たる も 知る。 周 布の 苦心 尤も 知る。 去年 中の 事 を 11(3 
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する に 周 布の 過 も あり， 義 卿の 過 も あり、 其 間に 周旋した る 諸人の 過 も あり。 周 布 自ら 尊 

大 にして 人 を 小兒の 如く 視るは 却って 妙、 吾れ 年少 なれば 曾て 凌忽 せす、 伹實情 を 吐か や 

して 始終 虚喝 にて 人 を 欺きた る. は 周 布の 過 我れ 亦 是れに 欺かれ、 丹 赤を瀝 ぎし は 愚と いふ 

べし。 吾れ 隨分 聞き分けの よき 男 なれば 周 布が 初めに 實情を 叶： きさへ すれば、 敢て 奇異 過 

高の 論 を發し はせ ぬな り。 欺く も 人 を 知らぬな り。 欺かる も 人 を 知らぬな-り。 其の 間に 

淸 狂の あらば 必ゃ 調停の 術 あらん もの をと 存候 也。 然れ ども 實情 はどう も 周 布に 屈した く 

なき 故、 終身 在繁が 周 布の 力に て脫囚 する より 勝 さり 候 也。 今より 後 周 布 も 吾れ を 度 外に 

置くべく、 吾れ も 周 布 を 度 外に 置くな り。 周 布 は 自ら 周 布の 妙 あ. o。 義卿は 亦義卿 丈け の 

妙 あり。」 と 言って、 周 布への 誤解 も 解いて ゐる。 松 陰が 江戶へ 送られてから、 周 布に 金の 

無 心 をして ゐる の. も こうした 立 51 からだ。 

この間に 幕府の 手 は 松 陰の 上に も 延びて 来た。 五月 十四 fn 、突然 兄の 杉 梅 太郞の 口から、 

それが 松 陰に 傳 へ られ たので ある。 

五月 十四日 午後、 兄伯敎 至り、 束 行の 事 を 報じて 言 ふ。 S 井雅樂 之れ が爲 めの 故 


に 特に 國に歸 る 也と。 簿暮 家兄 亦た 至り、 釵 m 正 伯、 高杉晋 作、 尾 寺 新 之 允 速 名の は： 

を 致す。 云 ふ、 幕府 有志の 官員 佐々 木 信 濃 守、 板 倉 周 防 守 等水府 及び 諸 藩 正 わの 罪 を 

寬 せんこと を 請 ふ。 聽 かれ t 是れに 坐して 靈す。 今 先生 幕逮を 蒙る。 願く ば 身 を 

以て 國 難に 代り、 且つ 懇ろに 合體 公武の 儀を陳 ベば、 社稷の 大幸 也と。 (化 行 抑 U 錄) 

政庙 (萩 藩廳) 頗る 余が 幕 訊に 就いて、 事國 家に 速 及す る を 慮る。 八， -ra りて 今泰 EJ, 

論述す る 所の 一 條を 書し、 { 永 兄に 托して 長 井に 致し、 附す るに  一 を r:^ てす。 

幽囚 六 歳 對， ー燈 靑， 处際復 4 關 あ 1!^, 

屈 平 寧 事- -獨 身 i^, 

軀殼 存亡 齓 d  i 

裁 贏- rK 義， 見， 分 I, 

(同 上) 

藩で は 兼て 松 陰 を 持て 餘 して ゐる 所へ、 幕府から 松 陰 を， 江 戶に差 出す 樣命 令が あつたの 

で、 早速 それに 應 じた 譯だ。 然し 事態が 明瞭で ない ので、 翁て 松 陰と 長 井- 布 等が 對 立 


枋 得 縱 停，, 旬 日 食， 

邦.； 榮 辱 山.! 重 

萬 卷 於レ 八：' 無， 1 寸 S, 


0- 
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して ゐた關 係から、 松 陰の 口より 藩の 迷惑になる 樣な ことが 引出され やしない かと 心配し 

た。 松 陰 は 長 井に 與 へた 書の 中で r 假へ P 一身 を 微塵に 碎 かる とも、 決して 長 井、 周 布へ 

禍を 嫁す る 様の 事 は不, 致 候。 是は永 井、 周 布の 吾 を 愛する の 私 恩に 報 中る に 非す。 國家 

の 禍害 を 除く 也。 兩 政府 -國相 府と行 相府) の內 へ分毫 にても 波及して は、 小生 豈 天地に 

對し、 面 EI あらん や。 小生 も 兼て 人 を 不忠と か 不義と か 罵り 置 たれば、 無 レ據も 此度は 一 

身 を 以て 國 難に 代らねば ならぬ 事、 疾に 落着 仕り 居る 也。」 (五 H 十四 03 夜) と 言って 公明 

正大な 心事 を 示して ゐる >  . 

松 陰 はこの 行 を 以て 恐らく 最期と 決めて、 萬 端の 準備 をした。 十五 日に は 家兄、 增野德 

尺、 土屋肅 海に 面會 し、 妹、 德民、 肅 海に は 遣 言 を 贈って 文書の 保存 等 を依賴 した。 十六 

曰に は 門人 松 浦 松. 洞 描いた 肖像に 次の 自贊を 作った。 

• ンテ ，^ ヲ  ヤン ヌル カナ  リ -1  クニ リャ  ハ ト， ンテ ヲシ  ハイ tK 

三分 出 レ廬分 諸 葛已矣 夫、 一身 入， 洛 兮賀彪 安在 哉、 心 師-- 貫 高- 兮而 無， 1 素 立 名； 志 仰, 

魯連， 兮遂さ 1 釋 1 才ー讀 書 無レ功 兮樸舉 三十 年、 滅賊 失レ計 兮猛氣 二十 ー囘、 人 P 狂 

頑- 兮鄉黨 衆不， 容、 身許， 一圃 家， 兮 死生 吾久 齋、 至 誠 不レ 動兮自 未-, 之 有, 人宜』 d レ志 


兮^>？^ 賢 政-追^。 

人 江 和 作に 與 へた 歌 は、 

君の みは 雷 はで も 知らむ 吾が 心、 こ ， ろの程は^^^も盡さじ。 

十七 日に は 入江 兄弟に 詩を與 へ、 その後に 附 して、 

. われ 若 道中 叉 は 江 邸 (江戶 邸) にて 毒殺 さる  >  共、 S 井の せ 言に 陷られ たと 他 友 

は 云 もせ やう。 汝 兄弟の みは 義卿毒 を 知りて 飮 みたる を 知て 央ょ。 人に * げづ ともよ 

し。 心に 知て 吳ょ。 愛で 涙が 落た。 

と 言って ゐる。 松 陰 も、 長井等が强て松陰を幕府に引渡すのではなぃかとぃふ^^^に 一 點の 

疑念 を 持って ゐ たの-た。 併し 飽く迄 眞理を 貫徹し、 甘 じて 死に 就かう とする 態度に は、 西 

哲ゾ クラ テス の心蔡 を 思 はせ る ものが ある。 

十八 日に は 父 百合 之 助が 面 會に來 た、 父に は 一 一十三 日に 次の 詩 を 贈った。 

平 素 趨レ庭 違 n 訓 悔- 此行獨 識レ慰 fe 君- 

In^ 存 文政 十 あ 詔 n 熟 秋 洲ー赏 文 


小少 尊攘 志 早 決 倉皇 舆馬 情安紛 

溫 情剩得 留，, 兄 弟， 直 向，, 東 天, 攝，, 妖 雲， 

其 他 知友、 同志、 門弟に それぐ 袂 別の 書 を 贈. 5、 宗族に も 遺書 を 書いた。 

廿 四日に 愈々 令 狀が來 た。 

杉 百合 之 助 

右 其方？ S 吉田 寅次郞 事、 去る 寅年 (安政 元年) 御 咎之趣 有， 之、 公儀より 其方へ 御 引 

渡 相 成、 蟄居 被，, 仰 付 置， 候處、 此度 於，, 公儀， 御 吟味 筋 有 之 候に 付、 江戶 表へ 早々 御 速 

出し 相 成候樣 にと、 町奉行 所より 御逹 有, 之 候に 付、 寅次郞 被， 一江 戶差 登， 候條、 右 身 

柄今晚 中、 守護 之 面々 へ 御 引渡 可 申 候 事。 

安政 六 年， 五月 廿四 H  , 

松 陰 は同囚 及び 獄吏 福 川 犀 之 助に も 刖を吿 げた。 福 川 は 自分の 責任 を 以て、 松 陰を此 RI 

自宅に 歸 した。 松 陰 は 親戚 門弟に 悉く 別 を 告げて、 翌ニ 十五 曰 再び 獄に 至り、 檻 輿に 乘っ 

て 萩 を出發 した。 
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. 六 年 前輿に 乘 つて 下った 道 を 彼 は 六 年後に 再び 警固 厳しい £^舆 で 江戶に 旅して ゐた。 

W 大獄の 處斷 

松 陰 は 六月 中旬 江戶 着、 七月 九 tn 町奉行 所で 第一 囘の 取調が あり、 直ちに 傳馬 町の 獄に 

下った。 

松 陰に 對 する 幕府 不審の 點は、 松 陰 を 梁 川 星 厳、 梅 田で- ャぉ 一味と 兑 做し、 ：^ii に ：！： か P 

絡が あつたの ではない かとい ふこと であった。 

評 {疋 所の 様子 大略 巾 上 候 ii、 筒條 二つ、 一 曰、 辰年 冬 (安政 三年) 梅 W 源 二 郞長門 

へ 下向の 節密に 面會、 何 を || 候 哉。 余 曰、 無レ 所， 談、 た>-禪を學べなど學問の^^を談 

じたる 迄 也。 奉行 曰、 然 らば 何故 蟄居 中 故ら に面會 せし や 不審 也。 八ル 口、 御不. 姊尤也 

吾 も 源 二心 巾 を 知る 不レ 能、 但源 二日、 余が 長 門へ 来る は 全く 義 卿せ-年 (嘉永 六 年) 余 

が京寓 を尋來 りしより 追々 長 門人へ の 因み 出來 たるに 因る なれば、 共 本 を m わて 來 問す 

る 也。 別に 談す べき iel- なしと、 故に 寅 も 又辭せ やして 面會 せ. 5。  二 曰、 御所 h に^ 文 


小少 尊攘 志 早 決 倉皇 輿 馬 情 安 粉 

溫 情剩得 智，, 兄 弟， 直 向，, 東 天, 掃，, 妖 雲, 

其 他 知友、 同志、 門弟に それぐ 袂 別の 書 を 贈り、 宗族に も 遣 書 を 書いた。 

廿四ョ に 愈々 令 狀が來 た。 

杉 百合 之 助 

右 其方；^ 吉田 寅次郞 事、 去る 寅年 (安政 元年) 御 咎之趣 有， 之、 公儀より 其方へ 御 引 

渡 相 成、 蟄居 被，, 仰 付 置， 候處、 此度於 n 公儀， 御 吟味 筋 有 之 候に 付、 江戶 表へ 早々 御 連 

出し 栢成 候樣 にと、 町奉行 所よ.^ 御 達 有， 之 候に 付、 寅次郞 被， 一江 戶差 登， 候條、 右 身 

柄今晚 中、 守護 之 面々 へ 御 引渡 可 申 候 事。 

安政 六 年， 五月 廿四ョ  . 

松 陰 は同囚 及び 獄吏 福 川 犀 之 助に も 刖を吿 げた。 福 川 は 自分の 責任 を 以て、 松 陰を此 Rt 

自宅に 歸 した。 松 陰 は 親戚 門弟に 悉く 別 を 告げて、 翌ニ 十五 曰 再び 獄に 至り、 濫 輿に 乘っ 

て获 を出發 した。 
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六 年 前輿に 乘 つて 下った 道 を 彼 は 六 年後に 再び 警固嚴 しい 檻舆で 江戶に 旅して ゐた。 

W 大獄の 處斷 

松 陰 は 六月 中旬 江戸 着、 七月 九 曰 町奉行 所で 第一 囘の 取調が あり、 直ちに 偉 馬 町の 獄に 

下った。 

松 陰に 對 する 幕府 不審の 點は、 松 陰 を 梁 川 星 厳、 梅 田 ^濱 一味と 兄 做し、 其 問に 何 か 連 

絡が あつ たので はない かとい ふこと であった。 

評定 所の 様子 大略 巾 上 候 間、 简條 二つ、 一 曰、 辰年 冬 (安政 三年) 梅 W 源 ニ郞長 門 

へ 下向の 節密に 面會、 何 を^ 候 哉" 余日、 無レ所 レ談、 た>禪を學べなど學問の$^50談 

じたる 迄 也。 奉行 0、 然 らば 何故 蟄居 中 故ら に面會 せし や 不審 也。 八，^ 口、 御 不，： ^尤也 

吾 も 源 二心 中 を 知る 不レ 能、 但源 二日、 余が 長 門へ 来る は 全く 義卿 丑年 (嘉永 六： 牛) 余 

が京寓 を尋來 りしより 追々 長 門人への 因み 出来た るに 因る なれば、 其 本 を 思て 來 問す 

る^^。 別に 談 やべき 事な しと、 故に 寅 も 又辭せ 中して 面會 せり。 二 曰、 御所. s: に 落 文 
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小 子 儀 七月 九日 夕方 西 奥 揚屋に 入 候 所、 殊の外 安樂 世界に て 大に喜 申 候。 仔細 は 一 

錢の儲 も 無 之き め 板 を 背負 ふべき の 所、 名主 代 之 奥州 福 島 藩士に て當時 能勢久 米次郞 

來 沼崎吉 五郎と 申 人 曾てより 小 子 姓名 承知に て 入獄、 卽 座より 上座の 陰 居と 申 座 を 

かし 2K 實に 望外の 儀、 艱難 雖， 不レ辭 安樂 亦自 好に 御座 候。 (八月 十三 曰、 久坂、 久保 宛) 

獄中に は 其 外に 知已 知友が 多かった。 東奧の 名主 代 は 越後の 惽. 货 長で 十四 年間 も在獄 し、 

先年 以来の 知已 である。 口 は 和 蘭 通 詞堀達 之 助で、 下田 事件の 時の 相識 だ。 ハリス 要擊未 

遂 犯人、 水 戶の士 堀江 克之助 も 口 揚屋で 角 役 をして ゐる。 宥 長に は 日 下部 伊三次、 僧 信 海 

藤 森 弘庵等 も 世話になった。 變革 期の 様相 は 獄中に 最もよ く 現 はれて、 政治犯 は 獄中 到る 

所に ゐた。 

在獄の 偸：^ は 天下の 事 能 相 分る 也。 德 川の 變化尤 能 相 分るな. 9。 六 年 前 は 滯囚少 く 

候處、 近 來滯囚 甚多是 一 徵也。 (同上) 

松 陰 はこの 様に 見て ゐた。 而 して 此 度の 大獄 は旣に 一年 近くなる が、 當事者 達に も 其 虞 

相が 把掩 出来な い 有様 だ つ た。 


此 度の 一 件 を 獄中に て は 喜 内 一 件 共、 珍書 一 件 共相唱 候。 是は鈑 再.？： と 巾 もの 世 ^ 

間の 珍書 異聞 を 取 集め、 京師 諸 國へ取 S 一 5^ 致 候 段彥根 侯の 耳に 人り 被- 1 召 捕- 牢入、 夫よ 

.5 追々 事 廣く相 成 候 故 かく 申 候 也。 珍書の獄最初は不，ー容易，儀を企候樣彥根の思^^也 

而 して 捕 へらる、 人々 は 呰無識 の 異聞 家計に て、 御 吟味 も 御 疑念の みに て是 一 つ 取 止 

めた る 事 もな し。 赏に抱 腹の 至 也。 喜 內此節 は 宿預、 に 相 成 候。 (同上) 

正 體 の 分らない 所に 政治的 疑獄の 本質が ある。 だが 暖味 模糊と して ゐる 間に 八 廿 七日 

大獄 第一 囘の處 刑が 行 はれた。 烈 公齊昭 は水戶 表へ 永蟄 i-、 常 主 慶篤は 差控、 支 藩 松 平 讚 

岐守、 松 平大舉 守、 松 平 播摩守 は 譴責、 附家 老中 山 備前守 は 差控、 之 は 藩主 身 邊の關 係 

だ。 藩士で は 安島 帶刀 切腹 * 茅 根 伊豫 介、 鵜 飼 吉左衞 門 死罪、 鵜 飼 幸吉は 獄門、 鮎澤 伊太 

夫 は 遠島の 處分 になった。 それと 同 i: に 京都 側の 小 林 民 部 は 遠島、 池 內大學 中 追放、 近衛 

〈灰 老女 村 岡に 押 込の 刑 等の 處分 があった。 池 內大學 は 梁 川、 頼 等と 共に 惡 謀の 四天王と. H 

はれ 乍ら、 刑 は 極めて 輕 かった。 その 理由 は、 最初 逃走して ゐ たが 途中で 自首して 出て、 

その 時 池內は 進んで 志士の 行動 を 自白した ので、 捜査が 非常に 渉 取った。 そのお に 彼 自身 


は 刑 を輕ん ぜられ て、 他の 同志 は 或は 獄死し、 或は 刑死の 極刑に 逢った ので あるが、 その 

爲に 志士 達に 睨まれて 彼 は 後に 同志の 手に よって 暗殺され た。 

其 他に Ml 下部 伊三次 は 安政 五 年 十一 一月 十七 日、 梅 田 雲 濱は六 年 九月 十一 一日に それぞれ 病 

氣で 獄死した。 西 園 寺 家来 藤 井但馬 守，、 僧 月 照の 弟 信 海、 成就 院坊近 藤 正愼、 先手 組與カ 

中 井 數馬も 前後して 病死して ゐる。 

松 陰 曰く、 獄中 自ら 一種 疫癘の 氣 あり、 初めて 入獄す る もの 往々 免れ 中。 故に 獄死 

する もの 多し。 天 年に 非ざる 也。 (前 揭久 坂、 久保宛 手紙) 

松 陰 自身 は 牢屋 生活に 慣れて ゐ るので さう した 病氣 にもなら かった。 

松 陰の 第一 ー囘 調べ は 九月 五日に 行 はれた。 此 曰の 模樣を 松 陰 は 堀江 克之 助に 次の 樣に語 

つて ゐる。 - 

小生の 儀 は 至て 溫柔の 御 吟味 口にて 御座 候。 小生 罪科 は 蟄居 中 門弟な ど 集め、 京師 

其 外へ 書翰 差 出し * 叉 同志 連判 上京して、 問 部 侯 を 諫めん と 謀る 豪訴に 近き 致 方 等の 

事 也。 未だ 口 書々 刺に は 不二 相 成-候へ ども、 大略す はり 候樣相 見え 候。 …… 右の 次 ^ 


^  (ra 部 要 寧を諫 -Jj?- と i 一目 ひか へ た 事) 小生 命を惜 み候樣 にて 同志の 人 も 如何に 候 ゆ 2 

共、 奉行 實に活 す 心底に て 溫柔に 申して 吳れ候 故 任，, 其 意， 候。 資は 一命 も 隨分惜 く 候 

得 共 爲-一 大義-に は 不レ足 レ惜、 只 小生 大罪 厳刑に 逢 ひ候樣 にて は大原 往返 又國元 同志の 

事な ど 一 々御 吟味に 相 成、 淵 中の 魚 を 空く する 道理に 付先是 位に て 打 置 後事 を 謀る が 

肝要と 考へ 候。 小生 身分 如何 落着に 可， 一 相 成， か、 國 元にて 又 蟄居に 可， 一 相 成， か、 他 { 灰； W 

けにても 可， 一 相 成, か， いづれ に 相 成 候と も 心 ざし は同樣 一 向 挫き 不レ申 候。 (九 曰 六日) 

こ Q 調べの 結果、 松 陰は處 分が 輕く濟 むらしい とい ふ 見 透し をつ ひ、 色々 將來の 方針に 

ついても 考 へる 樣 になった。 十月 五 曰 第三 囘の 調べ は 矢張り 穩 やかだった。 翌日 飯 田 正 伯 

二 宛て、 「昨 五 曰 小生 評定 所 御 召、 未だ 口 書に は不 M 相 成， 候 得 共、 彌々 御 慈悲の 御 吟味に 

相 決 候。 …… 小生 落着 如何 未 レ可レ 知、 死罪 は 可 免、 遠島に も 非るべし。 追放 は 至 願 なれ ど 

も 恐く は亦不 レ然、 然れ ども 重ければ 他家 預、 輕 ければ 仍 ,舊 也。」 と 言って ゐる。 松 陰 は 幕 

吏の 態度 を 信用し 切って、 前途 を樂觀 してる たの だ。 その 頃 松 陰の 氣持 は、 高 杉に 送った 

手紙に 「死して 不朽の 見込 あらば 何時 にても 死ぬべし、 生きて 大業の 見込 あらば いつ 迄 も 
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生くべし。」 と 言って ある 通りで、 どこ 迄 も 一死 を 決して ゐ るので ある。 然し 獄中 生活に よ 

つて 心 も 一 時より は 落着き 過去の 出來 事に ついて 反省す る 餘裕も 生じて ゐた。 反省して 見 

れば必 やし も 自分の やった 事が 最善の 道 許りで もない。 そこに 生還して もっと 意義 ある 仕 

事 をす る 道 も 見出せた わけ だ。 彼 はこの 氣 持ち を 同志 達に も傳 へ、 自分の 經 驗を舉 ばせ や 

うとして ゐる。 高 杉への 手紙に 次の 樣に 言って ゐ るの がそれ だ。  . 

〇 貴 問 曰、 僕 今日 如何して 可な らん。 此事 在國の 曰に も 御中 越 被 レ成候 故 一通り 賁答 

相認 候へ 共、 此行 ある 故 其 書 は 杉 藏に密 蔵 させ 置 候。 大意 遠大の 論な. o。 先 づ遊擧 御 

濟被成 候 は V -、 蓄 妻就宫 等の こと、 ひたすら 父母の 御 心に 任せられ、 若し 君側に も 御 

出 なれば 深く 精 忠を盡 し、 心 を 得べ し。 然後 正論 正義 を 主張すべし。 此時必 禍敗を 

取る 也。 禍 欺の 後、 人 を 謝し、 舉を 修め、 一個 恬淡の 人と な. 9 玉 は V -、 十 年の 後必大 

忠を 建つ る 日 あらん。 極々 不幸 にても 一 不朽 人と なるべし。 淸太、 玄瑞、 杉藏 など も 

吾 を 學んで 輕忽を やるな、 吾 は 自ら 知 巳の 主、 上に あ. 5。 然ら ざる を 得 や。 三人 暢夫 

(高 杉) と 謀り、 十 年 計 も 名 謀 も 養へ と： E. 置 候。 三人に 示し 候 書 御 歸國の 日 御 覽可レ 被 4 
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下 候。 (七 曰) 

松 陰 は 十 年 計畫を 建て 、るた。 しかも この 時 旣に松 陰の 頭に は處 刑の か擬 せられて ゐ 

たの だが、 神なら ぬ 身の それ は 知る 由 もなかった。 

g 受難 華 

十月 七日、 大獄 第二 囘の斷 罪が 行 はれた。 釵泉 喜. 5:、 橋 本 左內、 賴三樹 三 郞の三 名 は 死 

罪、 其 他久我 {ぶ 諸 大夫春 曰 讃岐守 永 押 込、 靑蓮院 宮家 來 伊丹 藏 人中 追放、 同 山 田 勘 解 由 押 

込、 鹰司 家来 三 國大擧 追放、 同 諸 大夫高 橋 兵 部 權大夫 押 込、 其 他 等、 約 三十 三人の 刺 決が 

あった。 

この 處斷は 直接 松 陰に も 影響して 來る 問題で、 松 陰 も 前の 樂觀を 少し 訂- 化しなければ な 

ら なくなった。 十月 八日、 高 杉に 宛て /-、 

撟 本と 賴は 幕に 憚って 斬た は尤 なれ ども、 飯 泉 喜內を 斬た は 無益の 殺生、 夫 は 鬼 ま 

れ喜內 を 斬る 程は囘 (松 陰) も 遠島 は不， 免と 致， 1 覺悟, 候。 口 書 未レ定 候へ ども、 楚 ig 
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中 可-一 相愼， の 所 外人と 相對 し、 書翰 を 他國へ 往復し、 剩へ書 を 著し、 大政 を議 し、 且 

鯖 江 諫爭の 事 傲訴に 近き 議を相 企て、 大事 不遂 と雖 も、 不レ恐 一一 公議， 致 方と 申 事に 相 成 

るに 無， 1 相違； 然れば 死罪 一等 を 宥め、 遠島より 致 方 無し" 遠島 も大に 妙趣 向 あり、 且 

遠島と 相 成 候て 同志 一 人の 連 及な き は 吾 長 門の 爲 めに 大 幸な. 9。 且鯖江 を擊果 すの 本 

謀 を諫爭 として 吳れ たは 三 奉行の 慈悲な り。 遠島 敢て辭 せんや。 

これ は 松 陰と して は 自分の 刑 を 出来る 丈 重く 評價 したわけ だ。 だが こうい ふ 立場に ある 

時、 判決 を 受けて 豫 想より 輕 かった と 喜ぶ 場合 は少 い。 況して 政治犯の 場合 はさう であ 

る。 それに 相手 は 井伊 大老で ある。 

松 陰 は 遠島に なったら、 小 林 民 部 や 鮎澤 伊太 夫 等の 行く 島へ 行ける 樣 にしゃう 等と 考へ 

その 手配 をして ゐ. た。 頼、 橋 本、 飯 泉 等の 處刑 について は 追悼の 淚を そ. -ぎ、 殊に 左內と 

逢 ふ 機 食がなかった の を 惜んだ 。 (留 魂錄) だが これ は 纏て 松 陰の 上に めぐって 來る 運命で 

あった。 

十月 十六 日に 口 書々 判が あった。 謂 は > -豫審 終結 決.；！^ の樣な もので、 當 時の 制度で は そ 
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の 次に すぐ 判 決になる の だ。 此 曰の 口 書 はこれ 迄の 二：！ の 取調と 遠 ひ、 全然 松 陰の 辨明を 

取上げす、 奉行の 勝手に 作った 調書 を 押 付け やうと した。 卽 ちその 巾に 「下總 殿に it 趣 中立 

御 取 用 無， 之 節 は 差違 可レ申 • 警衛 人 數相ま 候 は --， 切拂 候て 輿に 近付き 可レ 巾」 とい ふ 風に、 

松 陰の 全然 口にしない 「切 拂」 とか 「差 遠」 とかの 文 言が あって、 殊更 松 陰の 刑 を 重く し 

やうと する 腹が 見えた。 そこで 松 陰 は 奉行と 言爭 つて これらの 言葉 を 口 書から 取 除かせた 

が、 奉行 は 「口上の 事 は どちらに 違っても 罪科の 輕 重に 預る 事に 非れば、 迚もの if^ に 其方 

の 申 分 通りに 致 遣すべし」 と 言って、 文句の 訂正が 何等 刑に 關係 しない こと を 暗示した。 

松 陰 はこれ で 最後の， 見 透し をつ けた。 

私儀 昨 曰 御 呼 出に て、 口 書々 判 仕 候 所、 存外の 儀 共有 レ之 今更 當惑は 不レ仕 候 得 共、 

屹度 覺悟仕 候。 ：… 末 文 (口 書) の處對 n 公儀， 不敬の 至と 申す 文な り。 受，： 御 吟味-奉， - 

誤 入-候と 申す 文 あり。 迚も 生路 はなき 事と 致，： 覺悟, 候。 右 初日 七月 九日と 昨 ョと三 

奉行 出 座な り。 九月 五日と 十月 五日 は 吟味 役 出 座 也。 吟味 役 寛容の 調 は 全く 無 川に 俟 

を だました 計に て 石 谷 池 田 其 外 最初 見込 を 付た 所 は 首 を 取る 精に 無， 一 相違 一 差 S と 
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との 四 字 を 骨 を 折て 拔 候へ 共、 末 文の 改ら ざる を 見れば 矢 張 首 を 取る に 相違な し。 不 

敬の 一 一字 餘. 9 承り 馴れざる 文 なれ ども、 不屆 など 云 ふより は 餘程手 重き 事に 被レ考 候。 

鶴 飼 や 頼、 橋 本なん どの 名士と 同じく 死罪 なれば 小生に 於て は 本望な り。 昨 曰 辨爭に 

付て は隨分 不服の 語 も 多 けれども、 是を 一 々言 ふ も不， 1 面目？ 只 天下 後世の 賢者 吾 志 を 

知て 吳 よかし。 (十月 十七 日、 尾 寺 新 之 允に 與 ふ。) 

彼 は 先に 「三 奉行 吾 を 殺す 積 なれば 吾 も 一 言すべき 事 あれ ども、 三 奉行 實に 愛レ 我、 我 舌 

爲レ之 頗る 縮め 置 候」 (十月 六日、 尾 寺 宛) と 言って ゐる。 彼 は 一 死 を 以て 法廷で 幕府の 邪 

道 を 攻撃す る 積， 9 でゐ た。 之は國 事に 奔走した 志士の 古往今来 共通した 態度で ある。 橋 本 

左內 も、 堂々 と 自己の 正論 を 主張した。 頼三樹 も、 3 下部 伊三次 もさう である。 松 陰も最 

初の 法廷 以来 ー贯 して さう したので ある。 併し 途中から、 生還の 見込が 着いた ので 「舌 を 

縮め」 る 積り になった。 だが それ は 奉行の 方で、 松 陰に 油斷 させ、 法廷の 主張 を 軟化 させ 

る 爲の奸 策であった らしい。 松 陰 も 「全く 無用に 僕 を だました 計」 と氣附 いたが、 奉行の 

方から すれば 決し て 無用で はな かづ たの だ。 叉 最初から 奉行が 松 陰の 首 を 取る 積. 9 とい ふ 


の も 誤りで 奉行の 決定 は 「流罪」 であった。 從來の 前例から すれば、 奉行の 決定 は 大老 又 ^ 

は 老中の 裁可 を經る 場合に 一 二等 減 じられ るの が當然 である。 井伊 は それ を 反對に 重く し 

て 「流」 の 字 を 「死」 と 訂正した。 

松 陰 は旣に 死を覺 悟して、 一 切の 準備 を 進めて ゐた。 十月 二十日に は 父、 叔父、 {| 兄に 

對 して 永訣の 書 を 送った。 

平生の 學問淺 薄に して、 至誠 天地 を感 格す る 事 出來不 申、 非常の 爱に立 至り 巾 候。 嘸 

々御 愁傷 も 可 レ被レ 遊 拜察仕 候。 

g^ES ふ 心に まさる 親心 

け ふの 一昔 づれ. 可と きくらん 

乍レ去 去年 十月 六日 差 上 置 候 書、 得と 御 覽被遊 候 は  > -、 左 迄 御 愁傷に も 不-ー 及 巾 一と 

奉レ存 候。 尙又當 五月 出立の 節 心事 一々 巾 上 置 候に 付、 今更 何も 思殘事 無- 1 御座-候 此 

度 漢文に て 相 認候語 n 諸 友-書 も、 御 轉覽可 レ被レ 遊 候。 幕府 正義 は 丸に 御 取 用 無 レ之夷 

狄 は縱撗 自在に 御 府內を 致 n 跋扈， 候 得 共、 神國 未た 地に 墜不レ 申、 上に 天子 あり、 下 
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に 忠？^ 充々 致し 候 得ば、 天下の 事 も 餘り御 力 落 無， 之 樣奉レ 願 候。 隨分 御大 切に 被， 遊- 

御 長 壽を御 保 可 レ被レ 成 候 以上。 

十月！ 一十 日認置 

寅ニ郞 

家 大人 膝下  百拜 

玉 大人 膝下  * 

家 大人 (兄の 誤りなら むと 云 ふ) 座 下 

兩 北堂樣 (實家 杉 家、 養家 吉 田家の 兩母 ならん) 隨分 御氣體 御厭專 一に 奉, 存候。 

私 被 レ誅候 共、 首 迄 葬 吳候人 あれば 未だ 天下の 人に は棄 て， r れ不レ 申と 御  一 ^奉， 願 候。 

兒玉、 小 田 村、 久 坂の 三 妹へ、 五月に 申 置 候 事 忘れぬ 樣御申 聞 奉レ頼 候。 吳々 も 人 を 

哀 まんよ. 9 は、 自ら 勤む る こと、 干 要に 御座 . 

0 私 首 は 江戸に 葬. -、 家 祭に は、 私 平生 用候硯 と、 去年 十月 六 曰 (十一月 六ョの 誤な 

るべ し) 呈上 仕 候 書と を、 神主と 被 成 候 樣奉賴 候。 硯は己 酉 (嘉永 二 年) の 七月 か、 


赤 間關廻 の 節 買得せ しなり。 十年餘 著述 を 助た る 功臣な り。  § 

松 陰 一 一十 一 囘猛士 とのみ 御 記し 奉レ賴 候。 

同じ 曰に 飯 田 尾 寺に 與 へた 手紙に は、 この 首の 始末が 頼んで ある。 

1、 首 を 葬る 事 は 沼 崎と 堀江に 頼 置 候。 代 料三兩 計. 5 も か り 候よ し、 御惯返 可， 被レ下 

候。 

1 、 周 布に 頼み 金 十 兩計御 かり、 首の 償 料の 外， 沼 崎に 三 雨、 堀に 一 兩、 堀， ばに 一 兩計 

も 小生々 前の 恩惠を 忘れ、 ざる 志 を 表して 御 贈. 9 可 レ被レ 下 候。 

この 沼 崎 吉五郞 は 松 陰の r 留 魂錄」 を 托せられ、 三 宅 島に 流罪に なって 十九 年、 明治 九 

年赦 されて 歸る迄 之 を 保管し、 當時神 奈川縣 令だった 野村靖 (往年の 入江 和 作) に けた 

男であった。 この 三 雨の 中には 右 依頼の 御禮の 意味 もあった のか も 知れぬ。 

次に 彼 は 最も 信頼して ゐる 入江 杉藏に 一 切の 後事 を 托した。 彼の „^ 取 後の 關 心が 奈邊 にあ 

つた かヾ この 書に よって 知られる。 

兼て 御 相談 申 置 候 尊攘 堂の 事、 僕 は 愈々 念を絕 候、 此上は 足下 兄め の內 一人 は"： 几 


僕が 志 致， 一一 成就, 被 レ吳候 事と 賴母 敷存 候。 春已來 の在囚 飽くまで も讀書 出来 、思慮 も 精. 

熟 人物 一 變な るべ くと 殊に 床 敷、 日夜 西 顧 父母 を拜 する 外、 先 第 一 は 足下 兄弟の 事 を 思 

出し 候。 尊攘 堂の 事 は 中々 大業に て 速成 を 求めて は 却て 大成 出 來不レ 申、 叉 亡命 等に て 

出國 候て は往 先の 不都合 も 有 レ之候 故、 足下 出 牢の上 は 先 慈母の 心 を 慰め、 兄弟 間遊學 

の 事 も 政府 邊の 指揮 を受 ての 事が 宜敷、 是は小 田 村 其 他の 諸 友 も 隨分盡 力 致すべく 候 

拉僕も 来-一江 戶 f 天下の 形勢 ー覽 致し 餘程 知見の 進み 候 所有 レ之、 神州 まだ 地に 墜 ちゃ 

人物 も 隨分有 レ之事 承知、 委細に 御 話 申 度 候 得 共不， 任レ心 候。 唯々 何事 も 心強く 不レ拋 

樣御 心懸專 一 に存 候。 尊攘 堂の 事に 付ても 一 策 を 得たり。 御 聞 及 も 候 半。 堀江 之 助 

と 申江戶 の豪士 あり" 羽 倉の 三 至 錄に久 保 善 助と ある は此ん 也。 丁 巳 墨 使 登 營の節 信 

田 蓮 田と 共に 墨 使 を 討ん こと を 計る。 兩田は 獄死、 堀江 は 今に 東口 揚屋に 在 (此 人の- 

事 は 追々 ェ子、 杉へ も 申 遣 候。，) 此人 殊の外 神道 を 尊び、 天朝 を 尊ぶ 人な- 5。 毎々 被レ 

申 候 事に 神道 を 明確に 人々 の 腹に 入る 如く 書を荖 し、 天朝より 開 版して 天下に 御頒示 

被 成 皮と 頻に析 念 仕被レ 居候。 僕が 心得に は、 敎書 のみ 天下に 頒ても 天下の 人心 一定 
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と 申 様に は 難， -タに 付、 京師に 大學校 を 興し、 上、 天子 親王 公卿より、 下武 {农.^：^ まで 一 

人 寮、 寄宿 等 も 出 來候樣 致し、 乍 恐  一 

天朝の 御 學風を 天下の 人々 に 知らせ、 天下の 奇材英 能 を 天朝の 學 校に 貢し 候 樣致候 

得ば、 天下の 人心 一 定仕 るに 相 遠な し。 併 急に 京師に 大學校 を 興す と 巾して は、 只 八：， 

の 時勢 迎 もく 出来ぬ 事と 誰し も 可レ存 候へ 共、 是に亦 策 あるべし。 小 林 民 部より 承 

.9 候。 只今 學習院 は 學職方 は 公卿 也。 儒官 は管淸 {ぶ と 地下の 學 者と 混じて 被， ー相務 一定 

日 ありて 講 釋有レ 之。 是日は 町人 百姓まで 聽 聞に 出 候 勝手次第、 勿論 堂上 方 御 出. Igj 

也。 然れば 學習院 の 基に 依り 今 一 層 致- 1 興隆, 候へば 何様に も 出来 可， 巾、 扭舉 問の 筋目 

を 正し 候 事が 誠に 肝耍 にて、 朱 子舉じ やの 陽 明學じ やのと 1 遍の le^ にて は 何の 役に も 

立不レ 申、 尊王攘夷の 四 字 を 眼目と して. 何人の 書 にても 何人の 擧 にても 其 長所 を 取&! 

樣 にすべし。 本 居 學と水 戶學と は 頗る 不同 なれ ども、 尊攘の 二字 は いづれ も！ ^じ。 平 

田 は 叉 本 居と も 遠 ひ、 礎 なる 所 も 多 けれども、 出定笑 語、 玉 裸 等 は 好 書 也。 關_3- の 裂 

者、 道 春 (林？ 以來新 井 (.GI 石) 窒 (旭 巢) 徂徠 (荻 生) 春臺 (太 宰) 等 皆 幕に：^ し 
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つれ ども、 其內に  一 ニケ 所の 取るべき 所 あり。 伊藤 仁齋 など は 尊王の 功 はな けれども 

人に 益 ある 擧問 にて 害な し。 林 子 平 も 尊王の 功な く 攘夷の 功 あり。 兼て 御 話 申 候 高山 

(彥 九郞) 蒲 生 (君 平) 對 馬の 雨 森 伯 陽、 魚屋の 八 兵 衞の類 は實に 大功の 人な り。 各 

神 牌を設 くべ し， f 右 諸家の 書を聚 め、 長所 を拔 取、 人物 格別 功 ある は 擧習院 中に 神 牌 

を設 くる 等の 評議 は 却々 大議に 付、 天下の 人物 を聚 めねば 不二 出来 【人物 聚ら やと も、 

諸國へ 京師より 人 を 遣し、 豪傑の 議論 を聞聚 め、 京師に て 大成すべし。 此 議論 中に 天 

下の 正論 大に 起るべし。 又水戶 日本史の 後 も無レ 之、 天朝 六 國史の 後も缺 く。 天皇の 御 

謚號も 光孝 天皇まで なり。 其 後の 帝紀御 撰述、 御 謚號御 定等勅 にて 學習院 に 被-仰 

付 一度 事 也，」 尤も 是は 書籍と 人物と 犬に 學習院 に 集りた る 上の 事 也" 

擧習， 院舆隆 の 事 

、 天下 有志の 者 出席 を 免し 玉 ふべき 事 (居 寮 寄宿 を 免す。) 

、 天下 有用の 書籍 献上し 玉 ふべき 事 (古書、 近世 書に 不レ 限) 

、 尊攘の 人物の 祌牌を 立て 玉 ふべき 事。 


但祌 代の 神々 式 ft の祌々 も 時宜 を 酌で 院 中に 祭るべし。 其 以下 昔 公. 和氣 公. 楠 公 • 

新田 公 . 織 田 公 • 豐臣公 • 近來の諸^；？子に至るまで其功德次第祌牌を立てる也。 

向に 御 相談 申 候 尊攘 堂の 本山と もなる べし。 人物 集り、 書籍 鍋り たる 上に て 神逬を 

尊び、 神國を 尊び、 天皇 を 尊び 正論 計り 拔取 一書と して 天下に 頒 べし。 

厶慶 比の 人 淸原某 神代 卷跋松 苗 十八 史略 序此ー 一 篇小子 深く 心服 仕る 論な. e -。 

、 院 中に 史局を 設け 六國史 以下の 缺を補 ふ 事。 右 等の 趣向 を 服 目と して 御 工夫 を 御 こ 

らし 可レ然 候。 他日御出國出來候は>^先大原公父子に御謀り、 公卿 方の 御 論 御 伺、 义關 

東 下向 堀江 共 御 相談 被レ成 天下 同意の 人々 申 合、 そろ/ \ 京師に て 御 取 建 可レ, 然、 尤湖 

城 (井伊) §i.y  (問 部) 等 御 威 權を振 ふ 間 は 少し 御 見合 可 レ被レ 成 候 U 近年の 内 附權仆 

るべ し。 京師 も 九條公 御辭職 あらん、 其 後よ き關白 ありて 關 東と 御 一 和の 事 も 調 候 は 

V- 其 節 妙 也。 其 內夷事 も 日々 禍 深く 相 見え 候に 付、 好機 會の 出る 事 も あらん。 何分 京 

と關 東との 形勢 を熟覽 して どうも 六 ケ敷は 最前の 論の 如く 吉田 にて なすな り C 妙 なれ 

ば 舉習院 に 出るな り。 此所は 足下の 腿 中に あれば 悉く は 難， 巾 候。 堀江 何卒 出^させ 


度 もの 也。 僕より 勝 野 保 三 郞に申 遣 置 候。 山 ロ三猶 など 妙策 はなき かと 由 遣盧候 U 堀 

江 出 牢と御 聞 被 レ成候 は -、 早速 諸事 御 通信 可 レ然、 僕 天下の 士を 多く 見 候 得 共、 無學 

にして 篤志なる 事 如 レ此人 は 多く 見不レ 申、 實に 奇人 也。 可 レ學可 レ賴。 別符 一通 御覽、 

此 人の 心中 察し 給へ。 

僕 出 國以來 五ケ 月に 相 成 候 得 共、 小 田 村、 久坂等 一書 もた * し。 足下 は在獄 なれば せ 

ん方 なし。 僕に おいて は不苦 事に は 候 共、 諸 友の 疎濶は 志の 薄き 故 かと 大に 懸念 致 候 

此事 兄出牢 せば 一 論 あるべし。 作 間、 彌ニ、 德民 などの 事甚 懸念 也。 此 三人 は 決して 

變ぜ ぬに 相違 はなしと 存候」 岡部是 亦不， 可， 棄、 此四人 兄 幸愛レ 之。 福 原 は 長 進と 察 

候 如何に や。 佐 世 も 心に か 、り 候。 來原、 中 村 餘り周 布 風を擧 びて 大人 振り、 後進 を 

導く こと 不,^ るが 患な り。 中 谷は自 妙、 山 口にて 一 世界 をな せかし。 耍レ之 諸人 才器 

齷齪 天下の 大事 を 論 やる に不レ 足。 吾が 長 人 をして 萎微 せしめむ。 殘念殘 念。 足下と 

久 坂との み賴 むな り。 高 杉 大に長 進と は 察 候 得 共、 此地 にて 十分の 議論 をせ 中 歸國、 

大に殘 多き 事共な り。 
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未 十月 廿日  松  陰  ^ 

子 遠 兄 足下  _ 

松 陰が 最後 迄 念頭に おいて ゐ たの は 啓蒙運動の ことであった。 彼 は 維新 變 革の S わ 想 的 開 一 

拓者、 その 代表者で ある。 この 書簡、 及び r 留 魂錄」 (附錄 ) にある 尊攘 堂 は 松 下 村 塾の 思想 一 

を擴 大發展 させた もので、 來 るべき 變 革の 思想 的 淵源 >  其中樞 たらん とすろ ものである。 - 

二十 五日から r 留 魂錄」 を 書き初めて、 二十 六日の 夕方 書き終った。 

呼 だしの 聲 まつ 外に 今の 世に 

待つべき ことのな か. 5 ける 哉 

これが 偽らぬ 彼の 感懷 であった。 

二十 七日 朝 評定 所に 呼 出されて、 死罪の 判決 を 受けた。  ， 

松 平 大膳大 夫 家来  ， 

杉 百合 之 助 へ 引渡 蟄居 中 付 置 候  L 

浪人 吉田 寅次郞 


其方 儀 外 夷之 情 態 等 可 相 察と 去る 寅年 異國船 へ 乘 込む 依, 科、 父 杉 百合 之 助 へ 引渡 

於-一 在所, 蟄居 申 付 請る 身分に して、 海防 筋の 儀 猶頻に 申唱、 外國 通商 數港 御開 相 成 候 

は 柔弱 之 御 取 計に て、 御國爲 にも 不， 一 相 成 一誠 實 友愛 之 義 主唱、 和親 交 DJ^ を 相 願 夷 情に 

基き、 於， 一 御國, 御 不都合 之 次第^, 之 儀 を. i し 御斷、 追て 打拂方 可レ然 など、 叉は當 

時の 形勢に て は 人心 一致、 天下 を 致 n 守護； 卑賤の 者 にても 人 を 越へ 御 撰 擧無レ 之て は 

迚も 御 國威は 振 ひ 申 間 敷な ど、 御 政治 向に 拘候國 家 之 重 事 を 致， 一 著述 f 右 作、 其 外 或は 狂 

夫 之 言、 或は 時勢 論と 題號 し、 主 〔豕 又は 右京 家へ 差 出、 殊に 墨 夷 假條約 御 渡 相 成、 御 

老中 方 御上 京 有 レ之趣 承り、 右 は 外 夷 御 處置振 之 儀と 相 察し、 蟄居 之 身分に 在れ 共、 下 

總守 殿御 通行 之 途中へ 罷出、 御 處置を 相 伺 見込の 趣 申立、 若 御 取 用無レ 之、 自然 不レ 被レ 

行 次第に 至らば、 其 節 は 一死 殉圃之 心得 を以、 必至 之 覺悟を 極め、 御 同人 御駕籠へ 近 

寄 自己 之 建議 押 立 可 レ巾杯 一 旦存定 候 段、 國象之 御 爲を存 仕 成 候 旨に 申立る なれ ども、 

不レ 憚， 1 公儀， 不敬 之 至、 殊に 大體 蟄居 中 之 身分、 梅 田 源次郞 と面會 致す 段 不屆に 付 死罪 

巾 付る。 


此 曰の 判決で は 松 陰が 一番 大物であった。 松 陰 は を！ し、 靜 かに * 所へ 上って れつ ^ 

た。 糠て 奉行 松 平伯耆 守の 聲が 「不屈に 付 死罪 申 付る。」 と， H 洲ー 杯に 響 渡った。 松 陰 は そ 

こで 假{ 牛に 入れられ、 木繩に 縛せられ た。 一人の 同 心 は 松 陰に 向って、 

「御 覺悟 は. {=1 しう 御座ります か。」 

と 言 ふと、 松 陰ば、 

「素より 覺 悟の 事で ござる。 各 々方に も 段々 御世 話に 相 成ました。」 

と 言 ふ。 直て つに 假牢 から 出して 駕に 入れ、 同心 大勢 取卷 いて、 飛ぶ 樣に傳 馬 町の ホに歸 つ 

た。 そこで 休息す る 暇 もな くすぐ 刑場に 引かれ、 四ッ時 (午前 十 時」 刑^の 手で 彼の 命 は 

斷 たれて ゐた。 

松 陰 は 常に 同志 鬥 人に 對 して 死に 對 する 覺 悟を說 き 「^死生の 念 全く 絕 えぬ。 斷頭 51 に 

上り 候 はば 血色 敢て 諸氏の 下に あらや」 (六 年 二月， 諸 友に 與ふ) と 首って ゐた。 所が 當日 

一緒に 奉行所に 呼 出されて 松 陰の 言 渡 を 親 しく 實 見して ゐた世 古格 太郞の 語る 所に よると 

吉田 も斯く 死刑に 處 せらる べしと は 思 は ざり しに や、 彼 縛らる 時、 誠に 氣.； 荒々 
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敷切齒 し、 口角 泡 を 出す 如く、 實に 無念の 顔色な りき。 余が 駕と假 牢と隔 つ 事 六尺 許 

吉 田の 駕は其 間に 置 たれば、 巨細に 見る 事 を 得たり。 心中 實に悲 動 長大息に 堪 へたる 

事な. 9。 (倡義 聞錄) 

とあって、 之が 事實 らしい。 然し 死を豫 期しなかった とい ふの は 誤った 推察で、 彼 は 充分 

覺 悟し、 その 準備 をして ゐた。 死に 面して 「神色自若」 とい ふの はお 伽噺で 「見聞 錄」 の 

記述 は 却って 松 陰の 人間的な 一面 を 現 はして ゐる。 彼 は 飽く迄 人間 を 愛し、 人生 を 愛して 

ゐた。 彼 はこの 立場から 生死 を 決した ので ある。 「死して 不朽の 見込 あらば いつでも 死ぬ ベ 

し。 生きて 大業の 見込 あらば いつまでも 生くべし。」 彼の 心情 は 人生への 熱愛で 貫かれて ゐ 

た。 彼の 昂奮 は 死への 動搖 ではなく、 生への 袂別を 告げる 精神の 昂揚であった。 松 陰 は 刑 

場へ 引かれる 時、 次の 一 句 を 口誦んで 獄中 同志へ の 別れの 辭 とした。 

吾 今 爲， 國 死 t^- 不レ背 n 君 臣- 

悠々 天地 事 感賞 在， 明 神,  ， 
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松^が 「近年の 内兩權 (井伏、 ^部) 仆る べし」 と豫言 しに 反動 政權 は、 一 切の 反對勢 

力に 對 して 益々 狂暴に なり、 遂に は幕閣 中の 俊英と 言 はれた 岩 瀨肥後 守， 永 井 玄蕃頭 を奪祿 

謹慎、 川路 左衞門 尉に 愼みを 命じ (-=^»:ニ十八3)、 駿府 町奉行 範殿尺 部 少輔に 隠居 差控、 

黑川嘉 兵衞、 平 山 健 次郞、 平 岡 金 四 郞を免 宫差控 (九月 十日) 等の 處 分に 付し、 自ら その 

よって 立つ 基底 を 狭めて 行った。 彼の 羽翼、 老中 太 田 资始は 井伊と 意見 一致せ す、 七月 二 

十三 日に 幕閣を 去り、 次いで 老中 間 部 詮勝も 井^と 衝突して 十一 一月 二十四日に 蘇 職した。 

井伊 は その 翌年 (萬延 元年) 三月 三 曰、 櫻 田 門で 水 戶浪士 の に斃れ た。 松 陰の 豫言 はた 

つた 五ケ 月で 實 現した。 

その 頃から 幕末 史は變 革の IS 一 一期に 入った。 至る所に 松 陰の 精神が 活躍して 「草 莽 の士」 

が 指導 的 勢力に 迄 進出した。 松 陰の 生命 は、 之 等の 志士の 胸の 中に 蘇って、 不朽に 傳 へら 

れ たのであった。 
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松 陰 先生 埋葬 並 改葬 始末 

廿六曰 (十月」 の 夜 執政 周 布 政 之 助 尾 寺 (新 之 允) を 藩邸に 招き、 明朝 評定 所に 於て 先 

生の 斷獄 あるべき よしを 吿 げたれば、 尾 寺は翌 早朝 釵田正 伯 を 伴 ひ、 評定所に至りて|5^^情 

を 探らん としたる に、 門前の 露店に て 先刻 Iffi 罪人 を傳馬 町に 護送せ りと 聞き、 直に iii! りて 

偉 馬 町の 獄卒 金 六を訪 ひ、 始めて 先生 は 四ッ時 (午前 十 時) 旣に虑 刑せられ し を 知り たれ 

ば、 金 若干 を 金 六に 付して 遺骸 下付の 事 を 謀らし む (金 六 は ー兀と 赤穏の 人に て 頗る 奇氣ぁ 

り， 常に 先生 其 他 在獄 有志の 爲に內 外の 交通 を 謀れり)。 金 六 金 を 獄吏に 赂 ひたれ ども、 is^ 

容易に 許さざる を もって、 二人 は I"  く 屍 を X  X の 手に 付せ * さらん こと を 請 ひ 置き、 仆八曰 

又 金 六 を經て 百方 盡 力した る も猶行 はれす、 廿 九日 飯 田 自ら 吏を訪 ひ、 懇請せ るに 及びて 

吏 漸く 之を諾 し、 獄中 死屍の 處 分に 苦しむ を 名と し、 今日 午 下、 小 塚 原囘向 院に輸 りて 交 

付すべし と 約せ り。 二人 樱田 藩邸に 至りて 桂 小 五郎、 及び 伊藤 利輔 (博 文) に を 告げ、、， 


去りて 大 壅と 巨石 を 購ひ囘 向院に 赴けば、 木戶 伊藤 先づ あり。 旣 にして 幕吏 も 亦 至り、 院 

の 西北 方なる 刀 劍試驗 場 傍の 藪 小屋より 一 の 四 斗 桶 を 取. ^来りて 曰く、 是れ吉 田 氏の 屍な 

りと。 四 人 環 立して 蓥を 開けば、 顏色猶 生ける が 如く、 髮亂れ て 面に 被り、 血 流れて 淋滴 

.f。 且 體に寸 衣な し。 四 人 其の 慘狀 を覩て 愤恨禁 すべから や。 鈑田髮 を 束ね、 桂 尾 寺 水 

を灌 ぎて 血 を 洗 ひ、 叉 柄杓 を 取りて 首體を 接せん としたる に、 吏 之 を 制して 曰く、 重刑 人 

の 屍 は 他 曰檢視 あらん も 測られ や、 接 首の 事發覺 せば 余 等罪輕 からす、 幸に 推察 を 乞 ふと 

乃ち 釵田 は黑 羽二重の 下 衣 を 桂 は 襦袢 を脫 して 體に纒 ひ、 伊藤 は帶を 解きて 之 を 結び、 首 

を 其 上に 置きて 蹇に 納め、 橋 本 左 €； の 墓 左に 葬り、 上に 巨石 を 覆たり。 後 数日、 釵田尾 寺 

石碑 を 建て、 其の 正面の 中央に、 松 陰 二十 一 囘猛士 墓、 右に 安政 已未 十月 七 曰 死、 左に 吉 

田 寅次郞 行年 三十 才と 彫り、 右側 面に 「吾 今 爲レ國 死、 死 不レ負 二君 親, 悠々 天地 事、 感賞 在， 1 

明 神」 の 詩、 左側 面に 「身 はたと ひ 武藏の 野邊に 朽ちぬ とも 留置 まし 大和魂」 の 歌 を 刻み 

たり。 <3 時 二人が 藩邸に 出し/費用の 記 は 左の 如し。 亦 以て 先生の 遣 囑を完 うした る こと 

を 知るべし。  お 


松 陰 一 一十 一 囘 Si 士 一  件に 付 諸 雜费人 川錄 

一 金查 兩壹步 獄 役人に 防す 入用 事 

一 金査 兩查歩 同 

一 金壹 兩壹步 同 

一 金 査兩壹 歩 同  - 

1 金貳兩  金 六へ 酒手 

一 金 三 兩ニ步 XXX 並 獄卒へ 祝儀 

一 金壹兩  囚人 堀江 克之助 へ 祝儀 

1 金三兩  獄 頭取 沼 崎吉 五郎へ 

1 金貳步  杭 代 之 事 

一 金 壹步貳 朱 穴 堀 三人へ 酒手 

一 金貳歩  囘向院 世話人 親方 へ 祝 僅 

一 金 ^il-: 购  首 請 取 之 時 檢視役 へ 祝儀 
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1 金壹歩  廿九曰 手 向 囘向料  , 

一 金壹歩  百 ケ日之 間 卒塔婆 代 並 手 向 料 

一 金 壹兩貳 歩 石塔 手間、 前金に 遣す 

總計拾 九兩三 步貳朱 入用 之 事、 外に 石屋 之 石塔 代 並に、 囘向院 土地 借受詞 堂 金 入用 有 之 

候 得 共、 其 分 は 私 金 を 以て 償レ之 者な り。 

安政 五 年 十月 江戸に 於て 

尾 寺 新 之 允 

飯 田 正 伯 

旣 にして 幕府 令 を 下して 院內 志士の 碑 を 毀た しむる 時、 先生の 碑 も亦撤 せられた りしが 

後 四 年 を 經て文 久ニ年 壬 戌 八月、 世子 公 (忠愛 公) 朝 旨 を 奉じて 束 下し、 天使 大原 重德卿 

と共に 勅旨 を 幕府に 傳 へらる。 其 中に 戊 午以來 罪を國 事に 得た る 者を釋 し、 死者の 罪名 を 

削るべし との 事 あり。 愛に 於て 久坂義 助 等、 更に 碑 を 先生の 壙塋に 建つ。 …… 改葬の 儀 起 

り 遂に 幕府の 允許 を 得て 荏 -e- 郡 t 右 林 村の 大夫 山に 移す ことに 決す。 …… 明年 癸 亥 正月 五日 お 


を 期して 先生 及び 先生と 同じく 國に 1^ じて 墳墓 を 接せる 頼三樹 三郎、 小 林 民 部 を する -C1 

事と なり、 高杉晋 作、 伊藤 利輔、 山尾庸 三、 白 井 小 助、 赤 根 武人 等 之が 主 者；^ り。 一 一年 (明 

3 ヒ月塋 域 完成して 舊觀に 倍す る もの あり。 後 十五 年 甲 午、 忠愛 公 以下 門人 故蔡相 謀. 9 

地 を 墓 畔にト し、 祠を 築きて 松 陰 神社と 名 づけ、 先生の 靈を祀 る。 以下 略 (松险 先生 遗著 
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• 留魂錄 

身 はたと ひ 武藏の 野邊に 朽ちぬ とも 

留置 まし 大和魂 

十月 念 五 H  廿ー 囘猛士 

一、 余 去年 巳 來心蹟 百變擧 て數へ 難し。 就中 趙の貰 高 を 希 ひ、 楚の屈 平 を 仰ぐ、 諸 知友 

の 知る 所な り。 故に 子 遠 (入江 杉藏) が 送別の 句に、 燕 趙多士 一  貰 高、 荊楚 深憂 只 屈 平と 

云 も此事 也。 然るに 五月 十一 曰關 東の 行 を 聞く よ. 5 は、 又 一 の 誠 字に 工夫 を 付た， 5。 時に 

子 遠 死 字 を 贈る。 余 之 を 用 ひや。 一 白 綿布 を 求て、 孟子 至誠 而不レ 動 者 未- 1 之 有-也の  一 ^ 

を 書し 手 巾へ 縫 付 携て江 戶に來 り、 之 を 評定 所に 留め置し も 吾 志 を 表する 也。 去年 来の 事 

恐 多く も、 天朝 幕府の 間 誠意 相孚 せざる 所 あり。 天 苟も 吾が 區々 の 悃誠を 諒し給 は" 、幕吏 

必吾 說を是 とせんと 志 を 立 たれ ども、 蚊蝱 貪, 山の- i 終に 事 をな-つ こと 不レ能 今日に 至る。 

亦 吾 德の菲 薄なる によれば 今 將誰を か尤め 且怨ん や。  . 
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1 、 七月 九日 初て 評.： IJ- 所 呼 出 あり。 三 奉行 出座尋 鞠の 件兩條 あり。 一 曰 梅 ffl 源 次 郞畏鬥 

下向の 節面會 したる 由 何の 密議 をな せし や、 一 一 曰 御所 內に落 文 あり 其 手跡 汝に 似たり と 源 

次 郞其外 申立る 者 あり、 覺 あり や、 此ニ條 のみ。 夫 梅 田 は 素より 奸骨 あれば、 余 與に志 を 

語る こと を 欲せざる 所な. 9、 何の 密議 をな さんや。 吾 性 公明正大 なること を 好む。 文 

なんどの 隱 味の 事 をな さんや、 余是に 於て 六 年 il 幽囚 中の 苦心す る 所を陳 し、 終に 大原公 

の 西 下 を 請 ひ、 觭江侯 を 要する 等の 事 を 自首す。 ti.-d 侯の 事に 因て 終に 下獄と はなれり。 

一 、 吾 性 激烈 怒 罵に 短し。 務て 時勢に 隨ひ 人情に 適する を 主と す。 是を 以て 吏に 對 して 

幕府 遠 勅の 巳む を 得ざる を陳 し、 然る 後 當今的 當の處 置に 及ぶ。 共說 常に 講究す る 所に し 

て 具に 對 策に 載す るが 如し。 是を 以て 幕吏と 雖 甚だ 怒 駕 する こと 不, 能、 直に 曰、 汝陳白 

する 所 悉く 適當 とも 思 はれす、 且 卑賤の 身に して 國 家の 大事 を議 する こと 不屆 なり、 余 亦 

深く 抗 せす 是を 以て 罪 を 得る は 萬々 齢せ ざる 所な りと 言て 已 みぬ。 幕府の 三尺 布 衣 國を愛 

る こと を 許さす、 其 是非 吾 曾て 辯爭 せざる なり。 聞く、 薩の日 下部 三次 は對 i&{ の ョ、 お 

今 政治の 缺失 を歷詆 して 如レ是 にて は 往先三 五 年の 無 も 保し 難と 云て 鞠史を 激怒せ しめ * 
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乃 曰 是を以 死罪 を 得る と雖 ども 悔、 ざるな りと。 是 吾の 及ざる 所な り。 子 遠の 死 を 以て 吾に 一 

責る も亦此 意なる べし。 唐の 段 秀實、 郭曦に 於て は 彼が 如くの 誠 悃朱佌 に 於て は 彼が 如く 一 

一 

の 激烈 然 らば 則 英雄 自ら 時 措の 宜しき あり、 耍內省 不レ疾 にあり。 抑 亦 人 を 知り 機 を 見. 

一 

こと を 尊ぶ。 吾の 得失 當 さに 蓥棺の 後 を 待て 議 すべきの み。  ： 

一 、 此囘の ロ書甚 早々 なり。 七月 九日 一 通り 申立た る 後 九月 五 曰、 十月 五日 雨 度の 呼 出 

も 差た る 鞠 問 もな くして、 十月 十六 日に 至り ロ書讀 聞せ あ. 9 て 直に 書 刺せよ との 事な り。 一 

余が 苦心せ し 墨 使應接 航海 雄 略 等の 論 一 も 書 就せ や、 唯 數ケ所 開港の 事 を 程 克申延 て國カ 

充實の 後 御 打 拂可然 など 吾心に も 非ざる 迂 腐の 論 を 書付て 口 書と す。 吾 言て 签無 きを 知る 

故に 敢て言 はす、 不満の 甚 しき 也。 甲 寅の 歳 航海 一條の 口 書に 比する 時 は 雲泥の 違と 云 ふ 

ベ し 0  -ー 

一 、 七月 九日 一 通り 大原 公の 事、 il 江 耍駕の 事 等 申立たり。 初 意ら く、 是 等の 事 幕に.^ 

已に諜 知す ベければ 明白に 申立た る 方 却て 《且 しきな りと。 巳に して 逐一 口 を 開きし に 幕 li 

て 一 圓 知らざる に 似たり。 S て 意ら く、 慕に て 知らぬ 所 を强て 申立て、 多人数に 株速蔓 
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せば 善 類を慯 ふこと 少から や。 毛 を 吹て 瘡を 求む るに 辨 しと。 是に於て^江-^^耀の^^も：袈 

諫と は云替 たり。 叉 京師 往來諸 友の 姓名 諸士の 姓名 等 可レ成 丈は隱 して 具， 日 せす。 是吾 

後 起 人の 爲 にす る-お々 の 婆 心なり、 而 して 幕 裁 して 吾 一 人 を 罰して 一 入 も 他に 速 及な さ 

は赏に 大慶と 云 ふべ し。 志の 諸 友 深く 考 m 心せよ。  , 

一 、 耍諫 一條に 付 事不遂 時は蜻 侯と 剌 違て 死し、 醫衞の 者 耍蔽 する 時 は 切 拂 べきとの ii^ 

赏に 吾が 云 は-ざ る 所な り。 然るに 三 奉行 强て書 載し て誕 服せ し めんと 欲す。 ；枰-服 は-^|::肯て- 

受ん や。 是を 以て 十六 曰 書 判の 席に 臨て 石 谷 池 田の 兩 奉行と 大に爭 辯す。 五；： 肯て 一 死を惜 

まん や。 兩 奉行の 權詐に 伏せざる なり。 是 より 先 九月 五日、 十 n: 五日 雨 度の 吟味に 吟味 役 

迄 具に 巾 立た る は、 死 を 決して 耍諫 す、 必ゃ しも 刺 遠、 切拂 等の 策 あるに 非 やと" 吟味 役 

具に 是を諾 して 而も 且ロ 書に 書 載す る は 權詐に 非 やや。 然ども^£$已に^に至りて剌^|!、 切 

拂の兩 事 を 受け-ざる は 却て 激烈 を缺 き、 志の Is 友亦惜 むなる べし。 吾と 一： ム ども 亦^ まざ， 

るに 非 や。 然 ども 反復 是を へば 成 仁の 一 死>^11々 一 言の 得失に 非 や。 个日 i« 卿奸權 の爲に 

一 

死す。 天地神明 照！^ 上に あり。 何惜 むこと か あらん。 
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一、 吾此囘 初め 素より 生 を 謀ら や、 叉 死 を必せ や。 唯 誠の 通 塞 を 以て 天 命の 自然に 委し 

たる 也。 七月 九日に 至て は 略 一 死 を 期す。 故に 其 詩に 云、 繼盛唯 當レ甘 二 市戮： 倉 公 寧復望 >1 

生還 一 其 後 九月 十五 日 吟味の 寛容なる に 欺かれ、 亦 必生を 期す。 亦 頗る 慶 幸の 心 あり。 此 

心 吾此身 を惜む 爲に發 する に 非す。 抑 故 あり、 去臘 大晦、 朝議 巳に 幕府に 貸す、 今春 三月 

五日 吾 公の 駕已に 荻 府を發 す。 吾策 是に 於て 盡 果たれば 死 を 求む る こと 極て 急な り。 六月 

の 末 江 戶に來 るに 及んで 夷人の 情 態 を 見聞し、 七 =： 九日 獄に來 り 天下の 形勢 を 考察し、 祌 

國 の事猶 なすべき もの ある を 悟り、 初て 生 を 幸と する の 念 勃々 たり。 吾 若し 死せ すん ば 勃 

々たる もの 決して 沒 せざる なり。 然れ ども 十六 日の 口 書、 三 奉行の 權詐吾 を 死地に 措ん と 

する を 知りて より 更に 生 を 幸の 心なし。 是亦 平生 舉 問の 得 力 然るな り。 

一 、 今日 死 を 決する の 安心 は 四時の 順 環に 於て 得る 所 あり。 蓋し 彼 禾稼を 見る に 春 種し 

1 苗し、 秋刘冬 蔵す。 秋 冬に 至れば 人 告其歲 功の 成る を悅 び、 酒 を 造り、 醴を爲 り、 村 野 

歡聲 あり、 未だ 曾て 西 成に 臨で 歳 功の 終る を 哀しむ もの を 聞かす。 吾 行年 三十、 一事 成る 

ことなくして 死して 禾 嫁の 未だ^です、 貰らざる に 似た る は 惜しむべきに 似たり、 然 ども 
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義 卿の 身 を 以て 云へば 是亦 秀實の 時な り。 何ぞ必 しも 哀 まん。 何と なれば 人 毒 はおりな し 

爪 稼の 必す 四時 を經る 如きに 非す。 十 歳に して 死す る 者 は 十歲中 a: ら四事 あり。 二十 は. H 

ら 二十の 四時 あり。 三十 は 自ら 三十の 四時 あし。 五十、 百 は 自ら 五十 ほ の 四時 あり。 十 歳 

を 以て 短と する は螺蛄 をして 靈 椿たら しめんと 欲するな. o。 百 歳 を 以て 長し とする は^ 

をして 蟪 姑たら しめんと 欲するな り。 齊 しく 命に 達せ やとす。 義卿 三十、 四時 「し 備、 亦 

亦實、 其秕 たると 其 粟た ると、 吾が 知る 所に 非す。 若し 同志の 士其 微衷 を憐 み、 邋紹の 人 

あらば 乃ち 後來の 種子 未だ 絕ぇ す、 自ら 禾 稼の 有 年に 恥ざる なり。 同志 其 是を考 思せ よ。 

1 、 東口 揚屋に 居る 水戶 の鄉士 堀江 克之助 余 未だ 一 面な しと 雖も眞 に知已 なり、 蘇に 益 

友な り。 余に 謂て 曰く、 昔 矢 部 駿州は 桑 名 侯へ 御 預けの 日より 絡 食して 敵 讎を詛 て 死し、 

菜して 敵 辯 を 退けたり。 八：' 足下 も 自ら 一 死 を 期す るから は 祈念 を 籠て 内外の 敵を拂 はれよ 

一 心を淺 置て 給 はれよ と 丁寧に 吿戒 せり。 吾 誠に 此 言に 感服す。 又 鮎澤 伊太 夫 は 水 藩の 士 

にして、 堀江と 同居す。 余に 吿て 曰、 今 足下の 御沙汰 も 未だ 測られす。 小 子 は 海外に 赴け 

ば、 天下の 事總て 天命に 付 せんの み。 俏し 天下の 益と なるべき 事 は 同志に 托し、 後 Js^- ュ淺 
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たきこと なりと c 此言大 に 吾 志 を 得たり。 吾の 祈念 を 龍る 所 は 同志の 士 甲斐々々 しく 吾士  3? 

を繼紹 して 尊攘 之 大功 を 建てよ かしな り。 1^" 死す とも 堀 鮎 一 一子の 如き は 海外に 在と も 獄中 一 

に 在と も 吾が 同志た らん 者 願く ば 交 を 結べ かし。 叉 本 所龜澤 町に 山 口 三轄と 云警者 あり。 一 

義を 好む 人と 見へ て 堀鲇ー 一子の 事な ど 外 間に.^ て大に 周旋せ り。 尤及 ぶべ から. ざる は 未だ 

一面 もな き 小 林 部の 事 二子より 巾 遣 たれば、 小 林の 爲め にも 亦大に 周旋せ り。 此人想 i 

に 不凡な らん。 且三 子への 通路 は此三 轄老に 託すべし。  .，  ^ 

一、 堀江 常に 神道 を 崇め 天皇 を崇び 大道 を 天下に 明白に し、 異端 邪 說を排 せんと 欲す。 

謂ら く、 天朝よ. 9 敎書を 開 版して 天下に 頒布す るに 如か やと。 余 謂ら く、 敎書を開版す^^3^ 

に 一策な かるべ からす。 京師に 於て 大攀校 を 起し、 上天 朝の 御 舉風を 天下に-: 小し、 义 天下 

の 奇才 異能を 京師に 貢し、 然る 後天 下 古今の 論 確 議を輯 集て 書と なし、 天朝 御敎 習の 餘 

を 天下に 分つ とき は、 天下の 人心 自ら 一定す べしと。 因て 平生 子 遠と 密議す る 所の 尊攘 堂 

の議と 合せ、 堀江に 謀り 是を子 遠に 任す る ことに 決す。 子 遠 若しよ く 同志と 謀り、 內外志 

を 協へ 、 此事 をして 少しく 端緒 あらしめば 吾の 志と する 所 も 亦 荒せ やと 云 ふべ し。 去年； i 


； r 吱 J 旨 等の 事 一 跌すと雖も尊王攘夷^？も已むべ きに非れば、 义善術 を^け、 前 絡 を 繼紹せ お 

す ん ば あ る ベ か らゃ 。 京：！ 寧 校 の 論亦奇 ならす や 。 

一、 小 林 民 部 云、 京師の 學習院 は {丈 日 ありて 百姓 町人に 至る まで 出^して 講釋 を！！ 聞す 

る こと を 許さる。 講 日に は 公卿 方 出 座に て 講師 菅 〔农淸 家 及び 地下の 儒者 相 r おするな り. - 然 

らば 此 に闪て 更に 掛^ を 加 へ ば 幾 等 も 妙策 あるべ し。 叉懷德 堂に は！ さ兀 上ね H 宸ぉ觔 額 あ 

り。 此 基に K り： も 一に 一堂 を 與すも 亦 妙な りと。 小 林 は 魔 司.； の諸大 夫に て、 此皮 f;^ なの 罪 

科に 處 せらる。 京師 諸人 中 罪責 極て 重し。 共 人 多 村 多能、 唯 文學に 深から や。 嵐 小の トぁ 

る 人と 兑 ゆ.〕 西 奥 揚屋に て 八ぶ と；： i おす。 後^ 口に 移る。 京師に てい：： T 田の 鈴 鹿 •， ^州、 ：z 筑州 

^て 知已の 由、 亦 山 ロー 一： 鞭 も 小 林の 爲 めに 大に 旋 したれば、 鈴 鹿 か 山 口の 乎 を 以て 海外 

まで も吾问 志の 土 通信 をな すべ し。 京師の 事に 就て は 後 來必す 力 を 得る 所 あらん。 

一 、 讃の高 松の 藩士 長 谷川 宗右衞 門 年来 主君 を 諫め、 宗藩水 家と 親睦の に 就て お 心せ 

し 人な り。 東 奥 揚屋に あ も。 其 子 速 水 余と 西 奥に 同居す。 此 父子の 罪科 如何お だ 知る ベ か 

らす。 同志の 諸 友 切に 記念せ よ。 余 初めて 長 谷川 翁 を 一見せ しとき 獄史 左お に 林立す。 法 
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藍 語 を 交る こと を 得 や。 翁獨 語す.^ もの、 如くして 曰、 寧爲 レ玉碎 勿， ー爲レ 瓦全， と 吾 甚だ 其 

意に 感ゃ。 同志 其 之 を 察せよ。 

一、 右 數條余 徒に 書す るに 非 や。 天下の 事 を 爲すは 天下 有志の 士と志 を 通 やる に 非れば 

得 や。 而 して 右 数人 余此囘 新に 得る 所の 人なる を 以て 是を 同志に 吿 示すな り。 叉 勝 野 保 三 

郞早 巳に 出ホ す。 就て 其詳を 聞知すべし。 豚^の 父 豐作今 潜伏す と雖 も、 有志の 士と 聞け 

り。 他日 車 平ぐ を 待て 物色すべし。 今 曰の 事 同志の IS 士戰 敗の 餘、 傷殘の 同志 を 問 訊す る 

如くすべし〕 一 败乃拖 折す る豈 gjj 士の 事な らん や。 切に 囉す。 切に 囑す。 

一 、 越 前の 橋 本 左 二十 六歲 にして 誅 せらる。 .K- に 十 M 七日な り。 左 奥に 座す る こ 

と 五六 日の み。 勝 保 せり。 後 勝 保 西 奥に 來 り.、 余と：： 1： 居す。 余 勝 保の 談を 聞て ハ.| 々左 

-s: と 半面な きを 哎ゃ。 左. r 幽闪邸 中、 fjt- 治 通 鑑を讀 み、 註 を 作り、 漢紀を 終る。 乂 獄中 

敎畢ェ作等の{?^^論ぜし由、 勝 保 余が 爲 めに 是を 語る。 獄の論 大に吾 意 を 得たり。 余 益々 

志內を 起して 一議 を？！^ せんこと を 5^ ふ。 ^夫。 淸 狂の 護國 論及び 呤稿、 口羽の 詩稿 天下 同 

左の 士に寄 示した し。 故に 余 之 を 水 人 贴澤^ 太夫に ai る こと を 許す。 同志 其 吾に 代て 此言 


を踐 まば 幸 te? な. 

_  、  ！i! 志 IS 友の 内、 小 m 村、 巾 谷、 久 5f、 久坂、 子 遠 兄？^ 等の^、 鮎^、 堀江、 14^ 〔介 川 

小 林、 勝^ 等へ ifn 知し S く。 义 村^の：^、  佐、 阿 W: 等の も吿 S けり。 ME、 

杉及び 利輔 の i^f もお 人 に せ？は し な り。 是错 吾が < リも 21!^ を 爲す に 非す 。 

かきつけ 終りて 後 

心なる ことの 種々 かき © ぬ 思の こせる ことな かりけ り。 

呼 だしの 聲 まつ 外に ケ のめに はべ き^のな かりけ る 哉。 

討 たれた る 吾 を あわれと： 12- む 人 はせ ケ. あかめて 夷拂へ よ。 

愚なる われ を も 友と めつ 人 はわ かと も 友と めて よ 人々。 

七た び も 生か へりつ /-^ を そ壤 はむ こ  >  ろ 吾 忘れめ や。 

十日 廿 六日 黄昏  書 二十 一 囘猛士 


附 

錄 


吉田松 陰 年譜 

天 保 元年 (一 八 三 〇) 長 門 國萩松 本 村 護 國山南 麓に 生る。 幼名 虎之助。 父 毛 利 藩士 杉 百合 之 助。 

母兒玉 氏。 

天 保 五 年 (一八 三 四) 仲 父 吉田大 助の 假 養子と なる。 士 ：3 田家 山 鹿 流兵學 師範 を 以て 毛 利 氏に 仕 ふ 

水 野忠邦 老中と なる" (五 歳) 

天 保 六 年 (一八 三 五) 四月 三日 養父 大助 歿す。 六月 二十 曰 其 後を嗣 ぐ。 此年 大次郞 と改稱 す。 (六 

き 

天 保 八 年 (一八 三 七) 二月 十九 日 大驟平 八 郞大阪 に 兵を擧 ぐ。 將軍家 齊職を 家 慶に讓 る。 二十 七 

日 丰利敬 親相續 す。 

六月 十八 曰モ リ ソン 號 (米 船) 浦賀に 入る。 (八 歳) 

天 保 九 年 (一 八 三 八) 家 g|5 教授 見習と して 藩 學明倫 館に 上る。 (九 歳) 

天 保 十 年 (一八 三 九) 十！ 月初めて 明 倫 館に 出動し、 家 學を授 く。 (十 歳) 

渡邊華 山、 高 野長英 罰せら る U 

天 保 十 一年 (一 八 四 〇) 藩主 敬 親の 前に 武教 全書 戰法篇 三戰を 講ず。 (十 一 歳) 


34- r 


34-'J 


H 八 保 十二 年 (一八 四 一) 將軍家 慶薨 ず。 高 島 秋帆擧 用、 旗本、 諸 藩に 砲術 を傳 習す。 (±1 歳) 

天 保 十三 年 (一八 四 二) 文政 擊攘令 を撤囘 し、 文化 三年の 和親 令に よらし む。 阿片 戰爭 終る。 

天 保 十四 年 (一八 四 三) 村 田 淸風获 郊外に 調練 を 行 ふ。 (十 四 歳) 

.  九月 老中 水 野忠邦 返く。 

天 保 十五 年 (一八 四 il) 藩士 山 田 宇右衛門 江戸より 歸り、 萬國の 形勢 を說 いて 松 陰 を激勵 す" 之よ 

り 憂 國の志 を 立つ とい ふ。 (十五 歳) 

三月 佛國 軍艦 琉 球に 來る。 五月 六日 水戶齊 昭隱居 謹慎" 七月 二日 蘭 船長 崎に 來り 開國の 

必要 を說 く。 

弘化ニ 年 (一 八 四 五) 山 田 宇右衛門の 說に隨 ひ、 藩士 山 田 亦 介に 就いて 長 沼 流の 兵學を 兼修し、 

兵耍 錄を受 く。 (十六 歳) 

英船琉 球に 至り、 次いで 浦？ M に 至る。 

弘化 三年 (一八 m ひ 藩士 林眞 人の 家に 寓す。 (十七 歳) 

米 船 浦賀に 至り 互市 を 乞 ふ。 米國 メキシコ を 攻め、 カリフォルニア 金 鑛を發 見す。 琉球 

開港。  . 

化 四 年 (一 八 四 七) 十月 二十 七日 林眞 入より 大 星目錄 免許 返 傳を受 く。 (十： へ 歳) 

慕府逢 根、 川 越、 禽津、 忍 藩に 命じ、 相模、 安房、 上總 沿岸 を 守備せ しむ。 
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嘉 永 元年 (一 八 四 八) 正月 家學敎 g 後見人 を く。 十月 四日 明 倫 館 再興に 關 する 意見 を 上る。 

(十九 歳) 

嘉永ニ 年 (一 八 四 九) 三月 十七 日 水陸 戰略を 著して、 外寇 御手 當方 御内 用 係 を 命ぜら る。 

五 nrj 十 五 日 書 を平戶 藩士 葉 山 左 內に经 り從學 の 志 を述ぶ d 

七月 四日 命 を 奉じて 大津豐 消-赤 間關 海岸 を 巡視す。 十月 十日 門人 を 率 ひて 城 東 羽^ 毫に 

操 練 を 行 ふ。 (二十 is) 

嘉永 三年 (一 八 五 〇) 八月 廿 五日 九州に 遊び、 長 崎、 平戶、 熊 本 を 過ぎ 十二月 サ九 B 歸る。 (二十 

一き 

幕 li? 佐 相 川に 砲臺を 築く。 西國 飢饉 米 債 暴騰す。. 

嘉永四 年 (一八 五 一 ) 三月 五日 兵學硏 究の爲 藩主に 隨ひ 江戶に 行き、 安積：：； x^、 古賀 茶溪、 山 鹿 

. 素 水、 佐久間 修理に 就いて 學ぶ。 鳥 山 確 宮 都鼎藏 等と 文武 を 研究す。 

六月 十三 曰宫 部と 房總の 海岸 を 視察し、 ^八 2! を 經て瑞 泉 寺に 竹院 上人 を訪 ひ、 せ ir 一日 歸 

る。 

七月 廿三 曰、 東北 諸 國遊歷 を 許さる。 十二月 十 E" 曰、 院 藩して 江 戶を發 す。 (二士 IfJ) 

正月 三 0:、  土 佐 萬 次郞米 國 から 歸 る- 

嘉永 五 年 (，一. 八 五 二) 正月 二十日 宮部 等と 水 戶を發 し、 白 川、 會津、 弘前、 132 森、 仙 臺> 


344 


米澤 を遊歷 し、 II 月 五日 江 戶に歸 る。 

十二月 八日 亡命 之 罪 を 以て 士籍を 削り、 世 祿を奪 はれ、 實父杉 百合 之助預 となる。 名 を 

松 次郞と 改め、 後 寅 次 郞と改 む。 九日 父 百合 之 助より 十ケ年 諸：^ 遊 學を顚 ひ、 許さる。 

(二士  二 歳) 

六月 五日 蘭人 キュ ルチュ ス長 t- に來 り、 開 國を說 き、 米 人 ペルリの 來 航を豫 報す。 

嘉永六 年 (一八 五三) 正月 廿 四日 获を發 し、 攝津， 河內、 大和、 伊勢、 美 濃 を經、 坂 本 鼎齋、 後 

藤 松 陰、 森 田 節齋、 ハ介三 山、 齋藤拙 堂、 水沼久 太夫 等 を 訪ね、 五月 廿 四日 江戸に 達 す。 

六月 三日、 ベ ルリ 米 艦 四 隻を率 ひ、 浦 賀に來 り 和親 通商 を 求む。 松陰翌 四日 之 を 聞き、 

直ちに 浦 貿に往 き、 事情 を 探り、 十日 歸る。 將及私 言、 急務 條議、 必勝 策、 急務 策、 接 

,  夷 私議 等 を 作る。 將及私 言 は 藩邸に 呈し、 君覽に 達す。 

七月 十八 日露 使ブ ー チヤ チン 軍艦 四 隻を率 ひ、 長 崎に 来り 和親 通商 を 求む。 

松 陰 佐 久間象 山 等と 圖り、 露 艦に 投じて 航海 せんと 欲す。 九月 十八 日 江 戶を發 し、 京都 

に 梁 川 星 嚴を訪 ひ、 熊 本に 宫部、 橫井小 楠を訪 ひ、 十月 廿七 日長 崎に 至る。 露 檻 旣に去 

る。 復熊 本に 赴き、 宮都 鼎藏、 野 口 直 之 允 を 伴 ひ、 十 一 月 4" 三日 获に歸 る。 

十二月 四日 京都に 入り、 梁 川 星鬏、 梅 田 雲濱、 森 田 節齋、 鶴 飼 吉左衞 門、 池 内 大學と 交 

力 * 伊勢、 尾 張を經 て、 十二月 二十 七 B 江戸に 達す。 (二十 II 歳) 


34> 


六月 廿ニ 曰將 軍家慶 ず。 七月 j 曰 幕府 諸 大名 及 布 衣 以上に 意見 を徵 す。 八月 四日 品 m 

に 臺場を 築く。 

十 一 月 二十 三日 家定將 軍と なる。 

安政 元年 (一八 五 四) 正月 海 戰策を 作. リ、 君覽に 供す。 十四 1H 米 船江戶 |} に 現 はれ、 十六： n 浦賀 

を經て 神奈川 沖に 達す。 

三月 三日 米國と 和親 條約を 結ぶ。 松 陰、 金子 重輔と 外遊 を 決し、 三月 五日 江 戶を發 す" 

米 艦 を 追つ て 下田に 至り 廿七 日夜 艦上に 至る" 米 入 許さず 翌廿 八日. H 首し、 總に 就く。 

四月 十五 曰 江戸に 拘 致せら る。 九月 十八 日 幕府 罪を斷 じ、 重輔 と共に 藩に 照这 す。 

十月 廿 四日 藩 獄に 入る。 (廿五 歳) 

八月 廿 三日 日英 和親 條約 調印、 十二月 廿 一 日、 日露 和親 條約 同上。 

安政 二 年 (一八 五 五) 正月 十一 日 金子 重輔 獄死す。  • 

十二月 出獄し、 杉 氏 邸に 謹慎す。 (二十 六 歳)  , 

七月 二十 八日、 幕府 米、 英、 露と 和親 條約 締結の 事情 を 奏上す。 

十月 二日 江戸 大地震、 戶田忠 太夫 藤田彪 歿す。 

十二月 二十 三日 日 蘭 和親 條約 調印" 

安政 三年 (一八 五六) 七月 特に 家 學敎授 の爲 門人 を 引見す る こと を 許さる。 杉 氏 宅地 内の 小 宅 を 
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家塾に 宛て 松 下 村 熟 J?3 を 用 ふ。 (二十 七 歳) 

老中 堀 田 備中守 外 國富務 及 貿易 取調 を 命ぜら る。 七月 米國總 領事 ハリス 下田に 來る。 江 

戶諸 城内の 兵備 を 西洋 銃に 改む。 

八月 二十 五日 關東 地方 大 暴風雨、 被害 多し。 十二月 二十 七 H 長 藩 萩 小 畑に て 丙 辰 丸 を 作 

る。 

安政 四 年 (一八 五 七) 十一月 松 下 村 塾堦築 成る。 (廿八 歳) 

五月 下田 奉行 ハリスに 迫られ、 規定 章 八 ケ條に 調印す。. 

六月 老中 安部 伊勢 守 卒す。 堀 田備中 守閣老 となる。 

十月 ハリス 江戶に 入り、 將 軍に 謁し、 閣老堀 田 以下 幕吏に 開國 貿易の 止むべからざる を 

說く。 

十二月 三日、 幕府 諸侯に 意見 を徵 す。 

安政 五 年 (一八 五. 八) 國 事に 就き、 種々 論策 謀議す。 

六月 藩主 江戶 にあり、 松 陰 之 著 狂 夫 之 言、 私擬對 策、 愚論 等を讀 む。 益 田彈正 をして 益 

々上書 献言せ しむ。 

十 一 月廿 九日、 藩府 幕府 を 憚り 一室に 穀囚 す。 十二月 廿 六日 野 山 之獄に 下る。 (廿九 歳) 

一月 廿ー 日 堀 田閗老 上京し、 條約 勅許 を赛 請す。 三月 十二 日、 八十 八 卿 参朝し、 勅 文 を 


改めら れんこと を 乞 ふ。  一 

四月ニ十三日井伊^！：弼大老となる。 廿五曰 、諸 大名に 條約 調印の 可否 を 問 ふ。 - 

六月 堀 田備中 守、 松 平 伊賀 守 を：^ け、 太 田 道 1 &、 間都詮 勝、 松平乘 全を老 a- とす。 一 

六月 十九 日、 勅許 を 侠たず 日米 通商 條 約に 調印す。 廿  一 ！！！宿次奉翥を以て^；；^上す。 ； 

七月 將軍 家定薨 ず。 尾 張 侯 隱居愼 み、 水 戶齊昭 駒 込 邸に 愼み、 一 橋 鹿？！ r 水 戶疫跪 5;:-:^ 一 

停止、 松 平 慶永隱 US 慎み を 命ぜら る。  一 

八月 家茂將 軍と なる。 密 勑水戶 に， 下る。 九月 間 都設勝 京都に 入る。  ， 

志士 逮捕、 安政 大獄 始 る。  一 

安政 六 年 (一八 五 九) 獄中 K 義を唱 へ、 奮勵 劃策す。  一 

五月 サ 五日 松 陰の 檻與 获を發 す。  一 

七月 九日 奉行の 訊問 を 受け、 傳馬 町の 獄に 入る。  1 

十月 廿七 H 處刑 さる。 (三十 歳)  一 

ニ月十日間部？^^勝江戶に歸る。  ： 

ニニ 月 十日、 京 囚江戶 に 着す。  一 

五月 三日、 魔_^、 近衞、 三條諸 <ム 落飾。  一 

六月 英國 との 修好 條約 成る。 七月 露 國と條 約 を 結ぶ。  一 
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八月 大獄 第 一 囘處 刑。 十月 七 B 第二 践處 刑、 橋 末 左, s:、 賴三 樹三郞 殺さる * 

十月 廿 七日 第三 囘處 刑。 

文久 三年 (一八 六 二) 正月 久坂義 助、 伊！ i 博 文、 品 川彌次 ニ郞、 松 陰の 遺骨 を 江戸 郊外 世 田ケ谷 

若 林に 移す。 

四月 二日、 吉 田家 再興の 命 あり、 松 陰の 兄 杉 民洽の 長子 小 太 に祀を 承け しめ、 舊 祿を 

復す。 

小太郞 死後、 民 治の 幼女 道 子 之を嗣 ぎ、 その 夭死 後、 松 陰の 妹婿 兒玉祐 之の 次子 庫三 之 

を嗣 ぐ。 
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日， 14-  ®  ^  永 田 廣志著 


現代 田 や 恋界 における 准 物 論 哲學の 占める 旦大 なる 位置 は 何人も 否定し 得な つ 佳 物 論の 向後の よ 

り 高き 發展は 現代 一 殺 思想の 上に 重大なる 意義 を 持って ゐる。 而も 唯 物 諭 哲學の 正しき 發展ま 日 

本に おける 哲學の 足跡 を 見、 そ の 日本的な 特質 を 把む ことなし に ， よ 不可能 である 。 本書よ 現 4. 隹 

物 論の 前史 を 究明す る ことにより、 日本 唯物論 史 および 一 殺に 思想 史の 内在的 聯關を 明らか こし 

て その 徹底的 理解 を與へ しめんと した ものである。 德川期 泰西 科學の 移入 前後に ぉナる 宗敎批 

や 「實 學」 の洋 細なる 分析、 それの 明治 初期に おける ブル ジ" ァ 唯物論の 生長に 及； ました 意義 を 

闞& し、 明治維新。 後の 物 論と 观念 論との 拮抗 等に 多くの 新 見解 を 呈示して ゐる。 自然 科孽、 

思想、 文藝 等の 歴史 もまた 本書-」 依らす して は 理解し 得ないで あらう。  ， • 

【內 容截目 3 日本 唯物論 史の 概^、 德川 時代に おける 唯物論、 封建 制 下の 勤勞 人民.， 安藤昌益,， ノ 

唯物論、 地 動說の 移入と 山片 *K、 維新^^^^までの洋學、 廢 佛毀釋 をめ ぐろ 狩 畢の歸 5^、 叨治初 

年の 啓蒙 期 以後 (唯物論と 觀へ 論) 明治 唯物論の 主要 潮流、 福澤、 加，、. 中 江の 哲學、 ^ 

會 主義と 唯物論、 現代 唯物論 哲學の 動向、^  (>« 判 上 SR 一一 一六 CK  &了0£  i 


日本史 學史 


伊豆 公夫 著 


歴史 研究の 基本的^ 牛と し 一」 り. 1,^,,、 き , I  ,   I 

Jyi によって 規 時代の 社 I 濟的 I こよ；、，；；：， 7 

史 を 母胎と し ての み K^MI^il:; る 」 と は 自明で あらう。 しかも の 仏 Ml*:-::,  は 

f 」 . 探究の 中に のみ 與ゃ》 

1 墨 Isli 

)H  ffj^ を 線密. 詳， 诩 こ，^ し，  キ 5ージ ^过^ 式に よって、 ョ.！^1^:ぽ& つ-、— 

房き」 . KH、  PS 的 ir  &s 


fnlL 


明治維新 史  服 部 之 總著 


維新 史を はじめて 唯 物史觀 によって 分析 論究した 劃期的な 文獻 として、 科學的 維新 史 研究の 甚； 礎 

的勞 作と して、 本書 は 遂に 不滅の 價値を 獲得した。 現在、 版 を 重ねる こと 旣に 十五 版、 しかも、 依 

然として 學 界の讀 仰の 的と なって ゐる。 明治維新 變 革の 政治、 經濟的 基礎、 階級 的 諸關係 等の 體系 

的な 論析を 通じ て.、 そ の 本質 は 極めて 平易に 簡明に 明らかにされる。 敢ぇ て 學徒 諸賢 の 必讀す ベ き 

價値 ある 文献と してす， - める。 〔內容 IB 目〕 世界 市場の 形成 過程と 明治維新、 幕府 封建 國家 とその 

下に 於け る 諸對立 (幕府 諸 藩、 商業、 高利 贷 資本、 農民) 幕末 維新の 政治的 諸 段階、 王政復古、 

絕對 王政 ■ ブル ジョ ァ 革命、 以上)  s 六 判- sg. 一六 六 頁 五 0) 
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